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長大病教第 1033 号 

  令 和 7 年 10 月 6 日 

  厚生労働大臣        殿 

開設者名 国立大学法人 長崎大学          

学  長   永安 武   

 

 

臨床研究中核病院の業務に関する報告について 

 

 

 標記について、医療法（昭和23 年法律第205 号）第12 条の４第１項の規定に基づき、令和５年度 

の業務に関して報告します。 

 

記 

 

１ 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒852-8521 長崎市文教町１－１４ 

 氏   名  国立大学法人 長崎大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

２ 名  称 

 長崎大学病院 

 

３ 所在の場所 

〒852-8501 

 長崎市坂本１丁目７番１号                    電話(095)819－7200 

 

４ 区分 

□ 特定領域に係る臨床研究の実施の中核的な役割を担う臨床研究中核病院 

(注) 1 該当する場合は、□を■とすること。 

     2 特定領域に係る特定臨床研究中核的な役割を担う臨床研究中核病院として申請する場合は、

別添１にその旨の説明を記載すること。 

 

５ 診療科名 

(1) 標榜している診療科（内科） 

内科 有 ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

 1呼吸器内科 2消化器内科 3循環器内科 4腎臓内科 5神経内科  6血液内科   

7感染症内科 8リウマチ科   

 

 診療実績 

内分泌内科及び代謝内科については内分泌・代謝内科で対応している。 

アレルギー疾患については皮膚科等で対応している。 

 

(注) 1 「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に

ついて記入すること。 

 2 「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科等」欄に記

入すること。 

 3 「診療実績」欄については、医療法施行規則第６条の５の４第３項の規定により、他の診療
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科で医療を提供している場合に記入すること。 

(2) 標榜している診療科（外科） 

外科 有 ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

1呼吸器外科  2消化器外科  3心臓血管外科 4小児外科    

 診療実績 

乳腺外科及び内分泌外科については、乳腺・内分泌外科で対応している。 

 

 

(注) 1 「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

 2 「診療実績」欄については、医療法施行規則第６条の５の４第３項の規定により、他の診療

科で医療を提供している場合に記入すること。 

 

(3) その他の標榜していることが求められる診療科名 

 1精神科  2小児科  3整形外科  4脳神経外科  5皮膚科  6泌尿器科  7産婦人科 

 8産科    9婦人科  10眼科     11耳鼻咽喉科  12放射線科  13放射線診断科   

14放射線治療科  15麻酔科  16救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4) 歯科 

歯科 有 ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

    1小児歯科   2矯正歯科   3歯科口腔外科 

(注) 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名について

記入すること。 

 

(5) (1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

  1泌尿器科・腎移植外科 2形成外科 3内分泌・代謝内科 4乳腺・内分泌外科 5病理診断科 

6移植外科 7脳神経内科 8胃・食道外科 9大腸・肛門外科 10肝胆膵外科・肝移植外科    

  11リハビリテーション科 12臨床検査科 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

６ 病床数 

精 神 感染症 結 核 療 養 一 般 合 計 

39床 2床 6床 0床 729床 776床 
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７ 臨床研究に携わる医師、歯科医師、薬剤師、看護師その他の従業者の員数 

(1) 臨床研究に携わる医師、歯科医師、薬剤師、看護師の員数 

（令和７年 ４月 １日現在） 

職  種 員数 合計員数（エフォート換算） 

医師 ７人  ４．６人 

歯科医師 １人  ０．５人 

A薬 剤 師     E     １３人     １１人 

A看 護 師     E     １７人     １６．８人 

(注) 1 申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。 

2 「員数」の欄には、整数で算出して記入すること。「合計員数（エフォート換算）」の欄には、

当該病院の臨床研究に携わる従事者が当該業務に必要とする時間が年間の全勤務時間に占める

割合を表した数値の合計を小数点以下２位を切り捨て、小数点以下１位まで算出して記入する

こと。 

3 「臨床研究に携わる」とは、医療法施行規則第９条の 25 各号の規定に沿って、病院管理者が

整備する特定臨床研究を適正に実施するための各種体制に関わる業務を行っていることを指

す。なお、算定した者については、様式１別紙及び別添１に詳細を記載すること。 

 

(2) 臨床研究に携わるその他の従業者の員数 

（令和７年 ４月 １日現在） 

職  種 
員数 

合計員数 

（エフォート換算） 

専従の臨床研究の実施に係る支援を行う業務に関す

る相当の経験及び識見を有する者 
 ３８人  ３６．５人 

専従の臨床研究に関するデータの管理に関する相当

の経験及び識見を有する者 
    ５人     ５人 

（任意）臨床研究実施に係るデータベース構築に必要

な業務を行う者 
    - 人     - 人 

専任の生物統計に関する相当の経験及び識見を有す

る者 
    ３人     ３人 

専従の薬事に関する審査に関する相当の経験及び識

見を有する者 
    １人     ０．８人 

（注）1 申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。 

2 「員数」の欄には、整数で算出して記入すること。「合計員数（エフォート換算）」の欄には、

当該病院の臨床研究に携わる従事者が当該業務に必要とする時間が年間の全勤務時間に占める

割合を表した数値の合計を小数点以下２位を切り捨て、小数点以下１位まで算出して記入する

こと。 

3 「専従」とは、常勤で雇用されている職員において、その就業時間の８割以上、非常勤の場

合はそれに相当する時間を該当業務に従事している場合をいうものであること。 

4 「専任」とは、常勤で雇用されている職員において、その就業時間の５割以上、非常勤の場

合はそれに相当する時間を該当業務に従事している場合をいうものであること。 

5 「臨床研究実施に係るデータベース構築に必要な業務を行う者」とは、Electric Data Capture 

(EDC)システムの作成やシステムのプログラムチェック等のデータベース構築等に必要な業務

を行う者であること。 
6 (2)のうち、「臨床研究実施に係るデータベース構築に必要な業務を行う者」以外の各項目に

ついては、同一の者が兼任することはできないものとする。 

7 算定した者については、様式１別紙及び別添１に詳細を記載すること。 
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８ 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（  尾﨑 誠  ） 任命年月日  令和６年４月１日 

・安全管理部部長・安全担当副病院長（平成３０年４月１日～平成３０年１２月３１日） 

・医療安全管理委員会（医療安全に関する委員会）委員長（令和６年４月１日～継続中） 

 

 

 

９ 施設の構造設備 

施 設 名 床面積 主要構造 設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

405.55m 2 

 

 

鉄筋コン

クリート 

 

 

   病 床 数   20床  心  電  計  有・無 

   人工呼吸装置  有・無  心細動除去装置  有・無 

 そ の 他 の 救 急 蘇 生 装 置   有・無  ペースメーカー  有・無 

臨床検査室 検査の正確性を確保するための設備    有・無   

化学検査室  243.6m 2 鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）全自動生化学分析装置、血液ガス分析装置、 

全自動糖分析装置、自動グリコヘモグロビン分析計、 

全自動キャピラリー電気泳動装置、全自動免疫分析装置、 

全自動血液凝固測定装置、多項目自動血球分析装置、 

塗抹標本作成装置 等 

細菌検査室   185m 2 鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）微生物検体処理システム、質量分析装置、 

全自動血液培養測定装置、全自動同定感受性検査装置、 

安全キャビネット、光学顕微鏡 等 

病理検査室 400.4m 2 鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）密閉式自動包埋装置，自動染色装置，自動免

疫染色装置，局所廃棄装置切り出し台，局所廃棄装置付検体

保管庫，安全キャビネット，バーチャルスライド，スマート

セクション等 

病理解剖室  63.3m 2 鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）解剖台，高圧滅菌装置，ホルマリン希釈装置

，臓器乾燥装置，遺体保存冷蔵庫，教育用カメラシステム等 

研 究 室  3，277m 

2 

鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）安全キャビネット、電子顕微鏡、自動血液培

養装置、質量分析装置等 

講 義 室 562m 2 

 

鉄筋コン

クリート 

   室数      2 室  収容定員          420 人 

図 書 室    142m 2 鉄筋コン

クリート 

   室数      1  室  蔵 書 数  14,072 冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

    3  検査の正確性を確保するための設備については、国際標準化機構に定められた国際規格に基

づく技術能力の認定を受けていること等、その技術能力が国際的に認定されたと客観的に判

断できる外部評価がなされた場合に有とすること。また、外部評価がなされていることを証

明するために必要な書類を添付すること。 

   

10 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由並びに当該委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況 

 様式第７「安全管理のための体制」⑲のとおり。 

 ※様式第７「安全管理のための体制」⑲に記載する場合は、本様式には記載不要。
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臨床研究に携わる医師、歯科医師、薬剤師、看護師その他の従業者の員数 

 

１ 臨床研究に携わる医師、歯科医師、薬剤師、看護師 

氏 名 所属・役職名 資 格 エフォート換算値 

福島 千鶴 臨床研究センター管理ユ

ニット倫理・研修部門 

教授・副センター長・管理

ユニット長 

医師 0.8 

細萱 直希 臨床研究センター支援ユ

ニット研究企画部門 

教授・支援ユニット長 

医師 0.8 

清水 俊匡 臨床研究センター支援ユ

ニット研究マネジメント

部門 

助教 

医師 0.6 

住吉 玲美 臨床研究センター支援ユ

ニット研究マネジメント

部門 

助教 

医師 0.6 

濵田 隆志 臨床研究センター管理ユ

ニット倫理・研修部門 

助教 

医師 0.5 

松尾 緑 臨床研究センター管理ユ

ニット倫理・研修部門 

助教 

医師 0.8 

辻 良香 臨床研究センター支援ユ

ニット研究マネジメント

部門 

助教 

医師 0.5 

白石 千秋 臨床研究センター管理ユ

ニット倫理・研修部門 

兼任 

長崎大学病院・口腔管理セ

ンター 

助教 

歯科医師 0.5 

山本 弘史 臨床研究センター 

教授・センター長 
薬剤師 1.0 

兒玉 幸修 薬剤部 准教授 

臨床研究センター副セン

ター長 

薬剤師 0.1 

鶴丸 雅子 臨床研究センター治験ユ

ニット治験企画部門 

助教・副センター長・治験

ユニット長 

薬剤師 1.0 
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藤原 雄介 臨床研究センター支援ユ

ニット知的財産部門 

長崎大学研究開発推進機

構イノベーション・社会実

装推進部門・知的財産室 

兼務 

長崎大学先端創薬イノベ

ーションセンター・創薬支

援室・室長 

助教 

薬剤師 0.85 

伊藤 直子 臨床研究薬管理室・室長 

主任薬剤師 

薬剤師 0.8 

森本 心平 臨床研究センター支援ユ

ニット統計解析部門 

助教 

薬剤師 1.0 

成田 さわな 臨床研究センター支援ユ

ニット研究マネジメント

部門 

助教 

薬剤師 1.0 

山下 祐未 臨床研究センター治験ユ

ニット治験企画部門 

薬剤師 

薬剤師 0.9 

福重 友理 臨床研究センター治験ユ

ニット治験企画部門 

薬剤師 

薬剤師 0.9 

井上 貴惠 臨床研究センター治験ユ

ニット臨床研究コーディ

ネート部門 

薬剤師 

薬剤師 0.9 

中島 佐和子 臨床研究センター管理ユ

ニット倫理・研修部門 

主任薬剤師 

薬剤師 0.9 

天本 翔子 臨床研究センター管理ユ

ニット安全情報部門 

安全管理部 

薬剤師 

薬剤師 0.8 

近藤 雅哉 臨床研究センター管理ユ

ニット倫理・研修部門 

薬剤師 

薬剤師 0.9 

小橋川 智美 臨床研究センター治験ユ

ニット臨床研究コーディ

ネート部門 

看護師長 

看護師 0.8 

古賀 めぐみ 臨床研究センター治験ユ

ニット臨床研究コーディ

ネート部門 

看護師 

看護師 1.0 
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高田 美保子 臨床研究センター治験ユ

ニット臨床研究コーディ

ネート部門 

看護師 

看護師 1.0 

渡崎 みどり 臨床研究センター治験ユ

ニット臨床研究コーディ

ネート部門 

看護師 

看護師 1.0 

門口 千鶴 臨床研究センター治験ユ

ニット臨床研究コーディ

ネート部門 

看護師 

看護師 1.0 

松尾 貴代美 臨床研究センター治験ユ

ニット臨床研究コーディ

ネート部門 

看護師 

看護師 1.0 

谷川 倫子 臨床研究センター治験ユ

ニット臨床研究コーディ

ネート部門 

看護師 

看護師 1.0 

西田 百代 臨床研究センター治験ユ

ニット臨床研究コーディ

ネート部門 

看護師 

看護師 1.0 

太田 優美 臨床研究センター治験ユ

ニット臨床研究コーディ

ネート部門 

看護師 

看護師 1.0 

中村 佐由里 臨床研究センター治験ユ

ニット臨床研究コーディ

ネート部門 

看護師 

看護師 1.0 

原 智子 臨床研究センター治験ユ

ニット臨床研究コーディ

ネート部門 

看護師 

看護師 1.0 

杣川 舞子 臨床研究センター治験ユ

ニット臨床研究コーディ

ネート部門 

看護師 

看護師 1.0 

橋田 知未 臨床研究センター治験ユ

ニット臨床研究コーディ

ネート部門 

看護師 

看護師 1.0 
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甲斐 加奈 臨床研究センター治験ユ

ニット臨床研究コーディ

ネート部門 

看護師 

看護師 1.0 

野中 智子 臨床研究センター治験ユ

ニット臨床研究コーディ

ネート部門 

看護師 

看護師 1.0 

金丸 由美子 臨床研究センター支援ユ

ニットモニタリング部門 

戦略職員 

看護師 1.0 

佐藤 景子 臨床研究センター支援ユ

ニットモニタリング部門 

戦略職員 

看護師 1.0 

（注）「資格」の欄には、「医師」、「歯科医師」、「薬剤師」、「看護師」のいずれかを記載するこ

と。 
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２ 臨床研究に携わるその他の従業者 

(1) 専従の臨床研究の実施に係る支援を行う業務に関する相当の経験及び識見を有する者  

員数 
合計員数 

（エフォート換算） 

CRC（臨床研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）  １３人  １２．７人 

ﾓﾆﾀｰ  ３人  ３人 

PM（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ/ｽﾀﾃﾞｨｰﾏﾈｰｼﾞｬｰ）     ４人     ３．８人 

研究調整員（治験・臨床研究調整業務担当者）     １１人     １０．８人 

ﾒﾃﾞｨｶﾙﾗｲﾀｰ  ０人  ０人 

研究倫理相談員  ７人  ６．２人 

臨床検査専門員（臨床研究に係る臨床検査の技術・品質

管理に携わる者） 
 ０人  ０人 

研究監査員（研究監査担当員）     ０人     ０人 

 

氏 名 所属・役職名 業務 区分 
過去の当該業務経験（過去に当該

業務に従事した期間） 

小橋川 智美 

臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師長 

CRC 

１ 
3 年以上 

（平成 14 年 5 月～現在） 

古賀 めぐみ 

臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

CRC 

１ 
3 年以上 

（平成 15年 2月～平成 18年 2月） 

（平成 20 年 6 月～現在） 

𠮷𠮷田 誠子 

臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

臨床検査技師 

CRC 

１ 
3 年以上 

（平成 16年 6月～平成 22年 9月） 

（平成 23 年 4 月～現在） 

高田 美保子 

臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

CRC 

１ 
3 年以上 

（平成 24 年 10 月～現在） 

西田 百代 

臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

CRC 

１ 
3 年以上 

（平成 16年 8月～令和 3年 10月） 

（令和 3 年 11 月～現在） 
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渡崎 みどり 

臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

CRC 

１ 
3 年以上 

（令和 2 年 4 月～現在） 

門口 千鶴 

臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

CRC 

１ 
3 年以上 

（令和 2 年 5 月～現在） 

谷川 倫子 

臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

CRC 

１ 
3 年以上 

（令和 3 年 5 月～現在） 

松尾 貴代美 

臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

CRC 

１ 
3 年以上 

（令和 3 年 6 月～現在） 

太田 優美 

臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

CRC 

１ 
3 年以上 

（令和 4 年 4 月～現在） 

中村 佐由里 

臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

CRC 

２ 
1 年以上 3 年未満 

（令和 4 年 9 月～現在） 

原 智子 

臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

CRC 

２ 
1 年以上 3 年未満 

（令和 6 年 4 月～現在） 

井上 貴惠 

臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

薬剤師 

CRC 

２ 

1 年以上 3 年未満 

（令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月） 

（令和 7 年 4 月～現在） 

金丸 由美子 

臨床研究センタ

ー支援ユニット

モニタリング部門 

戦略職員 

ﾓﾆﾀｰ 

１ 
3 年以上 

（平成 30 年 1 月～現在） 

中尾 瑠美子 

臨床研究センタ

ー支援ユニット

モニタリング部門 

戦略職員 

ﾓﾆﾀｰ 

１ 
3 年以上 

（令和元年 9 月～現在） 
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佐藤 景子 

臨床研究センタ

ー支援ユニット

モニタリング部門 

戦略職員 

ﾓﾆﾀｰ 

１ 

3 年以上 

（平成28年11月～平成30年11月） 

（令和元年 10 月～令和 2 年 9 月） 

（令和 3 年 11 月～令和 6 年 9 月） 

（令和 7 年 1 月～現在） 

山本 弘史 
臨床研究センタ

ー 

教授・センター長 

PM 
１ 

3 年以上 

（平成 26 年 7 月～現在） 

上沢 修 

臨床研究センタ

ー支援ユニット

研究企画部門 

助教 

PM 

１ 
3 年以上 

（令和 3 年 7 月～現在） 

川﨑 富久 

臨床研究センタ

ー支援ユニット

研究企画部門 

助教 

PM 

１ 

3 年以上 

（平成 20年 1月～令和 3年 10月） 

（令和 4 年 6 月～現在） 

成田 さわな 

臨床研究センタ

ー支援ユニット

研究企画部門 

助教 

PM 

２ 
1 年以上 3 年未満 

（令和 5 年 7 月～現在） 

鶴丸 雅子 

臨床研究センタ

ー治験ユニット

治験企画部門 

助教・副センター

長・治験ユニット

長 

研究調整

員 

１ 

3 年以上 

（平成 12年 4月～平成 15年 3月） 

（平成 17 年 4 月～現在） 

山下 祐未 

臨床研究センタ

ー治験ユニット

治験企画部門 

薬剤師 

研究調整

員 

１ 

3 年以上 

（平成 24年 5月～平成 28年 7月） 

（平成 29 年 8 月～令和 4 年 2 月） 

（令和 5 年 4 月～令和 5 年 12 月）

（令和 6 年 11 月～現在） 

福重 友理 

臨床研究センタ

ー治験ユニット

治験企画部門 

薬剤師 

研究調整

員 
１ 

3 年以上 

（平成 28年 4月～令和 4年 10月） 

（令和 6 年 4 月～現在） 

木谷 理恵子 

臨床研究センタ

ー支援ユニット

研究マネジメン

ト部門 

戦略職員 

研究調整

員 

１ 

3 年以上 

（平成 26 年 4 月～令和元年 6 月） 

（令和 4 年 5 月～現在） 

白井 佑実 

臨床研究センタ

ー支援ユニット

研究マネジメン

ト部門 

戦略職員 

研究調整

員 

１ 
3 年以上 

（令和 3 年 4 月～現在） 

田中 恵美 

臨床研究センタ

ー治験ユニット

治験企画部門 

事務補佐員 

研究調整

員 
１ 

3 年以上 

（平成 12 年 4 月～現在） 
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辻田 未来 

臨床研究センタ

ー治験ユニット

治験企画部門 

事務補佐員 

研究調整

員 
１ 

3 年以上 

（平成 12年 10月～平成 19年 8月） 

（平成 23 年 7 月～現在） 

渡部 圭子 

臨床研究センタ

ー治験ユニット

治験企画部門 

事務補佐員 

研究調整

員 
１ 

3 年以上 

（平成 30 年 10 月～現在） 

酒井 珠希 

臨床研究センタ

ー支援ユニット

研究マネジメン

ト部門 

事務補佐員 

研究調整

員 

１ 
3 年以上 

（令和元年 5 月～現在） 

森田 道子 

臨床研究センタ

ー支援ユニット

研究マネジメン

ト部門 

事務補佐員 

研究調整

員 

１ 
3 年以上 

（令和 4 年 4 月～現在） 

柴田 涼子 

臨床研究センタ

ー支援ユニット

研究マネジメン

ト部門 

事務補佐員 

研究調整

員 

２ 
1 年以上 3 年未満 

（令和 5 年 7 月～現在） 

福島 千鶴 

臨床研究センタ

ー管理ユニット

倫理・研修部門 

教授・副センター

長・管理ユニット

長 

研究倫理

相談員 

１ 
3 年以上 

（平成 21 年 4 月～現在） 

松尾 緑 

臨床研究センタ

ー管理ユニット

倫理・研修部門 

助教 

研究倫理

相談員 
２ 

1 年以上 3 年未満 

（令和 4 年 4 月～令和 4 年 7 月） 

（令和 5 年 4 月～現在） 

中島 佐和子 

臨床研究センタ

ー管理ユニット

倫理・研修部門 

主任薬剤師 

研究倫理

相談員 
１ 

3 年以上 

（平成 25 年 10 月～現在） 

天本 翔子 

臨床研究センタ

ー管理ユニット

安全情報部門 

安全管理部 

薬剤師 

研究倫理

相談員 

１ 
3 年以上 

（令和元年 8 月～現在） 
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近藤 雅哉 

臨床研究センタ

ー管理ユニット

倫理・研修部門 

薬剤師 

研究倫理

相談員 
２ 

1 年以上 3 年未満 

（令和 5 年 4 月～現在） 

沢田 志津香 

臨床研究センタ

ー管理ユニット

倫理・研修部門 

事務補佐員 

研究倫理

相談員 
２ 

1 年以上 3 年未満 

（令和 4 年 9 月～現在） 

辻本 みちる 

臨床研究センタ

ー管理ユニット

倫理・研修部門 

事務補佐員 

研究倫理

相談員 
２ 

1 年以上 3 年未満 

（令和 5 年 8 月～現在） 

（注）1 「業務」の欄には、「CRC」（臨床研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）、「ﾓﾆﾀｰ」、「PM」（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ/ｽﾀ

ﾃﾞｨｰﾏﾈｰｼﾞｬｰ）、「研究調整員」（治験・臨床研究調整業務担当者）、「ﾒﾃﾞｨｶﾙﾗｲﾀｰ」、「研究

倫理相談員」、「臨床検査専門員」（臨床研究に係る臨床検査の技術・品質管理に携わる者）、

「研究監査員」（研究監査担当員）のいずれかを記載すること。 

2 「区分」の欄は、１又は２と記載すること。１は、当該支援業務の経験が３年以上の場合に、

２は、当該支援業務の経験が１年以上３年未満の場合に記載すること。 

3 「過去の当該業務経験」の欄には、当該業務の経験について「1 年以上 3 年未満」又は「3 年

以上」と記載し、当該業務に従事した具体的な期間についても記載すること。期間については、

和暦で記載すること。 

 

(2) 専従の臨床研究に関するデータの管理に関する相当の経験及び識見を有する者 

氏 名 所属・役職名 過去に当該業務に従事した期間 

田代 茂樹 臨床研究センター支援ユ

ニットデータマネジメン

ト部門 助教 

平成 26 年 4 月～現在 

黒田 祥平 臨床研究センター支援ユ

ニットデータマネジメン

ト部門 助教 

令和元年 5 月～現在 

川嵜 莉奈 臨床研究センター支援ユ

ニットデータマネジメン

ト部門 戦略職員 

令和 2 年 8 月～現在 

中村 綾香 臨床研究センター支援ユ

ニットデータマネジメン

ト部門 事務補佐員 

平成 30 年 1 月～現在 

福永 ゆかり 臨床研究センター支援ユ

ニットデータマネジメン

ト部門 事務補佐員 

平成 30 年 1 月～現在 

 

(3) 臨床研究実施に係るデータベース構築に必要な業務を行う者（任意） 

氏 名 所属・役職名 過去に当該業務に従事した期間 エフォート換算値 
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(4) 専任の生物統計に関する相当の経験及び識見を有する者 

氏 名 所属・役職名 過去に当該業務に従事した期間 

佐藤 俊太朗 臨床研究センター支援ユ

ニット統計解析部門 

講師 

平成 22 年 4 月～現在 

森本 心平 臨床研究センター支援ユ

ニット統計解析部門 

助教 

平成 24 年 1 月～現在 

川添 百合香 臨床研究センター支援ユ

ニット統計解析部門 

助手 

令和 4 年 4 月～現在 

 

(5) 専従の薬事に関する審査に関する相当の経験及び識見を有する者 

氏 名 所属・役職名 過去に当該業務に従事した規制当局・期間 

細萱 直希 臨床研究センター支援ユ

ニット研究企画部門 

教授・支援ユニット長 

平成 28 年 4 月～平成 30 年 6 月 

（独立行政法人医薬品医療機器総合機構新薬審査

第四部） 
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特定臨床研究に関する計画の立案及び実施の実績 

 

 

１ 特定臨床研究を主導的に実施した件数 

(1) 医師主導治験 

番

号 
治験名 

治験調

整医師

名 

治験調整

医師所属 
届出日 

登録 ID

等 

主導的

な役割 

医薬品

等区分 

小児／

成人 

疾病等

分類 

実施 

施設数 

フェーズ

（Phase） 

1 副腎皮質ステロイドに抵抗

性の成人発症スチル病

（AOSD）患者に対する 5-

アミノレブリン酸塩酸塩／

クエン酸第一鉄ナトリウム

（5-ALA-HCl/SFC）の第Ⅱ

相医師主導、ランダム化二

重盲検並行群間比較試験 

川上 

純 

医歯薬学

総合研究

科リウマ

チ･膠原

病内科学 

2022/5/

16 

治験計画

届出受付

番号：

2022-

0900 

jRCT2071

220040 

１ 医薬品 小児・

成人 

M06 １２ ２ 

2 副腎皮質ステロイドに抵抗

性の成人発症スチル病

（AOSD）患者に対する 5-

アミノレブリン酸塩酸塩／

クエン酸第一鉄ナトリウム

（5-ALA-HCl/SFC）の第Ⅱ

相医師主導、継続投与試験 

川上 

純 
医歯薬学

総合研究

科リウマ

チ･膠原

病内科学 

2022/7/

28 

治験計画

届出受付

番号：

2022-

3066 

jRCT2071

220086 

１ 医薬品 小児・

成人 

M06 １２ ２ 

3 特発性多中心性キャッスル

マン病を対象としたフィル

ゴチニブの第 Ib 相医師主

導治験 

川上 

純 

医歯薬学

総合研究

科リウマ

チ･膠原

病内科学 

2023/12

/22 

治験計画

届出受付

番号：

28-4134 

jRCT2071

230108 

１ 医薬品 成人 D47 ５ １ 

4 放射線性唾液腺萎縮障害に

伴う口腔乾燥症患者を対象

とした高機能細胞（ E-MNC 

/ CA-702 ）治療の安全性

住田 

吉慶 

医歯薬学

総合研究

科先進口

腔医療開

2025/2/

17 

治験計画

届出受付

番号：記

１ 再生医

療等製

品 

成人 K11 １ １ 
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及び有効性を評価する第 

Ⅰ b 相医師主導治験 

発学 載なし 

jRCT2073

240123 

（注）1 「登録 ID 等」の欄には、治験計画届書の受理時に独立行政法人 医薬品医療機器総合機構から発行された受付番号（当該治験の最初の届
出時のもの）を記載すること。 

2 「主導的な役割」の欄は、１又は２と記載すること。１は、当該病院において当該特定臨床研究の実施に関する業務を統括する責任者を
定めた場合に、２は、当該病院が他の病院又は診療所に対し当該特定臨床研究の実施に関する包括的な支援を行った場合に記載すること。
２と記載した場合には、包括的な支援の内容を証明するために必要な書類を添付すること。なお、「包括的な支援を行った場合」とは、プ
ロトコール作成支援、データマネジメント、モニタリング等の当該研究に係る主要な臨床研究支援業務を包括的に請け負った場合を指す。 

3 「医薬品等区分」の欄は、研究の対象について、「医薬品」「医療機器」「再生医療等製品」のうち、該当するものすべてを記載すること。

平成 30 年 3 月 31 日までに開始し、平成 31 年 3 月 31 日までに終了した臨床研究の場合は、記載しなくて差し支えない。 

4 「小児／成人」の欄は、被験者・研究対象者が「小児」「成人」「小児・成人」のいずれに該当するかを記載すること。「小児」は、被験

者・研究対象者が満 18 歳までの場合とすること。18 歳未満の者と 18 歳以上の者を被験者・研究対象者に含む場合は、「小児・成人」と記

載すること。 
5 「疾病等分類」の欄は、世界保健機関（WHO）による International Statistical Classification of Disease and Related Health 
Problems-10（2003 年版）（以下「ICD-10」という。）に準拠した「基本分類表（2013 年度版）準拠」の 3 桁分類を用いて、該当するすべ
てを記載すること。複数の疾病を対象とする研究であって記載が困難である場合は、「複数疾病（）」と記載し、可能であれば（）内に 3
桁分類すべてを記載すること。 

6 「実施施設数」の欄は、研究が実施される施設数を記載すること。単施設で実施される研究の場合は１と記載し、当該病院が他の病院又
は診療所と共同して特定臨床研究を実施する場合には、研究が実施される施設の合計を記載すること。 

7 「フェーズ（Phase）」の欄は、phaseⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの研究開発段階に応じ、「１」「２」「３」「４」のいずれかで記載すること。い
ずれにも該当しない場合は、「その他（ ）」と記載し、（）内に具体的に記載すること。 

8 小児疾患、神経疾患その他の臨床研究の実施に際し疾患に応じた体制の整備を要する疾患（以下「特定領域」という。）に係る臨床研究
の中核的な役割を担う臨床研究中核病院として申請する場合は、当該領域に係る特定臨床研究については別添２の１にその旨の説明を記載
すること。 

9 他の臨床研究中核病院の実績と重複がないこと。 
10 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 
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(2)臨床研究 

番号 臨床研究名 
研究代表

医師 

研究代表

医師所属 
開始日 

登録 ID

等 

主導的

な役割 

医薬品

等区分 

小児／

成人 

疾病等

分類 

実施 

施設数 

フェーズ

（Phase） 

1 アテロコラーゲンと抗菌薬局

所投与による抜歯後薬剤関連

顎骨壊死の発症予防に関する

多機関共同研究 

大森 

景介 

医歯薬学

総合研究

科口腔顎

顔面外科

学 

2023/1/

16 

jRCTs07

1220088 

１ 医薬品 成人 K10 ５ ２ 

2 関節リウマチにおける骨構造

変化に対するペフィシチニブ

の有効性の解析 

岩本 

直樹 

医歯薬学

総合研究

科リウマ

チ・膠原

病内科学 

2022/11

/22 

jRCTs07

1220070 

１ 医薬品 成人 M06 １ ４ 

3 市中肺炎に対するラスクフロ

キサシンスイッチ療法の有効

性および安全性を評価する多

施設共同単群非盲検試験 

迎 寛 医歯薬学

総合研究

科呼吸器

内科学 

2023/4/

3 

jRCTs07

1230001 

１ 医薬品 成人 J18 １６ ４ 

4 口腔外科手術後挿管患者に対

する抗菌薬局所投与による術

後肺炎発症予防：予備的研究 

三浦 

桂一郎 

病院 口

腔外科 

2023/4/

14 

jRCTs07

1230007 

１ 医薬品 成人 J95 ２ ２ 

5 重症化リスク因子を有する軽

症/中等症Ⅰの SARS-CoV-2 感

染症患者を対象としたエンシ

トレルビル フマル酸の有効

性及び安全性を評価する無作

為化モルヌピラビル対照比較

試験 

迎 寛 医歯薬学

総合研究

科呼吸器

内科学 

2023/5/

16 

jRCTs07

1230014 

１ 医薬品 成人 U07 ２５ ４ 

6 悪性腫瘍手術患者の唾液中細

菌数を減少させる口腔ケア法

の確立〜ブラッシングとポビ

ドンヨード含漱の比較〜 

五月女 

さき子 

医歯薬学

総合研究

科口腔保

健学 

2023/8/

3 

jRCT107

1230048 

１ 医薬品 成人 C80 １ ２ 

7 薬剤関連顎骨壊死患者に対す

る栄養補充療法による栄養状

態の変化についての検討 

原 昌

士 

病院 口

腔外科 

2023/9/

5 

jRCT107

1230057 

１ 医薬品 成人 K10 １ ２ 
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8 オゾラリズマブ投与による関

節リウマチ患者における骨構

造変化の評価：ヒストリカル

コントロールを用いた多施設

共同試験 

川上 

純 

医歯薬学

総合研究

科リウマ

チ･膠原

病内科学 

2023/9/

27 

jRCTs07

1230067 

１ 医薬品 成人 M06 ６ ４ 

9 抗コリン薬、Mirabegron 不応

性の過活動膀胱症例に対する

Vibegron の有用性と安全性 

今村 

亮一 

医歯薬学

総合研究

科泌尿器

科学 

2023/9/

29 

jRCT107

1230070 

１ 医薬品 成人 N32 ３ ４ 

10 挿管患者におけるブラッシン

グおよびポビドンヨード塗布

のカフ上細菌数減少効果の比

較検討：予備的研究 

五月女 

さき子 

医歯薬学

総合研究

科口腔保

健学 

2023/12

/25 

jRCT107

1230103 

１ 医薬品 成人 D37 ２ ２ 

11 日本人慢性肺アスペルギルス

症に対する日常診療下におけ

るイサブコナゾニウム硫酸塩

の前向き介入研究（PIIS-

CPA） 

泉川 

公一 

医歯薬学

総合研究

科臨床感

染症学 

2024/3/

4 

jRCTs07

1230121 

１ 医薬品 成人 B44 ２０ ４ 

12 特発性多中心性キャッスルマ

ン病を対象としたフィルゴチ

ニブの長期投与における安全

性および有効性を評価する多

施設共同試験 

川上 

純 

医歯薬学

総合研究

科リウマ

チ･膠原

病内科学 

2024/3/

4 

jRCTs07

1230120 

１ 医薬品 成人 D47 ２ １－２ 

13 化学療法未治療の進行再発胸

腺上皮性腫瘍（胸腺腫・胸腺

癌）に対するカルボプラチン

＋nab-パクリタキセル

（CBDCA＋nab-PTX）併用療法

の有効性と安全性に関する第

II 相試験 

竹本 

真之輔 

病院 呼

吸器内科 

2024/6/

6 

jRCTs07

1240019 

１ 医薬品 成人 D38 ８ ２ 

14 ステロイドマウスウォッシュ

による乳癌化学療法誘因性の

口腔粘膜炎予防を検討する第

Ⅲ相ランダム化比較試験 

久芳 

さやか 

病院 乳

腺・内分

泌外科 

2024/7/

22 

jRCTs07

1240036 

１ 医薬品 成人 C50 １５ ３ 
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15 大腿骨近位部骨折患者に対す

るゾレドロネート 5mg および

2.5mg の比較試験 

尾﨑  

誠 

医歯薬学

総合研究

科整形外

科学 

2024/7/

22 

jRCTs07

1240037 

１ 医薬品 成人 M84 ２ ４ 

16 「Nasal High Flowを応用し

た30%N2O吸入鎮静の有用性と

安全性の検討」 

〜単施設ランダム化非盲検群

間比較試験〜 

眞方 

信明 

病院 特

殊歯科総

合治療部 

2024/7/

29 

jRCTs07

2240042 

１ 医療機

器 

成人 F40 １ ４ 

17 ベタメタゾン含嗽剤の口腔粘

膜炎発症予防に関する多機関

共同ランダム化比較試験 

五月女 

さき子 

医歯薬学

総合研究

科口腔保

健学 

2024/9/

20 

jRCTs07

1240060 

１ 医薬品 成人 K12 １２ ２ 

18 血液透析を実施中の軽症の

SARS-CoV-2 感染症患者を対象

としたエンシトレルビル フ

マル酸の薬物動態と治療アウ

トカムを評価する前向き介入

試験 

迎 寛 医歯薬学

総合研究

科呼吸器

内科学 

2024/10

/15 

jRCTs07

1240069 

１ 医薬品 成人 U07 ６ ４ 

19 ロボット支援下直腸切除術で

のインドシアニングリーン

（ICG）を使用した術前病変

部マーキングの有用性と安全

性の検討 

野中 

隆 

病院 低

侵襲手術

センター 

2024/11

/21 

jRCTs07

1240077 

１ 医薬品 成人 C20 １ １ 

20 マイクロニードルパッチによ

る表面麻酔剤の深達性効果と

安全性の検討 

切石 

健輔 

病院 特

殊歯科総

合治療部 

2024/11

/27 

jRCTs07

2240080 

１ 医療機

器 

成人 K05 １ ４ 

21 顎変形症手術(Le Fort I 型骨

切り術)に対するリン酸オク

タカルシウム・コラーゲン複

合体の安全性ならびに骨再生

能の有効性に関する研究 

山田 

朋弘 

医歯薬学

総合研究

科口腔顎

顔面外科

学 

2024/12

/11 

jRCTs07

2240085 

１ 医療機

器 

成人 K07 １ ２ 

22 斜視手術における亜酸化窒素

吸入鎮静･鎮痛の有用性と安

全性の検討 

上松 

聖典 

病院 眼

科 

2024/12

/27 

jRCT107

1240091 

１ 医薬品 成人 H50 １ ４ 
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23 超音波診断用造影剤（ペルフ

ルブタン）による膵臓癌にお

けるセルフリーDNA 検出感度

の増強効果に関する前向き介

入研究 

今村 

一歩 

病院 肝

胆膵外科

・肝移植

外科 

2025/1/

10 

jRCTs07

1240095 

１ 医薬品 成人 C25 １ ２ 

24 静脈麻酔中の内視鏡的逆行性

胆管膵管造影を対象とした新

型 high flow nasal cannula

の酸素化維持の有効性に関す

る検討 

髙橋 

孝輔 

病院 総

合患者支

援部 

2025/1/

16 

jRCTs07

2240096 

１ 医療機

器 

成人 K83 ５ ４ 

25 歯科治療時のストレス軽減の

ための High Flow Nasal 

Cannula 加温・加湿・高流量

空気吸入の有効性と安全性の

検討 

鮎瀬 

てるみ 

病院 特

殊歯科総

合治療部 

2025/1/

21 

jRCTs07

2240099 

１ 医療機

器 

成人 複数疾

病

（K02、

K05） 

１ ４ 

26 上顎洞底挙上術における

Deproteinized Bovine Bone

の有効性および安全性の検討 

尾立 

哲郎 

医歯薬学

総合研究

科口腔イ

ンプラン

ト学 

2025/1/

23 

jRCTs07

2240100 

１ 医療機

器 

成人 K08 １ １ 

27 リドカインゼリー局所塗布に

よる舌痛症の症状緩和効果と

安全性の検討 

達 聖

月 

医歯薬学

総合研究

科歯科麻

酔学 

2025/2/

3 

jRCTs07

1240105 

１ 医薬品 成人 K14 １ ４ 

28 静脈内鎮静下で歯科治療を行

う者を対象とした High Flow 

Nasal Cannula の酸素化維持

の有効性に関する検討 

鮎瀬 

卓郎 

病院 臨

床研究セ

ンター 

2025/2/

6 

jRCTs07

2240107 

１ 医療機

器 

成人 K02 ６ ４ 

29 シェーグレン症候群の口腔乾

燥症に対する MA-T 口腔ケア

製品（ジェル）の有用性と安

全性に関する単施設前向き試

験 

高木 

幸則 

医歯薬学

総合研究

科口腔診

断・情報

科学 

2025/2/

7 

jRCTs07

1240108 

１ 医薬品 成人 複数疾

病

（K11、

M35） 

１ ２ 
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30 挿管困難症例のファイバー挿

管中の High Flow Nasal 

Cannula 呼吸管理法による低

酸素血症と高二酸化炭素血症

の防止効果の検討 

倉田 

眞治 

医歯薬学

総合研究

科歯科麻

酔学 

2025/2/

10 

jRCTs07

2240110 

１ 医療機

器 

成人 T88 １ ４ 

31 人工呼吸器離脱後の患者にお

ける High Flow Nasal 

Cannula の効果と忍容性につ

いて 

荒木 

寛 

病院 集

中治療部 

2025/2/

10 

jRCTs07

2240109 

１ 医療機

器 

成人 J96 １ ４ 

32 口腔外科手術後患者における

High Flow Nasal Cannula 呼

吸管理を応用した抜管後急性

期の肺リクルートメント効果

の有効性の検討 

倉田 

眞治 

医歯薬学

総合研究

科歯科麻

酔学 

2025/2/

14 

jRCTs07

2240111 

１ 医療機

器 

成人 T88 １ ４ 

33 鎮静導入時の呼吸抑制および

血圧低下に関してレミマゾラ

ムとプロポフォールを比較す

るランダム化非盲検二群間比

較試験 

倉田 

眞治 

医歯薬学

総合研究

科歯科麻

酔学 

2025/2/

17 

jRCTs07

1240114 

１ 医薬品 成人 K02 １ ４ 

34 慢性閉塞性肺疾患患者の運動

耐容能に対する可動式ネーザ

ルハイフロー使用の効果と安

全性 

深堀 

範 

病院 呼

吸器内科 

2025/2/

20 

jRCTs07

2240116 

１ 医療機

器 

成人 J44 １ ４ 

35 在宅心不全患者に対する心音

図検査装置 AMI-SSS01 を用い

た心不全増悪診断の有効性に

関する研究 

山梨 

啓友 

医歯薬学

総合研究

科総合診

療学 

2025/2/

25 

jRCT107

2240118 

１ 医療機

器 

成人 I50 ３ ４ 

36 腫瘍径 3cm 以下 Stage II ト

リプルネガティブ高齢者乳癌

における治療早期効果に基づ

くペムブロリズマブ省略戦略

の安全性を検討する多施設共

同試験 

久芳 

さやか 

病院 乳

腺・内分

泌外科 

2025/2/

28 

jRCT107

1240119 

１ 医薬品 成人 C50 ９ ２ 
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37 造血幹細胞移植患者に対する

半導体レーザを用いた低出力

レーザ照射による口腔粘膜炎

発症と重症化抑制効果及び安

全性の検討 

吉松 

昌子 

病院 口

腔管理セ

ンター 

2025/3/

6 

jRCTs07

2240122 

１ 医療機

器 

成人 K12 １ ４ 

38 症候性不可逆性歯髄炎におけ

るルート ZX3 単独使用による

治療の有効性と安全性に関す

る研究 

松裏 

貴史 

医歯薬学

総合研究

科歯周歯

内治療学 

2025/3/

7 

jRCTs07

2240124 

１ 医療機

器 

成人 K04 １ １ 

39 脳死肝移植における移植用臓

器の低温酸素化機械灌流シス

テムの安全性に関する研究 

曽山 

明彦 

医歯薬学

総合研究

科先端技

術展開外

科学講座 

2025/3/

10 

jRCTs07

2240126 

１ 医療機

器 

成人 複数疾

病

（K70-

K77） 

１ １ 

40 妊娠糖尿病・2 型糖尿病合併

妊娠の血糖管理における持続

グルコースモニターの有用性

の検討 

堀江 

一郎 

病院 内

分泌・代

謝内科 

2025/3/

12 

jRCTs07

2240127 

１ 医療機

器 

成人 O24 １ ４ 

（注）1 「開始日」の欄には、実施計画が臨床研究法施行規則第24条第１項に規定するデータベース（jRCT）に公表された日を記載すること。た

だし、平成30年3月31日までに開始した臨床研究については、臨床研究の実施を研究機関の長が許可した日を記載すること。 

    2 「登録ID等」の欄には、jRCTに登録した番号を記載すること。なお、同法の施行前に｢人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に基

づき実施した臨床研究等、jRCTに登録した番号がない臨床研究については、｢人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」において登録

が求められている国立大学附属病院長会議、一般財団法人日本医薬情報センター又は公益社団法人日本医師会が設置している公開データベ

ースにおいて、臨床研究ごとに割り当てられた固有の識別番号を記載すること（国立大学附属病院長会議であれば「UMIN＋9桁の数字」、

一般財団法人日本医薬情報センターであれば「JapicCTI-＋6桁の数字」、公益社団法人日本医師会であれば「JMA-IIA＋5桁の数字」）。 

3 「主導的な役割」「医薬品等区分」「小児／成人」「疾病等分類」「実施施設数」「フェーズ（Phase）」の欄は、(1)の(注) 2～7を参照

し、記載すること。 

4 特定臨床研究であることの説明を別添２の１に記載すること。ただし、平成 30 年 3 月 31 日までに開始した臨床研究については、医薬品、

医療機器又は再生医療等製品を用いた侵襲及び介入を伴う臨床研究であることの説明を別添２の１に記載すること。 

5 特定領域に係る特定臨床研究中核的な役割を担う臨床研究中核病院として申請する場合は、当該領域に係る特定臨床研究については別添２    

の１にその旨の説明を記載すること。  

6 他の臨床研究中核病院の実績と重複がないこと。 

7 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 
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(3) 企業治験 

番

号 
治験名 

治験責任者医

師名 
届出日 登録 ID 等 

医薬品等 

区分 

小児／ 

成人 
疾病等分類 

実施 

施設数 

フェーズ

（Phase） 

1 ＊＊ 江口 晋 2022/4/11 ＊＊ 医薬品 成人 C15 2（29） １ 

2 ＊＊ 加藤 丈晴 2022/4/15 ＊＊ 医薬品 成人 C90 2（17） ３ 

3 ＊＊ 池田 聡司 2022/5/30 ＊＊ 医薬品 成人 I27 2（9） ２ 

4 ＊＊ 西野 友哉 2022/5/20 ＊＊ 医薬品 成人 N02 2（23） ３ 

5 ＊＊ 川上 純 2022/6/20 ＊＊ 医薬品 成人 M32 2（14） ３ 

6 ＊＊ 河野 浩章 2022/8/1 ＊＊ 医薬品 成人 E85 2（6） ２ 

7 ＊＊ 竹本 真之輔 2022/9/6 ＊＊ 医薬品 成人 C34 2（10） １ 

8 ＊＊ 西野 友哉 2022/6/14 ＊＊ 医薬品 成人 N05 2（9） ３ 

9 ＊＊ 松島 加代子 2022/8/4 ＊＊ 医薬品 成人 K50 2（22） ３ 

10 ＊＊ 坂本 憲穂 2022/8/10 ＊＊ 医薬品 成人 J84 2（30） ３ 

11 ＊＊ 坂本 憲穂 2022/8/10 ＊＊ 医薬品 成人 J84 2（34） ３ 

12 ＊＊ 松島 加代子 2022/6/6 ＊＊ 医薬品 成人 K50 2（24） ３ 

13 ＊＊ 川上 純 2022/8/5 ＊＊ 医薬品 成人 M05 2（35） ３ 

14 ＊＊ 山田 志津香 2022/7/27 ＊＊ 医薬品 成人 K04 2（2） １ 

15 ＊＊ 宮﨑 泰司 2022/8/29 ＊＊ 医薬品 成人 C92 2（19） ３ 

16 ＊＊ 竹本 真之輔 2022/7/26 ＊＊ 医薬品 成人 C34 2（23） ３ 

17 ＊＊ 辻野 彰 2022/10/3 ＊＊ 医薬品 成人 G70 2（16） ３ 

18 ＊＊ 川上 純 2022/11/30 ＊＊ 医薬品 成人 M05 2（79） ３ 

19 ＊＊ 川上 純 2022/12/16 ＊＊ 医薬品 成人 M32 2（21） １ 

20 ＊＊ 池田 聡司 2022/10/14 ＊＊ 医薬品 成人 I27 2（9） その他

（２/３） 

21 ＊＊ 竹中 基 2022/11/11 ＊＊ 医薬品 成人 L20 2（15） ３ 

22 ＊＊ 竹本 真之輔 2022/12/9 ＊＊ 医薬品 成人 C34 2（4） ３ 

23 ＊＊ 竹本 真之輔 2022/8/2 ＊＊ 医薬品 成人 C34 2（35） ３ 

24 ＊＊ 松島 加代子 2023/1/23 ＊＊ 医薬品 成人 K50 2（18） ２ 

25 ＊＊ 岩本 直樹 2023/2/1 ＊＊ 医薬品 成人 M30 2（28） ３ 

26 ＊＊ 大庭 康司郎 2023/2/24 ＊＊ 医薬品 成人 C67 2（17） ３ 
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27 ＊＊ 栁原 克紀 2022/12/7 ＊＊ 医薬品 成人 複数疾病

（N39、N12 

等） 

2（6） ３ 

28 ＊＊ 川上 純 2023/1/26 ＊＊ 医薬品 成人 M32 2（25） ３ 

29 ＊＊ 大石 明生 2022/10/28 ＊＊ 医薬品 成人 H35 2（40） ３ 

30 ＊＊ 辻野 彰 2023/2/15 ＊＊ 医薬品 成人 G73 2（5） その他

（拡大治

験） 

31 ＊＊ 堀江 一郎 2023/3/30 ＊＊ 医薬品 成人 E05 2（11） ３ 

32 ＊＊ 髙園 貴弘  2023/3/24 ＊＊ 医薬品 成人 A31 2（17） ３ 

33 ＊＊ 江口 晋 2023/3/28 ＊＊ 医薬品 成人 C24 2（4） ２ 

34 ＊＊ 川上 純 2023/1/25 ＊＊ 医薬品 成人 M34 2（15） ２ 

35 ＊＊ 栁原 克紀 2022/12/7 ＊＊ 医薬品 成人 複数疾病

（N39、

N12） 

2（19） ３ 

36 ＊＊ 松島 加代子 2023/4/10 ＊＊ 医薬品 成人 K51 2（1） ２ 

37 ＊＊ 糸永 英弘 2023/4/13 ＊＊ 再生医療

等製品 

小児・

成人 

複数疾病

（C91、

C85） 

2（37） ３ 

38 ＊＊ 川上 純 2023/4/25 ＊＊ 医薬品 成人 M32 2（24） ３ 

39 ＊＊ 森内 浩幸 2023/5/8 ＊＊ 医薬品 乳児・

新生児

・小児 

B34 2（13） ３ 

40 ＊＊ 松島 加代子 2023/5/11 ＊＊ 医薬品 成人 K51 2（4） ２ 

41 ＊＊ 竹中 基 2023/5/22 ＊＊ 医薬品 成人 L20 2（42） ３ 

42 ＊＊ 大庭 康司郎 2023/7/5 ＊＊ 医薬品・

医療機器 

成人 C67 2（14） ３ 

43 ＊＊ 川上 純 2023/7/13 ＊＊ 医薬品 成人 M34 2（15） ２ 

44 ＊＊ 立石 洋平 2023/7/31 ＊＊ 医薬品 成人 複数疾病

（I63、

G45） 

2（71） ３ 

45 ＊＊ 川上 純 2023/8/8 ＊＊ 医薬品・

医療機器 

成人 M34 2（12） ３ 

46 ＊＊ 川上 純 2023/8/9 ＊＊ 医薬品 成人 M35 2（3） ３ 
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47 ＊＊ 佐藤 信也 2023/8/9 ＊＊ 医薬品 成人 B44 2（13） ３ 

48 ＊＊ 宮明 寿光 2023/8/28 ＊＊ 医薬品 成人 K74 2（28） ２ 

49 ＊＊ 安東 恒史 2023/8/30 ＊＊ 医薬品 成人 C83 2（15） ３ 

50 ＊＊ 本田 琢也 2022/9/27 ＊＊ 医薬品 成人 複数疾病

（C16、

C15） 

2（19） その他

（2/3） 

51 ＊＊ 江口 晋 2023/10/4 ＊＊ 医薬品 成人 C15 2（35） １ 

52 ＊＊ 川上 純 2023/10/10 ＊＊ 医薬品 成人 L93 2（27） その他

（2/3） 

53 ＊＊ 坂本 憲穂 2023/10/19 ＊＊ 医薬品 成人 J84 2（36） ３ 

54 ＊＊ 坂本 憲穂 2023/10/19 ＊＊ 医薬品 成人 J84 2（44） ３ 

55 ＊＊ 関野 元裕 2023/10/20 ＊＊ 医薬品 小児・

成人 

複数疾病

（E87、

N19、T50、

T88、K85、

B19、K72） 

2（18） ３ 

56 ＊＊ 堀江 一郎 2023/12/1 ＊＊ 医薬品 成人 E05 2（13） ３ 

57 ＊＊ 光成 健輔 2023/12/20 ＊＊ 医薬品 成人 C61 2（13） ３ 

58 ＊＊ 糸永 英弘 2024/1/26 ＊＊ 再生医療

等製品 

成人 B85 2(52） ３ 

59 ＊＊ 宮﨑 泰司 2024/2/22 ＊＊ 医薬品 成人 C85 2(9) １ 

60 ＊＊ 松島 加代子 2024/2/26 ＊＊ 医薬品 成人 K51 2(11) ２ 

61 ＊＊ 松尾 朋博 2023/3/15 ＊＊ 医薬品 成人 C68 2（8） ３ 

62 ＊＊ 竹本 真之輔 2023/10/27 ＊＊ 医薬品 成人 C34 2（25） ３ 

63 ＊＊ 深堀 範 2023/11/20 ＊＊ 医薬品 成人 R05 2（46） ３ 

64 ＊＊ 川上 純 2023/11/30 ＊＊ 医薬品 成人 複数疾病

（M33、

G72） 

2（19） その他

（2/3） 

65 ＊＊ 坂本 憲穂 2023/12/6 ＊＊ 医薬品 成人 J84 2（41） ３ 

66 ＊＊ 川上 純 2024/1/30 ＊＊ 医薬品 成人 M35 2（22） ３ 

67 ＊＊ 西野 友哉 2024/2/2 ＊＊ 医薬品 成人 N05 2（3） ３ 

68 ＊＊ 川上 純 2024/2/14 ＊＊ 医薬品 成人 M35 2（21） ３ 

69 ＊＊ 竹本 真之輔 2024/2/16 ＊＊ 医薬品 成人 C34 2（28） ３ 

70 ＊＊ 谷口 寛和 2024/2/27 ＊＊ 医薬品 成人 C34 2（32） ３ 
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71 ＊＊ 川上 純 2024/3/11 ＊＊ 医薬品 成人 M32 2（17） １ 

72 ＊＊ 川上 純 2024/3/19 ＊＊ 医薬品 成人 M34 2（14） ２ 

73 ＊＊ 鍬塚 大 2024/3/28 ＊＊ 医薬品 成人 L80 2（17） ３ 

74 ＊＊ 川上 純 2024/4/2 ＊＊ 医薬品 成人 M35 2（26） ３ 

75 ＊＊ 坂本 憲穂 2024/5/29 ＊＊ 医薬品 成人 J84 2（13） ２ 

76 ＊＊ 鳥越 健太 2024/5/31 ＊＊ 医薬品 成人 N02 2（26） ３ 

77 ＊＊ 河野 浩章 2024/6/14 ＊＊ 医薬品 小児・

成人 

E85 2（5） ２ 

78 ＊＊ 堀江 一郎 2024/6/28 ＊＊ 医薬品 成人 E05 2（11） ３ 

79 ＊＊ 竹中 基 2024/7/31 ＊＊ 医薬品 成人 L28 2（14） ３ 

80 ＊＊ 伊達木澄人 2024/10/8 ＊＊ 医薬品 小児 E23 2（17） ３ 

81 ＊＊ 川上 純 2024/10/9 ＊＊ 医薬品 成人 J84 2（15） ３ 

82 ＊＊ 小池 雄太 2024/10/23 ＊＊ 医薬品 小児 L29 2（17） ２ 

83 ＊＊ 川上 純 2024/10/30 ＊＊ 医薬品 成人 L93 2（17） ３ 

84 ＊＊ 松島 加代子 2024/12/2 ＊＊ 医薬品 成人 K50 2（14） ２ 

85 ＊＊ 古賀 智裕 2024/12/4 ＊＊ 医薬品・

医療機器 

成人 M35 2（18） ３ 

86 ＊＊ 宮﨑 泰司 2024/12/5 ＊＊ 医薬品・

医療機器 

成人 C91 2（3） その他

（1/2） 

87 ＊＊ 今村 亮一 2024/12/27 ＊＊ 医薬品 成人 C68 2（19） その他

（1/2） 

88 ＊＊ 谷口 寛和 2025/1/6 ＊＊ 医薬品 成人 C34 2（22） ３ 

89 ＊＊ 舩越 康智 2025/1/17 ＊＊ 医薬品・

医療機器 

小児 D68 2（4） ３ 

90 ＊＊ 松島 加代子 2025/2/20 ＊＊ 医薬品 成人 K51 2（45） ３ 

91 ＊＊ 髙園 貴弘 2025/2/25 ＊＊ 医薬品 成人 U07 2（10） ３ 

92 ＊＊ 加藤 丈晴 2025/2/28 ＊＊ 医薬品 成人 C83 2（9） ２ 

93 ＊＊ 堀江 一郎 2025/2/28 ＊＊ 医薬品 成人 E05 2（11） ２ 

94 ＊＊ 深堀 範 2025/2/28 ＊＊ 医薬品・

医療機器 

成人 J44 2（33） ３ 

95 ＊＊ 深堀 範 2025/3/4 ＊＊ 医薬品 成人 J45 2（19） ２ 

96 ＊＊ 大石 明生 2025/3/6 ＊＊ 医薬品・

医療機器 

成人 H35 2（13） その他

（3/4） 

97 ＊＊ 泉川 公一 該当なし ＊＊ 医薬品 成人 A93 2（12） ４ 
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 （注）1 「登録 ID 等」「主導的な役割」「医薬品等区分」「小児・成人」「疾病等分類」「フェーズ（Phase）」の欄は、(1)の(注)1～7 を参照

し、記載すること。 

      2 「実施施設数」の欄は、研究が実施される施設数を記載すること。単施設で実施される研究の場合は１と記載し、当該病院が他の病院又

は診療所と共同して特定臨床研究を実施する場合は「２（）」と記載し、可能であれば（）内に治験実施施設の合計数を記載すること。 

   3 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 

 

 

 

(4) FIH 試験（治験に限る。）（任意） 

番

号 
治験名 

治験責

任者医

師名 

届出日 登録 ID 等 
医薬品等 

区分 

小児／ 

成人 
疾病等分類 

実施 

施設数 

1 なし        

～         

 （注）1 「登録 ID 等」「主導的な役割」「医薬品等区分」「小児・成人」「疾病等分類」「実施施設数」の欄は、(1)の(注)1～6 を参照し、記載

すること。 

2 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 

3 (1)､(3）と重複して差し支えない。 

 

 

(5) リアルワールドデータを用いた臨床研究（任意） 

番号 研究名 
研究代表 

医師 

研究代表医師 

所属 
登録 ID 等 

医薬品等 

区分 

小児／ 

成人 
疾病等分類 

実施 

施設数 

1 cT3-4a-cN0M0 乳癌に対する腋

窩リンパ節の手術方法が予後

に与える影響を検証する多機

関共同後方視的観察研究 

久芳 さや

か 

病院 乳腺・内

分泌外科 

登録なし 手術・手技 成人 C50 ３０ 

2 全国規模の日本行政データベ

ースを用いた高齢者における

誤嚥性肺炎に対するメチシリ

ン耐性黄色ブドウ球菌

（MRSA）治療薬の効果と使用

状況の評価 

髙園 貴弘 医歯薬学総合

研究科臨床感

染症学 

登録なし 医薬品 成人 J69 １ 
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3 日本におけるインフルエンザ

流行に及ぼす気象学的および

人口学的要因の影響:大規模な

観測データベース研究 

髙園 貴弘 医歯薬学総合

研究科臨床感

染症学 

登録なし その他（該

当なし） 

小児・

成人 

J11 １ 

4 健康保険組合データベースを

用いたバロキサビル マルボキ

シルとオセルタミビルリン酸

塩の B 型インフルエンザ重症

化抑制に関する比較検討

2018/2019，2019/2020 年イン

フルエンザシーズンデータに

よる研究 

髙園 貴弘 医歯薬学総合

研究科臨床感

染症学 

UMIN000051382 医薬品 小児・

成人 

J10 １ 

5 低リスク骨髄異形成症候群に

おける至適な移植前処置法の

探索 

糸永 英弘 病院 細胞療法

部 

登録なし その他（造

血幹細胞移

植） 

小児・

成人 

D46 １ 

6 非結核性抗酸菌による肺疾患

の合併症としてのアスペルギ

ルス症の危険因子と予後への

影響：ネステッドケースコン

トロール研究 

髙園 貴弘 医歯薬学総合

研究科臨床感

染症学 

登録なし その他（該

当なし） 

小児・

成人 

複数疾病

（A31、B44） 

１ 

7 日本人慢性肺アスペルギルス

症患者に対する抗真菌治療 

髙園 貴弘 医歯薬学総合

研究科臨床感

染症学 

登録なし 医薬品 成人 B44 １ 

8 成人 T 細胞白血病・リンパ腫

に対する同種骨髄移植と同種

末梢血幹細胞移植の比較 

糸永 英弘 病院 細胞療法

部 

登録なし その他（造

血幹細胞移

植） 

小児・

成人 

C91 １ 

9 若年成人 T 細胞白血病・リン

パ腫症例における同種造血幹

細胞移植の成績 

糸永 英弘 病院 細胞療法

部 

登録なし その他（造

血幹細胞移

植） 

小児・

成人 

C91 １ 

10 慢性骨髄単球性白血病に対す

る前処置強度と移植片対白血

病効果 

糸永 英弘 病院 細胞療法

部 

登録なし その他（造

血幹細胞移

植） 

小児・

成人 

C93 １ 

11 骨髄異形成症候群に対する臍

帯血移植における移植前処置

法の比較 

糸永 英弘 病院 細胞療法

部 

登録なし その他（造

血幹細胞移

植） 

小児・

成人 

D46 １ 
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12 骨髄異形成症候群に対する同

種造血幹細胞移植前処置にお

ける抗ヒト胸腺抗体と低線量

全身放射線照射療法の比較 

糸永 英弘 病院 細胞療法

部 

登録なし その他（造

血幹細胞移

植） 

小児・

成人 

D46 １ 

13 非定型慢性骨髄性白血病に対

する最適な同種造血幹細胞移

植法の探索 

糸永 英弘 病院 細胞療法

部 

登録なし その他（造

血幹細胞移

植） 

小児・

成人 

C92 １ 

14 National Clinical Database

を用いた喫煙状況が上部消化

管手術の短期成績に与える影

響に関する研究 

小林 慎一

朗 

病院 胃・食道

外科 

登録なし その他（手

術への喫煙

のリスク評

価） 

成人 複数疾病

（C16、C15） 

１ 

15 再生不良性貧血/夜間発作性ヘ

モグロビン尿症より移行した

二次性骨髄異形成症候群の移

植成績 

糸永 英弘 病院 細胞療法

部 

登録なし その他（造

血幹細胞移

植） 

小児・

成人 

D46 １ 

16 骨髄異形成/骨髄増殖性腫瘍と

骨髄異形成症候群に対する同

種移植成績の年次推移 

糸永 英弘 病院 細胞療法

部 

登録なし その他（造

血幹細胞移

植） 

小児・

成人 

D46 １ 

17 本邦の新型コロナウイルス感

染症流行初期に使用された治

療薬の有用性の検討 

城戸 貴志 病院 呼吸器内

科 

登録なし 医薬品 小児・

成人 

U07 １ 

18 同種造血幹細胞移植後に再発

した成人 T 細胞白血病・リン

パ腫症例の治療成績に関する

年次推移 

糸永 英弘 病院 細胞療法

部 

登録なし その他（造

血幹細胞移

植） 

小児・

成人 

C91 １ 

19 成人 T 細胞白血病・リンパ腫

症例に対する臍帯血移植後の

CMV 感染がその後のアウトカム

に与える影響 

糸永 英弘 病院 細胞療法

部 

登録なし その他（造

血幹細胞移

植） 

小児・

成人 

C91 １ 

20 薬剤耐性病原体のリスクが低

い市中肺炎患者に対する広域

抗菌薬の効果:日本におけるヒ

ストリカルコホート研究 

髙園 貴弘 医歯薬学総合

研究科臨床感

染症学 

登録なし 医薬品 成人 J18 １ 

 （注）1 「登録 ID 等」「主導的な役割」「医薬品等区分」「小児・成人」「疾病等分類」「実施施設数」の欄は、(1)の(注)1～6 を参照し、記載

すること。 
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2 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 

 

 

２ 論文発表の実績 

(1) 特定臨床研究の実施に伴い発表された論文の実績 

番

号 
題名 

発表者氏

名 
発表者の所属 役割 

雑誌名・

出版年月

等 

論文種

別 

医薬品

等区分 

小児／ 

成人 

疾病等

分類 

実施 

施設数 

フェーズ

（Phase） 

1 Randomized controlled 

trial of daily 

teriparatide, weekly 

high-dose teriparatide, 

or bisphosphonate in 

patients with 

postmenopausal 

osteoporosis: The 

TERABIT study 

Ko Chiba Department of 
Orthopedic 
Surgery, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Bone 

2022 Jul 

PMID: 
35398293 

主解析

論文 

医薬品 成人 M81 ２２ ４ 

2 Oral health-related 

quality of life of 

conventional removable 

partial dentures, 

unilateral nonmetal 

clasp dentures, and 

shortened dental arch 

with 2- or 3-tooth 

unilateral distal 

extension tooth loss in 

the mandible: A 

randomized, crossover, 

clinical trial 

Nobuyuki 

Nakai 

Department of 
Prosthetic 
Dentistry, 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences, 
Nagasaki 
University 

Nakai Dental 
Office, Kyoto 

１ Journal 
of 
Prosthet
ic 
Dentistr
y 

2022 Jun 

PMID: 
35697550 

主解析

論文 

医療機

器 

成人 K08 １ ２ 
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3 Prospective comparison 

of 5- and 7-day 

administration of 

azacitidine for 

myelodysplastic 

syndromes: a JALSG 

MDS212 trial 

Yasushi 

Miyazaki 

Department of 
Hematology, 
Atomic Bomb 
Disease 
Institute, 
Nagasaki 
University 

１ Internat
ional 
Journal 
of 
Hematolo
gy 

2022 Aug 

PMID: 
35508695 

主解析

論文 

医薬品 成人 D46 ２１３ ３ 

4 Efficacy of 3% hydrogen 

peroxide solution in 

cleaning tongue coating 

before and after 

surgery: a randomized 

phase II study 

Sakiko 

Soutome 

Department of 
Oral Health, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Science 

Department of 
Dentistry and 
Oral Surgery, 
Japanese Red 
Cross Nagasaki 
Genbaku 
Hospital 

１ BMC Oral 
Health 

2022 Jul 

PMID: 
35841016 

主解析

論文 

医薬品 成人 D37 ２ ２ 

5 A preliminary study of 

suppression of candida 

infection by miconazole 

mucoadhesive tablets in 

oral or oropharyngeal 

cancer patients 

undergoing radiotherapy 

Sakiko 

Soutome 

Department of 
Oral Health, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Scientif
ic 
Reports 

2022 Jun 

PMID: 
35715518 

主解析

論文 

医薬品 成人 C76 ３ ２ 
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6 Clinical Efficacy and 

Safety of Antimicrobial 

Photodynamic Therapy in 

Residual Periodontal 

Pockets during the 

Maintenance Phase 

Yasunori 

Yamashit

a 

Department of 
Periodontology 
and 
Endodontology, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Pharmace
uticals 
(Basel) 

2022 Jul 

PMID: 
35893748 

主解析

論文 

医療機

器 

成人 K05 １ ２ 

7 Inhibition of bone 

erosion, determined by 

high-resolution 

peripheral quantitative 

computed tomography (HR-

pQCT), in rheumatoid 

arthritis patients 

receiving a conventional 

synthetic disease-

modifying anti-rheumatic 

drug (csDMARD) plus 

denosumab vs csDMARD 

therapy alone: an open-

label, randomized, 

parallel-group study 

Naoki 

Iwamoto 

Department of 
Immunology and 
Rheumatology, 
Division of 
Advanced 
Preventive 
Medical 
Sciences, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Arthriti
s 
Research 
and 
Therapy 

2022 Dec 

PMID: 
36476479 

主解析

論文 

医薬品 成人 M06 ３ ４ 
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8 A randomised, double-

blind, placebo-

controlled phase III 

trial on the efficacy 

and safety of 

tocilizumab in patients 

with familial 

Mediterranean fever 

Tomohiro 

Koga 

Department of 
Immunology and 
Rheumatology, 
Division of 
Advanced 
Preventive 
Medical 
Sciences, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

Centre for 
Bioinformatics 
and Molecular 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Clinical 
and 
Experime
ntal 
Rheumato
logy 

2022 Sep 

PMID: 
36106542 

主解析

論文 

医薬品 小児・

成人 

E85  ９ ３ 

9 A Randomized Phase 2/3 

Study of Ensitrelvir, a 

Novel Oral SARS-CoV-2 

3C-Like Protease 

Inhibitor, in Japanese 

Patients with Mild-to-

Moderate COVID-19 or 

Asymptomatic SARS-CoV-2 

Infection: Results of 

the Phase 2a Part 

Hiroshi 

Mukae 

Department of 
Respiratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Antimicr
obial 
Agents 
and 
Chemothe
rapy 

2022 Oct 

PMID: 
36098519 

主解析

論文 

医薬品 小児・

成人 

U07 ６７ ２ 
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10 An Evaluation of the 

Efficacy of Compression 

Therapy Using Sleeves 

and Stockings to Prevent 

Docetaxel-induced 

Peripheral Neuropathy in 

Breast Cancer Patients 

Kosho 

Yamanouc

hi 

Department of 
Surgery, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Science 

Department of 
Surgery, 
Nagasaki 
Prefecture 
Shimabara 
Hospital 

１ Acta 
Medica 
Okayama 

2022 Dec 

PMID: 
36549771 

主解析

論文 

医療機

器 

成人 C50 １ ２ 

11 Efficacy and safety of 

ensitrelvir in patients 

with mild-to-moderate 

COVID-19: the phase 2b 

part of a randomized, 

placebo-controlled, 

phase 2/3 study 

Hiroshi 

Mukae 

Department of 
Respiratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Clinical 
Infectio
us 
Diseases 

2022 Dec 

PMID: 
36477182 

主解析

論文 

医薬品 小児・

成人 

U07 ６７ ２ 
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12 First-in-Human Study to 

Investigate the Safety 

Assessment of Peri-

Implant Soft Tissue 

Regeneration with 

Micronized-Gingival 

Connective Tissue: A 

Pilot Case Series Study 

Takashi 

I 

Department of 
Regenerative 
Oral Surgery, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

Department of 
Medical 
Research and 
Development for 
Oral Disease, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Medicine
s 
(Basel, 
Switzerl
and) 

2023 Jan 

PMID: 
36662493 

主解析

論文 

医療機

器 

成人 K06 １ １ 

13 Efficacy and safety of 

isavuconazole against 

deep-seated mycoses: A 

phase 3, randomized, 

open-label study in 

Japan 

Shigeru 

Kohno 

Nagasaki 
University 

１ Journal 
of 
Infectio
n and 
Chemothe
rapy 

2023 Feb 

PMID: 
36307059 

主解析

論文 

医薬品 成人 複数疾

病

（B44、

B45、

B46） 

３９ ３ 
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14 Pilot Trial on the 

Effect of 5-

Aminolevulinic Acid on 

Glucose Tolerance in 

Patients with Maternally 

Inherited Diabetes and 

Deafness 

Yuta 

Nakamura 

Department of 
Endocrinology 
and Metabolism, 
Division of 
Advanced 
Preventive 
Medical 
Sciences, 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences, 
Nagasaki 
University 

１ Diabetes 
Therapy 

2023 Feb 

PMID: 
36418716 

主解析

論文 

医薬品 成人 E13 １ ２ 

15 Intravesical mitomycin C 

(MMC) and MMC + cytosine 

arabinoside for non-

muscle-invasive bladder 

cancer: a randomised 

clinical trial 

Yasuyosh

i Miyata 

Department of 
Urology, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ BJU 
INTERNAT
IONAL 

2022 Apr 

PMID: 
34383381 

主解析

論文 

医薬品 成人 C67 ６ ３ 

16 Phase II study of S-1 

plus cisplatin with 

concurrent radiotherapy 

for locally advanced 

thymic carcinoma: 

Results of the 

LOGIK1605/JART-1501 

study 

Minoru 

Fukuda 

Cancer 
Treatment 
Center, 
Nagasaki 
Prefecture 
Shimabara 
Hospital 

１ Thoracic 
Cancer 

2022 Sep 

PMID: 
35869676 

主解析

論文 

医薬品 成人 C37 ２ ２ 
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17 Respiratory support with 

nasal high flow without 

supplemental oxygen in 

patients undergoing 

endoscopic retrograde 

cholangiopancreatography 

under moderate sedation: 

a prospective, 

randomized, single-

center clinical trial 

Hironori 

Sawase 

Department of 
Clinical 
Oncology, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

Department of 
Gastroenterolog
y and 
Hepatology, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

Department of 
Internal 
Medicine, 
National 
Hospital 
Organization 
Saga Hospital 

１ BMC 
Anesthes
iology 

2023 May 

PMID: 
37158818 

主解析

論文 

医療機

器 

成人 複数疾

病

（K83、

R06） 

１ ４ 
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18 A Multicenter Randomized 

Controlled Trial To 

Evaluate the Efficacy 

and Safety of Nelfinavir 

in Patients with Mild 

COVID-19 

Taiga 

Miyazaki 

Division of 
Respirology, 
Rheumatology, 
Infectious 
Diseases, and 
Neurology, 
Department of 
Internal 
Medicine, 
Faculty of 
Medicine, 
University of 
Miyazaki 

Nagasaki 
University 

１ Microbio
logy 
Spectrum 

2023 Jun 

PMID: 
37140398 

主解析

論文 

医薬品 成人 U07 １１ １－２ 

19 Safety and efficacy of 

5-aminolevulinic acid 

phosphate/iron in mild-

to-moderate coronavirus 

disease 2019: A 

randomized exploratory 

phase II trial 

Takeshi 

Tanaka 

Infection 
Control and 
Education 
Center, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ Medicine 
(Baltimo
re) 

2023 Aug 

PMID: 
37653769 

主解析

論文 

医薬品 成人 U07 ８ ２ 

20 EFFICACY AND SAFETY OF A 

DEXAMETHASONE-BASED 

MOUTHWASH TO PREVENT 

CHEMOTHERAPY-INDUCED 

STOMATITIS IN WOMEN WITH 

BREAST CANCER: A 

MULTICENTRE, OPEN-LABEL, 

RANDOMISED PHASE 2 STUDY 

Sayaka 

Kuba 

Department of 
Surgery, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Journal 
of 
Evidence
-Based 
Dental 
Practice 

2023 Sep 

PMID: 
37689451 

主解析

論文 

医薬品 成人 C50 ３ ２ 
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21 A Prospective Study of 

the Assessment of the 

Efficacy of a 

Biodegradable Poly(l-

lactic acid/ε-

caprolactone) Membrane 

for Guided Bone 

Regeneration 

Rena 
Shido 

Department of 
Regenerative 
Oral Surgery, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

Center for Oral 
Implant, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ Journal 
of 
Clinical 
Medicine 

2023 Sep 

PMID: 
37762935 

主解析

論文 

医療機

器 

成人 K08 １ １－２ 

22 Denosumab improves bone 

mineral density and 

microarchitecture in 

rheumatoid arthritis: 

randomized controlled 

trial by HR-pQCT 

Ko Chiba Department of 
Orthopedic 
Surgery, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ JOURNAL 
OF BONE 
AND 
MINERAL 
METABOLI
SM 

2023 Nov 

PMID: 
37480398 

サブ解

析論文 

医薬品 成人 M06 ３ ４ 

23 Hangeshashinto for 

prevention of oral 

mucositis in patients 

undergoing hematopoietic 

stem cell 

transplantation: a 

randomized phase II 

study 

Masako 

Yoshimat

su 

Oral Management 
Center, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ SUPPORTI
VE CARE 
IN 
CANCER 

2023 Nov 

PMID: 
37979045 

主解析

論文 

医薬品 成人 K12 １ ２ 
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24 Efficacy and safety of 

5-aminolevulinic acid in 

adult-onset Still's 

disease: A preclinical 

study in mice and a 

pilot study in humans 

Tomohiro 

Koga 

Department of 
Immunology and 
Rheumatology, 
Division of 
Advanced 
Preventive 
Medical 
Sciences, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ CLINICAL 
IMMUNOLO
GY 

2023 Dec 

PMID: 
38007033 

主解析

論文 

医薬品 成人 M06 ２ １ 

25 Efficacy and safety of 

add-on mirogabalin to 

conventional therapy for 

the treatment of 

peripheral neuropathic 

pain after thoracic 

surgery: the 

multicenter, randomized, 

open-label ADMIT-NeP 

study 

Takuro 

Miyazaki 

Department of 
Surgical 
Oncology, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

Department of 
Thoracic 
Surgery, Sasebo 
City General 
Hospital 

１ BMC 
CANCER 

2024 Jan 

PMID: 
38225552 

主解析

論文 

医薬品 成人 複数疾

病（G 

64、

R52） 

１４ ３ 
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26 Association of denosumab 

with serum cytokines, 

chemokines, and bone-

related factors in 

patients with rheumatoid 

arthritis: A post hoc 

analysis of a 

multicentre, open-label, 

randomised, parallel-

group study 

Naoki 

Iwamoto 

Department of 
Immunology and 
Rheumatology, 
Division of 
Advanced 
Preventive 
Medical 
Sciences, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Modern 
Rheumato
logy 

2024 Jan 

PMID: 
38226481 

サブ解

析論文 

医薬品 成人 M06 ３ ４ 

27 Phase I study of 

amrubicin plus cisplatin 

and concurrent 

accelerated 

hyperfractionated 

thoracic radiotherapy 

for limited-disease 

small cell lung cancer: 

protocol of ACIST study 

Kazumasa 

Akagi 

Department of 
Respiratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Thoracic 
Cancer 

2022 Aug 

PMID: 
35808894 

プロト

コール

論文 

医薬品 成人 C34 ４ １ 
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28 Efficacy of Lactococcus 

lactis strain plasma 

(LC-Plasma) in easing 

symptoms in patients 

with mild COVID-19: 

protocol for an 

exploratory, 

multicentre, double-

blinded, randomised 

controlled trial 

(PLATEAU study) 

Kazuko 

Yamamoto 

Department of 
Respiratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

Clinical 
Research 
Center, 
National 
Hospital 
Organization 
Nagasaki 
Medical Center, 
Omura 

１ BMJ Open 

2022 Sep 

PMID: 
36104128 

プロト

コール

論文 

医薬品 成人 U07 ７ ２ 

29 Evaluation of efficacy 

and safety of 

lascufloxacin for 

nursing and healthcare 

associated pneumonia: 

single-arm, open-label 

clinical trial: A study 

protocol 

Naoki 

Hosogaya 

Clinical 
Research 
Center, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

Department of 
Respiratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ Medicine 
(Baltimo
re) 

2023 Feb 

PMID: 
36827005 

プロト

コール

論文 

医薬品 成人 J18 ２４ ４ 
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30 Efficacy and safety of 

selective JAK 1 

inhibitor filgotinib in 

active rheumatoid 

arthritis patients with 

inadequate response to 

methotrexate: 

comparative study with 

filgotinib and 

tocilizumab examined by 

clinical index as well 

as musculoskeletal 

ultrasound assessment 

(TRANSFORM study): study 

protocol for a 

randomized, open-label, 

parallel-group, 

multicenter, and non-

inferiority clinical 

trial 

Toshimas

a 

Shimizu 

Clinical 
Research 
Center, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

Department of 
Immunology and 
Rheumatology, 
Division of 
Advanced 
Preventive 
Medical 
Sciences, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Trials 

2023 Mar 

PMID: 
36869356 

プロト

コール

論文 

医薬品 成人 M06 １３ ４ 

31 Examination of 

stabilization of 

sedation by Nasal High 

Flow in patients with 

endoscopic retrograde 

cholangiopancreatography 

during sedation using 

Dexmedetomidine 

Takao 

Ayuse 

Division of 
Clinical 
Physiology, 
Department of 
Translational 
Medical 
Sciences, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Medicine 
(Baltimo
re) 

2023 Jun 

PMID: 
37335651 

プロト

コール

論文 

医療機

器 

成人 K83 １ ４ 
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32 Phase II study of 

IRInotecan treatment 

after COmbined chemo-

immunotherapy for 

extensive-stage small 

cell lung cancer: 

Protocol of IRICO study 

Hiromi 

Tomono 

Department of 
Respiratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

Department of 
Respiratory 
Medicine, 
National 
Hospital 
Organization 
Nagasaki 
Medical Center 

１ Thoracic 
Cancer 

2023 Oct 

PMID: 
37675546 

プロト

コール

論文 

医薬品 成人 C34 ８ ２ 

33 A first-in-human 

clinical study of 

laparoscopic autologous 

myoblast sheet 

transplantation to 

prevent delayed 

perforation after 

duodenal endoscopic 

mucosal dissection 

Kengo 

Kanetaka 

Tissue 
Engineering and 
Regenerative 
Therapeutics in 
Gastrointestina
l Surgery, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Stem 
Cell 
Research 
& 
Therapy 

2024 Apr 

PMID: 
38654373 

主解析

論文 

再生医

療等製

品 

成人 C17 １ その他

（探索的

治験） 
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34 Efficacy and safety of 

lascufloxacin for 

nursing- and healthcare-

associated pneumonia: A 

single-arm, open-label 

clinical trial 

Takahiro 

Takazono 

Department of 
Respiratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

Department of 
Infectious 
Diseases, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Journal 
of 
Infectio
n and 
Chemothe
rapy 

2024 Jul 

PMID: 
38190963 

主解析

論文 

医薬品 成人 J18 ２４ ４ 

35 A prospective randomized 

controlled study 

evaluating efficacy of 

Daikenchuto in the 

treatment of 

postoperative abdominal 

pain and bloating 

following hepatectomy 

Akihiko 

Soyama 

Department of 
Surgery, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Asian 
Journal 
of 
Surgery 

2024 Sep 

PMID: 
39271348 

主解析

論文 

医薬品 成人 複数疾

病

（Z90、

R10、

R14、

K74、

C22） 

１ ４ 

36 A Randomized Controlled 

Trial on the Effect of 

Luseogliflozin on Bone 

Microarchitecture 

Evaluated Using HR-pQCT 

in Elderly Type 2 

Diabetes 

Riyoko 

Shigeno 

Department of 
Endocrinology 
and Metabolism, 
Division of 
Advanced 
Preventive 
Medical 
Sciences, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Diabetes 
Therapy 

2024 Oct 

PMID: 
39153152 

主解析

論文 

医薬品 成人 E11 １ ４ 
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37 Effects of daily 

teriparatide, weekly 

high-dose teriparatide, 

or bisphosphonate on 

cortical and trabecular 

bone of vertebra and 

proximal femur in 

postmenopausal women 

with fragility fracture: 

Sub-analysis by 

quantitative computed 

tomography from the 

TERABIT study 

Ryosuke 

Takahash

i 

Department of 
Orthopedic 
Surgery, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Bone 

2024 Oct 

PMID: 
38960296 

サブ解

析論文 

医薬品 成人 M81 ２２ ４ 

38 Effect of Oral 

Application of Povidone-

Iodine on the Amount of 

Viable Bacteria Entering 

the Lower Respiratory 

Tract in Intubated 

Patients With Oral 

Cancer: A Preliminary 

Study 

Akira 

Imakiire 

Department of 
Oral Health, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Cureus 

2024 Oct 

PMID: 
39583361 

主解析

論文 

医薬品 成人 D37 ２ ２ 

39 Phase II study of 

ramucirumab and 

docetaxel for previously 

platinum-treated 

patients with non-small 

cell lung cancer and 

malignant pleural 

effusion (PLEURAM study) 

Shinnosu

ke 

Takemoto 

Department of 
Respiratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Translat
ional 
Lung 
Cancer 
Research 

2024 Oct 

PMID: 
39507035 

主解析

論文 

医薬品 成人 C34 ６ ２ 
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40 Potential effect of 

topical antibiotics 

administration in the 

oral cavity on the 

reduced number of 

bacteria entering the 

lower respiratory tract 

after oral cancer 

surgery 

Akira 

Imakiire 

Department of 
Oral Health, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Journal 
of 
Dental 
Sciences 

2025 Jan 

PMID: 
39873031 

主解析

論文 

医薬品 成人 J95 ２ ２ 

41 A Phase Ib Investigator-

Initiated Trial of 

Filgotinib in Patients 

With Idiopathic 

Multicentric Castleman 

Disease 

Shoichi 

Fukui 

Department of 
Immunology and 
Rheumatology, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

Clinical 
Research 
Center, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ Cureus 

2025 Feb 

PMID: 
39944226 

主解析

論文 

医薬品 成人 D47 ５ １ 
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42 Dynamics of Serum 

Cytokines and Chemokines 

in Patients With 

Idiopathic Multicentric 

Castleman Disease: From 

a Phase Ib Investigator-

Initiated Trial of 

Filgotinib 

Shoichi 

Fukui 

Department of 
Immunology and 
Rheumatology, 
Division of 
Advanced 
Preventive 
Medical 
Sciences, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

Clinical 
Research 
Center, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ Cureus 

2025 Feb 

PMID: 
39958406 

サブ解

析論文 

医薬品 成人 D47 ５ １ 

43 Investigating the impact 

of tocilizumab on serum 

cytokines concentrations 

in Japanese FMF 

patients: a sub-analysis 

of the NUH01FMF study 

Tomohiro 

Koga 

Department of 
Immunology and 
Rheumatology, 
Division of 
Advanced 
Preventive 
Medical 
Sciences, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Immunolo
gical 
Medicine 

2025 Mar 

PMID: 
39440870 

サブ解

析論文 

医薬品 小児・

成人 

E85  ９ ３ 
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44 Utility of 

Fluorodeoxyglucose 

Positron Emission 

Tomography/Computed 

Tomography (FDG-PET/CT) 

Imaging for Evaluating 

Treatment Efficacy in 

Mycobacterium avium 

Complex Pulmonary 

Disease 

Takahiro 

Takazono 

Department of 
Respiratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

Department of 
Infectious 
Diseases, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Cureus 

2025 Mar 

PMID: 
40034415 

主解析

論文 

医薬品 成人 複数疾

病

（A31、

B44） 

１ １－２ 

45 Efficacy of etanercept 

biosimilar switching 

from etanercept 

reference product, using 

ultrasound and clinical 

data in outcomes of real 

world therapy (ESCORT-

NGSK Study) 

Remi 

Sumiyosh

i 

Departments of 
Immunology and 
Rheumatology, 
Division of 
Advanced 
Preventive 
Medical 
Sciences, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

Clinical 
Research 
Center, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ Drug 
Discover
ies & 
Therapeu
tics 

2025 Mar 

PMID: 
40010737 

主解析

論文 

医薬品 成人 M06 ９ ４ 



（様式第２） 

様式第２―36頁 

46 Effectiveness of 

Etanercept Biosimilar 

Initiating for 

Etanercept-Naive 

Patients, Using 

Ultrasound, Clinical, 

and Biomarker 

Assessments in Outcomes 

of Real-World Therapy 

(ENPORT-NGSK Study): An 

Interventional, 

Multicenter, Open-Label, 

Single-Arm Clinical 

Trial 

Remi 

Sumiyosh

i 

Department of 
Immunology and 
Rheumatology, 
Division of 
Advanced 
Preventive 
Medical 
Sciences, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

Clinical 
Research 
Center, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ Journal 
of 
Clinical 
Medicine 

2025 Mar 

PMID: 
40095910 

主解析

論文 

医薬品 成人 M06 １０ ４ 

47 Efficacy and Safety of 

Intravenous-to-Oral 

Lascufloxacin Switch 

Therapy in Community-

Onset Pneumonia: A 

Single-Arm, Open-Label 

Clinical Trial 

Naoki 

Iwanaga 

Department of 
Respiratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ Cureus 

2025 Mar 

PMID: 
40078884 

主解析

論文 

医薬品 成人 J18 １６ ４ 

 
 （注）1 「特定臨床研究の実施に伴い発表した質の高い論文」と判断されるものを 45 件以上記入すること（審査の結果、実績に該当しない旨の判

断がされる場合もあることから、可能な限り多くの論文を記載することが望ましい。） 
「特定臨床研究の実施に伴い発表した質の高い論文」とは、特定臨床研究が実施されたことによって発表された学術論文のうち、査読の        

ある学術雑誌（自機関発行雑誌は除く。）に英文で掲載されており、かつ、米国国立医学図書館が提供する医学・生物学分野の学術文献デ

ータベースに掲載されている学術論文であって、原則として、主解析論文、サブ解析論文（個別の試験実施施設の結果等を含むサブグルー

プ解析の論文）、プロトコール論文をいうこと。このうち、プロトコール論文については、すでに症例登録がなされているものを対象とし、

６件以下とすること（特定領域に係る臨床研究を主として行う申請機関の場合は除く。）。 
2 原則として、筆頭著者（ダブル筆頭著者の場合を含む）の所属先が当該申請機関である論文を対象とするが、 
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・ⅰ)大学病院において、実体上、大学の講座と病院の診療科が同一の組織として研究活動を行っている場合 
ⅱ)高度専門医療に関する研究等を行う独立行政法人等において、研究所が病院に隣接しており、同一の組織として研究活動を行ってい

る場合 については、筆頭著者の所属先が当該大学・研究所であっても対象に含めて差し支えないこと。 
・研究計画書に定める研究責任者が当該申請機関に所属し、当該申請機関が研究支援（研究実施調整業務、プロトコール作成、統計解析、

データマネジメント、モニタリング等）を行い実施した研究に基づく論文については、筆頭著者が当該申請機関以外の所属であっても対

象に含めて差し支えないこと。（この場合、研究責任者名とその所属について別添２の２に記載すること。） 
・特定領域に係る臨床研究を主として行う申請機関の場合は、研究計画書に定める研究責任者の所属機関が当該申請機関以外の所属であっ     

ても、当該申請機関が研究支援（「研究実施調整業務」及び「プロトコール作成、データマネジメント、モニタリング、統計解析等の支

援」を行った場合に限る。）を行い実施した研究に基づく論文も対象に含めて差し支えないこと。（この場合、研究支援の内容について

別添２の２に記載すること。） 

3 「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。発表者の所属が複数ある場合は、すべてを記載とす

ること。 

4 「役割」については、１、２又は３と記載すること。「１」は筆頭著者が当該申請機関所属の場合に、「２」は筆頭著者は当該申請機関に

所属していないが研究計画書に定める研究責任者が当該申請機関所属の場合に、「３」はその他の場合に記載すること。「３」の場合には、

別添２の１に筆頭著者及び研究責任者の氏名と所属を記載すること。 

5 「雑誌名・出版年月等」の欄には、「雑誌名」「出版年月」「PMID（PubMed ID）」について記載すること。「出版年月」については、雑誌

掲載月又は Epub ahead of print の掲載日とするが、次年度以後に提出する業務報告書において記載変更は認めないこと。 

6 「論文種別」の欄には、主解析論文、サブ解析論文、プロトコール論文のいずれかを記載すること。いずれにも該当しない場合は、「その

他」と記載し、別添２の２に説明を記載すること。 

7 「医薬品等区分」「小児・成人」「疾病等分類」「実施施設数」「フェーズ（Phase）」の欄は、１(1)の(注) 2～7 を参照し、記載するこ

と。 

8 詳細は別添２の２に記載すること。 

9 他の臨床研究中核病院と重複がないこと。 

10 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 

 

 

  

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/H20/H20HO093.html
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(2) その他の論文 

番

号 
題名 

発表者氏

名 
発表者の所属 役割 

雑誌名・

出版年月

等 

論文種

別 

医薬品

等区分 

小児／ 

成人 

疾病等

分類 

実施 

施設数 

フェーズ

（Phase） 

1 Thoughts and attitudes 

toward disasters among 

Japanese patients with 

type 1 diabetes: A 

qualitative descriptive 

study 

Yusuke 

Oyama 

Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Japan 
Journal 
of 
Nursing 
Science 

2022 Apr 

PMID: 
34664359 

観察研

究 

その他

（アン

ケー

ト） 

成人 E10  １ その他

（観察研

究） 

2 Correlation between a 

Bedridden Status and the 

Long-term Outcome in 

Hemodialysis Patients 

after Intracerebral 

Hemorrhaging 

Ayuko 

Yamashit

a 

Division of 
Blood 
Purification, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

Department of 
Nephrology, 
Nagasaki 
University 
School of 
Medicine 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Internal 
Medicine 

2022 Apr 

PMID: 
34565774 

観察研

究 

その他

（治

療） 

成人 I61 ２５ その他

（観察研

究） 
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3 Clinical and 

Psychological Impact of 

Chronic Pain in People 

with Chronic Obstructive 

Pulmonary Disease 

Takako 

Tanaka 

Department of 
Physical 
Therapy 
Science, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

Department of 
Rehabilitation, 
Tagami Hospital 

１ Internat
ional 
Journal 
of 
Chronic 
Obstruct
ive 
Pulmonar
y 
Disease 

2022 Apr 

PMID: 
35497375 

観察研

究 

手技

（リハ

ビリ） 

成人 J44 ４ その他

（観察研

究） 

4 Serum Cytokines 

Usefulness for 

Understanding the 

Pathology in Allergic 

Bronchopulmonary 

Aspergillosis and 

Chronic Pulmonary 

Aspergillosis 

Yuya Ito Department of 
Respiratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ Journal 
of Fungi 

2022 Apr 

PMID: 
35628692 

観察研

究 

その他

（検査

デー

タ） 

成人 B44 １ その他

（観察研

究） 

5 Right Ventricular 

Dyssynchrony in Patients 

With Chronic 

Thromboembolic Pulmonary 

Hypertension and 

Pulmonary Arterial 

Hypertension 

Yuki 

Yamagata 

Department of 
Cardiovascular 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

Department of 
Cardiology, 
Yame General 
Hospital 

１ Circulat
ion 
Journal 

2022 May 

PMID: 
35283366 

観察研

究 

医療機

器（心

エコ

ー） 

小児・

成人 

I27 １ その他

（観察研

究） 
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6 BioFire FilmArray 

Pneumonia Panel enhances 

detection of pathogens 

and antimicrobial 

resistance in lower 

respiratory tract 

specimens 

Kosuke 

Kosai 

Department of 
Laboratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ Annals 
of 
Clinical 
Microbio
logy and 
Antimicr
obials 

2022 Jun 

PMID: 
35659683 

観察研

究 

その他

（体外

診断

薬） 

成人 J18 １ その他

（観察研

究） 

7 The efficacy of a novel 

zinc-containing 

desensitizer CAREDYNE 

Shield for cervical 

dentin hypersensitivity: 

A pilot randomized 

controlled trial 

Takashi 

Matsuura 

Department of 
Periodontology 
and 
Endodontology, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ BMC Oral 
Health 

2022 Jul 

PMID: 
35843957 

介入研

究 

医療機

器 

成人 K03 １ ４ 

8 Prognosis of 

asymptomatic versus 

symptomatic metastatic 

breast cancer: a 

multicenter 

retrospective study 

Sayaka 

Kuba 

Department of 
Surgery, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ scientif
ic 
reports 

2022 Aug 

PMID: 
35982150 

観察研

究 

医薬品 成人 C50 ８２ その他

（観察研

究） 
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9 Predictors of sedation 

period for critical 

illness patients 

focusing on early 

rehabilitation on the 

bed 

Yosuke 

Morimoto 

Department of 
Physical 
Therapy, 
Faculty of 
Rehabilitation, 
Kobe Gakuin 
University 

Department of 
Rehabilitation 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ scientif
ic 
reports 

2022 Aug 

PMID: 
35982206 

観察研

究 

その他

（診療

情報） 

成人 F99 １ その他

（観察研

究） 

10 Comparison of liposomal 

amphotericin B alone and 

in combination with 

flucytosine in the 

treatment of non-HIV 

Cryptococcal meningitis: 

A nationwide 

observational study 

Takahiro 

Takazono 

Department of 
Infectious 
Diseases, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

Department of 
Respiratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ Mycoses 

2022 Sep 

PMID: 
35802067 

観察研

究 

その他

（診療

情報） 

小児・

成人 

B45 １ その他

（観察研

究） 
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11 Influence of different 

treatment procedures on 

the temporomandibular 

joint after mandibular 

setback in skeletal 

class III - A 

retrospective study 

Seigo 

Ohba 

Department of 
Regenerative 
Oral Surgery, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Journal 
of 
Cranio-
Maxillof
acial 
Surgery 

2022 Sep 

PMID: 
35987801 

観察研

究 

その他

（診療

情報） 

小児・

成人 

K07 １ その他

（観察研

究） 

12 Evaluation of a Triage 

Checklist for Mild 

COVID-19 Outpatients in 

Predicting Subsequent 

Emergency Department 

Visits and 

Hospitalization during 

the Isolation Period: A 

Single-Center 

Retrospective Study 

Yasuhiro 

Tanaka 

Department of 
Respiratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

Department of 
Respiratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ Journal 
of 
Clinical 
Medicine 

2022 Sep 

PMID: 
36143099 

観察研

究 

その他

（診療

情報） 

成人 U07 １ その他

（観察研

究） 

13 Comparison of 

Effectiveness and Safety 

Among 3 Direct Oral 

Anticoagulants in 

Patients With Venous 

Thromboembolism - A 

Single-Center 

Retrospective Study 

Yuki 

Ueno 

Department of 
Cardiovascular 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Circulat
ion 
Reports 

2022 Sep 

PMID: 
36408357 

観察研

究 

医薬品 成人 I80 １ その他

（観察研

究） 
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14 The C-reactive protein 

to albumin ratio is a 

prognostic factor for 

stage I non-small cell 

lung cancer in elderly 

patients: JACS1303 

Takuro 

Miyazaki 

Department of 
Surgical 
Oncology, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Surgery 
Today 

2022 Oct 

PMID: 
35211804 

観察研

究 

手技

（手

術） 

成人 C34 １１７ その他

（観察研

究） 

15 Predictive Risk Factors 

Associated with Severe 

Radiation-Induced 

Mucositis in 

Nasopharyngeal or 

Oropharyngeal Cancer 

Patients: A 

Retrospective Study 

Yumiko 

Kawashit

a 

Department of 
Oral Health, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Biomedic
ines 

2022 Oct 

PMID: 
36289923 

観察研

究 

その他

（診療

情報） 

成人 K12 １ その他

（観察研

究） 

16 Clinical evaluation of a 

fully automated and 

high-throughput 

molecular testing system 

for detection of 

influenza virus 

Kosuke 

Kosai 

Department of 
Laboratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ Virology 
Journal 

2022 Nov 

PMID: 
36384638 

観察研

究 

その他

（体外

診断

薬） 

不明 複数疾

病

（U07、

J10） 

６ その他

（観察研

究） 

17 Lymphedema After 

Axillary Lymph Node 

Dissection in Breast 

Cancer: Prevalence and 

Risk Factors-A Single-

Center Retrospective 

Study 

Yuki 

Hara 

Department of 
Surgical 
Oncology, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Lymphati
c 
Research 
and 
Biology 

2022 Dec 

PMID: 
35357959 

観察研

究 

その他

（診療

情報） 

成人 C50 １ その他

（観察研

究） 
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18 Comparison of bone 

microstructures via 

high-resolution 

peripheral quantitative 

computed tomography in 

patients with different 

stages of chronic kidney 

disease before and after 

starting hemodialysis 

Kiyokazu 

Tsuji 

Department of 
Nephrology, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Renal 
Failure 

2022 Dec 

PMID: 
35220856 

観察研

究 

医療機

器（HR-

pQCT） 

成人 N18 １ その他

（観察研

究） 

19 Surgical treatment and 

prognosis of posteriorly 

invading oral cancer: 

Potential clinical 

significance of 

pterygomandibular raphe 

Mitsunob

u Otsuru 

Department of 
Clinical Oral 
Oncology, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Journal 
of 
Dental 
Sciences 

2023 Jan 

PMID: 
36643228 

観察研

究 

その他

（診療

情報） 

成人 C06 １ その他

（観察研

究） 

20 A Multicenter Study on 

the Effect of Margin 

Distance on Survival and 

Local Control in Stage 

1–2 Squamous Cell 

Carcinoma of the Tongue 

Mitsunob

u Otsuru 

Department of 
Clinical Oral 
Oncology, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Annals 
of 
Surgical 
Oncology 

2023 Feb 

PMID: 
36125567 

観察研

究 

手技

（手

術） 

成人 C02 １０ その他

（観察研

究） 
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21 Most Cases of 

Cryptogenic Cirrhosis 

May Be Nonobese 

Nonalcoholic 

Steatohepatitis - Risk 

Factors of Liver 

Steatosis After Liver 

Transplantation for 

Cryptogenic Cirrhosis: A 

Retrospective Study  

Masanori 

Fukushim

a 

Department of 
Gastroenterolog
y and 
Hepatology, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Internal 
Medicine 

2023 May 

PMID: 
36171128 

観察研

究 

その他

（診療

情報） 

成人 K74 １ その他

（観察研

究） 

22 Clinical Outcomes of 

Definitive 

Chemoradiotherapy for 

Cervical Esophageal 

Cancer 

Yutaro 

Tasaki 

Clinical 
Oncology 
Center, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

Department of 
Radiology, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ CANCER 
DIAGNOSI
S & 
PROGNOSI
S 

2023 Jan 

PMID: 
36632597 

観察研

究 

医薬品 成人 C15 １ ２ 

23 High risk of elevated 

metal concentrations 

with 9/10-mm stem 

trunnions and highly 

cross-linked 

polyethylene grafted 

with poly(2-

methacryloyloxyethyl 

phosphorylcholine) in 

total hip arthroplasty 

Kyosuke 

Kobayash

i 

Nagasaki 
University 
Hospital 

１ Journal 
of 
Orthopae
dic 
Surgery 
and 
Research 

2023 Jan 

PMID: 
36627685 

観察研

究 

医療機

器 

成人 Z96 １ １ 
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24 Evaluation of a renal 

risk score for Japanese 

patients with ANCA-

associated 

glomerulonephritis in a 

multi-center cohort 

study 

Tomohisa 

Uchida 

Department of 
Rheumatology, 
National 
Hospital 
Organization 
Ureshino 
Medical Center 

Department of 
Immunology and 
Rheumatology, 
Division of 
Advanced 
Preventive 
Medical 
Sciences, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Frontier
s in 
Immunolo
gy 

2023 Feb 

PMID: 
36926340 

観察研

究 

その他

（診療

情報） 

成人 M31 ３９ その他

（観察研

究） 
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25 Gargle sample is an 

effective option in a 

novel fully automated 

molecular point-of-care 

test for influenza: a 

multicenter study 

Norihito 

Kaku 

Department of 
Laboratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

Department of 
Laboratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

Division of 
Pulmonary and 
Critical Care 
Medicine, 
Department of 
Internal 
Medicine, 
University of 
Michigan 

１ Virology 
Journal 

2023 Mar 

PMID: 
36869389 

観察研

究 

その他

（体外

診断

薬） 

小児・

成人 

複数疾

病

（J10、

J11） 

９ ２ 

26 Effect of remimazolam on 

the incidence of 

delirium after 

transcatheter aortic 

valve implantation under 

general anesthesia: a 

retrospective 

exploratory study 

Shohei 

Kaneko 

Department of 
Anesthesiology 
and Intensive 
Care Medicine, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Journal 
of 
Anesthes
ia 

2023 Apr 

PMID: 
36463532 

観察研

究 

医薬品 成人 F05 １ １ 
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27 Serological response to 

a third dose of SARS-

CoV-2 vaccine according 

to previous infection 

history 

Kenji 

Ota 

Department of 
Laboratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ Vaccine: 
X 

2023 Apr 

PMID: 
36960104 

観察研

究 

その他

（抗体

価の推

移） 

成人 U07 ６ その他

（観察研

究） 

28 Clinical and 

microbiological 

characteristics of 

bloodstream infection 

caused by Klebsiella 

pneumoniae harboring 

rmpA in Japanese adults 

Shota 

Kikuchi 

Department of 
Laboratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ scientif
ic 
reports 

2023 Apr 

PMID: 
37085513 

観察研

究 

その他

（診療

情報） 

成人 複数疾

病

（J15、

B96） 

１ その他

（観察研

究） 

29 Factors Associated with 

Glomerular Yield in 

Percutaneous Kidney 

Biopsy 

Kenta 

Torigoe 

Department of 
Nephrology, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ Journal 
of 
Clinical 
Medicine 

2023 Jun 

PMID: 
37373572 

観察研

究 

手術・

手技 

成人 R94 

腎生検 

１ その他

（観察研

究） 
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30 Effect of the 2020 

hypersensitivity 

pneumonitis guideline on 

the pathologic diagnosis 

of interstitial 

pneumonia 

Mutsumi 

Ozasa 

Department of 
Pathology 
Informatics, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

Department of 
Respiratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ scientif
ic 
reports 

2023 Jun 

PMID: 
37291357 

観察研

究 

その他

（診療

情報） 

成人 J84 １ その他

（観察研

究） 

31 Urinary titin N-fragment 

as a predictor of 

decreased skeletal 

muscle mass in patients 

with interstitial lung 

diseases 

Masatosh

i Hanada 

Department of 
Rehabilitation 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

Department of 
Physical 
Therapy 
Science, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ scientif
ic 
reports 

2023 Jun 

PMID: 
37322176 

観察研

究 

その他

（診療

情報、

尿検

査） 

成人 複数疾

病

（M62、 

J84） 

１ その他

（観察研

究） 
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32 Association of 

quantitative analysis of 

intratumoral reduced E-

cadherin expression with 

lymph node metastasis 

and prognosis in 

patients with breast 

cancer 

Xiangyue 

Meng 

Department of 
Surgery, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ scientif
ic 
reports 

2023 Jun 

PMID: 
37369698 

観察研

究 

その他

（診療

情報） 

成人 C50 １ その他

（観察研

究） 

33 The Toll-like Receptor 

7-Mediated Ro52 Antigen-

Presenting Pathway in 

the Salivary Gland 

Epithelial Cells of 

Sjögren's Syndrome 

Shin-Ya 

Nishihat

a 

Department of 
Immunology and 
Rheumatology, 
Division of 
Advanced 
Preventive 
Medical 
Sciences, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Journal 
of 
Clinical 
Medicine 

2023 Jun 

PMID: 
37445456 

観察研

究 

その他

（生体

試料中

の蛋白

質） 

小児・

成人 

M35 １ その他

（観察研

究） 

34 Hypoglycemia measured by 

flash glucose monitoring 

system predicts liver-

related events in 

chronic liver disease 

patients 

Ryu 

Sasaki 

Department of 
Gastroenterolog
y and 
Hepatology, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ scientif
ic 
reports 

2023 Aug 

PMID: 
37612434 

観察研

究 

その他

（血糖

測定） 

成人 E13 １ その他

（観察研

究） 
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35 Treatment of new-onset 

primary central nervous 

system lymphoma in 

elderly patients using 

RMPV chemotherapy: a 

single-institution 

experience 

Michihar

u 

Yoshida 

Department of 
Neurosurgery, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Internat
ional 
Journal 
of 
Hematolo
gy 

2023 Sep 

PMID: 
37393325 

観察研

究 

医薬品 成人 C85 １ ２ 

36 Comparison of the novel 

Franseen needle versus 

the fine-needle 

aspiration needle in 

endoscopic ultrasound-

guided tissue 

acquisition for cancer 

gene panel testing: A 

propensity score-

matching analysis 

Tomotaka 

Mori 

Department of 
Gastroenterolog
y and 
Hepatology 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ JGH Open 

2023 Sep 

PMID: 
37744704 

観察研

究 

手術・

手技 

小児・

成人 

Z12 

組織採

取 

１ その他

（観察研

究） 
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37 Prognostic Association 

of Liposomal 

Amphotericin B Doses 

Above 5 mg/kg/d in 

Mucormycosis: A 

Nationwide Epidemiologic 

and Treatment Analysis 

in Japan 

Masato 

Tashiro 

Department of 
Infectious 
Diseases, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

Infection 
Control and 
Education 
Center, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ Open 
Forum 
Infectio
us 
Diseases 

2023 Sep 

PMID: 
37808895 

観察研

究 

その他

（アン

ケート

調査） 

小児・

成人 

B46 １ その他

（観察研

究） 

38 Impact of immediate 

general anesthesia in 

the emergency room on 

prevention of rebleeding 

after subarachnoid 

hemorrhage 

Susumu 

Yamaguch

i 

Department of 
Neurosurgery, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Acta 
Neurochi
rurgica 
(Wien) 

2023 Oct 

PMID: 
37434015 

観察研

究 

その他

（診療

情報） 

成人 I60 １８ その他

（観察研

究） 

39 Three Signs to Help 

Detect Sjögren's 

Syndrome: Incidental 

Findings on Magnetic 

Resonance Imaging and 

Computed Tomography 

Yukinori 

Takagi 

Department of 
Radiology and 
Biomedical 
Informatics, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Journal 
of 
Clinical 
Medicine 

2023 Oct 

PMID: 
37892630 

観察研

究 

その他

（診療

・画像

情報） 

小児・

成人 

M35 １ その他

（観察研

究） 
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40 The evaluation of a 

rapid microfluidic 

immunofluorescence 

antigen test in 

detecting the 

infectiousness of COVID-

19 patients 

Kenji 

Ota 

Department of 
Laboratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ BMC 
Infectio
us 
Diseases 

2023 Nov 

PMID: 
37996783 

観察研

究 

その他

（体外

診断

薬） 

成人 U07 ２ その他

（観察研

究） 

41 The prognostic factors 

for cryptococcal 

meningitis in non-human 

immunodeficiency virus 

patients: An 

observational study 

using nationwide 

database 

Hotaka 

Namie 

Department of 
Infectious 
Diseases, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Mycoses 

2024 Jan 

PMID: 
37807638 

観察研

究 

その他

（診療

情報） 

小児・

成人 

B45 １ その他

（観察研

究） 

42 Rapid increase in 

salivary IgA and broad 

recognition of spike 

protein following SARS-

CoV-2 vaccination 

Kenji 

Ota 

Department of 
Laboratory 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Hospital 

１ Virus 
Research 

2024 Jan 

PMID: 
38056502 

観察研

究 

その他

（抗体

価の推

移） 

成人 U07 ６ その他

（観察研

究） 

43 Effects of tafamidis on 

the left ventricular and 

left atrial strain in 

patients with wild-type 

transthyretin cardiac 

amyloidosis 

Rosy 

Haruna 

Nishizaw

a 

Department of 
Cardiovascular 
Medicine, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ European 
Heart 
Journal - 
Cardiova
scular 
Imaging 

2024 Apr 

PMID: 
38109497 

観察研

究 

その他

（診療

情報） 

成人 Z94 

複合臓

器移植 

１ その他

（観察研

究） 
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44 Impact of low 

pharyngeal/esophageal 

pressure associated with 

sarcopenia on 

postendoscopic 

submucosal dissection 

pneumonia in patients 

with superficial 

esophageal cancer 

Yasuhiro 

Taniguch

i 

Department of 
Gastroenterolog
y and 
Hepatology, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

１ Digestiv
e 
Endoscop
y 

2024 Jul 

PMID: 
37908188 

観察研

究 

その他

（診療

情報） 

成人 M62 １ その他

（観察研

究） 

（注）1 対象となる論文は、２(1)の(注)1・2 を参照すること。 

2 筆頭著者又は研究責任者が当該申請機関に所属しない場合であっても、当該申請機関が研究支援（プロトコール作成支援、データマネジメ

ント、モニタリング、統計解析、研究実施調整業務等）を行い実施した研究に基づく論文は記載すること。その際、研究支援の内容につい

ては別添２の２に記載すること。 

3 「役割」については、(1)の(注)4 を参照し、記載すること。 

4 「医薬品等分類」の欄は、研究の対象について、「医薬品」「医療機器」「再生医療等製品」「手術・手技」のうち、該当するすべてを記

載すること。いずれにも該当しない場合は、「その他（ ）」として（）内に詳細を記載すること。 

5 「論文種別」の欄には、疫学研究、観察研究、介入研究のいずれかを記載すること。いずれにも該当しない場合は、「その他（ ）」とし

て（）内に詳細を記載すること。 

6 「医薬品等区分」「小児・成人」「疾病等分類」「実施施設数」「フェーズ（Phase）」の欄は、１(1)の(注) 3～7 を参照し、記載するこ

と。 

7  詳細は別添２の２に記載すること。 

8 他の臨床研究中核病院と重複がないこと。 

9 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 

 

 

(3) 診療ガイドラインの根拠になった論文 

番
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1 BioFire FilmArray 

Pneumonia Panel enhances 

detection of pathogens 

and antimicrobial 

resistance in lower 

respiratory tract 

specimens 

Kosuke Kosai Department of 
Laboratory 
Medicine, Nagasaki 
University Hospital 

Annals of Clinical 
Microbiology and 
Antimicrobials 

2022 Jun 

PMID: 35659683 

成人肺炎診療ガイドライン 

（2024 年 4 月発行） 

2 Changing molecular 

epidemiology and 

characteristics of MRSA 

isolated from bloodstream 

infections: nationwide 

surveillance in Japan in 

2019 

Norihito 

Kaku 

Department of 
Laboratory 
Medicine, Nagasaki 
University Graduate 
School of 
Biomedical Sciences 

Department of 
Laboratory 
Medicine, Nagasaki 
University Hospital 

Division of 
Pulmonary and 
Critical Care 
Medicine, 
University of 
Michigan 

Journal of 
Antimicrobial 
Chemotherapy 

2022 Jul 

PMID: 35639590 

MRSA 感染症の診療ガイドライン 2024 

（2024 年 7 月発行） 

3 Comparison of liposomal 

amphotericin B alone and 

in combination with 

flucytosine in the 

treatment of non-HIV 

Cryptococcal meningitis: 

A nationwide 

observational study 

Takahiro 

Takazono 

Department of 
Infectious 
Diseases, Nagasaki 
University Graduate 
School of 
Biomedical Sciences 

Department of 
Respiratory 
Medicine, Nagasaki 
University Hospital 

Mycoses 

2022 Sep 

PMID: 35802067 

Global guideline for the diagnosis 

and management of cryptococcosis: an 

initiative of the ECMM and ISHAM in 

cooperation with the ASM 

Lancet ID 2024/2/1 
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4 Clinical evaluation of a 

fully automated and high-

throughput molecular 

testing system for 

detection of influenza 

virus 

Kosuke Kosai Department of 
Laboratory 
Medicine, Nagasaki 
University Hospital 

Virology Journal 

2022 Nov 

PMID: 36384638 

成人肺炎診療ガイドライン 

（2024 年 4 月発行） 

5 Determination of optimal 

25-hydroxyvitamin D 

cutoff values for the 

evaluation of restless 

legs syndrome among 

pregnant women 

Asuka 

Miyazaki 

Department of 
Reproductive 
Health, Institute 
of Biomedical 
Sciences, Nagasaki 
University 

Journal of Clinical 
Sleep Medicine 

2023 Jan 

PMID: 35999809 

Restless legs 症候群診療ガイドライン

（2024） 

（2024 年 3 月発行） 

6 Efficacy and safety of 

lascufloxacin for 

nursing- and healthcare-

associated pneumonia: A 

single-arm, open-label 

clinical trial 

Takahiro 

Takazono 

Department of 
Respiratory 
Medicine, Nagasaki 
University Hospital 

Department of 
Infectious 
Diseases, Nagasaki 
University Graduate 
School of 
Biomedical Sciences 

Journal of Infection 
and Chemotherapy 

2024 Jul 

PMID: 38190963 

成人肺炎診療ガイドライン 

（2024 年 4 月発行） 

（注）1 「雑誌名・出版年月等」の欄は、2(1)の(注)5 を参照し記載すること。また、当該ガイドラインは最新版のものであること。 

2 「根拠として採用された診療ガイドライン」の欄には、「ガイドライン名」「ガイドラインの出版年月」について記載すること。 

3 (1)(2)と重複して差し支えない。 

4 他の臨床研究中核病院と重複がないこと。 

5  申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 
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発表者の所
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1 Efficacy and safety 

of ensitrelvir in 

patients with mild-

to-moderate COVID-19: 

the phase 2b part of 

a randomized, 

placebo-controlled, 

phase 2/3 study 

Hiroshi 

Mukae 

Department 

of 

Respiratory 

Medicine, 

Nagasaki 

University 

Graduate 

School of 

Biomedical 

Sciences 

Clinical Infectious 
Diseases 

2022 Dec 

PMID: 36477182 

医薬品 承認番号 : 

30400AMX00205000 

2 Performance of the 

GeneSoC Rapid PCR 

System in Detection 

of SARS-CoV-2 from 

Saliva Specimens 

Kenji 

Ota 

Department 

of 

Laboratory 

Medicine, 

Nagasaki 

University 

Hospital 

Microbiology Spectrum 

2023 Feb 

PMID: 36779750 

体外診断用医薬品 承認番号 : 
30400EZX00018000 

3 複数遺伝子領域検出可

能なリアルタイム PCR

キットの臨床性能明確

化 

栁原 

克紀 

医歯薬学総

合研究科 

病態解析・

診断学 

登録 ID なし 

体外診断用医薬品 承認番号 : 
30200EZX00088000 

（注）1 「雑誌名・出版年月等又は登録 ID 等」の欄は、「雑誌名・出版年月等」については２(1)の(注)5 を参照し記載すること。「登録 ID 等」に      

ついては、１(1)の（注）1 または１(2)の（注）2 を参照し記載すること。 

2 「医薬品等区分」の欄は、「医薬品」「医療機器」「再生医療等製品」のうち該当するものを記載すること。 

3 「承認番号等」の欄には、薬事にかかる承認番号、認証番号、届出番号又は承認申請中（認証申請の場合は認証申請中）と記載すること。 

4 (1)(2)(3)と重複して差し支えない。 

5 他の臨床研究中核病院と重複がないこと。 

6 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 
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他の病院又は診療所と共同して特定臨床研究を実施する場合にあつては、 

特定臨床研究の実施の主導的な役割を果たした実績 

 

１ 他の病院又は診療所と共同して特定臨床研究を実施する場合にあつては、特定臨床研究の実施の主導的な役割を果たした件数 

(1) 医師主導治験 

番

号 
治験名 

治験調整

医師名 

治験調整

医師所属 
届出日 登録 ID 等 

主導的

な役割 

医薬品

等区分 

小児／

成人 

疾病等

分類 

実施 

施設数 

フェー

ズ

（Phase

） 

1 副腎皮質ステロイドに抵

抗性の成人発症スチル病

（AOSD）患者に対する 5-

アミノレブリン酸塩酸塩

／クエン酸第一鉄ナトリ

ウム（5-ALA-HCl/SFC）の

第Ⅱ相医師主導、ランダム

化二重盲検並行群間比較

試験 

川上 純 医歯薬学

総合研究

科リウマ

チ･膠原病

内科学 

2022/5/

16 

治験計画

届出受付

番号：

2022-0900 

jRCT20712

20040 

１ 医薬品 小児・

成人 

M06 １２ ２ 

2 副腎皮質ステロイドに抵

抗性の成人発症スチル病

（AOSD）患者に対する 5-

アミノレブリン酸塩酸塩

／クエン酸第一鉄ナトリ

ウム（5-ALA-HCl/SFC）の

第Ⅱ相医師主導、継続投与

試験 

川上 純 医歯薬学

総合研究

科リウマ

チ･膠原病

内科学 

2022/7/

28 

治験計画

届出受付

番号：

2022-3066 

jRCT20712

20086 

１ 医薬品 小児・

成人 

M06 １２ ２ 

3 特発性多中心性キャッス

ルマン病を対象としたフ

ィルゴチニブの第 Ib 相医

師主導治験 

川上 純 医歯薬学

総合研究

科リウマ

チ･膠原病

内科学 

2023/12

/22 

治験計画

届出受付

番号：28-

4134 

jRCT20712

30108 

１ 医薬品 成人 D47 ５ １ 

（注）1 主導的な役割を果たした実績の詳細は、別添３に記載すること。 
2 「登録ID等」の欄には、治験計画届書の受理時に独立行政法人 医薬品医療機器総合機構から発行された受付番号（当該治験の最初の届出
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時のもの）を記載すること。 
3 「主導的な役割」の欄は、１又は２と記載すること。１は、当該病院において当該特定臨床研究の実施に関する業務を統括する責任者を
定めた場合に、２は、当該病院が他の病院又は診療所に対し当該特定臨床研究の実施に関する包括的な支援を行った場合に記載すること。
２と記載した場合には、包括的な支援の内容を証明するために必要な書類を添付すること。なお、「包括的な支援を行った場合」とは、プ
ロトコール作成支援、データマネジメント、モニタリング等の当該研究に係る主要な臨床研究支援業務を包括的に請け負った場合を指す。 

4 「医薬品等区分」の欄は、研究の対象について、「医薬品」「医療機器」「再生医療等製品」のうち、該当するものすべてを記載すること。

平成 30 年 3 月 31 日までに開始し、平成 31 年 3 月 31 日までに終了した臨床研究の場合は、記載しなくても差し支えない。 

5 「小児／成人」の欄は、被験者・研究対象者が「小児」「成人」「小児・成人」のいずれに該当するかを記載すること。「小児」について

は、研究対象者が満 18 歳までの場合とすること。18 歳未満の者と 18 歳以上の者を被験者・研究対象者として含む場合は、「小児・成人」

と記載すること。 
6 「疾病等分類」の欄は、世界保健機関（WHO）による International Statistical Classification of Disease and Related Health 
Problems-10（2003 年版）（以下「ICD-10」という。）に準拠した「基本分類表（2013 年度版）準拠」の 3 桁分類を用いて、該当するすべ
てを記載すること。複数の疾病を対象とする研究であって記載が困難である場合は、「該当無し（疾病横断）」と記載すること。 

7 「実施施設数」の欄は、研究を実施した施設の数を数字で記入すること。単施設で実施される研究の場合は１と記載すること。当該病院
が他の病院又は診療所と共同して特定臨床研究を実施する場合には、数字の後ろに○をつけること。 

8 「フェーズ（Phase）」の欄は、phaseⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの研究開発段階に応じ、「１」「２」「３」「４」のいずれかで記載すること。い
ずれにも該当しない場合は、「その他（ ）」と記載し、（）内に具体的に記載すること 

9 特定領域に係る特定臨床研究中核的な役割を担う臨床研究中核病院として申請する場合は、当該領域に係る特定臨床研究については別添
２の１にその旨の説明を記載すること。 

10 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 
 
 

(2)臨床研究 

番号 臨床研究名 
研究代表

医師 

研究代表

医師所属 
開始日 

登録 ID

等 

主導的

な 

役割 

医薬品

等区分 

小児／

成人 

疾病等

分類 

実施 

施設数 

フェーズ

（Phase） 

1 アテロコラーゲンと抗菌薬局

所投与による抜歯後薬剤関連

顎骨壊死の発症予防に関する

多機関共同研究 

大森 

景介 

医歯薬学

総合研究

科口腔顎

顔面外科

学 

2023/1/

16 

jRCTs07

1220088 

１ 医薬品 成人 K10 ５ ２ 

2 市中肺炎に対するラスクフロ

キサシンスイッチ療法の有効

性および安全性を評価する多

施設共同単群非盲検試験 

迎 寛 医歯薬学

総合研究

科呼吸器

内科学 

2023/4/

3 

jRCTs07

1230001 

１ 医薬品 成人 J18 １６ ４ 
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3 口腔外科手術後挿管患者に対

する抗菌薬局所投与による術

後肺炎発症予防：予備的研究 

三浦 

桂一郎 

病院 口

腔外科 

2023/4/

14 

jRCTs07

1230007 

１ 医薬品 成人 J95 ２ ２ 

4 重症化リスク因子を有する軽

症/中等症Ⅰの SARS-CoV-2 感

染症患者を対象としたエンシ

トレルビル フマル酸の有効

性及び安全性を評価する無作

為化モルヌピラビル対照比較

試験 

迎 寛 医歯薬学

総合研究

科呼吸器

内科学 

2023/5/

16 

jRCTs07

1230014 

１ 医薬品 成人 U07 ２５ ４ 

5 オゾラリズマブ投与による関

節リウマチ患者における骨構

造変化の評価：ヒストリカル

コントロールを用いた多施設

共同試験 

川上 

純 

医歯薬学

総合研究

科リウマ

チ･膠原

病内科学 

2023/9/

27 

jRCTs07

1230067 

１ 医薬品 成人 M06 ６ ４ 

6 抗コリン薬、Mirabegron 不応

性の過活動膀胱症例に対する

Vibegron の有用性と安全性 

今村 

亮一 

医歯薬学

総合研究

科泌尿器

科学 

2023/9/

29 

jRCT107

1230070 

１ 医薬品 成人 N32 ３ ４ 

7 挿管患者におけるブラッシン

グおよびポビドンヨード塗布

のカフ上細菌数減少効果の比

較検討：予備的研究 

五月女 

さき子 

医歯薬学

総合研究

科口腔保

健学 

2023/12

/25 

jRCT107

1230103 

１ 医薬品 成人 D37 ２ ２ 

8 日本人慢性肺アスペルギルス

症に対する日常診療下におけ

るイサブコナゾニウム硫酸塩

の前向き介入研究（PIIS-CPA） 

泉川 

公一 

医歯薬学

総合研究

科臨床感

染症学 

2024/3/

4 

jRCTs07

1230121 

１ 医薬品 成人 B44 ２０ ４ 

9 特発性多中心性キャッスルマ

ン病を対象としたフィルゴチ

ニブの長期投与における安全

性および有効性を評価する多

施設共同試験 

川上 

純 

医歯薬学

総合研究

科リウマ

チ･膠原

病内科学 

2024/3/

4 

jRCTs07

1230120 

１ 医薬品 成人 D47 ２ １－２ 
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10 化学療法未治療の進行再発胸

腺上皮性腫瘍（胸腺腫・胸腺

癌）に対するカルボプラチン

＋nab-パクリタキセル（CBDCA

＋nab-PTX）併用療法の有効性

と安全性に関する第 II相試験 

竹本 

真之輔 

病院 呼

吸器内科 

2024/6/

6 

jRCTs07

1240019 

１ 医薬品 成人 D38 ８ ２ 

11 ステロイドマウスウォッシュ

による乳癌化学療法誘因性の

口腔粘膜炎予防を検討する第

Ⅲ相ランダム化比較試験 

久芳 

さやか 

病院 乳

腺・内分

泌外科 

2024/7/

22 

jRCTs07

1240036 

１ 医薬品 成人 C50 １５ ３ 

12 大腿骨近位部骨折患者に対す

るゾレドロネート 5mg および

2.5mg の比較試験 

尾﨑  

誠 

医歯薬学

総合研究

科整形外

科学 

2024/7/

22 

jRCTs07

1240037 

１ 医薬品 成人 M84 ２ ４ 

13 ベタメタゾン含嗽剤の口腔粘

膜炎発症予防に関する多機関

共同ランダム化比較試験 

五月女 

さき子 

医歯薬学

総合研究

科口腔保

健学 

2024/9/

20 

jRCTs07

1240060 

１ 医薬品 成人 K12 １２ ２ 

14 血液透析を実施中の軽症の

SARS-CoV-2 感染症患者を対象

としたエンシトレルビル フ

マル酸の薬物動態と治療アウ

トカムを評価する前向き介入

試験 

迎 寛 医歯薬学

総合研究

科呼吸器

内科学 

2024/10

/15 

jRCTs07

1240069 

１ 医薬品 成人 U07 ６ ４ 

15 静脈麻酔中の内視鏡的逆行性

胆管膵管造影を対象とした新

型 high flow nasal cannula

の酸素化維持の有効性に関す

る検討 

髙橋 

孝輔 

病院 総

合患者支

援部 

2025/1/

16 

jRCTs07

2240096 

１ 医療機

器 

成人 K83 ５ ４ 

16 静脈内鎮静下で歯科治療を行

う者を対象とした High Flow 

Nasal Cannula の酸素化維持

の有効性に関する検討 

鮎瀬 

卓郎 

病院 臨

床研究セ

ンター 

2025/2/

6 

jRCTs07

2240107 

１ 医療機

器 

成人 K02 ６ ４ 
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17 在宅心不全患者に対する心音

図検査装置 AMI-SSS01 を用い

た心不全増悪診断の有効性に

関する研究 

山梨 

啓友 

医歯薬学

総合研究

科総合診

療学 

2025/2/

25 

jRCT107

2240118 

１ 医療機

器 

成人 I50 ３ ４ 

18 腫瘍径 3cm以下 Stage IIトリ

プルネガティブ高齢者乳癌に

おける治療早期効果に基づく

ペムブロリズマブ省略戦略の

安全性を検討する多施設共同

試験 

久芳 

さやか 

病院 乳

腺・内分

泌外科 

2025/2/

28 

jRCT107

1240119 

１ 医薬品 成人 C50 ９ ２ 

（注）1 「開始日」の欄には、実施計画が臨床研究法施行規則第24条第１項に規定するデータベース（jRCT）に公表された日を記載すること。た

だし、平成30年3月31日までに開始した臨床研究については、臨床研究の実施を研究機関の長が許可した日を記載すること。 

    2 「登録ID等」の欄には、jRCTに登録した番号を記載すること。なお、同法の施行前に｢人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に基

づき実施した臨床研究等、jRCTに登録した番号がない臨床研究については、｢人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」において登録

が求められている国立大学附属病院長会議、一般財団法人日本医薬情報センター又は公益社団法人日本医師会が設置している公開データベ

ースにおいて、臨床研究ごとに割り当てられた固有の識別番号を記載すること（国立大学附属病院長会議であれば「UMIN＋9桁の数字」、

一般財団法人日本医薬情報センターであれば「JapicCTI-＋6桁の数字」、公益社団法人日本医師会であれば「JMA-IIA＋5桁の数字」）。 

3 「主導的な役割」「医薬品等区分」「小児／成人」「疾病等分類」「実施施設数」「フェーズ（Phase）」の欄は、(1)の(注)3～8を参照

し記載すること。 

4 様式第２に記載のない臨床研究については、特定臨床研究であることの説明を別添２の１に記載すること。ただし、平成 30 年 3 月 31 日

までに開始した臨床研究については、医薬品、医療機器又は再生医療等製品を用いた侵襲及び介入を伴う臨床研究であることの説明を別添

２の１に記載すること。 

5 特定領域に係る特定臨床研究中核的な役割を担う臨床研究中核病院として申請する場合は、当該領域に係る特定臨床研究については別添２    

の１にその旨の説明を記載すること。  

6 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 
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他の病院又は診療所に対し、特定臨床研究の実施に関する相談に応じ、必要な情報の提供、助言その他の援助を行った実績 

 

１ 他の病院又は診療所に対して、特定臨床研究に係る支援を行った件数 

番号 登録ID等 治験・臨床研究名 支援対象機関 研究支援の種類 特定臨床研究であることの説明 

１ jRCTs071190046 エタネルセプト先行品投与

中で臨床的寛解または低疾

患活動性にある関節リウマ

チ患者を対象としたエタネ

ルセプトバイオシミラーへ

の切り替えの有効性に関す

る多施設共同前向き試験 

医療法人健優会 吉玉リウマチ・内科

クリニック 

日本赤十字社 長崎原爆病院 

社会医療法人善仁会 宮崎善仁会病院 

社会医療法人財団白十字会 佐世保中

央病院 

医療法人医和基会 戸畑総合病院 

医療法人後藤会 ながさき内科・リウ

マチ科病院 

医療法人創起会 くまもと森都総合病

院 

国立大学法人佐賀大学 佐賀大学医学

部附属病院 

データマネジメント 既承認の医薬品を用いた、医薬

品等製造販売業者からの研究資

金提供のある多施設共同前向き

介入試験である。 
２ 統計解析 

３ 研究実施の調整に係

る業務支援 

４ jRCTs071190030 レミケード投与中で臨床的

寛解にある関節リウマチ患

者を対象としたインフリキ

シマブ BS への切り替えの

レミケード継続投与に対す

る臨床的非再燃の維持にお

ける非劣性を検証する多施

設共同前向き試験 

国立大学法人香川大学 香川大学医学

部附属病院 

医療法人正隆会榮樂内科クリニック 

公立大学法人大阪 大阪公立大学 

医療法人健優会 吉玉リウマチ・内科

クリニック 

社会医療法人財団白十字会 佐世保中

央病院 

学校法人近畿大学 近畿大学病院 

医療法人医和基会 戸畑総合病院 

公立大学法人 福島県立医科大学附属

病院 

データマネジメント 既承認（適応外）の医薬品を用い

た、医薬品等製造販売業者から

の研究資金提供のある多施設共

同前向き介入試験である。 ５ 統計解析 

６ 研究実施の調整に係

る業務支援 

７ jRCTs071200007 インフリキシマブ BS 投与

中で臨床的寛解または低疾

患活動性にある関節リウマ

国立大学法人香川大学 香川大学医学

部附属病院 

社会医療法人財団白十字会 佐世保中

データマネジメント 既承認（適応外）の医薬品を用い

た、医薬品等製造販売業者から

の研究資金提供のある多施設共
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８ チ患者を対象としたインフ

リキシマブ BS 休薬におけ

る臨床的非再燃の維持なら

びにインフリキシマブ BS

再投与の有効性・安全性に

関する多施設共同前向き試

験 

央病院 

学校法人近畿大学 近畿大学病院 

統計解析 同前向き介入試験である。 

９ 研究実施の調整に係

る業務支援 

１０ jRCTs071230001 市中肺炎に対するラスクフ

ロキサシンスイッチ療法の

有効性および安全性を評価

する多施設共同単群非盲検

試験 

日本赤十字社 長崎原爆病院 

社会福祉法人恩賜財団 済生会支部 

済生会長崎病院 

日本赤十字社 長崎原爆諫早病院 

独立行政法人 地域医療機能推進機構

諫早総合病院 

医療法人伴帥会 愛野記念病院 

地方独立行政法人 長崎市立病院機構

長崎みなとメディカルセンター 

地方独立行政法人 佐世保市総合医療

センター 

社会医療法人財団白十字会 佐世保中

央病院 

独立行政法人国立病院機構 嬉野医療

センター 

特定医療法人雄博会 千住病院 

社会医療法人 長崎記念病院 

独立行政法人国立病院機構 長崎医療

センター 

特定医療法人 光晴会病院 

医療法人栄和会 泉川病院 

長崎県島原病院 

データマネジメント 既承認の医薬品を用いた、医薬

品等製造販売業者からの研究資

金提供のある多施設共同前向き

介入試験である。 

１１ モニタリング 

１２ 統計解析 

１３ 研究実施の調整に係

る業務支援 

１４ jRCTs071230067 オゾラリズマブ投与による

関節リウマチ患者における

医療法人 IRO 名古屋膠原病リウマチ

痛風クリニック 

データマネジメント 既承認の医薬品を用いた、医薬

品等製造販売業者からの研究資１５ モニタリング 
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１６ 骨構造変化の評価：ヒスト

リカルコントロールを用い

た多施設共同試験 

国立大学法人広島大学 広島大学病院 

医療法人社団曙会 シムラ病院  

日本赤十字社 長崎原爆病院 

社会医療法人春回会 長崎北病院 

統計解析 金提供のある多施設共同前向き

介入試験である。 
１７ 研究実施の調整に係

る業務支援 

１８ jRCTs071230120 特発性多中心性キャッスル

マン病を対象としたフィル

ゴチニブの長期投与におけ

る安全性および有効性を評

価する多施設共同試験 

学校法人慈恵大学 東京慈恵会医科大

学附属病院 

データマネジメント 既承認（適応外）の医薬品を用い

た、医薬品等製造販売業者から

の研究資金提供のある多施設共

同前向き介入試験である。 

１９ モニタリング 

２０ 研究実施の調整に係

る業務支援 

２１ jRCTs071240069 血液透析を実施中の軽症の 

SARS-CoV-2 感染症患者を

対象とした エンシトレル

ビル フマル酸の薬物動態

と治療アウトカムを評価す

る前向き介入試験 

医療法人栄和会泉川病院 

医療法人衆和会 長崎腎病院 

地方独立行政法人 佐世保市総合医

療センター 

地方独立行政法人 北松中央病院 

独立行政法人 地域医療機能推進機

構諫早総合病院 

データマネジメント 既承認の医薬品を用いた、医薬

品等製造販売業者からの研究資

金提供のある多施設共同前向き

介入試験である。 

２２ モニタリング 

２３ 統計解析 

２４ 研究実施の調整に係

る業務支援 

（注） 1  契約又はそれに準ずる書面を添付すること。 

2 研究支援の種類の欄には、プロトコール作成支援、データマネジメント、モニタリング、監査、統計解析、研究実施の調整に係る業務支援、その他

のいずれかを記載すること。その他の支援の場合、具体的な内容を簡潔に記載すること。 

3 申請の前月から過去１年間又は前年度の実績を記載すること。 
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特定臨床研究に関する研修の実績 

 

１ 研修会の実績 

(1) 医師、歯科医師等の特定臨床研究を行う者に対する研修会 

（ 令和７年 ４月 １日現在） 

職  種 内部の研修対象人数（人） 
合計研修参加人数（人） 

内部 外部 

医 師 532 377 34 

歯科医師 116 109 4 

その他  772 77 

(注) 1 「研修対象人数」には、申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。 

2 「合計」の欄には、のべ参加人数から、複数回の研修を受講した場合の重複を除いた実人数について記載すること。 

 

番号 研修会の名称 研修会の内容 

研修参加人数（人） 

実施日 医 師 歯科医師 その他 

内部 外部 内部 外部 内部 外部 

１ 

2024年度 臨床研究に関

する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究

センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施す

るために必要な知識を習得

すること 

【対象者】研究者／研究を

支援する者 

【概要】臨床研究初心者研

修（指針） 

【実施時間】60分 

 

78 2 47 0 208 15 2024/5/22 
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２ 

2024年度 臨床研究に関

する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究

センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施す

るために必要な知識を習得

すること 

【対象者】医師・歯科医師

／特定臨床研究を支援する

者 

【概要】臨床研究初心者研

修（法） 

【実施時間】60分 

 

73 5 11 1 94 7 2024/5/30 

３ 

2024年度 臨床研究に関

する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究

センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施す

るために必要な知識を習得

すること 

【対象者】研究を実施する

者、統計解析業務を行う者 

等 

【概要】P値に振り回され

ないための仮説検定と P値

の話 

【実施時間】75分 

 

44 6 13 0 93 7 2024/6/5 

４ 

2024年度 臨床研究に関

する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究

センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施す

るために必要な知識を習得

すること 

【対象者】研究を実施する

者、統計解析業務を行う者 

等 

【概要】生存時間解析の基

礎と一歩先へ 

【実施時間】75分 

 

36 3 7 0 46 4 2024/6/21 
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５ 

2024年度 臨床研究に関

する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究

センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施す

るために必要な知識を習得

すること 

【対象者】研究を実施する

者、統計解析業務を行う者 

等 

【概要】欠測を含むデータ

を解析する際に知っておい

て欲しいこと 

【実施時間】60分 

 

22 2 5 1 44 5 2024/7/9 

６ 

2024年度 臨床研究に関

する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究

センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施す

るために必要な知識を習得

すること 

【対象者】研究を実施する

者、統計解析業務を行う者 

等 

【概要】研究に携わる人み

んなに知っておいてほしい

「測定と測定バイアスの

話」 

【実施時間】75分 

 

20 5 9 0 56 7 2024/8/5 

７ 

2024年度 臨床研究に関

する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究

センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施す

るために必要な知識を習得

すること 

【対象者】研究者、臨床研

究に携わる者 等 

【概要】質的研究の考え

方・拡がり・実践 

【実施時間】90分 

16 3 5 0 59 5 2024/9/6 
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８ 

2024年度 臨床研究に関

する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究

センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施す

るために必要な知識を習得

すること 

【対象者】研究者、臨床研

究に携わる者 等 

【概要】臨床研究者という

キャリアパス 

【実施時間】90分 

 

32 6 3 0 41 11 2024/9/13 

９ 

2024年度 臨床研究に関

する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究

センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施す

るために必要な知識を習得

すること 

【対象者】研究者、研究に

携わる者 等 

【概要】臨床研究の信頼性

確保のために －品質管理

について 

【実施時間】60分 

 

15 1 6 0 47 4 2024/9/26 

１０ 

2024年度 臨床研究に関

する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究

センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施す

るために必要な知識を習得

すること 

【対象者】研究者、研究に

携わる者 等 

【概要】医薬品の研究開発

のプロセス ～基礎研究から

上市まで～ 

【実施時間】70分 

 

20 3 3 0 32 2 2024/11/15 
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１１ 

2024年度 臨床研究に関

する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究

センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施す

るために必要な知識を習得

すること 

【対象者】医師、歯科医

師、特定臨床研究に興味が

ある者 等 

【概要】特定臨床研究をお

こなう上でのポイント 

【実施時間】60分 

 

10 1 6 0 28 8 2024/11/26 

１２ 

2024年度 臨床研究に関

する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究

センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施す

るために必要な知識を習得

すること 

【対象者】研究者、研究を

支援する者 等 

【概要】過去の不適合・逸

脱事案から見直そう！適切

な臨床研究実施に向けた要

注意ポイント 

【実施時間】60分 

 

17 2 3 2 49 9 2024/12/5 

１３ 

2024年度 臨床研究に関

する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究

センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施す

るために必要な知識を習得

すること 

【対象者】研究に際して特

許等に興味がある者 

【概要】研究と知的財産 

【実施時間】60分 

 

23 3 4 0 49 8 2025/2/26 
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１４ 

2024年度 臨床研究に関

する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究

センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施す

るために必要な知識を習得

すること 

【対象者】研究者、研究の

実用化、臨床研究に興味が

ある者 

【概要】大学の研究を社会

実装化する方法について 

【実施時間】60分 

 

32 2 11 0 84 12 2025/3/7 

（注）1 当該病院に属さない者が参加でき、かつ受講者の研修記録が残っているものに限る。 

    2 申請の前月から過去１年間又は前年度の実績を記載すること。 
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(2) 特定臨床研究に携わる医師、歯科医師、薬剤師、看護師その他の従業者に対する研修会 

（ 令和７年 ４月 １日現在） 

職  種 内部の研修対象人数（人） 
合計研修参加人数（人） 

内部 外部 

医 師 532 217 23 

歯科医師 116 44 3 

専攻医（うち歯科医師） 64（9） 16（0） 2（0） 

臨床研修医（うち歯科医師） 54（25） 0（0） 0（0） 

薬剤師 61 23 6 

看護師 1017 244 10 

臨床検査技師 85 29 8 

その他 186 137 29 

合 計 2,115 710 81 

(注) 1 「研修対象人数」には、申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。 

2 「合計」の欄には、のべ参加人数から、複数回の研修を受講した場合の重複を除いた人数について記載すること。 

 
番号 研修会の名称 研修会の内容 実施日 

１ 

2024年度 臨床研究に関する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施するために必要な知識を習

得すること 

【対象者】研究に携わる者、モニター、臨床研究支

援に興味がある者 等 

【概要】モニタリングについて 

【実施時間】60分 

 

2024/7/4 

２ 

2024年度 臨床研究に関する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施するために必要な知識を習

得すること 

【対象者】研究者、研究に携わる者 等 

【概要】臨床研究における安全性報告時の留意点 

－関連用語の説明、報告時の記載ポイント ほか 

【実施時間】60分 

2024/7/18 
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３ 

2024年度 臨床研究に関する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施するために必要な知識を習

得すること 

【対象者】研究を実施する者、データマネジメント

業務を行う者 

【概要】--正確な症例情報を収集するために-- 便利

なExcel機能の紹介 

【実施時間】90分 

2024/7/26 

４ 

2024年度 臨床研究に関する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施するために必要な知識を習

得すること 

【対象者】研究者、事務局業務担当者 等 

【概要】医師主導治験・特定臨床研究を適切に進め

るために －逸脱（不適合）事例をふまえて 

【実施時間】60分 

 

2024/10/17 

５ 

2024年度 臨床研究に関する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施するために必要な知識を習

得すること 

【対象者】研究者、研究に携わる者 等 

【概要】できることから始める RBA（Risk Based 

Approach） 

【実施時間】60分 

 

2024/10/29 

６ 

2024年度 上級 CRC養成研修 

 

長崎大学病院 主催 

厚生労働省医政局研究開発政策課 

「令和 6年度臨床研究総合促進事業」 

【目的】上級者臨床研究コーディネーターに求めら

れる知識を学び、さらに質の高い臨床研究の推進に

寄与できる人材を育成する 

【対象者】CRCの経験年数を 3年以上 6年未満有し

現在従事している者（管理職を含む） 

【概要】【演習 1】自分を活かすコミュニケーショ

ン～自分を知って働きやすく～【演習 2】リフレー

ミングでチーム力を高めよう！～視点を変えて働き

やすく～ ＊上記に加えて事前に e-learningを受講 

【実施時間】300分 

2025/1/18 
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７ 

2024年度 臨床研究に関する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施するために必要な知識を習

得すること 

【対象者】研究を実施する者、データマネジメント

業務を行う者 

【概要】研究者ができる臨床研究のデータマネジメ

ント 

【実施時間】60分 

2025/1/23 

８ 

2024年度 臨床研究に関する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施するために必要な知識を習

得すること 

【対象者】研究者、研究に携わる者 等 

【概要】適切な研究実施のために知っておくべきこと 

【実施時間】60分 

2025/1/31 

９ 

2024年度 臨床研究に関する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施するために必要な知識を習

得すること 

【対象者】研究者、臨床研究に携わる者 等 

【概要】信頼性と効率を両取り！QMSとRBAで研究を

もっと楽しく！ 

【実施時間】75分 

2025/2/10 

１０ 

2024年度 臨床研究に関する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施するために必要な知識を習

得すること 

【対象者】研究に携わる者、モニター、臨床研究支

援に興味がある者 等 

【概要】モニタリングについて 

【実施時間】60分 

2025/2/19 

１１ 

2024年度 臨床研究に関する研修会 

 

（長崎大学病院臨床研究センター 主催） 

【目的】臨床研究を実施するために必要な知識を習

得すること 

【対象者】研究者、臨床研究に携わる者 等 

【概要】分散型臨床試験で臨床研究を加速する 

【実施時間】90分 

2025/3/6 

（注）1 当該病院に属さない者が参加でき、かつ受講者の研修記録が残っているものに限る。 

   2  申請の前月から過去１年間又は前年度の実績を記載すること。 
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番号 

研修参加人数(人) 

医師 歯科医師 専攻医 臨床研修医 薬剤師 看護師 臨床検査技師 その他 

内部 外部 内部 外部 内部 外部 内部 外部 内部 外部 内部 外部 内部 外部 内部 外部 

１ 20 3 10 0 2 0 0 0 1 1 31 1 1 0 12 3 

２ 28 4 2 0 3 1 0 0 1 1 11 3 7 0 14 5 

３ 4 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 

４ 35 2 4 3 1 0 0 0 7 2 18 1 5 0 12 6 

５ 14 3 3 1 6 0 0 0 2 1 30 0 1 0 19 3 

６ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 0 1 0 0 

７ 47 5 8 0 0 2 0 0 4 2 33 1 7 0 32 8 

８ 34 3 9 0 2 0 0 0 7 1 46 1 1 5 15 6 

９ 22 0 5 0 0 0 0 0 1 1 25 1 3 1 25 6 

１０ 19 2 4 0 1 0 0 0 1 1 23 0 3 1 18 1 

１１ 9 3 6 0 2 0 0 0 4 1 35 0 4 0 19 6 



（様式第５） 

様式第５－11頁 

(3)認定臨床研究審査委員会の委員に対する研修会 

 

番号 研修会の名称 研修会の内容 
研修参加人数 

実施日 
内部の者 外部の者 

１ 2024年度 第 1回研究審査委員会

委員向け研修会 

 

（長崎大学病院 主催） 

【目的】臨床研究の審査に必要な知識

の収集や実践的なスキルの向上を図る

こと 

【対象者】認定臨床研究審査委員会、

倫理審査委員会、治験審査委員会の委

員および事務局員 

【概要】「過去の不適合・逸脱事案か

ら見直そう！適切な臨床研究実施に向

けた要注意ポイント」 

よくある事例「事例①：予定症例数の

超過」、「事例②：研究実施期間、同

意取得期間からの逸脱」 

【実施時間】15分 

 

9人 0人 2024/12/16 

２ 厚生労働省臨床研究総合促進事

業 治験・倫理審査委員会委員

研修 

 

（長崎大学病院 主催） 

【目的】臨床研究の審査に必要な知識

の収集や実践的なスキルの向上を図る

こと 

【対象者】倫理審査委員会の委員⻑、

副委員⻑を含む全ての委員、及び事務

局担当者 

【概要】【講義 1】総論：時代の変化

のなかで、変わらないもの【講義 2】

審査のポイント【講義 3】各委員の役

割【演習】申請書の問題抽出【総括】

意見交換会 

【実施時間】390分 

 

0人 6人 2025/2/15 
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３ 2024年度 第 2回研究審査委員会

委員向け研修会 

 

（長崎大学病院 主催） 

【目的】臨床研究の審査に必要な知識

の収集や実践的なスキルの向上を図る

こと 

【対象者】認定臨床研究審査委員会、

倫理審査委員会、治験審査委員会の委

員および事務局員 

【概要】ヘルシンキ宣言の改訂につい

て 

【実施時間】10分 

 

7人 0人 2025/3/17 

合 計 9人 6人  

(注) 1 当該病院に属さない者が参加でき、かつ受講者の研修記録が残っているものに限る。 

2 「研修対象人数」には、申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。「内部の者」は、自施設の認定臨床研究

審査委員会の委員とすること。 

3 「合計」の欄には、のべ参加人数から、複数回の研修を受講した場合の重複を除いた人数について記載すること。 

   4 申請の前月から１年間又は前年度の実績を記載すること。 
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２ 特定臨床研究に関わる者の研修の修了に係る制度 

■研修の適切な修了を証する研修修了書の有無及び位置づけ 

長崎大学病院「研究者等の教育・研修に関する標準業務手順書」に基づき、研究を実施する者への教育及び受講歴の管理を行っている。

研究者は教育・研修の受講の完了が必須であり、倫理申請時には受講の有無を事務局が確認する。受講歴がない者は研究を実施できない。 

【初回研修】 

研究の開始に先立ち、研究を実施する者すべてに対して一般財団法人公正研究推進協会（APRIN）提供の研究倫理教育 e ラーニングの

定められた教材の受講を義務付けている。 

受講状況の管理は、長崎大学病院教育研究支援課において e-ラーニングシステムの管理画面上で行い、倫理委員会電子申請システムに

も反映させている。研究者は申請システム上で受講の有無を確認することができる。 

また、本学が定めている「研究倫理教育の実施に関する指針」に従い、当該研究倫理教育受講の有効期限は受講修了日の年度を含めて

５年度の間とし、受講対象者は、有効期間が満了する年度までの間に改めて受講している。 

受講証は e-ラーニングシステムより受講者本人が発行することができる。管理者は管理画面から受講状況を確認できるため、受講証の

提出は求めていない。 

【継続研修】 

研究を実施する者には、年（年度）に１回以上、臨床研究に関する研修会等の受講を義務付けている。前年度に継続研修を受講してい

ない者はその翌年度の研究者としての要件を満たさないため、当該年度は研究を継続して実施すること及び倫理委員会への新規申請はで

きない。 

当院で実地開催する研修会の場合は受付時に IC カード読み取りもしくは氏名及び所属の確認を行い、臨床研究センターで出席者リス

トを作成する。また、オンラインで開催する研修会の場合は、会議システムよりログイン時間、受講時間を確認し、同様に出席者リスト

を作成する。受講完了の条件としては受講時間を満たしていることの他、簡単なテストを含む研修会終了後のアンケートへの回答を定め

ている。なお、受講状況は倫理委員会電子申請システムに反映させ、研究者は申請システム上で受講の有無を確認することができる。ま

た、定期的に受講者一覧を更新し、研究者がいつでも受講歴を確認できるように長崎大学オンラインストレージに公開している。 
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受講証発行依頼があった場合は、臨床研究センターで発行している。 

継続研修については、外部機関で開催される研修会、e-ラーニング、臨床研究等に関する学会参加（いずれも事前に事務局に確認が必

要）も該当する。 

【特定臨床研究に関する研修】 

特定臨床研究を実施する研究責任医師、中心となる医師については上記の研修に加え別途、「PI研修」「モニタリング研修」の受講を

義務付けている。 

対象となる研修については臨床研究センターのホームページに掲載するほか、各診療科・部署において臨床研究に関する窓口の役割を

果たす臨床研究・治験主任に対して案内を行い、受講を依頼している。 

【認定臨床研究支援者育成コース】 

 臨床研究関連人材育成プロジェクトの一環として長崎大学病院で臨床研究が適切に実施できるように研究者の支援を行う者を育成す

るための研修プログラムを実施している。 

 診療科長、部門長が推薦した者を対象に、講義 7回（45分）演習 2回（60分）を行っている。 

 講義はハイブリッド形式、演習は対面のみとしている。 

■修了に当たっての基準（e-Learningや外部の専門研修を活用しているかを含む。） 

【初回研修】 

APRIN eラーニングプログラム（医学系研究者推奨コース）の受講を完了した者を修了者とする。また、ヒトゲノム・遺伝子解析を行

う研究を実施する研究者にはゲノムコースの受講も義務付けている。受講状況は、前記の通り、教育研究支援課で確認している。 

【継続研修】 

当院の臨床研究センター主催の研修会については、前記の通り、研修会への出席を確認した上で修了者としている。外部機関で開催さ

れた研修会や、e-ラーニングを受講した者、臨床研究等に関する学会（日本臨床薬理学会学術総会、日本臨床試験学会学術集会総会、CRC
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と臨床試験のあり方を考える会議等）に参加した者については、臨床研究センターへの修了証、あるいは参加証の写しの提出をもって修

了者としている。 

【特定臨床研究に関する研修】 

前記の通り「PI研修」と「モニタリング研修」については外部で実施されている研修会（各地で実施されている臨床研究・治験従事者

養成研修等、大阪大学医学部附属病院モニタリング講習等）を受講し、対象者は臨床研究センターへの受講証、あるいは修了証の提出を

もって、修了者としている。 

【認定臨床研究支援者育成コース】 

 全課程を終了した者には認定書を発行している。 

 

３ 特定臨床研究に関する研修計画 

■研修計画の概要 

長崎大学病院臨床研究者シラバス・学習目標に沿って研修を行えるように毎年研修内容の見直しを行い、月に 2回、1回 60～90分を目

安に開催できるように年間のスケジュールを決定している。 

研修会の内容については臨床研究センターの各部門が連携し、必要な研修内容や研究者に必要な知識等について情報交換を行いながら

検討した上で決定している。 

 

■研修についての公表状況等 

当院臨床研究センターが開催する研修会の予定については臨床研究センターホームページにて公開、随時更新している。更新の際は臨

床研究・治験主任宛にも通知している。また、長崎県内の関連病院で希望があった施設に対しても通知している。 

外部機関で開催される研修会についても、必要に応じて同様に公開・通知している。また、外部からもより多く参加してもらうために

薬剤師会や治験ネットワーク、医師会のメーリングリストでも案内を行っている。 

当センターが開催する研修会について、オンラインで実施することにより外部からの参加者が増えている。 
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（注） 特定領域に係る臨床研究の実施の中核的な役割を担う臨床研究中核病院においては、その領域固有の課題についての研修計画を作成

すること。 

 

４ 特定臨床研究に関わる者に対するその他の研修 

(1) 特定臨床研究に関わる者に対する系統的な研修プログラムの整備状況（任意） 

前述した継続研修には研究事務局、モニタリング、統計解析担当者、データマネージャーなど特定臨床研究に関わる者に必要な研修等

も含まれている。また、希望があればそれぞれの研究あるいは研究に関わる者に対して個別に指導を行っている。 

ただ、部門別の研修としては十分に系統化できていない部分もあり、今後整備をしていく予定である。 

2024年度より研究を実施する診療科、部門において研究管理支援を行える者を育成するための「認定臨床研究支援者育成コース」を企

画、実施している。 

 

(2) 臨床研究に関する各種講習会の受講状況（任意） 

臨床研究センターの所属人員において、令和 6年度に以下の外部講習会等を受講。（※括弧内は主催者） 

・厚生労働省事業 データマネージャー養成研修_中級 

・厚生労働省事業 上級者臨床研究コーディネーター養成研修 

・厚生労働省事業 初級モニター研修・初中級モニター研修・中級モニター研修 

・厚生労働省事業 訪問看護師＆病院看護師むけ臨床研究・治験研修会 

・厚生労働省事業 倫理審査委員会･治験審査委員会委員養成研修 

・効果的な RBA実装の為の研修～多種職協働を学ぼう～（AMED研究開発推進ネットワーク事業） 

・ARO協議会学術集会 

・CRCと臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団） 

・CRC養成フォローアップ研修会（日本病院薬剤師会） 

・CRC養成研修会（日本病院薬剤師会） 
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・Future Pharmacist Forum（日本病院薬剤師会） 

・MedDRA研修（Web）を全受講（JMO） 

・Advanced survival data analysis using R（Statistical Services Centre Ltd(www.ssc-training.co.uk)） 

・Introduction to Bayesian Statistics using R（Statistical Services Centre Ltd (www.ssc-training.co.uk)） 

・Valid Inference With Double Dipping（Statistical Horizons (https://statisticalhorizons.com/)） 

・HURECS第 7回講演会 2024 年ヘルシンキ宣言改訂にみる参加者保護の新たなステージ（NPO法人 臨床研究の倫理を考える会） 

・アドバンスト研修会～日本の治験の信頼性を考える～（日本臨床薬理学会） 

・いまさら聞けないがん臨床試験あるあるシリーズ（がん CRC学会） 

・がん CRC学会（がん CRC研究会） 

・ながさき治験医療ネットワーク研修会（長崎県医師会･ながさき治験医療ネットワーク） 

・ながさき治験交流会（長崎県医師会･ながさき治験医療ネットワーク） 

・国立大学附属病院臨床研究推進会議総会シンポジウム 

・阪大モニタリング講習（大阪大学医学部附属病院/基本･専門） 

・信頼性保証部説明会 2024 春（PMDA） 

・長崎大学病院緩和ケア研修会（厚生労働省委託事業） 

・日本医療薬学会年会 

・日本語メディカルライティングセミナー（メディカルグローン株式会社） 

・日本臨床試験学会学術集会総会 

・日本臨床薬理学会オンラインセミナー（日本臨床薬理学会） 

・日本臨床薬理学会学術総会・九州･沖縄地方会 

・認定 CRCアドバンスト研修会（日本臨床薬理学会） 

・臨床研究・治験事務局ベーシックセミナー・アドバンスセミナー（日本病院薬剤師会） 

・臨床研究研修会（順天堂大学医学部附属順天堂医院 臨床研究・治験センター） 
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(3) 国内外の臨床研究に関する認定資格の取得状況（任意） 

・臨床研究センターにおいて、以下の認定資格を有する人員が在籍。 

・日本臨床薬理学会 認定 CRC  １６名 

・日本臨床試験学会 認定 GCPパスポート ７名 

・日本臨床試験学会 認定 GCPエキスパート １名 

・日本臨床試験学会 認定モニタリング担当者検定 ２名 

・日本臨床薬理学会 認定薬剤師 １名 

・日本臨床薬理学会 認定薬剤師制度指導薬剤師 １名 

・倫理審査専門職（CReP） ３名 

・ARO協議会認定プロジェクトマネジャー １名 

・医薬情報担当者 １名 

・統計検定 2級 １名 

 

・長崎大学病院臨床研究倫理委員会は、WHO による倫理審査能力強化プログラム推進機構である FERCAP（Forum of Ethical Review 

Committee in Asia and West-Pacific、アジア西太平洋地域倫理審査委員会フォーラム）による審査を受け、認証を取得した。ヘルシン

キ宣言、ICH 関連ガイドライン等各国の倫理審査に関する規制及び基準に合致していることが認められた。（平成 27 年 11 月取得、平成

30年 11月・令和 5年 8月更新） 

 

(4) 他の診療所又は病院等に所属する者が、申請機関において受講する特定臨床研究に関する実地研修の実施状況（任意） 

なし 

 

（注）実地研修の対象職種と修練内容について記載すること。 
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(5) その他、臨床研究の研修に関する特筆すべき取組（任意） 

・長崎大学薬学部 1年生および 4年生に対する早期体験実習で、臨床研究センター薬剤師が説明を行っている。 

・長崎大学および他大学の薬学部 5 年生に対する実務実習のカリキュラムとして、臨床研究センター薬剤師が 2日間、治験・臨床研究に

関する教育・指導を行っている。（年間約 40名、1回に 3～4名） 

・薬剤部の新採用薬剤師向けに、臨床研究センター薬剤師が治験・臨床研究の講義を行っている。 

・部署別の研修（看護部、薬剤部など）を実施しており、臨床研究センタースタッフが講師を務めている。 

・看護部のラダー別継続教育のひとつとして、治験のラダー別研修（1 コマ 60 分×3回）を実施している。毎年、院内の数名の看護師が

受講している。 

・院内認定看護師の治験コーディネーターコースを開設し、治験のラダー別研修を受講した希望者に対し、実践レベルの知識を身につけ

ることができるよう、人材育成に努めている。 

・研究者や看護師向け治験・臨床研究に関しテーマごとに学べるように、ポイントを要約した動画を作成している。 

・看護学生の実習受け入れに関しては、カリキュラム編成に伴い令和 5年度は次年度に向けたミーティングのみであったが、令和 6年度

より「専門性強化実習」として再開した。1グループ 2～3名で、5日間の実習期間を 2クール実施している。 
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診療及び臨床研究並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 
 

計画・現状の別 １．計画    ２．現状  

管理責任者氏名 病院長 尾﨑 誠 

管理担当者氏名 放射線部長 東家 亮 
感染制御教育センター長 泉川 公一 
臨床研究センター長 山本 弘史 
企画課長 原 善達 
医療支援課長 柳川 順平 

薬剤部長 大山 要 
ME 機器センター長 原 哲也 
総務課長 山田 一岳 
医事課長 溝口 明邦 
教育研究支援課長 林田 正昭 

 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
七
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 施錠可能な部屋にあるキ
ャビネット内に書面にて
保管。 
診療録の院外への持ち出
しについては、「長崎大
学病院における診療録等
の貸出等の運用手引き」
及び、「長崎大学病院に
おける個人を特定できる
情報を含む医療情報等の
外部持ち出しに関する申
合せ」により原則として
禁止している。 
※手術記録、看護記録、
検査所見記録、紹介状、
退院した患者に係る入院
期間中の診療経過の要約
及び入院診療計画書につ
いては、電子カルテ及び
紙媒体にて、診療情報管
理室で管理・保管してい
る。 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 ※ 
看護記録 ※ 
検査所見記録 ※ 
エックス線写真 放射線部 
紹介状 ※ 
退院した患者に係る入院期間中の
診療経過の要約及び入院診療計画
書 

※ 

臨床研究に
関する諸記
録 

研究計画書 各診療科 施錠可能な部屋にあるキ
ャビネット内に書面にて
保管。 
倫理審査委員会に審議さ
れた研究計画書等は，申
請システム内に電子ファ
イルとして保管。 

同意説明文書 各診療科 
症例報告書 各診療科 
倫理審査委員会に関する記録 教育研究支援課 
利益相反に関する記録 教育研究支援課 
重篤な有害事象への対応に関する
記録 

教育研究支援課 

医薬品の臨床試験の実施の基準に
関する省令、医療機器の臨床試験
の実施の基準に関する省令及び再
生医療等製品の臨床試験の実施の
基準に関する省令に基づき医療機
関において保存することとされて
いる諸記録 

臨床研究センター 

病院の管理
及び運営に
関する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の

七
第
三
号
に
掲
げ
る

事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 施錠可能な部屋にあるキ
ャビネット内に書面にて
保管。 

特定臨床研究の計画の立案及び実
施の実績 

臨床研究センター 施錠可能な部屋にあるキ
ャビネット内に書面にて
保管。 
倫理審査委員会に審議さ
れた研究計画書等は，申

他の病院又は診療所と共同して特
定臨床研究を実施する場合にあつ
ては、特定臨床研究の実施の主導

臨床研究センター 
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的な役割を果たした実績 請システム内に電子ファ
イルとして保管。 他の病院又は診療所に対し、特定

臨床研究の実施に関する相談に応
じ、必要な情報の提供、助言その
他の援助を行った実績 

臨床研究センター 

特定臨床研究に関する研修の実績 臨床研究センター 
教育研究支援課 

施錠可能な部屋にあるキ
ャビネット内に書面にて
保管。 
e-ラーニングについては
、当該システムにて管理
。 
 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項

に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指針
の整備状況 

医療支援課 
 

施錠可能な部屋にあるキ
ャビネット内に書面にて
保管 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委員
会の開催状況  

医療支援課 

医療に係る安全管理のための職員
研修の実施状況 
 

医療支援課 
 

医療機関内における事故報告等の
医療に係る安全の確保を目的とし
た改善のための方策の状況 
 

医療支援課 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

第
九
条
の
二
十
五
各
号
に
掲
げ
る
体
制
の
確
保
の
状
況 

特定臨床研究の適正な実施の確
保のための委員会の開催状況 

教育研究支援課 
 

施錠可能な部屋にある

キャビネット内に書面

にて保管。 特定臨床研究の適正な実施の確
保のための規程及び手順書の整
備状況 

教育研究支援課 
 

特定臨床研究の適正な実施に疑
義が生じた場合の情報提供を受
け付けるための窓口の設置状況 

教育研究支援課 

病院管理者の業務執行の状況を
監査するための委員会の開催状
況 

学術支援課（大学） 

特定臨床研究の実施の支援を行
う部門の設置状況 

教育研究支援課 

専従の特定臨床研究の実施の支
援に係る業務に従事する者の配
置状況 

臨床研究センター 

特定臨床研究の実施の支援に係
る業務に関する規程及び手順書
の整備状況 

臨床研究センター 
 

特定臨床研究を実施するに当た
り統計的な解析等に用いるデー
タの管理を行う部門の設置状況 

臨床研究センター 
 
 

専従の特定臨床研究を実施する
に当たり統計的な解析等に用い
るデータの管理を行う者の配置
状況 

臨床研究センター 
 

特定臨床研究を実施するに当た
り統計的な解析等に用いるデー
タの管理に関する規程及び手順
書の整備状況 

臨床研究センター 

専任の医療に係る安全管理を行
う者、専任の特定臨床研究におい

臨床研究センター 
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て用いられる医薬品等の管理を
行う者及び特定臨床研究に係る
安全管理を行う者の配置状況 
特定臨床研究に係る安全管理業
務に関する規程及び手順書の整
備状況 

臨床研究センター 

医療安全管理責任者の配置状況 医事課 
医薬品安全管理責任者の業務実
施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明に
関する責任者の配置状況 
 

医療支援課 

診療録等の管理に関する責任者
の選任状況 

医事課 

医療安全管理部門の設置状況 医療支援課 
高難度新規医療技術の提供の適
否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条件
を定め、使用の適否等を決定する
部門の状況 

薬剤部 

入院患者が死亡した場合等の医
療安全管理部門への報告状況 

医療支援課 

他の特定機能病院等の管理者と
連携した相互立入り及び技術的
助言の実施状況 

医療支援課 

管理者、医療安全管理責任者、医
薬品安全管理責任者及び医療機
器安全管理責任者のための研修
の実施状況 

総務課 
薬剤部 
ＭＥ機器センター 

職員研修の実施状況 医療支援課 
監査委員会の設置状況 総務課 
医療安全管理の適正な実施に疑
義が生じた場合等の情報提供を
受け付けるための窓口の状況 

医療支援課 

認定臨床研究審査委員会での特
定臨床研究の審査体制の整備状
況 

教育研究支援課 

利益相反委員会の設置状況 教育研究支援課 
利益相反委員会が行う審査に係
る規程及び手順書の整備状況 

教育研究支援課 

専従の知的財産の管理及び技術
の移転に係る業務を行う者の配
置状況 

臨床研究センター 

知的財産の管理及び技術の移転
に係る業務に関する規程及び手
順書の整備状況 

研究開発推進機構産学
官連携・知的財産部門（
大学） 
臨床研究センター 

臨床研究に関する広報及び啓発
に関する活動を行う体制の整備
状況 

臨床研究センター 

当該病院が実施する特定臨床研
究に関し、研究の対象者又はその
家族からの相談に適切に応じる
体制の整備状況 

臨床研究センター 

評価療養及び患者申出療養を行
い、評価療養に係る相談に応じ、

臨床研究センター 
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並びに患者申出療養の申出に係
る意見を述べるための業務を行
う者の配置状況 
評価療養及び患者申出療養を行
い、評価療養に係る相談に応じ、
並びに患者申出療養の申出に係
る意見を述べるための業務に係
る規程及び手順書の整備状況 

臨床研究センター 

 

（注) 個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方法の概略を記入すること。また、診療録
を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載すること。 
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規則第１条の 11 第１項各号及び第９条の 25 各号に掲げる体制を 

確保していることを証する書類 

 

 

特定臨床研究に関する体制 

規則第９条の 25 各号に掲げる体制 該当する体制に関連する部門名 

特定臨床研究を適正に実施するための体制 薬剤部 

検査部 

臨床研究センター管理ユニット監査部門 

教育研究支援課 

学術支援課（大学） 

特定臨床研究を支援する体制 臨床研究センター支援ユニット 

特定臨床研究を実施するに当たり統計的な解析等に用

いるデータの管理を行う体制 

臨床研究センター支援ユニットデータマ

ネジメント部門 

安全管理のための体制 安全管理部 

医療支援課 

臨床研究センター管理ユニット倫理・研

修部門、安全情報部門 

臨床研究法第２３条第５項第２号に規定する認定臨床

研究審査委員会における特定臨床研究の審査体制 

教育研究支援課 

特定臨床研究に係る金銭その他の利益の収受及びその

管理の方法に関する審査体制 

教育研究支援課 

特定臨床研究に係る知的財産の適切な管理及び技術の

移転の推進のための体制 

臨床研究センター支援ユニット知的財産

部門 

研究開発推進機構イノベーション・社会

実装推進部門（大学） 

広報及び啓発並びに特定臨床研究の対象者等からの相

談に応じるための体制 

臨床研究センター支援ユニット広報部門 

評価療養及び患者申出療養を行い、評価療養に係る相談

に応じ、並びに患者申出療養の申出に係る意見を述べる

ための体制 

臨床研究センター 

（注）それぞれの体制に関連する部門名を記載するとともに、組織内における位置付け及び関係を示す

組織図を添付すること。 
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 特定臨床研究を適正に実施するための体制 

 

１ 特定臨床研究を適正に実施するための体制 

①病院管理者の権限及び責任を明記した規程・手順書等の整備状況 有 ・ 無 

②特定臨床研究の適正な実施の確保のための委員会の設置 有 ・ 無 

③特定臨床研究の適正な実施の確保のための委員会の規程・手順書等の整備

状況 

有 ・ 無 

④特定臨床研究の適正な実施に疑義が生じた場合の情報提供を受け付けるた

めの窓口の設置の有無 
有 ・ 無 

⑤特定臨床研究の適正な実施の確保のための規程・手順書（①③を除く。）の

整備状況 
有 ・ 無 

規程・手順書の主な内容： 

①病院管理者の権限及び責任を明記した規程・手順書等 

（１）臨床研究法の下で実施される臨床研究の管理に関する標準業務手順書（添付書類 様式
７③(1)） 

本院で臨床研究法に準拠して行う研究について、病院長が研究の実施状況等を適切に管理

するための手順と事項を定めるもの。 

 

（２）臨床研究における不適合・逸脱基準（添付書類 様式７③(2)） 

本院で実施中の臨床研究の不適合・逸脱に対し、重大な不適合等を例示及び管理者への報

告等を定めるもの。病院長が実施すべきことについても明記している。 

 

（３）長崎大学臨床研究審査委員会規程（添付書類 様式７③(3)） 

臨床研究法に基づき、長崎大学に設置する長崎大学臨床研究審査委員会の組織、運営等に

関し必要な事項を定めるもの。第 22 条において、学長は、この規程に定める学長の権限

を長崎大学病院長に委任するとしている。 

 

③特定臨床研究の適正な実施の確保のための委員会の規程・手順書等 

（１）長崎大学病院特定臨床研究管理委員会規程（添付書類 様式７③(4)） 

本院における特定臨床研究の適正な実施の確保のために設置する委員会の審議事項、組

織、運営等に関し必要な事項を定めるもの。 

 

④特定臨床研究の適正な実施に疑義が生じた場合の情報提供を受け付けるための窓口の設置 

（１）長崎大学における研究活動の不正行為防止等に関する規程（添付書類 様式７③(5)） 

本学における研究活動の不正行為の防止及び研究活動の不正行為に厳正かつ適切に対応す

るための措置に関し必要な事項を定めるもの。第 8 条において、不正行為に関する受付窓

口の設置及びその業務について定めるもの。 

 

⑤特定臨床研究の適正な実施の確保のための規程・手順書（①③を除く。） 

１．研究データのねつ造、改ざん、盗用の疑惑が生じたときの調査手続や方法等 

（１）長崎大学における研究活動の不正行為防止等に関する規程（添付書類 様式７③(5)） 

本学における研究活動の不正行為の防止及び研究活動の不正行為に厳正かつ適切に対応す

るための措置に関し必要な事項を定めるもの。第 10 条以降に、調査の手続等を定めるも

の。 
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（２）臨床研究における不適合・逸脱基準（添付書類 様式７③(2)） 

本院で実施中の臨床研究の不適合・逸脱に対し、重大な不適合等を例示及び管理者への報

告等を定めるもの。 

 

２．特定臨床研究を行う研究者に対して、一定期間研究データを保存し、必要な場合に開示す

ることを義務付ける手順や規程 

（１）長崎大学における研究活動の不正行為防止等に関する規程（添付書類 様式７③(5)） 

本学における研究活動の不正行為の防止及び研究活動の不正行為に厳正かつ適切に対応す

るための措置に関し必要な事項を定めるもの。第 7 条において、研究データの保存及び開

示を義務付けている。 

 

（２）臨床研究法における臨床研究実施に関する標準業務手順書（研究責任医師・研究分担医

師等）（添付書類 様式７③(6)） 

本院で臨床研究法に準拠して行う研究において、研究責任（代表）医師又は研究分担医

師、その他当該研究に携わる者が実施に必要な手続き、手順について遵守すべき事項を定

めたもの。項 10 において、資料の保管について定めるもの。 

 

３．特定臨床研究の実施に当たって、人体から取得された試料及び情報等の保管に関する手順 

（１）研究に係る試料及び情報等の保管に関する標準業務手順書（添付書類 様式７③(7)） 

本院における研究に係る試料及び情報等の保管に関する手順を定めるもの。 

 

４．特定臨床研究に係る研究資金の適正な経理手続 

（１）長崎大学における公的研究費の取扱いに関する規程（添付書類 様式７③(8)） 

本学における公的研究費の取扱いに関し必要な事項を定め、不正使用を防止し、その適正

な管理を図る。 

 

（２）長崎大学研究費使用ハンドブック（添付書類 様式７③(9)） 

教職員が公的研究費を使用するにあたり、会計手続きの理解不足等から生ずる不正使用や

不適切な使用をなくすため、各手続きの要点を簡潔明瞭にまとめたもの。 

 

５．その他、特定臨床研究の適正実施を行うために必要な事項 

（１）長崎大学病院治験審査委員会内規（添付書類 様式７③(10)） 

本院における治験審査委員会の組織及び運営等に関し、必要な事項を定めるもの。 

 

（２）治験審査委員会における迅速審査についての申合せ（添付書類 様式７③(11)） 

本院の治験審査委員会における迅速審査に関する手順とその他必要な事項を定めるもの。 

 

（３）治験分担医師又は製造販売後臨床試験分担医師についての申合せ（添付書類 様式７③
(12)） 

本院における治験及び製造販売後臨床試験を実施する際の分担医師の要件を定めるもの。 

 

（４）長崎大学病院における医薬品の臨床試験の実施に関する内規（添付書類 様式７③
(13)） 

本院において実施する医薬品の治験及び製造販売後臨床試験の取扱いについて、必要な事

項を定めるもの。 

 

（５）長崎大学病院における医療機器の臨床試験の実施に関する内規（添付書類 様式７③
(14)） 

本院において実施する医療機器の治験及び製造販売後臨床試験の取扱いについて、必要な

事項を定めるもの。 
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（６）長崎大学病院における再生医療等製品の臨床試験の実施に関する内規（添付書類 様式
７③(15)） 

本院において実施する再生医療等製品の治験及び製造販売後臨床試験の取扱いについて、

必要な事項を定めるもの。 

 

（７）長崎大学病院治験審査委員会に係る電子化に関する要項（添付書類 様式７③(16)） 

本院の治験審査委員会の電子化に関する手順とその他必要な事項を定めるもの。 

 

（８）IRB電子資料の運用等について（添付書類 様式７③(17)） 

本院の治験審査委員会における資料の電子化の運用に関する手順とその他必要な事項を定

めるもの。 

 

（９）IRB電子資料の閲覧に供する端末の利用について（添付書類 様式７③(18)） 

本院の治験審査委員会における電子端末の利用に関する手順とその他必要な事項を定める

もの。 

 

（１０）長崎大学病院特定臨床研究の研究責任医師等の要件に関する内規（添付書類 様式７
③(19)） 

本院において特定臨床研究を実施する研究責任医師等の要件について、必要な事項を定め

るもの。 

 

（１１）疾病等及び不具合の報告・対応に関する標準業務手順書（添付書類 様式７③(20)） 

本院で実施している臨床研究に関する疾病、障害もしくは死亡又は感染症並びに医療機器

又は再生医療等製品の不具合に関する報告及び対応を適切に行うための手順とその他必要

な事項を定めるもの。 

 

（１２）臨床研究法における臨床研究実施に関する標準業務手順書（研究責任医師・研究分担

医師等）（添付書類 様式７③(6)） 

本院で臨床研究法に準拠して行う研究において、研究責任（代表）医師又は研究分担医

師、その他当該研究に携わる者が実施に必要な手続き、手順について遵守すべき事項を定

めたもの。 

 

（１３）臨床研究における安全管理体制に関する標準業務手順書（添付書類 様式７③(21)） 

本院で実施されるすべての臨床研究において、臨床研究に係る安全管理体制に関する手順

を定めるもの。 

 

（１４）モニタリングに関する標準業務手順書（添付書類 様式７③(22)） 

モニタリングを適切に実施するための手順その他必要な事項を定めるもの。 

 

（１５）監査に関する標準業務手順書（添付書類 様式７③(23)） 

監査を適切に実施するための手順その他必要な事項を定めるもの。 

 

（１６）研究者等の教育・研修に関する標準業務手順書（添付書類 様式７③(24)） 

本院で臨床研究等を実施する者等に対して必要な教育研修について定めるもの。 

 

（１７）自己点検に関する標準業務手順書（添付書類 様式７③(25)） 

本院における臨床研究の実施において自己点検を実施するための手順とその他必要な事項

を定めるもの。 
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（１８）臨床研究における大規模災害発生時の対応に関する標準業務手順書（添付書類 様式
７③(26)） 

長崎大学病院が定める「長崎大学病院 集団災害マニュアル」に加え、大規模災害発生時

に、研究責任者、研究分担者及び支援者と臨床研究センターが取るべき対応の手順を定め

るもの。 

 

（１９）治験における大規模災害時等に関する標準業務手順書（添付書類 様式７③(27)） 

治験を実施する者及び治験に携わる者の大規模災害時に関する業務を定めるもの。 

 

⑥病院管理者を中心とした特定臨床研究の適正な実施の確保のための活動の主な内容： 

本学で実施される特定臨床研究については、「臨床研究法の下で実施される臨床研究の管理

に関する標準業務手順書」（添付書類 様式７③(1)）及び「治験・製造販売後臨床試験実施に

関する業務手順書」（添付書類 様式７③(13)(14)(15)別記1）に基づき、病院管理者である病

院長が中心となって特定臨床研究の適正な実施の管理・監督を行っている。  
また、「長崎大学臨床研究審査委員会規程」（添付書類 様式７③(3)）により、学長の有する

権限についても病院長へ委任されている（第22条）。 

 

 

【特定臨床研究の適正管理】 

 本院において実施される特定臨床研究の適正な管理のため「臨床研究法の下で実施される臨

床研究の管理に関する標準業務手順書」（添付書類 様式７③(1)）及び「治験・製造販売後臨

床試験実施に関する業務手順書」（添付書類 様式７③(13)(14)(15)別記1）により、本院で行

われる特定臨床研究が臨床研究法、臨床研究法施行規則、医薬品、医療機器等の品質、有効性

及び安全性の確保等に関する法律、医薬品の臨床試験の実施の基準に関する省令、医療機器の

臨床試験の実施の基準に関する省令、再生医療等製品の臨床試験の実施の基準に関する省令、

研究計画書に従い適正に実施されていることを随時確認する等、病院長の役割と責務について

必要な事項等を定めている。 

 主な役割・責務としては以下のとおりである。 

 ・教育及び研修の確保 

 ・特定臨床研究の実施に関する決定通知 

 ・疾病等報告、重篤な有害事象報告への対応 

 ・不適合報告への対応 

 ・利益相反の確認 

 ・特定臨床研究に係る関連資料の保管 

・標準業務手順書(SOP)の作成 

 

【自己点検】 

 従来までは「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」に準拠して行う研究を

対象に実施していた自己点検について、令和 2 年度分より特定臨床研究も対象に加えることを臨

床研究センター運営委員会で決定した。病院長は、「自己点検に関する標準業務手順書」（添付
書類 様式７③(25)項 3.1）において実施を許可した研究が適切に実施されているか確認するた

め、研究責任者等に自己点検を実施させ、点検結果に内在するリスクを評価し、リスクの発現や

リスク発現時の影響を最小にすることに責任を負っている。 

 

【研究者等の教育・研修】 

 本院で臨床研究等を実施する研究者等（本院において臨床研究を行う者、症例報告、出版・公

表原稿の報告責任者及び申請者、既存試料等の提供を行う提供元責任者及び申請者）に対して必

要な教育研修を「研究者等の教育・研修に関する標準業務手順書」（添付書類 様式７③(24)）に

て定めており、病院長は研究に関する倫理的並びに研究の実施に必要な知識及び技術に関する教

育・研修について、初回研修及び年に１回以上の継続研修の受講を義務付けている（項 4.2）。 
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 また、特定臨床研究を実施する研究責任(代表)医師及び申請医師の要件として、上記研修に加

え、別途、PI 研修とモニタリング研修の受講を義務付けている（項 4.4 及び 4.5）。 

なお、研究者等の受講確認と記録については、臨床研究センターにて行っている（項 5）。 

 

【臨床研究センター管理ユニットニュースレター】 

 臨床研究センター管理ユニットでは臨床研究に関するトピックス、不適合や逸脱の防止、適

正な研究の実施のために臨床研究の実施に必要な情報や注意事項をニュースレターとして発信

している。 

診療科長、臨床研究・治験主任宛てに随時発信しており、イントラネットにも掲載し、病院内

に広く発信している。 

 

【特定臨床研究管理委員会】 

本院では、特定臨床研究の適正な実施の確保のため、病院長が特定臨床研究に関して実施する

管理・監督業務を補佐する体制として、「長崎大学病院特定臨床研究管理委員会規程」（令和 2

年 8 月 1 日施行）（添付書類 様式７③(4)）を制定し、長崎大学病院特定臨床研究管理委員会(以

下「管理委員会」という。)を設置した。 

 管理委員会は、病院長を委員長、臨床研究支援部門である臨床研究センターの長を副委員長、

及びその他の委員として安全管理部長や病院事務部長等で組織されており（第 4 条）、以下の業

務を担っている（第 3 条）。 

 ・本院の医師、歯科医師等により行われている特定臨床研究の取組状況の確認及び改善に関す

ること。 

 ・本院の医師、歯科医師等により行われた特定臨床研究について不適正な実施が疑われる場合

における調査実施、改善指示及び中止指示並びに再発防止策の策定、関係者の処分その他の

是正措置に関すること。  

 ・本院における特定臨床研究の適正な実施の確保に関すること。 

管理委員会は、原則として２か月に１回開催するとともに、不適正事案が発生した場合等、必

要に応じ臨時開催することができるとしている（第 7 条）。 

令和６年度は、計６回開催し、本院で行われている特定臨床研究の取組状況の確認や改善等を

行った。 

 

【特定臨床研究監査委員会】 

 「長崎大学特定臨床研究監査委員会規程」（添付書類 様式７⑤(1)）において、本院における

特定臨床研究の適正な実施の確保のため、委員の半数以上が本学と利害関係を有しない外部委員

である長崎大学特定臨床研究監査委員会（以下「監査委員会」という。）を設置し、特定臨床研

究に係る管理体制を、中立的かつ客観的な立場から監査することとしている。 

 監査委員会は、病院長に対し、定期又は臨時に業務状況の報告を求めるほか、必要に応じて、

関係者に対して資料の提出や監査委員会への出席等を求めることができるとしている（第 3 条）。 
  

【研究活動の不正行為防止】 

 研究におけるデータの捏造、改ざん、盗用等の研究不正については、「長崎大学における研究

活動の不正行為防止等に関する規程」（添付書類 様式７③(5)）により、研究倫理教育について

実質的な責任及び権限を持つ研究倫理教育責任者を置き、当該部局の長をもって充てるとしてお

り（第 6 条）、病院における研究活動に従事する者に対する定期的な研究倫理教育の実施及び研

究者倫理に関する規範意識の徹底等、病院長の責任下のもと実施されている。 

 研究不正における具体的な対応については、本学監査室に不正行為受付窓口を設置しており

（第 8 条）、告発があった際は学長及び研究担当理事へ報告され、学長は内容確認後、速やかに

予備調査委員会を設置し調査を実施することとなる。予備調査委員会には研究担当理事をはじ

め、被告発者の所属する部局の長や学長が指名する者が若干名、委員として参画することとなる

（第 13 条）。 

 学長は予備調査委員会の結果報告を受け、本調査を実施することを決定した場合は、調査委員

会を設置することになるが、調査委員会においては、研究担当理事、当該研究分野の学外有識者
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や弁護士等のほか、被告発者の所属する部局の長についても委員として参画することとなる（第
14 条）。 
 なお、本院においては「臨床研究法の下で実施される臨床研究の管理に関する標準業務手順書」

（添付書類 様式７③(1)）にて、病院長は、研究不正が発覚した場合、若しくはその疑いがある

場合は、長崎大学の規程に従い対応するとともに、必要に応じて研究の中止等の措置や改善策に

ついての指示を行うことと定めている。（項 9） 

 

【公的研究費の取扱い】 

 公的研究費の取扱いについては、不正使用を防止し、適正な管理を図るとともに、適切かつ円

滑な運営に資することを目的として「長崎大学における公的研究費の取扱いに関する規程」（添
付書類 様式７③(8)）を制定しており、学長は、各部局における実質的な責任と権限を各部局の

コンプライアンス推進責任者（「長崎大学における機関経理経費の不正使用に係る調査等に関す

る規程」により各部局の長が充てられている。）が持つと定め、主に以下の業務を課している。

（第 7 条） 

 (1) 不正使用防止対策の実施及び実施状況の確認 

(2) コンプライアンス教育の実施並びに受講状況及び理解度の確認 

(3) 不正使用防止に係る啓発活動の実施 

(4) 研究者等の適切な公的研究費の管理及び執行の確認 

(5) 謝金，旅費等の支給を受ける学生等に対する公的研究費に係る事務処理手続きの周知 

公的研究費の不正使用に係る告発及び相談窓口は、研究活動の不正行為告発と同様に本学監査

室に設置しており（第 10 条及び第 14 条）、不正使用の告発があった際は速やかに学長等へ報告

され、不正使用調査委員会において必要な調査が行われ、調査の結果、不正使用が認められた際

は学長により氏名の公表、懲戒処分等がなされる。コンプライアンス推進責任者において、管理

監督の責任が十分に果たされず、結果として不正を招いた場合にも、これに準じて取り扱われる

こととなる（第 16 条）。 
なお、本院においては「臨床研究法の下で実施される臨床研究の管理に関する標準業務手順書」

（添付書類 様式７③(1)）にて、病院長は、研究費不正が発覚した場合、若しくはその疑いがあ

る場合は、長崎大学の規程に従い対応するとともに、必要に応じて研究の中止等の措置や改善策

についての指示を行うことと定めている。（項 9） 

（注）1 規程・手順書の主な内容には、整備されている規程・手順書の名称及び概要を記載すること 

2 特定臨床研究の適正な実施の確保のための委員会の設置規程、構成員名簿（役職のわかるも

のに限る。）を別途添付すること。病院管理者、臨床研究支援部門の長、病院事務部門の長、

医療安全部門の長については、下線を引くこと。 

3  2 の他、特定臨床研究の適正な実施の確保のための規程・手順書等についても別途添付する

こと。 

4  特定臨床研究を適正に実施するための体制について、関連する部門名を記載するとともに、

組織内における位置付け及び関係を示す組織図を添付すること。 

 

２ 病院管理者の業務執行の状況を監査するための委員会 

①病院管理者の業務執行の状況を監査するための委員会 有 ・ 無 

②病院管理者の業務執行の状況を監査するための委員会の規程・手順書等の整

備状況 
有 

活動の主な内容： 

 長崎大学病院における特定臨床研究の適正な実施確保のため，「長崎大学特定臨床研究監査委

員会規程」（添付書類 様式７⑤(1)）を制定（令和 2 年 7 月 31 日施行）し、長崎大学特定臨床

研究監査委員会を設置した。 

 同委員会規程に則り，年に１回定例の委員会を開催し，本院の特定臨床研究に係る管理体制を

中立的かつ客観的な立場から監査し、必要があるときは臨時に開催することができるとしている

（第 6 条）。 
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 構成員は学長が指名する理事１名、病院管理運営に関する知識及び経験を有する者１名、及び

法律に関する専門家１名の計３名であり、うち２名は本院との利害関係を有しない者で構成され

ている（添付書類 様式７⑤(2)）。 

 令和 6 年度については令和 7 年 3 月 10 日に実施し、監査委員会の設置趣旨、委員の責務及び

業務内容等を再確認するとともに、長崎大学病院における特定臨床研究の実施体制等について説

明し、委員と病院側とで意見交換を行った。  

 なお、監査委員会による監査結果については、本学ホームページ上にて速やかに公表するとと

もに、学長及び病院長に対しても報告することとしている（添付書類 様式７⑤(1)第 9 条）。 

（注）病院管理者の業務執行の状況を監査するための委員会の設置規程、構成員名簿、今後の開催予

定がわかる資料を添付すること。 
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３ 特定臨床研究に関する不適正事案 

 

登録 ID 等  治験・臨床研究名 

 

不適正事案の概要： 

 

 

不適正事案に関する対応状況： 
 
 

是正措置： 

 

 

（注）1  不適正事案に関する調査の概要（方法、期間、結果等）を記載すること。 

   2  調査報告書その他関係書類が取りまとめられている場合は、添付すること。 
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特定臨床研究を支援する体制 

 

 

①特定臨床研究の実施の支援を行う部門の設置状況      有・無 

特定臨床研究の実施の支援を行う部門の名称及び責任者 部門名 臨床研究センター 

氏 名 山本 弘史 役職名 教授、センター長 

活動の主な内容： 

長崎大学病院臨床研究センターには支援ユニット、管理ユニット及び治験ユニットを置く。 

 

支援ユニットには次に掲げる部門を置く。 

（1）研究企画部門 （2）研究マネジメント部門 （3）モニタリング部門 （4）データマネジメン

ト部門 （5）システム部門 （6）統計解析部門 （7）知的財産部門 （8）広報部門 

支援ユニットでは、部門ごとにエキスパートの見地から臨床研究の支援を行っている。 

・臨床研究の企画・立案、研究デザインに関する相談と支援 

・臨床研究センターで支援する研究のデータの品質管理 

・臨床研究の立案時からの相談、収集されたデータの解析など統計に関する業務 

・電子データ収集システム REDCap の運用や統計解析ソフトの利用促進 

・臨床研究の実施事務局としての業務全般 

・モニタリングに関するコンサルテーション、研究者へのモニター教育 

・研究成果の保護、活用に関する知的財産権に関する相談 

 

管理ユニットには次に掲げる部門を置く。 

（1）倫理・研修部門 （2）安全情報部門（3）監査部門 （4）利益相反管理部門 

管理ユニットでは、研究の適正な実施のための業務を行っている。 

・研究者、審査委員会委員への教育（研修会企画・開催等） 

・安全管理 

・研究実施に関する規定、手順書の作成 

・適切な研究実施のための体制整備 

・申請書類の事前チェック（事前レビュー） 

・研究者からの相談・問い合わせへの対応 

・審査に必要な書類作成に関する助言 

・審査委員会オブザーバー 

 

治験ユニットには次に掲げる部門を置く。 

（1）治験企画部門 （2）臨床研究コーディネート部門 

治験ユニットでは、治験事務局・治験審査委員会事務局を設置し、企業治験および医師主導治験

を安全・円滑に行えるよう支援を行っている。 

・治験実施体制・組織の整備 

・法令に準じた手順書の作成 

・治験申請書類の確認・作成 

・契約手続き 

・治験依頼者からの相談・問い合わせへの対応 

・治験審査委員会の運営 

・文書資料の管理 

・治験責任医師・分担医師・治験審査委員会委員への教育 

・臨床研究コーディネーター業務 
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③特定臨床研究の実施の支援に係る業務に関する規程及び手順書の整備状況 有・無 

規程・手順書の主な内容： 

＜規程＞ 

○長崎大学病院臨床研究センター内規（添付書類 様式７⑥(1)） 

臨床研究センターの組織及び掌業務に関し必要な事項を定めるもの。長崎大学病院臨床研究セン

ターは、質が高い、適正かつ円滑な治験及び臨床研究等の実施を支援するための組織として規定

している。 

 

○長崎大学病院臨床研究センターにおける臨床研究支援の受託サービスに関する内規（添付書類 
様式７⑥(2)） 

臨床研究センターにおける臨床研究支援の受託サービスに関し、必要な事項を定めるもの。 

 

○長崎大学病院検査部研究支援室における依頼分析の受託サービスに関する内規（添付書類 様式
７⑥(3)） 

本院検査部研究支援室における依頼分析の受託サービスに関し必要な事項を定めるもの。 

 

○長崎大学病院薬剤部における臨床研究用薬管理の受託サービスに関する内規（添付書類 様式７
⑥(4)） 

薬剤部における臨床研究用薬管理の受託サービスに関し必要な事項を定めるもの。 

 

＜手順書＞ 

○医師主導治験の調整事務局業務に関する標準業務手順書（添付書類 様式７⑥(5)） 

臨床研究センターが医師主導治験の調整事務局業務を行う場合に、治験責任医師、治験調整医師、

治験調整事務局が適切に業務を実施するための事項を定めるもの。 

 

○モニタリングに関する標準業務手順書（添付書類 様式７⑥(6)） 

モニタリングを適切に実施するための手順その他必要な事項を定めるもの。項 4.1 に、研究責任

者が作成するモニタリング手順書等に含めるべき事項についても明記している。 

 

○研究者等の教育・研修に関する標準業務手順書（添付書類 様式７⑥(7)） 

本院で臨床研究等を実施する者等に対して必要な教育研修について定めるもの。臨床研究センタ

ーの役割と責務、受講者の確認と記録、受講証の発行等についても定めるもの。 

 

○臨床研究の支援に関する標準業務手順書（添付書類 様式７⑥(8)） 

臨床研究センターが臨床研究又は医師主導治験の支援業務を適切に実施するための手順その他必

要な事項を定めるもの。 

 

○自己点検に関する標準業務手順書（添付書類 様式７⑥(9)） 

本院における臨床研究の実施において自己点検を実施するための手順とその他必要な事項を定め

るもの。臨床研究センターの役割と責務、自己点検に係る業務を適切に行うための手順等を定め

る。 

 

○患者申出療養申請手続きに関する標準業務手順書（添付書類 様式７⑥(10)） 

本院における「患者申出にかかる療養」の相談から国への申請に関する体制、実施手順とその他

必要な事項を定めている。 

 

○臨床研究・治験の広報・啓発活動に関する標準業務手順書（添付書類 様式７⑥(11)） 

本院における臨床研究・治験に関する広報及び啓発活動に関する手順とその他必要な事項を定め

るもの。 
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○データマネジメント業務に関する標準業務手順書（添付書類 様式７⑥(12)） 

臨床研究センターにおいてデータ管理支援を実施するため、データ管理支援を依頼する研究責任

者及びデータ管理担当者が行うべき手順とその他必要な事項を定めるもの。 

 

○統計解析業務に関する標準業務手順書（添付書類 様式７⑥(13)） 

臨床研究センターが実施する統計解析業務の手順についての標準化を行い、その他必要な事項を

定めるもの。 

 

○CRC マニュアル（添付書類 様式７⑥(14)） 

本院の CRC の業務を定めるもの。 

 

○臨床研究薬管理室業務マニュアル（添付書類 様式７⑥(15)） 

治験薬、製造販売後臨床試験薬及び臨床研究用薬の管理部門に関する業務を定めるもの。 

 

＜各種文書の作成に当たって見本となるような文書＞ 

特定臨床研究を実施する際に研究責任医師が作成しなければならない文書等のひな形を用意して

いる。 

○臨床研究 

・研究計画書、同意説明文書（添付書類 様式７⑥(16)） 

「臨床研究法：研究計画書 ひな形」 

「臨床研究法：同意説明文書 ひな形」 

ひな形には作成するための記入例や注意事項も記載している。 

 

・モニタリングの実施に関する手順書（添付書類 様式７⑥(17)） 

「臨床研究法：モニタリング手順書 ひな形」 

ひな形には作成するための記入例や注意事項も記載している。 

また、「モニタリングに関する標準業務手順書」項 4.1（添付書類 様式７⑥(6)）に、研究

責任者が作成するモニタリング手順書等に含めるべき事項について明記している。 

 

・監査の実施に関する手順書（添付書類 様式７⑥(18)） 
「監査の実施に関する手順書 ひな形」 

ひな形には作成するための記入例や注意事項も記載している。 

また、「監査に関する標準業務手順書」項 4.1（添付書類 様式７③(23)）に、研究責任者

が作成する監査手順書等に含めるべき事項について明記している。 

 

○治験 

・説明文書・同意書（添付書類 様式７⑥(19)） 

「説明文書（ひな型）」 

一部のみ（治験とは、費用について、負担軽減費、連絡先・相談窓口）のひな型。その他の

記載すべき事項は目次等で示している。 

「同意文書（ひな型）」 

「長崎大学病院作成 妊娠追跡調査用 ICF（ひな形）」 

女性患者さんとパートナー用ひな形およびパートナー用ひな形を作成している。 

「日本製薬工業協会作成 ICF 共通テンプレート（長崎大学病院版）」 

長崎大学病院の体制を追記したひな形を作成している。 
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特定臨床研究を実施するに当たり統計的な解析等に用いるデータの管理を行う体制 

 

 

①特定臨床研究を実施するに当たり統計的な解析等に用いるデータの管理を

行う部門 
有・無 

部門名： 臨床研究センター 支援ユニット データマネジメント部門 

活動の主な内容： 

登録・割付、プロトコル作成支援、統計相談、症例報告書の作成、データベースの構築及び統計

解析等である。 

データ管理部門は、データマネジメントグループと統計解析グループから成り、特定臨床研究を

行う各診療科及び臨床研究センター支援ユニット内の他の部門とは独立している。 

データベースは主に REDCap（米国 Vanderbilt 大学が開発した Electronic Data Capture (EDC) 

システム）を用いて構築している。REDCap では、データ修正等の履歴を監査証跡で追うことが可能

である。また、サーバーは AWS（Amazon Web Services)を使用して運用・管理を行っている。 

 

②専従の特定臨床研究を実施するに当たり統計的な解析等に用いるデータの

管理を行う者の配置状況 
有・無 

氏 名 川嵜 莉奈 所 属 
臨床研究センター支援ユニット 

データマネジメント部門 

役職名 戦略職員 資 格 なし 

特定臨床研究を実

施するに当たり統

計的な解析等に用

いるデータの管理

に必要な知識・経験

を有していること

及び専従であるこ

との説明 

専従のデータマネジメント担当者として治験および臨床研究の研究計画書作

成支援、症例登録業務、CRF 作成、データ収集支援、データベース作成、データ

入力管理、症例登録進捗管理、データクリーニング、コーディング、データ固

定業務等に従事している。 

同人はデータマネージャーとして 4 年以上の勤務経験があり、令和 3 年及び

令和 4 年に厚生労働省事業であるデータマネージャー養成研修（中級･上級）を

受講しており、データマネジメントに精通している。また、20 件以上の特定臨

床研究におけるデータマネジメント業務に携わっており、十分な経験を有して

いる。 

 

③特定臨床研究を実施するに当たり統計的な解析等に用いるデータの管理に

関する規程及び手順書の整備状況 
有・無 

規程・手順書の主な内容： 

○データマネジメント業務に関する標準業務手順書（添付書類 様式７⑥(12)） 

臨床研究センターにおいてデータ管理支援を実施するため、データ管理支援を依頼する研究責任

者及びデータ管理担当者が行うべき手順とその他必要な事項を定めるもの。 

 

○研究に係る試料及び情報等の保管に関する標準業務手順書（添付書類 様式７③(7)） 

本院における臨床研究において、研究に係る試料及び情報等の保管を実施する手順とその他必要

な事項を定めるもの。データの保管等に関する研究責任者等の役割と責務を定めている。 

 

○長崎大学病院臨床研究センターREDCap システム利用規約 

当センターが管理するデータ情報収集システム「REDCap」を研究・教育において利用するための

規約。本規約及び関連する内規、標準業務手順書等に基づき、研究支援の一環としてサーバー及

び対象アプリケーションの利用にかかる業務を行う。 

 

○長崎大学病院臨床研究センターREDCap システム利用申請手順書 

臨床研究センターが管理するデータ情報収集システム「REDCap」の利用申請に関し、必要な手順
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を定めるもの。 

 

○長崎大学病院臨床研究センターにおける臨床研究支援の受託サービスに関する内規（添付書類 様
式７⑥(2)） 

臨床研究センターにおける臨床研究支援の受託サービスに関し、必要な事項を定めるもの。 
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安全管理のための体制 

 

①医療に係る安全管理のための指針の整備状況 有・無 

・指針の主な内容： 

○医療安全管理に関する基本的考え方 

○医療安全管理委員会及びその他の組織に関する基本的事項 

○医療安全管理のための職員研修に関する基本方針 

○事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策に関する基本方針 

○医療事故発生時の対応に関する基本方針 

○医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針 

○患者等からの相談への対応に関する基本方針 

○その他医療安全の推進のために必要な基本方針 

 
（「長崎大学病院における医療に係る安全管理のための指針」（添付書類 様式７⑦（１）） 

②医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務状況 

・設置の有無（ 有・無 ） 

○医療安全管理委員会（月1回開催） 

 開催状況：年 15 回（うち、臨時開催3回） 

 ○リスクマネージャー会議（月1回開催） 

  開催状況：年 12 回 

・活動の主な内容： 

○医療安全に関する対策の推進 

○医事事紛争及び医療事故等、問題が発生した場合の調査及び分析。 

○医療安全のための教育及び研修。 

○医療安全のためのマニュアル作成等。 

○医療安全に関する情報収集。 
○医薬品医療機器等安全管理専門委員会及び医療機器安全管理専門委員会における審議内容に

関すること。 
（「長崎大学病院医療安全管理委員会内規」（添付書類 様式７⑦（2）） 
 

③医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年 3 回 

・研修の主な内容： 
 

【令和６年度第１回医療安全研修会】6月20日開催 
① 「転倒・転落の概説」 ／ 安全管理部 医師GRM 辻良香 
② 「転倒・転落の予防とその後の対応」 ／ 安全管理部 張岳輝子副看護師長 
③ 「転倒・転落と薬剤について」 ／ 安全管理部 薬剤師GRM 里加代子 

 
【令和６年度第２回医療安全研修会】9月3日開催 

① 「気づいてあげたい院内発生脳卒中」 ／ 脳神経内科 講師 立石洋平 
 ② 「ＲＲＳ/ＲＲＴについて ／ 安全管理部 部長 栗原 慎太郎 
 
【令和６年度第３回医療安全研修会】11月19日開催 
 ①「なぜ『患者参加型医療』が医療安全に欠かせないのか」 

 ／ 医療情報の公開・開示を求める市民の会 代表世話人 勝村久司先生 
 ②「臨床研究有害事象報告について」 ／ 臨床研究センター 教授 細萱直希 

 

※規則第１条の11第１項第３号に規定する職員研修について記載すること。 

④医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の状況 

・医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
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・その他の改善のための方策の主な内容： 

○医療事故防止対策マニュアルの改訂 

 ○インシデントレポート報告システムの更新 

 ○安全管理部部員等による院内巡視 

 ○ポケットマニュアルの改訂 

 ○安全管理部コア会議（週 1 回実施） 

  ○医薬品安全管理手順書の改訂 

 

⑤特定臨床研究に係る安全管理を行う者の配置状況 有・無 

氏名 天本 翔子 所属 
臨床研究センター管理ユニット安全

情報部門 

安全管理部 

役職名 技術職員 資格 薬剤師 

特定臨床研究の安全管理

に関する必要な知識を有

していることの説明 

平成 26 年 4 月から平成 28 年 3 月まで薬剤部薬品情報室専任薬剤

師として治験薬及び臨床研究用薬の保管管理業務に従事した。ま

た、医薬品副作用報告作成や製造販売後調査に係わる業務にも従事

した。 

平成 28 年 4 月から令和元年 9 月まで臨床研究コーディネーターと

して、企業治験における有害事象や逸脱等の対応を行ってきた。平

成 30 年に日本臨床薬理学会認定 CRC を取得し、専門知識及び経験を

有している。 

令和元年 10 月から研究者主導の臨床研究における疾病や不適合報

告の確認や相談業務を行っている。令和 2 年度より臨床研究安全管

理担当者に任命され、臨床研究における安全管理体制整備にも携わ

るなど、安全管理に関する必要な知識を有している。 

 

⑥専任の特定臨床研究において用いられる医薬品等の管理を行う者の配置状況      有・無 

氏名 伊藤 直子 所属 薬剤部臨床研究薬管理室 

役職名 主任薬剤師 資格 薬剤師 

特定臨床研究における医

薬品・医療機器等の取扱い

に関する必要な知識及び

経験を有していることの

説明 

長崎大学病院薬剤部では、GCP 省令が施行された平成 9 年より薬品

情報室にて治験薬の一元管理を行ってきた。臨床研究用薬の管理につ

いては平成 30 年 2 月に「長崎大学病院薬剤部における臨床研究用薬

管理の受託サービスに関する内規」（添付書類 様式７⑥(4)）を制定

した。令和 7 年 4 月からは薬剤部内に臨床研究薬管理室が新設され、

治験薬の一元管理、臨床研究用薬管理業務を移管した。 

臨床研究用薬の管理については前述の内規及び「臨床研究薬管理室

業務マニュアル」に従い、臨床研究用薬管理担当者（伊藤）が窓口と

なり、研究者と研究計画書の内容、臨床研究用薬の概要を確認、管理

内容を協議した上、長崎大学病院薬剤部（臨床研究薬管理室）で行っ

ている。 

臨床研究用機器の管理については、各機器の添付文書、注意事項等

情報より臨床研究用機器の概要等に従い多種多様な機器等の確認を

行い、適宜管理部門と管理内容を協議した上で研究者と共に行ってい

る。 

臨床研究用薬管理担当者は、平成 27 年～令和元年に製剤室で治験



（様式第７） 

様式第７－17頁 

薬調製、令和 3～6 年には薬品情報室で治験薬・臨床研究用薬管理に

携わってきた。令和 7 年からは臨床研究薬管理室長として治験薬・臨

床研究用薬・医療機器等管理を担っている。 

研究者としても倫理指針について十分な理解と知識があり、年に１

回以上の臨床研究に関する継続研修を受講している。 

 

⑦特定臨床研究に係る安全管理業務に関する規程及び手順書の整備状況 有・無 

規程・手順書の主な内容： 
○臨床研究における安全管理体制に関する標準業務手順書（添付書類 様式７③(21)） 

本院で実施される臨床研究において、臨床研究に係る安全管理体制に関する手順を定めるもの。

臨床研究安全管理担当者の業務、手順についても定めるもの（項 3.5）。 

 

○長崎大学 臨床研究審査委員会標準業務手順書 

本院における特定臨床研究又は非特定臨床研究が、臨床研究法に基づき適正に実施されることを

目的とし、長崎大学臨床研究審査委員会が長崎大学臨床研究審査委員会規程に従い運営するため

の手順を定めるもの。 

 

○長崎大学病院薬剤部における臨床研究用薬管理の受託サービスに関する内規（添付書類 様式７
⑥(4)） 

薬剤部における臨床研究用薬管理の受託サービスに関し必要な事項を定めるもの。受託サービス

の対象となる臨床研究用薬、委託者の範囲等を定めるもの。 

 

○疾病等及び不具合の報告・対応に関する標準業務手順書（添付書類 様式７③(20)） 

本院で実施している臨床研究に関する疾病、障害もしくは死亡又は感染症並びに医療機器又は再

生医療等製品の不具合に関する報告及び対応を適切に行うための手順とその他必要な事項を定め

るもの。 

 

医療に係る安全管理と特定

臨床研究に係る安全管理に

ついて連携を有しているこ

との説明 

職員が医療安全に関わる様々な事象と出会った場合は、医療事故

の防止対策を立案するため、また迅速に対応するため、インシデン

トレポートの提出を行う。レポート作成の際に、当該患者が臨床研

究に参加している場合は、【臨床研究・治験参加中】の項目を「有

り」にすることとしている。臨床研究安全管理担当者は、インシデ

ントレポート、臨床研究審査委員会に挙がった疾病や不適合報告を

確認し、週 1 回開催される安全管理部コア会議で情報共有を行って

いる。 

 
 
⑧医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び

医療機器安全管理責任者、特定臨床研究に係る安全管理業務の統括状況 

 

安全担当の副病院長は、医療安全管理責任者として、医療安全管理部門である安全管理部、医療安

全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者を管理し、病院長のもと医療安

全に資する対策の指示と確認を行っている。 

 

⑨医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

①医薬品情報資料の収集、整理、保管及び情報の加工と専門的評価 
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1)インターネットを利用した情報収集 

2)学術雑誌等よりの情報収集 

3)製薬会社の医薬情報担当者（ＭＲ；medical representatives）よりの情報収集 

4)病棟薬剤師業務担当者・薬剤管理指導業務担当者による情報収集 

5)資料の整理・保管・管理 

6)書籍・雑誌等の購入 

7)添付文書改訂等に対応したオーダマスタ更新 

8)院内副作用情報(PMDA 報告)の重篤度及びリスクの評価 

②医薬品に関する情報の伝達 

1)医薬品集の作製、改訂 

2)全診療科・病棟・中央診療部への定期的な情報伝達 

3)病棟薬剤師業務担当者・薬剤管理指導業務担当者への情報提供 

4)病棟薬剤師業務担当者・薬剤管理指導業務担当者との情報共有 

5)他の病院薬局への情報提供 

6) 院内副作用情報(PMDA 報告)の伝達（医療安全管理委員会ならびに診療科長等会議） 

 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

未承認新規医薬品に関しては、医薬品安全管理責任者が委員長を務める医薬品安全管理専門部会

議（以下、薬専）において、未承認新規医薬品等評価委員会の意見を参考に申出の受付と使用の可

否等を決定する業務を担当している。 

 その他の未承認等の医薬品の使用状況については薬剤部による使用状況の把握と必要に応じた

提案等の業務を行わせている他、薬専でも把握している。 

 

 

・担当者の指名の有無（ 有・無 ） 
 

⑩医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関す

る規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・規程の主な内容： 

 インフォームド・コンセント ガイドラインを作成し，インフォームド・コンセントの成立要件，

説明すべき事項，説明・同意文書作成の注意点，患者に説明すべき事項を定めている。 

 

 

⑪診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・活動の主な内容： 

診療録及び退院時要約の記載内容について監査及び報告。結果を該当診療科へ通知・指導してい

る。 

指導内容について、診療録管理委員会及び診療科長等会議で報告している。 

規程に基づき診療録の管理し、結果を診療録管理委員会で報告している。 
 
 

⑫医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員 ：専従（ 6 ）名、専任（ 1 ）名、兼任（ 11 ）名 

 うち医師 ：専従（ 1 ）名、専任（ 1 ）名、兼任（  3 ）名 

 うち薬剤師：専従（ 1 ）名、専任（   ）名、兼任（  3 ）名 
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 うち看護師：専従（ 3 ）名、専任（   ）名、兼任（  2 ）名 

・活動の主な内容： 

○医療安全管理マニュアルの改訂 

 ○安全管理部部員等による院内巡視 

 ○インシデントレポートの分析 

 ○死亡事例の把握・検証 

 ○安全管理部コア会議（週 1 回実施） 

 ○医療安全研修会について、e-ラーニングにおいてテストを実施し、点数によって評価している。 

 

 

⑬高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規

医療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無(有・

無 ） 

・規程の主な内容： 

○高難度新規医療技術評価部及び高難度新規医療技術評価委員会の設置 

 ○高難度新規医療技術評価部及び高難度新規医療技術評価委員会が連携して行う業務内容 

 ○高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合の申請手続き 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

⑭未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・

無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規

医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の

作成の有無（ 有・無 ） 

・規程の主な内容： 

 ○未承認新規医薬品等評価委員会の設置 

 ○未承認新規医薬品等評価委員会の審議事項 

  

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑮入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 有・無 
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・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 306 件 

・上記以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったものとして特

定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及び発生前

の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 61 件 

・医療安全管理委員会の活動の主な内容 

○医療安全管理マニュアルの改訂 

 ○安全管理部部員等による院内巡視 

 ○インシデントレポートの分析 

 ○死亡事例の把握・検証  

○安全管理部コア会議（週 1 回実施） 

 

⑯他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：岡山大学病院）・無 ） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：山口大学医学部附属病院）・無 ） 

・技術的助言の実施状況 

 

特に指摘事項はなかった。 

 

⑰管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者、全員が 

公益財団法人日本医療機能評価機構が実施する 2024 年度特定機能病院管理者研修を受講した。 

〇受講日 

管理者（尾﨑 誠） ：2025 年 1 月 15 日 

医療安全管理責任者（室田 浩之）：2025 年 1 月 15 日 

医薬品安全管理責任者（大山 要）：2024 年 11 月 26 日 

医療機器安全管理責任者（原 哲也）2024 年 12 月 12 日 

 

⑱職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

 
【令和６年度第１回医療安全研修会】6月20日開催 

① 「転倒・転落の概説」 ／ 安全管理部 医師GRM 辻良香 
② 「転倒・転落の予防とその後の対応」 ／ 安全管理部 張岳輝子副看護師長 
③ 「転倒・転落と薬剤について」 ／ 安全管理部 薬剤師GRM 里加代子 

 
【令和６年度第２回医療安全研修会】9月3日開催 

① 「気づいてあげたい院内発生脳卒中」 ／ 脳神経内科 講師 立石洋平 
 ② 「ＲＲＳ/ＲＲＴについて ／ 安全管理部 部長 栗原 慎太郎 
 
【令和６年度第３回医療安全研修会】11月19日開催 
 ①「なぜ『患者参加型医療』が医療安全に欠かせないのか」 

 ／ 医療情報の公開・開示を求める市民の会 代表世話人 勝村久司先生 
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 ②「臨床研究有害事象報告について」 ／ 臨床研究センター 教授 細萱直希 

 

※規則第９条の 25 第４号ニに規定する職員研修について記載すること。 
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⑲監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 

以下の活動を行っている。 

(1)医療安全管理に関する責任者、医薬品安全管理に関する責任者、医療機器安全管理に関する

責任者、安全管理部及び医療安全管理委員会が行う業務の状況について病院長から報告を求

め、又は必要に応じて自ら確認を実施すること。 

(2)必要に応じ、学長又は病院長に対し、医療に係る安全管理についての是正措置を講ずるよう

意見を表明すること。 

(3)上記に掲げる事項について、その結果を公表すること。 

 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

 病院ホームページにて公表。 

 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 

委員長 

（○を付

す） 

選定理由 利害関係 
委員の要件 

該当状況 

綾部 貴典 宮崎大学医学部

附属病院 

医療安全管理部

長 

○ 医療に係る安全管理

又は法律に関する識

見を有する者その他

の学識経験を有する

者 

有・無 医療に係る

安全管理又

は法律に関

する識見を

有する者そ

の他の学識

経験を有す

る者 

川添 志 山下・川添総合

法律事務所 

弁護士 

 医療に係る安全管理

又は法律に関する識

見を有する者その他

の学識経験を有する

者 

有・無 医療に係る

安全管理又

は法律に関

する識見を

有する者そ

の他の学識

経験を有す

る者 

飯田 由紀

子 

  医療を受ける者その

他の医療従事者以外

の者 

有・無 医療を受け

る者その他

の医療従事
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者以外の者 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 
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⑳医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための

方策その他窓口の設置に関しする必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

㉑医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改

善のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況              

・第三者による評価の受審状況 

公益財団法人日本医療機能評価機構「病院機能評価：一般病院３」（認定）2025 年 3 月 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

  審査結果報告書、審査結果報告書、確認審査結果報告書を病院ホームページに掲載 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

  診療の質向上や業務改善に継続的に取り組んでいる。 

 

（注） 記載時点の状況を記載すること 

なお、令和３年改正省令の施行時（令和３年４月１日）において、現に医療法第４条の３第１

項の規定により承認を受けている臨床研究中核病院のうち、受審実績がなく予定している状況

であれば、「医療法の一部を改正する法律の一部の施行について」（平成５年２月 15 日付け健

政発第 98 号厚生省健康政策局長通知）第一の６（３）ナに規定する第三者評価を受けるための

計画を記載した様式第８－３を提出すること 
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院内感染対策のための体制の確保に係る措置 
 

① 院内感染対策のための指針の策定状況     有・無 

・指針の主な内容： 

1)院内感染対策委員会の設置、2)職員研修の実施、3)病院感染発生時の対応、4)院内感染対策マ

ニュアルの策定、5)院内感染防止に関する患者への情報提供と説明、6)その他の病院における院

内感染対策の推進 

 
以上について明記。 

 
 

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年 11 回 

・活動の主な内容： 

（構成員） 

委員長：病院長、感染制御教育センター長（院内感染管理者）、他委員数12名、計14名全員の出

席をもって開催される。 

（開催回数内訳） 

〇定例開催（毎月１回（８月は休会））１１回 

 

(検討内容) 

〇耐性菌の発生状況、手指衛生遵守状況、ICTラウンド、COVID-19感染状況等の報告及び院内にお

ける感染症の予防及び発生対策等に関する事項の審議を行う。 
 
 

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年 2 回 

・研修の主な内容： 

１． 令和６年度第1回院内感染対策・抗菌薬適正使用合同講習会 

Ⅰ.当院検査部 微生物検査室 副臨床検査技師長 赤松紀彦先生 

 『微生物検査における検体採取のポイント』 

Ⅱ.当院薬剤部 臨床研究センター 福重友理先生 

当院感染制御教育センター 柿内聡志先生 

『経口キノロン系抗菌薬の処方の現状と問題点』 

２． 令和６年度第2回院内感染対策・抗菌薬適正使用合同講習会 

 
  

Ⅰ.当院感染制御教育センター 泉川公一先生 
   『当院の抗菌薬適正使用について』 
  Ⅱ.東京医療保健大学 医療保健学部 看護学科/大学院 医療保健学研究科 菅原えりさ先生 
   『「感染制御」との出会い～ICNとして歩んだ道～』 
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④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 

 ・病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
 ・その他の改善のための方策の主な内容： 

院内で検出された耐性菌、無菌検体からの微生物検出状況は毎朝の会議にて微生物検査室から

報告がある。新型コロナウイルス感染症を含む伝染性疾患に関する塗抹情報や抗原検出状況はリ

アルタイムに報告がある。以上のうち、院内感染対策上重要な微生物が検出された場合はその都

度検出された部署へ赴き、実際の感染対策を指導している。それらは記録として保存している。

また、週に1回は病棟、外来、中央診療棟などを多職種からなるICTチームでラウンドし、感染対

策の現状の把握とon the job trainingを実践している。 

また、広域抗菌薬・抗真菌薬使用患者を土曜、休日以外の連日、ピックアップし、薬剤師を中

心に医師・看護師・検査技師を交えたASTチームでカンファレンスを行い、主治医にカルテ上での

コメントを通じて抗菌薬適正使用支援（ASP）活動を行っている。なお、本活動の一環として、連

日、微生物検査室からの報告を用いて血液培養ラウンドを行い、感染症診療支援、抗菌薬適正使

用支援を行っている。 
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医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 

① 医薬品の使用に係る安全な管理のための責任者の配置状況 
 
    有・無 

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 
 
     年 1 回 

 
・研修の主な内容： 
 

【令和６年度第１回医療安全研修会】 
「転倒・転落と薬剤について」 ／ 安全管理部 薬剤師GRM 里加代子 

 実施日：令和６年６月２０日開催 受講人員：   2,476人（ 97.2 ％） 
 
 

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 

 
・手順書の作成        （ 有・無 ） 
・業務の主な内容： 

１．医薬品の採用・購入に関する事項 
２．医薬品の管理に関する事項（購入～薬剤部内の管理) 
３．患者に対する医薬品の投薬指示から調剤、払い出しに関する事項 
４．患者に対する服薬指導に関する事項 
５．医薬品の安全使用に係る情報の取扱い 
６．病棟、中央診療部門、外来における医薬品の管理 
７．他施設（病院等、薬局等）との連携に関する事項 
８．輸血・血液管理担当部門と責任者の設置等 
９．薬剤投与のための機器使用 

１０．放射性医薬品の管理 
１１．臨床検査薬の管理 
１２．造影剤の管理、使用 
１３．血液浄化療法部門 
１４．外来化学療法部門 
１５．院内製剤の取り扱いについて 
１６．未承認医薬品の使用、医薬品の適応外使用について 
１７．当該手順書の順守状況の確認 

実施状況：年１回順守状況のチェックを各部署で行い、その内容を医薬品安全管理責任者がすべ
て確認している。問題があれば改善のための指導を行う。 

 

④ 医薬品の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医薬品の安全使用を目的とした改善
  のための方策の実施状況 

 
・医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
・その他の改善のための方策の主な内容： 
【収集方法】 

未承認等の医薬品の使用情報について、未承認新規医薬品に関しては担当部署である医薬品医
療機器等安全管理専門委員会（以下、薬機専）で把握している。その他の適応外使用等について
は、薬剤部において、薬剤交付時の鑑査や入院患者に対する病棟薬剤業務において把握したもの
を記録している他、診療科からの申請・報告により薬機専でも把握している。 

医薬品の採用時には、添付文書他、IF、文献等を収集している。添付文書等の改訂については
、各メーカーのMRから連絡、DSUなどの発信について確認を行い、最新の添付文書等を入手するよ
うにしている。 

【周知方法】 
未承認新規医薬品に関しては担当部署である薬機専の委員長より医療安全管理委員会において

定期的に報告している。その他の未承認等に関しても、把握した件数を医療安全管理委員会へ報
告している。 

採用薬に関して改訂された情報の全てを、薬剤部各部署へ文書で通知を行っている。また、病
棟、診療科（診療科長、医局長）、中央診療部（部長、副部長等）に対しては、緊急安全性情報
、安全性速報、DSU、医薬品医療機器等安全性情報、DI newsの情報発信を行っている。緊急安全
性情報、安全性速報は、当該医薬品を使用している医師に電子カルテのコミュニケーション機能
、面談による文書交付にて周知を図っている。 

また、薬剤部イントラネットには、薬剤部より発信した医薬品の安全使用に関わる情報の記録
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を、全て確認できるように掲載している。院内医薬品情報検索システム（DICS）には改訂された
添付文書の情報が更新されるまで、新しい添付文書のPDFファイルを掲載している。 
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医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 医療機器の安全使用のための責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 54 回 

 
・研修の主な内容： 

〇有効性・安全性に関する事項 
〇使用方法に関する事項 
〇保守点検に関する事項 
〇不具合が発生した場合の対応に関する事項 
〇使用に関して特に法令上遵守すべき事項など 

 
 

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 

 
・医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
・保守点検の主な内容： 

人工呼吸器       ：外観点検、性能・機能点検など 
 輸液ポンプ       ：外観点検、性能・機能点検など 
 シリンジポンプ     ：外観点検、性能・機能点検など 
 経腸栄養ポンプ     ：外観点検、性能・機能点検など 
 除細動器        ：外観点検、性能・機能点検など 
 閉鎖式保育器      ：外観点検、性能・機能点検など 
 人工心肺装置      ：外観点検、性能・機能点検など 
 IABP          ：外観点検、性能・機能点検など 
 経皮的補助循環装置   ：外観点検、性能・機能点検など 
 フットポンプ      ：外観点検、性能・機能点検など 
 体外式ペースメーカ   ：外観点検、性能・機能点検など 
 補助人工心臓駆動装置  ：外観点検、性能・機能点検など 
 麻酔器         ：外観点検、性能・機能点検など 
 電気手術器       ：外観点検、性能・機能点検など 
 内視鏡         ：外観点検、性能・機能点検など 
 内視鏡システム     ：外観点検、性能・機能点検など 
 直線加速装置      ：外観点検、性能・機能点検など 
 診療用放射線照射装置  ：外観点検、性能・機能点検など 
 放射線関連装置     ：外観点検、性能・機能点検など 
 CT装置         ：外観点検、性能・機能点検など 
 MRI装置         ：外観点検、性能・機能点検など 
 心電計         ：外観点検、性能・機能点検など 
 脳波計         ：外観点検、性能・機能点検など 
 超音波診断装置     ：外観点検、性能・機能点検など 
 AED            ：外観点検、性能・機能点検など 
 血液浄化装置      ：外観点検、性能・機能点検など 
 透析液作製関連装置   ：外観点検、性能・機能点検など 
 手術支援ロボットシステム：外観点検、性能・機能点検など 
 超音波手術器      ：外観点検、性能・機能点検など 
 歯科関連機器      ：外観点検、性能・機能点検など 
 
 

④ 医療機器の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医療機器の安全使用を目的とした
  改善のための方策の実施状況 

 
・医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
・その他の改善のための方策の主な内容： 
〇日本医療機能評価機構やPMDA、製造販売企業などからの情報を収集し、医療安全管理委員会や安
全管理部、リスクマネージャー会議へ報告すると共に、RMニュースとして各リスクマネージャー
へメールで配信し、リスクマネージャーから所属スタッフへ周知を行っている。 

〇機器の取扱説明書や添付文書を院内どこからでも閲覧可能なシステムを構築している。 
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診療用放射線に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 診療用放射線の利用に係る安全管理のための責任者の配置状況 

 
有・無 

 
② 診療用放射線の安全利用のための指針の策定状況 

 
有・無 

 
・指針の主な内容： 

第１条 目的 

第２条 適応範囲 

第３条 診療用放射線の利用に係る安全な管理のための責任者の配置 

第４条 診療用放射線の安全管理に関する基本的考え方 

第５条 放射線診療に従事する者に対する診療用放射線の利用に係る安全な管理のための研修

に関する基本方針 

第６条 診療用放射線の安全利用を目的とした改善のための方策に関する基本方針 

第７条 放射線の過剰被ばくその他の放射線診療に関する有害事例等の事例発生時の対応に関

する基本方針 

第８条 医療従事者と放射線診療を受ける者との間の情報の共有に関する基本方針 

第９条 その他の留意事項。 
 
 
③ 放射線診療に従事する者に対する診療用放射線の安全利用のための研修の

実施状況 

 
     年１回 

 

・研修の主な内容：対象者毎の内容とする。 
研修対象者 

ア 医療放射線安全管理責任者、放射線科医師 

イ 放射線診療を依頼する医師、歯科医師 

ウ 放射線診療（IVR、X 線透視など）を実施する医師、歯科医師 

エ 診療放射線技師 

オ 放射性医薬品を取り扱う薬剤師 

カ 放射線診療を受ける者への説明等を実施する看護師等 

研修項目 

ア 医療被ばくの基本的な考え方に関する事項 

イ 放射線診療の正当化に関する事項 

ウ 医療被ばくの防護の最適化に関する事項 

エ 放射線の過剰被ばくその他の放射線診療に関する事例発生時の対応等に関する事項 

オ 放射線診療を受ける者への情報提供に関する事項 
 
 
④ 放射線診療を受ける者の当該放射線による被ばく線量の管理及び記録その他の診療用放射線の

安全利用を目的とした改善のための方策の実施状況 

 
・放射線による被ばく線量の管理及び記録        （ 有・無 ） 

・その他の改善のための方策の主な内容： 

検査を担当した診療放射線技師がRIS（放射線情報システム）及び本院導入の線量管理システム

Dose Managerを用いて、装置から表示された撮影線量、照射線量、CTDIを記録する。半年に１回

以上、装置からの線量と装置表示値の対比を行う。関連学会等の策定したガイドラインや診断参

考レベル等に変更があった時や放射線診療機器等の新規導入又は更新の時など、必要に応じて指

針の見直しを行う。なお、本指針の見直しの際には、医療放射線安全管理責任者が診療用放射線

に係る安全管理の体制が確保されていること等を評価する。 
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認定臨床研究審査委員会における特定臨床研究の審査体制 

 

 

①認定臨床研究審査委員会の設置状況 有・無 

認定年月日：平成３０年３月３０日 

 

定期的な開催について： 

 原則として毎月第３月曜日に定例開催 

 

 

委員、技術専門員及び運営に関する事務を行う者に対する教育又は研修の機会及び受講歴の管

理について： 

委員及び事務を行う者に対する教育又は研修の機会を増やすために、外部研修会等の案内及

び旅費の支援を行っている。また、適宜委員会前に、臨床研究センターより研修会を開催して

いる。外部研修会等への参加者については、修了書等の写しを事務局で保管しており、委員会

前の研修会に関しては、出席者の確認を事務局で行っている。 

 技術専門員に関しては、eAPRIN（e-ラーニング）を利用し、受講書の提出をもって教育・研

修を行ったものとみなし、評価書の依頼を行っている。 

 

 

前年度の審査件数： 

 

臨床研究法に規定する特定臨床研究 

 

臨床研究法に規定する特定臨床研究以外の

臨床研究 

研究責任医師（多施

設共同研究の場合は

研究代表医師）が自

施設に所属する研究 

研究責任医師（多施

設共同研究の場合は

研究代表医師）が他

の医療機関に所属す

る研究 

研究責任医師（多施

設共同研究の場合は

研究代表医師）が自

施設に所属する研究 

研究責任医師（多施

設共同研究の場合は

、研究代表医師）が他

の医療機関に所属す

る研究 

新規 26 件 0 件 3 件 0 件 

変更 65 件 1 件 10 件 0 件 

定 期 報

告 
22 件 1 件 2 件 0 件 

疾 病 等

報告 
14 件 0 件 0 件 0 件 

中止 0 件 0 件 0 件 0 件 

終了 12 件 1 件 3 件 0 件 

その他 7 件 0 件 0 件 0 件 

(注）1 認定臨床研究審査委員会に係る前年度の収支が分かる書類を添付すること。  

2 審査意見業務に関して徴収する手数料が自施設と他の医療機関とで差額を設けている場

合についてはその妥当性が分かる書類についても別途添付すること。 
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特定臨床研究に係る金銭その他の利益の収受及びその管理の方法に関する審査体制 

 

 

①利益相反委員会の設置状況 有・無 

利益相反に関する審査の質の向上に向けた取組： 

 

 長崎大学における臨床研究に係る利益相反管理指針に従い、長崎大学病院利益相反審査委員会

規程により、治験利益相反委員会及び臨床研究利益相反審査委員会を設置しており、利益相反の

管理及び審査を行っている。審査に関しては、研究者から研究計画書と併せて利益相反自己申告

書を提出させ適正な臨床研究が実施可能かどうかについて審議を行い、必要に応じて助言・指導

・勧告等を行う。 

 また、倫理審査等を行う全ての委員会委員に対し、審査対象の研究に対し自身の利益相反が生

じた場合、事前に報告するよう誓約書の提出を求めている。 

 特定臨床研究における利益相反管理については、長崎大学病院教育研究支援課が窓口となり、

申告内容の事実確認を行っている。臨床研究法における利益相反管理については、利益相反管理

基準を準用している。 

 研究に参加する総ての者に対して、研究参加前にeAPRIN（e-ラーニング）により利益相反の研

修を行い、翌年度の研究参加条件として臨床研究センター主催の研修会の受講を必須としており

、利益相反の重要性を周知している。 

②利益相反委員会に係る事務を行う者の配置状況 有・無 

氏 名 伊藤 芳紹 所 属 病院教育研究支援課 

利益相反委員会の事

務を行うのに必要な

知識及び経験を有す

ることの説明 

eAPRIN（e-ラーニング）の利益相反に関する研修を受講済み。 

現在、利益相反委員会の事務（主に委員会の会議運営、利益相反申告書及び通

知書の照査等）を担当している。 

③利益相反委員会の規程・手順書の整備状況 有・無 

規程・手順書の主な内容： 

（１）長崎大学における臨床研究に係る利益相反管理指針（添付書類 様式７⑨(1)） 

  臨床研究を行う部局に利益相反委員会を設置することを定めるもの。 

 

（２）長崎大学病院利益相反審査委員会規程（添付書類 様式７⑨(2)） 

  治験利益相反審査委員会及び臨床研究利益相反審査委員会を設置することを定めるもの。 

  利益相反の審査手続きを定めるもの。 

 

（３）長崎大学利益相反マネジメントポリシー（添付書類 様式７⑨(3)） 

  利益相反に関する学内ルールの整備や、システム等の環境を整えるために明示された利益相反

マネジメントポリシー 

 

（４）長崎大学における臨床研究に係る利益相反ポリシー（添付書類 様式７⑨(4)） 

  被験者の保護を最優先しつつ、大学や臨床研究実施者及び関係者の正当な権利を認め、大学の

社会的信頼を守り，適正な臨床研究を進めるために明示されたポリシー 

（注）利益相反委員会に関する規程・手順書について別途添付すること。 
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特定臨床研究に係る知的財産の適切な管理及び技術の移転の推進のための体制 

 

 

①専従の知的財産の管理及び技術の移転に係る業務を行う者 有・無 

氏 名 藤原 雄介 所 属 
病院臨床研究センター支援ユニット知的財

産部門、（研究開発推進機構イノベーション

・社会実装推進部門） 

役職名 助教 資 格 薬学博士・薬剤師 

特定臨床研究に係

る知的財産の管理

及び技術の移転を

実施するに当たり

シーズの知的財産

管理や技術移転に

関する必要な知識・

経験を有している

こと及び専従であ

ることの説明 

特定臨床研究に関する知財を管理し、シーズ開発、橋渡し研究、開発企業へ

の技術移転までを推進するために、臨床研究センターに知的財産部門を設置し

ており、長崎大学研究開発推進機構イノベーション・社会実装推進部門知的財

産室出身の知財の専門家である。同人は、2008 年より長崎大学で、医薬品・医

療機器の臨床研究・治験、シーズ開発、橋渡し研究、技術移転、スタートアッ

プ支援に関する知的財産に関わる業務を専門としており、前職の NEDO 時代か

ら約 20 年間、医薬品の知的財産・ライセンスの経験がある。 

医薬品・医療機器開発に関わる知財管理業務に専従（85％のエフォート）し

ている。なお、同人は、研究開発推進機構としての用務にも従事している（エ

フォート 10％程度）他、先端創薬イノベーションセンターの創薬支援室におい

てセンターの運営を補助する業務（エフォート 5％程度）に従事している。 

②知的財産の管理及び技術の移転に係る業務に関する規程及び手順書の

整備状況 

有・無 

規程・手順書の主な内容： 

（１）長崎大学知的財産ポリシー 

長崎大学の知的財産に係るポリシーとして、基本的な考え方（大学の使命と責務、研究成果

の活用に関する考え方、知的財産の産業還元における本学教員等の使命と責務、研究開発推

進機構の設置）が示されており、研究成果等の取扱い、知的財産の管理・活用、共同研究・

受託研究に伴う権利の帰属とライセンスの考え方、大学発ベンチャー企業創出の推進、教職

員や学生等の守秘義務、知的財産等の管理及び産学官連携の実施体制と責任、知的財産等の

取扱いに関する異議申立て手続きと処理方法についてのポリシーが定められている。 

 

（２）長崎大学職務発明規程、長崎大学職務発明に対する補償金の支払い要領 

本学職員が行った発明についての取扱い、職務発明に対する補償金について定められてい

る。 

 

（３）長崎大学職務発明等審査委員会規程、長崎大学発明等評価委員会規程 

本学職員が行った発明について、その取扱いを決定する委員会の規程が定められている。 

 

（４）長崎大学知的財産権の実施許諾及び譲渡に関する規程 

長崎大学に帰属する知的財産権を実施許諾等する際の規程が定められている。 

 

（５）長崎大学研究成果物等取扱規程、長崎大学研究試料取扱規程 

本学職員が生み出した成果物（有体物、無体物）の定義とその取扱い、また付加価値がある

研究試料の取扱いについて定められている。 

 

（６）長崎大学営業秘密管理指針、長崎大学共同研究等に係る秘密保持規則 
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長崎大学における情報管理の方針と規則が定められている。 
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広報及び啓発並びに特定臨床研究の対象者等からの相談に応じるための体制 

 

 

① 臨床研究に関する広報及び啓発に関する活動 有・無 

活動の主な内容： 

○臨床研究センターホームページ（https://www.mh.nagasaki-u.ac.jp/research/）に患者及び一般

の方向けのサイトを設け、治験・臨床研究に関する一般的な説明をＱ＆Ａ形式でわかりやすく掲

載している。また、当院で実施しているオプトアウトに対応する臨床研究を診療科別に情報公開

しているほか、特定臨床研究（臨床研究・治験）についても課題名・疾患名・進捗状況の一覧を

掲載している。さらに、終了した臨床研究の一覧及び各学会などに公表されていない研究の結果

も掲載している。なお、臨床研究センターホームページは長崎大学病院ホームページのトップペ

ージからリンクされており、一般の方にもアクセスしやすくなっている。令和 6 年 4 月には臨床

研究センターホームページをリニューアルし、公開した。 

 

○当院を受診した患者・家族向けに、以下の広報・啓発を行っている。 

・外来棟１階掲示板に、臨床研究に関する情報公開についてのポスターを掲示している。 

・１階待合の電子掲示板に、募集中の治験の疾患名一覧を放映している。 

・外来棟１階 臨床研究センター治験ユニット掲示板に、治験に関する啓発ポスター、各治験の募集

ポスター、現在募集中の治験の疾患名一覧を掲示している。さらに、当院で実施し製造販売承認

を取得した治験の情報を一覧にし、「新しい薬が誕生しました。治験へのご協力ありがとうござ

います。」とお礼の言葉と共に掲示している。 

 

○院内に向けた「臨床研究センターNews letter」を 4 か月に 1 回発行している。臨床研究等にかか

る規則の制定や改正等に関すること、当院での研究実施に関連するお知らせや臨床研究センター

の業務に関すること、研修会・セミナー等の開催や参加報告に関すること、活動報告など、各種

取り組みの広報を行っている。院内のイントラネットに掲載するほか、各診療科・部署において

臨床研究に関する窓口の役割を果たす臨床研究・治験主任、及び病院での臨床研究に関係する各

部署に通知している。 
 

② 臨床研究に関する実施方針の公表状況 有・無 

公表の内容及び方法： 

院内掲示及び長崎大学病院ホームページに「長崎大学病院における臨床研究実施方針」として、

以下の内容を公表している。（添付書類 様式７⑩） 

https://www.mh.nagasaki-u.ac.jp/kouhou/shinryo/department/06_01/ 

 

長崎大学病院は、「最高水準の医療を広く提供するとともに、人間性ゆたかな優れた医療人を育

成し、健全なる運営と経営のもと、新しい医療の創造と発展に貢献する。」という基本理念のもと、

「世界水準の医療と研究を推進する。」という基本方針に基づき、以下の方針で臨床研究を推進い

たします。 

 

１．研究の倫理規範である「ヘルシンキ宣言」に則り、対象者の自由意思を尊重し安全及び人権保

護を最優先に研究を実施します。 

２．関係法律、法令、指針等を遵守し適切に臨床研究を実施します。 

３．臨床研究の実施により知り得た情報は、適切に管理します。 

４．当院で実施する総ての臨床研究を厳重に管理し、不正防止に努め透明性を確保します。 

５．臨床研究に携わる病院全職員に対して、教育研修を実施し、質の高い研究者の育成に努めます。 
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６．国内外の施設と連携し研究を推進します。 

７．他施設で実施される臨床研究においても積極的に支援します。 

８．質の高い臨床研究を通して医療の発展に貢献します。 
 

③ 臨床研究中核病院に関する広報 有・無 

活動の主な内容： 
外部への広報は、長崎大学病院ホームページに臨床研究中核病院として承認されたことを掲載し

ている。 

 

院内に向けては、随時、「臨床研究センターNews letter」（上記項目①に記載）に記事を掲載し

ている。臨床研究中核病院としての種々の活動状況を報告するとともに、継続した研究活動の推進

を呼びかけている。また、イントラネットに病院長からのメッセージとして臨床研究中核病院に承

認されたことを発信し、院内職員に周知を図るとともに研究活動推進を呼びかけた。 

 

④ 特定臨床研究の実施状況に関する資料の公表状況 有・無 

公表の内容及び方法： 

臨床研究センター及び長崎大学病院研究倫理系委員会ホームページに特定臨床研究及び企業治験

・医師主導治験の情報公開サイトを設け、長崎大学病院が行う研究の一覧を公開している。加えて、

より詳細な情報を確認できるよう jRCT 臨床研究等提出・公開システムとリンクさせている。（添付
書類 様式７⑪） 

https://www.mh.nagasaki-u.ac.jp/research/general/chiken/jissi-chu.html 

https://www.mh.nagasaki-u.ac.jp/committee/shinsa/joho-koukai.html 

 

臨床研究センターホームページに、オプトアウトの対象となる全ての臨床研究について診療科別

に研究概要を掲載し、一元的に管理している。特定臨床研究において対照として使用する情報につ

いてもオプトアウトで対応する場合は掲載することが可能である。 

https://www.mh.nagasaki-u.ac.jp/research/general/rinsho/ 

 

長崎大学病院ホームページの病院概要には、先進医療の情報を掲載している。 

https://www.mh.nagasaki-u.ac.jp/kouhou/about/about/#senshin 

 

⑤ 当該病院が実施する特定臨床研究に関し、研究の対象者又はその家族

からの相談に適切に応じる体制 
有・無 

相談窓口の設置状況： 

患者・研究対象者等相談窓口を常設し、患者及び研究対象者等からの苦情、相談に応じられる体

制を確保している。 

 

（ア）患者・研究対象者等相談窓口の活動の趣旨、設置場所、担当者及びその責任者、対応時間等

の、患者や研究対象者等への明示について 

（１）活動の趣旨 

一般市民・患者及び臨床研究対象者を対象に、臨床研究の募集状況、参加方法、参加後の疑

問・不安、意見や苦情に関する相談窓口を常設しており、臨床研究センターホームページに問

い合わせ先を公開している。 

（https://www.mh.nagasaki-u.ac.jp/research/general/contact.html） 

 

患者等より臨床研究の内容に関する問い合わせがあった場合には、各診療科等の当該研究の

担当者への取り次ぎや連絡先の案内等を行う。 
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また、臨床研究に関する同意説明文書にも相談窓口について明記している。 

 

【ご意見、苦情に関する相談窓口】（診療・臨床研究の内容に関するものは除く） 

長崎大学病院では、患者さんとそのご家族を対象とした相談窓口を設置しております。 

相談窓口： 長崎大学病院 医療相談室 

住  所： 長崎県 長崎市 坂本１−７−１ 

電  話： 095-819-7200（代表） 

受付時間： 月～金 8：30～17：00（祝・祭日除く） 

 

院内に相談窓口の常設及び活動に関する表示を行っており、入院案内の冊子に相談窓口の案

内を掲載している。 

 

（２）設置場所、担当者、責任者、対応時間 

○特定臨床研究（治験） 

・設置場所 ：臨床研究センター治験ユニット 

・担 当 者 ：臨床研究コーディネーターを中心に対応 

・責 任 者 ：治験ユニット長 

・対応時間 ：平日 9：00～17：00（緊急の場合は担当診療科病棟に連絡） 

 

○特定臨床研究（臨床研究） 

特定臨床研究の内容に関する問い合わせには、各診療科等の当該研究の担当者が対応する。 

研究責任医師は受付窓口を設置し、対応の手順の策定その他の必要な体制を整備する。 

 

○意見・苦情など（診療・臨床研究の内容に関するものは除く） 

・設置場所 ：医療相談室 

・担 当 者 ：看護師、社会福祉士並びに事務職員 

・責 任 者 ：医療相談室長 

・対応時間 ：平日 8：30～17：00 

 

（イ）患者・研究対象者等相談窓口の活動に関し、相談に対応する職員、相談後の取扱い、相談情

報の秘密保護、管理者への報告等に関する規約が整備されていること 

患者相談窓口の業務については、相談職員、相談後の取扱い、相談情報の秘密保護、病院長へ

の報告等について、「長崎大学病院医療相談室内規」（添付書類 様式７⑫）の規約を整備してい

る。 

 

（ウ）相談により、患者や研究対象者等が不利益を受けないよう適切な配慮がなされていること 

「長崎大学病院医療相談室内規」に（不利益を受けない配慮）が規定されており、窓口担当者

や各部門の担当者は、相談情報の機密保持に注意し、相談者が不利益を受けることがないよう適

切な配慮がなされている。 

 

（エ）患者及び研究対象者等の臨床研究に係る相談を幅広く受けること 

院内に相談窓口の常設及び活動に関する表示を行っている。また、臨床研究センターホームペ

ージの一般の方へ向けた「お問い合わせ」ページに問い合わせ先を公開し、幅広く相談を受ける

体制を整えている。 

 

（注）1 臨床研究に関する実施方針を別途添付すること。 

2 特定臨床研究の実施状況に関する資料を別途添付すること。 
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評価療養及び患者申出療養を行い、評価療養に係る相談に応じ、 

並びに患者申出療養の申出に係る意見を述べるための体制 

 

①評価療養及び患者申出療養を行い、評価療養に係る相談に応じ、並びに患者

申出療養の申出に係る意見を述べるための部門 
有・無 

部門名：（評価療養（先進医療））医事課 

（患者申出療養）臨床研究センター 

 

活動の主な内容： 

【評価療養（先進医療）】 

先進医療の申請に関する手続きや支払い等に関する事項は医事課が担当しており、診療科からの

問い合わせにも対応している。また、先進医療の適正な実施を図るため、長崎大学病院先進医療専

門委員会を設置しており、必要時開催している。医事課のホームページには、届出医療等関係とし

て、先進医療に係る通知、流れ、申請書式や記入例、症例集めの注意点等について掲載している。

また、厚生労働省ホームページ「先進医療の概要について」にて更新された先進医療技術（追加・

削除）の情報を本院ホームページに掲載し、診療科長・医局長へ情報提供を行っており、先進医療

推進に努めている。 

本院にて実施中の先進医療については、長崎大学病院ホームページの「病院概要」に掲載してい

る。 

 

【患者申出療養】 

患者申出療養に関する相談窓口は、臨床研究センター治験ユニットが担当している。専任 CRC と

して十分な経験を持つ看護師長が相談窓口となり、一般市民・患者、診療科、他施設からの相談に

対応している。患者等より相談があった場合、担当者は相談内容を確認し、患者申出療養制度につ

いて説明を行い、当院の当該疾患・治療に関連する診療科への相談を行う。 

幅広く相談を受ける体制を整備しており、長崎大学病院の外来玄関口すぐの総合案内に「患者申

出療養の相談窓口」が臨床研究センター治験ユニットである旨を掲示し、臨床研究センター治験ユ

ニットの掲示板に「患者申出療養の相談窓口」の表示を行っている。 

臨床研究センターで患者の申出が患者申出にかかる療養に該当する可能性の有無を確認し、当院

の手順に従い段階的に検討、「国」への申請ができるように支援する。 

 

②評価療養に係る相談に応じ、並びに患者申出療養の申出に係る意見を述べる

業務を行う者 
有・無 

氏 名 山本 弘史 所 属 臨床研究センター 

役職名 センター長 教授 資 格 薬剤師 

評価療養に係る相

談に応じ、並びに患

者申出療養の申出

に係る意見を述べ

る業務に必要な知

識及び経験を有す

ることの説明 

厚生労働省の医療保険・薬事行政部門及び医薬品医療機器総合機構での勤務

並びに長崎大学病院における ARO 支援業務の経験などを通じて、医薬品等開発

プロセス、薬事戦略、医師主導治験・特定臨床研究、評価療養制度等について

十分な専門知識を有している。また、長崎大学病院における臨床研究の安全管

理の責務に加えて、国立がん研究センター中央病院において医薬品安全管理責

任者・薬剤部長を務めた経験も有している。 

 

③評価療養及び患者申出療養を行い、評価療養に係る相談に応じ、並びに患者

申出療養の申出に係る意見を述べるための業務に係る規程及び手順書の整

備状況 

有・無 
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規程・手順書の主な内容： 

【評価療養（先進医療）】 

○長崎大学病院先進医療専門委員会内規 

本院における先進医療の適正な実施を図るため長崎大学病院先進医療専門委員会を置く旨、審議

内容、構成員、招集に関する事項について定めるもの。 

 

○長崎大学病院で実施する届出医療等に関する申合せ 

本院で届出医療等を実施するために必要な事項を定めるもの。 

 

○長崎大学病院における先進医療の申請・実施に関する手順書 

本院において先進医療に関する手続き等を適切に実施するための手順を定めるもの。先進医療の

申請に係る診療科からの相談窓口の設置やその後の申請の流れ、定期報告等について記載してい

る。 

 

【患者申出療養】 

○患者申出療養申請手続きに関する標準業務手順書（添付書類 様式７⑥(10)） 

本院における「患者申出にかかる療養」の相談から国への申請に関する体制、実施手順とその

他必要な事項を定めている。 

 

 



(様式第８) 
 

様式第８－1頁 

 

臨床研究中核病院に求められる取組に関する書類（任意） 

 

 

１ 病院管理者の各部門からの独立性を確保する等のガバナンス体制構築と、研究の実施及び支援

における部門間連携の取組 

病院管理者の各部門からの独立性を確保する等のガバナンス体制構築と、
研究の実施及び支援における部門間連携の取組の有無 A○有E A・無 

取組の内容： 

＜研究の実施及び支援における部門間連携の取組み＞ 

【臨床研究・治験主任】 

各診療科・部署に、臨床研究に関する窓口の役割を果たす 1 名の臨床研究・治験主任を置い

ている。臨床研究センター等からの連絡、問い合わせ等は臨床研究・治験主任を通して行って

いる。 

【検査部研究支援室】 

検査部が有する専門的技術・検査機器を当院で実施する臨床研究に利用することを目的と

し、研究の支援体制を整えている。検査部研究支援室運営委員会の委員には研究担当副病院長

若しくは病院長補佐、臨床研究センター管理ユニット長が含まれる。 

【薬剤部】 

治験に使用する薬剤は、薬剤部で管理を行っている。治験以外の臨床研究に使用する薬剤の

管理を依頼する際は、研究者は窓口である臨床研究センターを通して薬剤部へ依頼する。 

【治験における部門間連携】 

検査部、放射線部、病理部、薬剤部、看護部との連携が必要である。治験の内容に応じて収

入の一部を各部門に分配している。 

 

２ 医療情報の標準化、臨床研究や治験における電磁的手法の活用、企業治験の円滑な実施に係る手

続、体制の整備に必要な措置 

医療情報の標準化、臨床研究や治験における電磁的手法の活用、企業治験
の円滑な実施に係る手続、体制整備に係る措置の有無 A○有E A・無 

取組の内容： 

＜医療情報の標準化＞ 

長崎大学病院は 2008 年より完全ペーパーレス・フィルムレスの電子カルテシステムを備え

た総合病院情報システムを構築しており、このタイミングから医療情報の標準化に取り組んで

いる。病名の標準化（ICD-10、MEDIS 標準病名）、看護観察・処置名の標準化（MEDIS 看護実

践用語標準マスター）画像管理における DICOM、超音波検査における DICOM SR の採用に加え医

療情報システムの相互接続には可能な限り IHE-J 規格を採用している。2021 年の電子カルテ更

新では、クリニカルパスにおけるアウトカム評価の標準化に向け、日本クリニカルパス学会が

提供する BOM（Basic Outcome Master）を採用した。退院時要約の FHIR 対応については、メー

カー側の開発終了次第対応予定である。また本院では長崎県の広域地域医療情報ネットワーク

である「あじさいネット」の中心施設として、施設間検査データ共有に向け、本院の検査コー

ドの JLAC10 化と全国に広がりつつある共用基準範囲を採用している。なお、JLAC10 化と共用

基準範囲の採用は本院が中心となって全県下の拠点病院と県内の外注検査事業者に採用を求め

ており、従来からの検査制度管理業務に加え、拠点病院の内部コードから JLAC10 変換作業に

ついては本院検査部が実施している。すでに全外注業者のコード JLAC10 化と共用基準値採用

は終了しており、県全体の検査データ標準化の取組としては長崎県が初であり、クリニック等

も含んだ多施設間臨床研究において有効と考えられる。なお、厚生労働省が採用を進める

SSMIX ストレージも採用しており、糖尿病学会が進める J-DREAM 事業にも参加し本システム経
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由にて電子データ伝送を行っている。また、2025 年には臨床中核病院ネットワーク（臨中ネッ

ト）に参加し臨中ネット標準データ抽出可能なシステムを導入した。 

 

＜電磁的手法の活用＞ 

本院は 2008 年より完全ペーパーレス・フィルムレスの電子カルテシステムを備えた総合病

院情報システムを構築している。このため処方内容、検査データ、処置内容、バイタルデータ

等あらゆる診療情報を電子化しており、電磁的な出力が可能である。また、経過記録に関して

もテンプレートを採用しており、これらの情報が専用の DWH（データウエアハウス）を利用し

て自由度の高い組み合わせからの検索抽出が可能である。なお、電磁的同意取得については準

備中である。 

臨床研究の申請に電子システム（CT-Portal）を用いており、申請者と申請書類の確認者と

のやりとりはシステム上で行っている。倫理審査委員もシステムから申請資料を閲覧し事前の

確認を行っている。審査委員会の際は、iPad を用いて審議を行っている。 

治験審査委員会においても、電子システム（CT-Portal）を用いて iPad 審議を行っている。

治験業務における電磁的手法の活用をさらに進めるべく、電磁的資料の保管・管理・授受・作

成・承認・閲覧・証跡管理等が可能なクラウドシステムである DDworks21/Trial Site の 2026

年度導入に向け準備を進めている。 

また、効率的なカルテ SDV（ソースドキュメントベリフィケーション）に向け、あじさいネ

ットを使った遠隔カルテ SDV を予定している。 

 

＜企業治験の円滑な実施に係る手続、体制の整備に必要な措置＞ 

・施設調査情報を集約し依頼者向けに HP に公開、円滑かつ効率的に施設選定が行える体制を

整備している。 

・TransCelerate による Shared Investigator Platform(SIP)を導入、国際共同治験の円滑な

実施のための体制を整備している。 

・診療及び治験の質の確保のため検査部・細胞療法部において ISO15189 の認定を取得してい

る。 

・院内の各種機器の精度管理状況を把握し整備、依頼者の閲覧確認にも効率的に対応可能。 

・各診療科に臨床研究・治験主任の医師を配置し、臨床研究・治験に関する窓口担当者とし

て、診療科内への臨床研究・治験関連情報の周知や、選定調査などへの協力体制を構築して

いる。 

・治験に対する医師へのインセンティブとして、治験責任医師・治験分担医師の実績を賞与へ

反映している。 

・治験協力に対するインセンティブとして、各関連部門（薬剤部、看護部、検査部、放射線

部、病理部、外来化学療法室、リハビリテーション部等）へ研究費を配分している。 

・電子カルテのリモートアクセス以外のリモート SDV の手順を整備している。さらに現在、地

域医療連携ネットワークシステム（あじさいネット）を用いたリモート SDV の整備も進めて

いる。 

・被験者向けに募集中の治験の疾患名を HP にて公表、治験のポスターを掲示、治験協力に対

する感謝のポスターも掲示している。 

 

３ 医工連携等を始めとした医学分野以外の研究分野との連携 

医工連携等を始めとした医学分野以外の研究分野との連携の有無 
A○有E A・無 

連携の内容： 

2013 年文部科学省の未来医療研究人材養成拠点形成事業テーマ A「メディカルイノベーション

推進人材の養成」に、“「医工の絆」ハイブリッド医療人養成コース ～出島マインドで医療も

のづくり～”が採択され、学部教育及び大学院教育において、学部・研究科の垣根を超えた医工
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の学生・教員相互乗り入れ型の教育を実践した。2018 年までの事業期間中に大学院生 17 名（医

学系 12、工学系 5）、学部生 50 名（医学部生 11、工学部生 39）が参加し、カンファランス、学

外を含む第一人者による講義を通した最先端の情報の入手やディスカッション、シンポジウム、

大学院セミナー、ライデン大学、デルフト工科大学、ポルト大学への短期・中期留学など多彩な

プログラムに基づき事業が遂行された。鮫肌鉗子、内視鏡洗浄装置等の開発につながっている。 

また、2020 年度より異分野連携研究創出支援として、「CHODAI 共創プラット」という Web 上

で分野の垣根を越えて研究者がつながり、情報を共有することができる出会いの場を設けてい

る。利用者による交流会や、「CHODAI 共創グラント」として、公募により分野横断型の優れた

研究課題に対し経費を支援する措置（学内研究経費）等も行っている。最近の CHODAI 共創グラ

ント採択課題には以下の様なものがある（提示はごく一部）。毎年研究発表会も行われている。 

・抵抗コストなスメア画像を用いた AI による抗酸菌鑑別 ～データ収集とモデル設計の基礎

検討～（情報データ科学部との連携） 

・迷走神経を介した腹部超音波刺激による腎臓保護メカニズムの解明と革新的治療法の開発

（総合生産科学域（工学系）との連携） 

・クルマエビ抗体様亜白質 Dscam を用いたジフテリア毒素検出法の開発（水産学部との連携） 

・肺非結核性抗酸菌症の原因員菌種の地域内偏在と、土壌・水質との関連性評価（環境科学部

との連携） 

また、長﨑大学 NGS 研究支援プログラム「NGS グラント」の令和 7 年度の公募枠は医工連携を

テーマとしている。 

さらに、水産学部では海洋微生物抽出物ライブラリーを構築しているが、先端創薬イノベーシ

ョンセンターを中心として「海洋微生物抽出ライブラリーを活用した中分子創薬の支援と高度

化」という創薬支援活動を行っている。 

 

４ First-in-Human（FIH）試験が実施できる体制の整備 

First-in-Human（FIH）試験が実施できる体制の有無 
A○有E A・無 

体制の概要又は今後の整備予定： 

企業治験における患者を対象とした第Ⅰ相試験の実績はあり、安全性確認のための細かなスケ

ジュールへの対応、薬物動態確認のための正確な検体採取等のスキル・体制は整っている。健常

人用の第Ⅰ相試験用の施設は有しておらず、必要に応じて第Ⅰ相試験を実施している外部施設と

契約して行う。長崎発の創薬を目指したシーズの探索については、長崎大学先端創薬イノベーシ

ョンセンターを中心に活動を行っている。 

 

５ 診療ガイドラインの策定に資する臨床研究及び革新的な医薬品・医療機器等の開発に必要となる

企業治験の実施状況 

診療ガイドラインの策定に資する臨床研究及び革新的な医薬品・医療機器等

の開発に必要となる企業治験の有無 A○有E A・無 

実施状況： 

＜企業治験＞ 

2021 年度、2022 年度、2023 年度、2024 年度の企業治験の契約は、総件数 143 件、150 件、

146 件、141 件うち新規治験は、31 件、34 件、31 件、30 件であった。国際共同治験は 98 件、

104 件、104 件、104 件。 

＜医師主導治験＞ 
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2021 年度、2022 年度、2023 年度、2024 年度の医師主導治験は、総件数 15 件、15 件、14 件、

18 件うち、当院主導は 4 件、3 件、4 件、4 件であった。国際共同治験は 1 件、1 件、1 件、1

件。2020 年度～2024 年度にかけては、再生医療等製品の当院主導医師主導治験を実施した。 
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１ 特定領域に係る臨床研究の実施の中核的な役割を担う臨床研究中核病院であることの説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 臨床研究に携わる医師、歯科医師、薬剤師、看護師その他の従業者の員数 

(1)臨床研究に携わる医師 

氏 名 所属・役職名 ｴﾌｫｰﾄ換算値 「臨床研究に携わる」業務内容の説明 

福島 千鶴 臨床研究センタ

ー管理ユニット

倫理・研修部門 

教授・副センタ

ー長・管理ユニ

ット長 

0.8 臨床研究センター副センター長であり、研究倫

理相談員として、研究倫理や倫理委員会全般に

関する相談、研究者等への情報提供、研修会の

開催等に関する業務に専従している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

呼吸器内科医として外来補助および医学部学生

教育（エフォート 0.2） 

細萱 直希 臨床研究センタ

ー支援ユニット

研究企画部門 

教授・支援ユニ

ット長 

0.8 臨床研究支援部門において、以下の業務を行っ

ている。 

・非臨床開発、医師主導治験のプロジェクトマ

ネジメント 

・臨床研究に関する文書作成、確認 

・特定臨床研究に関する事前面談の実施 

・非臨床開発、臨床研究に関する試験計画、実施

体制構築、研究資金獲得への助言、書類作成支援 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

呼吸器内科における臨床研究分担者、他院での

診療（エフォート 0.2） 

清水 俊匡 臨床研究センタ

ー支援ユニット

研究マネジメン

ト部門 

助教 

0.6 特定臨床研究のスタディーマネージャーを担

い、複数の特定臨床研究の研究立案、事務局業

務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

リウマチ・膠原病内科外来診療を含む病院業務

（エフォート 0.4） 

住吉 玲美 臨床研究センタ

ー支援ユニット

研究マネジメン

ト部門 

助教 

0.6 特定臨床研究のスタディーマネージャーを担

い、複数の特定臨床研究の研究立案、事務局業

務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

リウマチ・膠原病内科外来診療を含む病院業務

（エフォート 0.4） 

濵田 隆志 臨床研究センタ

ー管理ユニット

倫理・研修部門 

助教 

0.5 研究倫理相談員として、研究倫理や倫理委員会

全般に関する相談、研究者等への情報提供、研

修会の開催等に関する業務に専従している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

移植・消化器外科（肝胆膵外科・肝移植外科）診

療を含む病院業務（エフォート 0.5） 
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松尾 緑 臨床研究センタ

ー管理ユニット

倫理・研修部門 

助教 

0.8 研究倫理相談員として、研究倫理や倫理委員会

全般に関する相談、研究者等への情報提供、研

修会の開催等に関する業務に専従している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

呼吸器内科医として臨床研究の進行補助を含む

病院業務（エフォート 0.2） 

辻 良香 臨床研究センタ

ー支援ユニット

研究マネジメン

ト部門 

助教 

0.5 特定臨床研究のスタディーマネージャーを担

い、特定臨床研究の研究立案、事務局業務に従

事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

リウマチ・膠原病内科外来診療、基礎研究を含

む病院業務、安全管理（エフォート 0.5） 

 

(2)臨床研究に携わる歯科医師 

氏 名 所属・役職名 ｴﾌｫｰﾄ換算値 「臨床研究に携わる」業務内容の説明 

白石 千秋 臨床研究センタ

ー管理ユニット

倫理・研修部門 

 兼任 

長崎大学病院・

口腔管理センタ

ー 

助教 

0.5 研究倫理相談員として、特に歯科部門の研究倫

理や倫理委員会全般に関する相談、助言、関連

部門の調整等の業務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

災害関連（災害医療支援室、DMAT 業務など、エ

フォート 0.4）、診療（エフォート 0.1） 

 

(3)臨床研究に携わる薬剤師 

氏 名 所属・役職名 ｴﾌｫｰﾄ換算値 「臨床研究に携わる」業務内容の説明 

山本 弘史 臨床研究センタ

ー 

教授・センター

長 

1.0 専従の臨床研究センター長として、医師主導治

験および企業からの受託特定臨床研究のプロジ

ェクトマネジメントに従事している（エフォー

ト 0.8）。また、医薬品医療機器等法、臨床研究

法および人を対象とする生命科学・医学系研究

に関する倫理指針に関わる臨床研究について、

研究の管理、支援、研究関係者の研修等全般、病

院長補佐（研究担当）、先端創薬イノベーション

センター副センター長、感染症研究出島特区副

特区長（臨床担当）としての業務も兼務してい

るが、いずれも臨床研究に関する業務である（エ

フォート 0.2）。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

兒玉 幸修 薬剤部 

准教授・臨床研

究センター副セ

ンター長 

0.1 臨床研究センター副センター長および薬剤部准

教授副薬剤部長として、治験薬管理者および治

験薬・臨床研究用薬の調製業務担当部署の管理

者として携わっている。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

薬剤部業務（エフォート 0.9） 
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鶴丸 雅子 臨床研究センタ

ー治験ユニット

治験企画部門 

助教・副センタ

ー長・治験ユニ

ット長 

1.0 臨床研究センター副センター長および治験ユニ

ット長であり、研究調整員として、治験事務局・

IRB 事務局の総括業務、CRC 業務全般の総括業

務、SMOの管理的業務等の治験ユニット全体の管

理的業務に専従している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

藤原 雄介 臨床研究センタ

ー支援ユニット

知的財産部門 

長崎大学研究開

発推進機構イノ

ベーション・社

会実装推進部門

知的財産室 

 兼務 

長崎大学先端創

薬イノベーショ

ンセンター・創

薬支援室・室長 

助教 

0.85 特定臨床研究に関連するシーズ、知的財産の管

理・活用を業務としている。研究の当初から積

極的にシーズ・特許を確保し、より広く強い権

利化を目指した特許戦略立案、研究計画立案を

行っている他、シーズ・特許について製薬企業

への紹介・交渉、契約を支援している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

研究開発推進機構 イノベーション・社会実装推

進部門 知的財産室兼務（上記特定臨床研究に係

る以外の医歯薬全般の研究シーズ・特許の保護

・活用。エフォート 0.1） 

先端創薬イノベーションセンター創薬支援室の

運営補助業務（長崎大学の基礎的な創薬活動を

支援、組織運営。エフォート 0.05） 

伊藤 直子 薬剤部臨床研究

薬管理室・室長 

主任薬剤師 

0.8 治験薬・臨床研究用薬・医療機器等管理担当者

として、治験依頼者および研究者と研究計画書

の内容、臨床研究用薬・医療機器等の概要を確

認、管理内容を協議し、関連部門の調整を行い、

院内体制整備等の臨床研究支援業務に従事して

いる。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

薬品情報室業務（エフォート 0.2） 

森本 心平 臨床研究センタ

ー支援ユニット

統計解析部門 

助教 

1.0 統計担当者として、医療系研究者の統計学教育

（統計に関する面談対応）、統計解析の実施、論

文の統計解析に関する記載の作成、医師主導治

験および特定臨床研究における統計解析責任者

としての業務に専従している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

成田 さわな 臨床研究センタ

ー支援ユニット

研究マネジメン

ト部門 

助教 

1.0 医師主導治験のスタディーマネージャーとし

て、研究関連資料作成、他施設からの問い合わ

せ窓口、規制当局対応、契約管理・補助、開発受

託機関対応等の業務に専従している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

山下 祐未 臨床研究センタ

ー治験ユニット

治験企画部門 

薬剤師 

0.9 研究調整員として、治験事務局および IRB 事務

局業務である新規治験の施設調査、相談窓口、

費用算出、治験審査委員会申請資料確認、運営

支援等、他部門における実施体制確認や調整、

精度管理に関する資料管理等の業務に専従して

いる。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

薬剤部業務（エフォート 0.1） 
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福重 友理 臨床研究センタ

ー治験ユニット

治験企画部門 

薬剤師 

0.9 研究調整員として、治験事務局および IRB 事務

局業務である新規治験の施設調査、相談窓口、

費用算出、治験審査委員会申請資料確認、運営

支援等、他部門における実施体制確認や調整、

精度管理に関する資料管理等の業務に専従して

いる。 

また、医師主導治験のスタディーマネージャー

として治験調整事務局を含む治験実施に必要な

業務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

薬剤部業務（エフォート 0.1） 

井上 貴惠 臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

薬剤師 

0.9 専従の CRC として、企業治験および医師主導治

験における被験者対応、医師の支援、治験依頼

者対応、関連部門の調整、院内体制整備等の臨

床研究支援業務に従事している。 

また、研究調整員として、治験事務局および IRB

事務局業務である新規治験の施設調査、相談窓

口、費用算出、治験審査委員会申請資料確認、運

営支援等、他部門における実施体制確認や調整、

精度管理に関する資料管理等の業務に従事して

いる。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

薬剤部業務（エフォート 0.1） 

中島 佐和子 臨床研究センタ

ー管理ユニット

倫理・研修部門 

主任薬剤師 

0.9 研究倫理相談員として、臨床研究の実施に関す

る相談（全般）にかかわる業務、申請された研究

の確認、疑義照会に関する業務、臨床研究の実

施に必要な書類（研究計画書、同意説明文書等）

のひな形の作成・改訂、実施体制整備に関する

業務、研究者等への教育に専従している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

薬剤部業務（エフォート 0.1） 

天本 翔子 臨床研究センタ

ー管理ユニット

安全情報部門 

安全管理部 

薬剤師 

0.8 研究倫理相談員として、倫理委員会申請資料の

確認、相談対応、臨床研究実施体制の整備、臨床

研究の実施に必要な書類（研究計画書、同意説

明文書等）のひな形の作成・改訂などの業務に

専従している。 

また、臨床研究安全管理担当者として、実施中

の臨床研究に関する安全性情報管理、院内の安

全管理部カンファレンスに出席して情報共有な

どを行っている。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

安全管理部業務（エフォート 0.1） 

薬剤部業務（エフォート 0.1） 

近藤 雅哉 臨床研究センタ

ー管理ユニット

倫理・研修部門 

薬剤師 

0.9 研究倫理相談員として、臨床研究の実施に関す

る相談（全般）にかかわる業務、申請された研究

の確認、疑義照会に関する業務、臨床研究の実

施に必要な書類（研究計画書、同意説明文書等）

のひな形の作成・改訂、実施体制整備に関する
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業務、研究者等への教育に専従している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

薬剤部業務（エフォート 0.1） 

 

(4)臨床研究に携わる看護師 

氏 名 所属・役職名 ｴﾌｫｰﾄ換算値 「臨床研究に携わる」業務内容の説明 

小橋川 智美 臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師長 

0.8 CRC の管理業務および専従の CRC として、企業

治験・医師主導治験・臨床試験における被験者

対応、医師の支援、治験依頼者対応、関連部門の

調整、院内体制整備等の臨床研究支援業務に従

事している。患者申出療養の医療機関相談窓口

業務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

看護部業務（エフォート 0.2） 

古賀 めぐみ 臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

1.0 専従の CRC として、企業治験および医師主導治

験における被験者対応、医師の支援、治験依頼

者対応、関連部門の調整、院内体制整備等の臨

床研究支援業務に従事している。また、医師主

導治験のスタディーマネージャーとして治験調

整事務局を含む治験実施に必要な業務に従事し

ている。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

高田 美保子 臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

1.0 専従の CRC として、企業治験および医師主導治

験における被験者対応、医師の支援、治験依頼

者対応、関連部門の調整、院内体制整備等の臨

床研究支援業務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

渡崎 みどり 臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

1.0 専従の CRC として、企業治験および医師主導治

験における被験者対応、医師の支援、治験依頼

者対応、関連部門の調整、院内体制整備等の臨

床研究支援業務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

門口 千鶴 臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

1.0 専従の CRC として、企業治験および医師主導治

験における被験者対応、医師の支援、治験依頼

者対応、関連部門の調整、院内体制整備等の臨

床研究支援業務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 
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松尾 貴代美 臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

1.0 専従のCRCとして、企業治験および医師主導治

験における被験者対応、医師の支援、治験依頼

者対応、関連部門の調整、院内体制整備等の臨

床研究支援業務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

谷川 倫子 臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

1.0 専従のCRCとして、企業治験および医師主導治

験における被験者対応、医師の支援、治験依頼

者対応、関連部門の調整、院内体制整備等の臨

床研究支援業務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

西田 百代 臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

1.0 専従のCRCとして、企業治験および医師主導治

験における被験者対応、医師の支援、治験依頼

者対応、関連部門の調整、院内体制整備等の臨

床研究支援業務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

太田 優美 臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

1.0 専従のCRCとして、企業治験および医師主導治

験における被験者対応、医師の支援、治験依頼

者対応、関連部門の調整、院内体制整備等の臨

床研究支援業務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

中村 佐由里 臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

1.0 専従のCRCとして、企業治験および医師主導治

験における被験者対応、医師の支援、治験依頼

者対応、関連部門の調整、院内体制整備等の臨

床研究支援業務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

原 智子 臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

1.0 専従のCRCとして、企業治験および医師主導治

験における被験者対応、医師の支援、治験依頼

者対応、関連部門の調整、院内体制整備等の臨

床研究支援業務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

杣川 舞子 臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

1.0 専従のCRCとして、企業治験および医師主導治

験における被験者対応、医師の支援、治験依頼

者対応、関連部門の調整、院内体制整備等の臨

床研究支援業務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

橋田 知未 臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

1.0 専従のCRCとして、企業治験および医師主導治

験における被験者対応、医師の支援、治験依頼

者対応、関連部門の調整、院内体制整備等の臨

床研究支援業務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

甲斐 加奈 臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

1.0 専従のCRCとして、企業治験および医師主導治

験における被験者対応、医師の支援、治験依頼

者対応、関連部門の調整、院内体制整備等の臨

床研究支援業務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 
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野中 智子 臨床研究センタ

ー治験ユニット

臨床研究コーデ

ィネート部門 

看護師 

1.0 専従のCRCとして、企業治験および医師主導治

験における被験者対応、医師の支援、治験依頼

者対応、関連部門の調整、院内体制整備等の臨

床研究支援業務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

金丸 由美子 臨床研究センタ

ー支援ユニット

モニタリング部

門 

戦略職員 

1.0 専従のモニターとして、医師主導治験および特

定臨床研究のモニタリングを行い、当該医師主

導治験および特定臨床研究のデータの品質管理

に関わる業務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

佐藤 景子 臨床研究センタ

ー支援ユニット

モニタリング部

門 

戦略職員 

1.0 専従のモニターとして、医師主導治験および特

定臨床研究のモニタリングを行い、当該医師主

導治験および特定臨床研究のデータの品質管理

に関わる業務に従事している。 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 
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３ 臨床研究に携わるその他の従業者 

(1) 専従の臨床研究の実施に係る支援を行う業務に関する相当の経験及び識見を有する者 

氏 名 小橋川 智美 

所 属 臨床研究センター治験ユニ

ット臨床研究コーディネー

ト部門 

役職名 看護師長 

業務内容 CRC 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

CRC の管理業務および専従の CRC として、企業治験・医師主

導治験・臨床試験における被験者対応、医師の支援、治験依

頼者対応、関連部門の調整、院内体制整備等の臨床研究支援

業務に従事している。患者申出療養の医療機関相談窓口業務

に従事している。【兼務】看護部業務（エフォート 0.2） 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

平成 14 年 5 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

CRC の管理業務として、院内 CRC および SMO の CRC の業務、

院内体制整備を統括している。CRC として、ヒアリングおよ

びスタートアップミーティング等の準備に関する業務、関連

部門の調整、実施体制の整備、同意説明文書作成補助、IRB 申

請書類の確認、被験者の適格性確認・リクルート、モニタリ

ング・監査等の依頼者対応、PMDA による GCP 実地調査への対

応、重篤な有害事象報告書作成支援などの臨床研究支援業務

に従事している。 

平成 28 年より、患者申出療養の医療機関相談窓口として、

医師、患者および家族からの相談、他施設への連絡等に対応

している。 

【実績】 

・主担当 

企業治験 123 件 

（医薬品 119 件、医療機器 3 件、再生医療等製品 1 件） 

医師主導治験 6 件（医薬品 4 件、再生医療等製品 2 件） 

製造販売後臨床試験 13 件 

担当症例数 257 例 

・国際共同臨床試験 1 件／14 例 

・患者申出療養 相談件数 7 件 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】（※以降、括弧内は主催者及び参加年） 
・上級者 CRC 養成研修（厚生労働省/平成 20 年） 

・上級者 CRC 養成研修（厚生労働省・大阪大学医学部附属病

院/令和 4 年） 

・患者申出療養相談員養成研修（厚生労働省/平成 30 年） 
・ローカルデータマネージャー養成研修（厚生労働省/平成

21 年） 
・治験コーディネーター養成研修（日本看護協会/平成 14 年） 
・認定 CRC アドバンスセミナー（日本病院薬剤師会/平成

19,20 年） 
・ナースのための臨床試験セミナー（北里大学臨床薬理研究

所/平成 22,23 年） 
・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団
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/平成 14-令和 6 年） 
・臨床試験セミナー（日本臨床試験学会/平成 18-21 年） 
・日本臨床薬理学会九州･沖縄地方会（平成 30 年） 

・日本臨床薬理学会学術総会（令和 5,6 年） 

・ARO 協議会学術集会（令和 6 年） 
・治験推進地域連絡会議（日本医師会治験促進センター/平

成 23-30 年） 
・モニタリング 2.0 検討会シンポジウム「RBM におけるモニ

ターと CRC の役割」（モニタリング 2.0 検討会･神戸大学

医学部附属病院臨床研究推進センター/平成 27 年） 
・CRC の明日を考えるセミナー（国立がん研究センター東病

院/平成 29,30 年） 
・CRC人材育成講座（長崎県職業能力開発協会/平成 21-22 年） 
・治験推進セミナー（長崎県医師会･ながさき治験医療ネッ

トワーク構築委員会/平成 18-20 年） 
・ながさき治験交流会（長崎県医師会･ながさき治験医療ネ

ットワーク/平成 22-令和 5 年） 

・CRC 研修会（札幌医師会/令和 3 年） 
・臨床試験講習会（長崎県医師会/平成 28 年） 
・九州･沖縄地区治験推進協議会（治験推進事務局/平成 18,

20 年） 

・医師主導治験 治験使用薬に関する SOP 改訂 講習会（大

阪大学医学部附属病院/令和 4 年） 

・がん CRC 学会（がん CRC 研究会/令和 3-6 年） 

・いまさら聞けないがん臨床試験あるあるシリーズ（がん

CRC 学会/令和 3-6 年） 

・がん専門 CRC のためのアドバンストセミナー（日本臨床試

験学会/令和 4 年） 

・アドバンスト研修会～日本の治験の信頼性を考える～（日

本臨床薬理学会/令和 6 年） 

【資格】 
・看護師 
・日本臨床薬理学会認定 CRC（平成 17 年取得） 

 
 

氏 名 古賀 めぐみ 

所 属 臨床研究センター治験ユニ

ット臨床研究コーディネー

ト部門 

役職名 看護師 

業務内容 CRC 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従の CRC として、企業治験および医師主導治験における被

験者対応、医師の支援、治験依頼者対応、関連部門の調整、

院内体制整備等の臨床研究支援業務に従事している。また、

医師主導治験のスタディーマネージャーとして、治験調整医

師・責任医師と協力して計画立案から総括報告書固定まで、

治験調整事務局業務を含む治験の実施に必要な業務に従事

している。【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

平成 15 年 2 月 ～ 平成 18 年 2 月 ①ノイエス株式会社 
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を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

平成 20 年 6 月 ～ 現在 ②長崎大学病院 

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

①平成 15 年 2 月～平成 18 年 2 月 

②平成 20 年 6 月～現在 

（勤務内容①②共通）CRC として、ヒアリングおよびスター

トアップミーティング等の準備に関する業務、関連部門の調

整、実施体制の整備、同意説明文書作成補助、IRB 申請書類

の確認、被験者の適格性確認・リクルート、同意説明補助、

被験者対応、スケジュール管理、症例報告書作成、モニタリ

ング・監査等の依頼者対応、PMDA による GCP 実地調査への対

応、重篤な有害事象報告書作成支援・診察への同席等の医師

の支援などの臨床研究支援業務に従事している。 

また、令和 3～6 年には、CRC の知識を活かし、スタディーマ

ネージャーとして治験調整医師・責任医師と協力して、医師

主導治験の計画立案から総括報告書固定まで、治験調整事務

局業務を含む治験の実施に必要な業務を行った。 

【実績①】 CRC 主担当 企業治験 10 件／40 症例 

【実績②】 CRC 主担当 

企業治験（医薬品、再生医療等製品） 65 件 

医師主導治験（医薬品、再生医療等製品） 7 件 

担当症例数 110 例 

スタディーマネージャー 医師主導治験（医薬品） 4 件 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・治験コーディネーター養成研修(日本看護協会/平成 20 年) 

・上級者 CRC 養成研修（厚生労働省/平成 23 年） 

・上級者 CRC 養成研修（AMED 事業･国立がん研究センター中

央病院/平成 30 年） 

・上級者 CRC養成研修（厚生労働省･北海道大学病院/令和 4年） 

・上級者 CRC 養成研修（厚生労働省･国立がん研究センター

東病院/令和 5 年） 

・データマネージャー養成研修（厚生労働省/平成 24 年） 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団

/平成 16-令和 6 年） 

・日本臨床試験学会学術集会総会（平成 28,30 年,令和 4-6 年） 

・日本臨床薬理学会九州･沖縄地方会（平成 28,30 年） 

・日本臨床薬理学会学術総会（平成 30,令和 2 年） 

・ARO 協議会学術集会（令和 4,6 年） 

【資格】 

・看護師 

・日本臨床薬理学会認定 CRC（平成 23 年取得） 

・日本臨床試験学会認定 GCP パスポート（平成 28 年取得） 

 
 

氏 名 𠮷𠮷田 誠子 

所 属 臨床研究センター治験ユニ

ット臨床研究コーディネー

ト部門 

役職名 臨床検査技師 

業務内容 CRC 

区 分 １ 
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専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従の CRC として、企業治験および医師主導治験における被

験者対応、医師の支援、治験依頼者対応、関連部門の調整、

院内体制整備等の臨床研究支援業務に従事している。 

【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

 

期間 場所 

平成 16 年 6 月 ～ 平成 22 年 9 月 ①株式会社西日本

エスエムオー 

平成 23 年 4 月 ～ 現在 ②長崎大学病院 

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

①平成 16 年 6 月～平成 22 年 9 月 

②平成 23 年 4 月～現在 

（勤務内容①②共通）CRC として、ヒアリングおよびスター

トアップミーティング等の準備に関する業務、関連部門の調

整、実施体制の整備、同意説明文書作成補助、IRB 申請書類

の確認、被験者の適格性確認・リクルート、同意説明補助、

被験者対応、スケジュール管理、症例報告書作成、モニタリ

ング・監査等の依頼者対応、PMDA による GCP 実地調査への対

応、重篤な有害事象報告書作成支援・診察への同席等の医師

の支援などの臨床研究支援業務に従事している。 

【実績①】 

主担当 企業治験 6 件／60 症例 

【実績②】 

・主担当 

企業治験（医薬品、医療機器、再生医療等製品） 37 件 

医師主導治験（医薬品） 3 件 

担当症例数 75 例 

・診断用医薬品治験（主担当） 1 件／60 症例 

・製造販売後臨床試験（主担当） 1 件／2 症例 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修や資

格等の有無 

【研修】 

・国公私立大学病院 CRC 養成研修（東京大学医学部附属病院

/平成 23 年） 

・データマネージャー養成研修（厚生労働省主催/国立病院

機構実施/平成 26 年） 

・上級者 CRC 養成研修（厚生労働省･AMED/平成 27 年） 

・日本臨床薬理学会九州･沖縄地方会（平成 30 年） 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団

/平成 23-25,27-令和 6 年） 

・CRC の明日につながる勉強会（豊の国臨床試験ネットワー

ク/平成 30 年） 

・ながさき治験交流会（長崎県医師会･ながさき治験医療ネ

ットワーク/平成 24,25,令和 3 年） 

・治験推進地域連絡会議(日本医師会治験促進センター/平

成 30 年) 

【資格】 

・臨床検査技師 

・日本臨床薬理学会認定 CRC（平成 28 年取得） 
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氏 名 高田 美保子 

所 属 臨床研究センター治験ユニ

ット臨床研究コーディネー

ト部門 

役職名 看護師 

業務内容 CRC 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従の CRC として、企業治験および医師主導治験における被

験者対応、医師の支援、治験依頼者対応、関連部門の調整、

院内体制整備等の臨床研究支援業務に従事している。 

【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

平成 24 年 10 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

CRC として、ヒアリングおよびスタートアップミーティング

等の準備に関する業務、関連部門の調整、実施体制の整備、

同意説明文書作成補助、IRB 申請書類の確認、被験者の適格

性確認・リクルート、同意説明補助、被験者対応、スケジュ

ール管理、症例報告書作成、モニタリング・監査等の依頼者

対応、PMDA による GCP 実地調査への対応、重篤な有害事象報

告書作成支援・診察への同席等の医師の支援などの臨床研究

支援業務に従事している。 

【実績】 主担当 

企業治験（医薬品） 33 件／103 症例 

    （再生医療等製品）1 件／1 症例 

医師主導治験（医薬品） 7 件／68 症例 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・国公私立大学病院 CRC 養成研修（東京大学医学部附属病院

/平成 25 年） 

・データマネージャー養成研修（AMED/平成 27 年） 

・上級者 CRC 養成研修（AMED/平成 28 年） 

・GCP Basic Training セミナー（日本臨床試験学会/令和

元,3,5 年） 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団

/平成 25-令和 6 年） 

・日本臨床薬理学会九州･沖縄地方会（平成 30 年） 

・治験推進地域連絡会議（日本医師会治験促進センター/平

成 25,26,28-30 年） 

・臨床試験講習会（長崎県医師会/平成 28 年） 

・ながさき治験交流会（長崎県医師会･ながさき治験医療ネ

ットワーク/平成 24-29,令和元-5 年） 

・がん CRC 学会（がん CRC 研究会/令和 3-6 年） 

・いまさら聞けないがん臨床試験あるあるシリーズ（がん

CRC 学会/令和 3-5 年） 

・臨床研究・治験事務局ベーシックセミナー（日本病院薬剤

師会/令和 4 年） 

・日本臨床薬理学会オンラインセミナー（日本臨床薬理学会

/令和 6 年） 
【資格】 
・看護師 
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・日本臨床薬理学会認定 CRC（平成 28 年取得） 

・日本臨床試験学会認定 GCP パスポート（令和 5 年取得） 
 

氏 名 西田 百代 

所 属 臨床研究センター治験ユニ

ット臨床研究コーディネー

ト部門 

役職名 看護師 

業務内容 CRC 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従の CRC として、企業治験および医師主導治験における被

験者対応、医師の支援、治験依頼者対応、関連部門の調整、

院内体制整備等の臨床研究支援業務に従事している。 

【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

平成 16 年 8 月 ～ 令和 3 年 10 月 ①ノイエス株式会社 

令和 3 年 11 月 ～ 現在 ②長崎大学病院 

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

①平成 16 年 8 月～令和 3 年 10 月 

②令和 3 年 11 月～現在 

CRC として、ヒアリングおよびスタートアップミーティング

等の準備に関する業務、関連部門の調整、実施体制の整備、

同意説明文書作成補助、IRB 申請書類の確認、被験者の適格

性確認・リクルート、同意説明補助、被験者対応、スケジュ

ール管理、症例報告書作成、モニタリング・監査等の依頼者

対応、PMDA による GCP 実地調査への対応、重篤な有害事象報

告書作成支援・診察への同席等の医師の支援などの臨床研究

支援業務に従事している。 

【実績①】 

治験 36 件／52 例 

臨床研究 1 件／4 例 

【実績②】主担当 

企業治験（医薬品） 8 件  担当症例数 15 例 

医師主導治験（医薬品） 4 件  担当症例数 2 例 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・JASMO 継続研修会（日本 SMO 協会/平成 29,令和 3 年） 

・治験推進地域連絡会議（日本医師会治験促進センター/平

成 29,30 年） 

・がん CRC 学会（がん CRC 研究会/令和 3,4 年） 

・ながさき治験交流会（長崎県医師会･ながさき治験医療ネ

ットワーク/平成 28,29 年,令和元,3-4 年） 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財

団/平成 29,令和 2,4-6 年） 

・日本臨床薬理学会（令和元,2 年） 

【資格】 

・看護師 

・日本臨床薬理学会認定 CRC（平成 23 年取得） 
 
 

氏 名 渡崎 みどり 

所 属 臨床研究センター治験ユニ 役職名 看護師 
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ット臨床研究コーディネー

ト部門 

業務内容 CRC 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従の CRC として、企業治験および医師主導治験における被

験者対応、医師の支援、治験依頼者対応、関連部門の調整、

院内体制整備等の臨床研究支援業務に従事している。 

【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

令和 2 年 4 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

CRC として、ヒアリングおよびスタートアップミーティング

等の準備に関する業務、関連部門の調整、実施体制の整備、

同意説明文書作成補助、IRB 申請書類の確認、被験者の適格

性確認・リクルート、同意説明補助、被験者対応、スケジュ

ール管理、症例報告書作成、モニタリング・監査等の依頼者

対応、PMDA による GCP 実地調査への対応、重篤な有害事象報

告書作成支援・診察への同席等の医師の支援などの臨床研究

支援業務に従事している。 

【実績】 主担当 

企業治験（医薬品） 5 件／14 症例 

医師主導治験（医薬品）1 件／1 症例 

      （再生医療等製品）1 件／3 症例 

             (診断機器) 1 件／0 症例 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団

/令和 2-6 年） 

・ながさき治験交流会（長崎県医師会･ながさき治験医療ネ

ットワーク/令和 2-5 年） 

・CRC 養成研修（治験ネットおおさか/令和 3 年） 

・2022 年度国公私立大学病院医療技術関係職員研修（東京

大学医学部附属病院/令和 4 年） 

・がん遺伝子パネル検査における CRC の役割(ARO 協議会/令

和 4 年) 

・日本臨床薬理学会オンラインセミナー（日本臨床薬理学

会/令和 5 年） 

・HURECS 第 7 回講演会 2024 年ヘルシンキ宣言改訂にみる参

加者保護の新たなステージ（特定非営利活動法人 臨床研

究の倫理を考える会/令和 6 年） 

【資格】 

看護師 
 
 

氏 名 門口 千鶴 

所 属 臨床研究センター治験ユニ

ット臨床研究コーディネー

ト部門 

役職名 看護師 

業務内容 CRC 

区 分 １ 
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専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従の CRC として、企業治験および医師主導治験における被

験者対応、医師の支援、治験依頼者対応、関連部門の調整、

院内体制整備等の臨床研究支援業務に従事している。 

【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

令和 2 年 5 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

CRC として、ヒアリングおよびスタートアップミーティング

等の準備に関する業務、関連部門の調整、実施体制の整備、

同意説明文書作成補助、IRB 申請書類の確認、被験者の適格

性確認・リクルート、同意説明補助、被験者対応、スケジュ

ール管理、症例報告書作成、モニタリング・監査等の依頼者

対応、PMDA による GCP 実地調査への対応、重篤な有害事象報

告書作成支援・診察への同席等の医師の支援などの臨床研究

支援業務に従事している。 

【実績】 主担当 

 企業治験（医薬品）4 件／9 症例 

 医師主導治験（医薬品）1 件／0 症例 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・CRC 養成研修会（日本病院薬剤師会/令和 3 年） 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団

/令和 2-6 年） 

・がん CRC 学会（一般社団法人 22 世紀先端医療情報機構･が

ん CRC 研究会/令和 3-5 年） 

・臨床研究・治験四国協議会（高知大学医学部附属病院･香

川大学医学部附属病院･徳島大学病院･愛媛大学医学部附

属病院/令和 3 年） 

・CRC 養成研修（治験ネットおおさか/令和 3 年） 

・臨床研究・治験事務局ベーシックセミナー（日本病院薬

剤師会/令和 4 年） 

・上級者 CRC 養成研修（厚生労働省・東京大学医学部附属病

院/令和 4 年） 

【資格】 

・看護師 

・日本臨床薬理学会認定 CRC（令和 4 年取得） 
 
 
 
 
 

氏 名 谷川 倫子 

所 属 臨床研究センター治験ユニ

ット臨床研究コーディネー

ト部門 

役職名 看護師 

業務内容 CRC 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従の CRC として、企業治験および医師主導治験における被

験者対応、医師の支援、治験依頼者対応、関連部門の調整、

院内体制整備等の臨床研究支援業務に従事している。 
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【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

令和 3 年 5 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

CRC として、ヒアリングおよびスタートアップミーティング

等の準備に関する業務、関連部門の調整、実施体制の整備、

同意説明文書作成補助、IRB 申請書類の確認、被験者の適格

性確認・リクルート、同意説明補助、被験者対応、スケジュ

ール管理、症例報告書作成、モニタリング・監査等の依頼者

対応、PMDA による GCP 実地調査への対応、重篤な有害事象報

告書作成支援・診察への同席等の医師の支援などの臨床研究

支援業務に従事している。 

【実績】 主担当 

 医師主導治験 2 件／23 症例 

 企業治験   2 件／0 症例 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・CRC 養成研修会、フォローアップ 研修会（日本病院薬剤

師会/令和 4 年） 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財

団/令和 3-6 年） 

・初級者向け CRC 養成研修(治験ネットおおさか/令和 3 年) 

・ながさき治験交流会（長崎県医師会･ながさき治験医療ネ

ットワーク/令和 4,5 年） 

・CRC 研修会（札幌市医師会/令和 4 年） 

・がん専門 CRC のためのアドバンストセミナー（日本臨床試

験学会/令和 5 年） 

・がんゲノム医療コーディネーター養成研修（厚生労働省委

託事業/令和 5 年） 

・2024 年度長崎大学病院緩和ケア研修会（厚生労働省委託事

業/令和 6 年） 

【資格】 

・看護師 

・日本臨床薬理学会認定 CRC（令和 5 年取得） 
 
 

氏 名 松尾 貴代美 

所 属 臨床研究センター治験ユニ

ット臨床研究コーディネー

ト部門 

役職名 看護師 

業務内容 CRC 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従の CRC として、企業治験および医師主導治験における被

験者対応、医師の支援、治験依頼者対応、関連部門の調整、

院内体制整備等の臨床研究支援業務に従事している。 

【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

令和 3 年 6 月 ～ 現在 長崎大学病院 
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経験及び識見

を有すること

の説明 

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

CRC として、ヒアリングおよびスタートアップミーティング

等の準備に関する業務、関連部門の調整、実施体制の整備、

同意説明文書作成補助、IRB 申請書類の確認、被験者の適格

性確認・リクルート、同意説明補助、被験者対応、スケジュ

ール管理、症例報告書作成、モニタリング・監査等の依頼者

対応、PMDA による GCP 実地調査への対応、重篤な有害事象報

告書作成支援・診察への同席等の医師の支援などの臨床研究

支援業務に従事している。 

【実績】 

 企業治験 5 件／10 症例 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・CRC 養成研修会（日本病院薬剤師会/令和 4 年） 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財

団/令和 2-5 年） 

・日本臨床薬理学会九州･沖縄地方会（令和 4 年） 

【資格】 

・看護師 

・日本臨床薬理学会認定 CRC（令和 5 年取得） 
 
 

氏 名 太田 優美 

所 属 臨床研究センター治験ユニ

ット臨床研究コーディネー

ト部門 

役職名 看護師 

業務内容 CRC 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従の CRC として、企業治験および医師主導治験における被

験者対応、医師の支援、治験依頼者対応、関連部門の調整、

院内体制整備等の臨床研究支援業務に従事している。 

【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

令和 4 年 4 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

CRC として、ヒアリングおよびスタートアップミーティング

等の準備に関する業務、関連部門の調整、実施体制の整備、

同意説明文書作成補助、IRB 申請書類の確認、被験者の適格

性確認・リクルート、同意説明補助、被験者対応、スケジュ

ール管理、症例報告書作成、モニタリング・監査等の依頼者

対応、PMDA による GCP 実地調査への対応、重篤な有害事象報

告書作成支援・診察への同席等の医師の支援などの臨床研究

支援業務に従事している。 

【実績】 

 企業治験 6 件／3 症例 

医師主導治験 2 件／4 症例 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・臨床研究コーディネーター養成研修（東京大学医学部附

属病院/令和 4 年） 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財

団/令和 4-6 年） 
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・ながさき治験交流会（長崎県医師会･ながさき治験医療ネ

ットワーク/令和4,5年） 

・上級者臨床研究コーディネーター養成研修（長崎大学病

院/令和 6 年） 

・小児治験ネットワーク第 9 回 CRC 教育研修会（小児治験ネ

ットワーク/令和 7 年） 

【資格】 

看護師 
 
 

氏 名 中村 佐由里 

所 属 臨床研究センター治験ユニ

ット臨床研究コーディネー

ト部門 

役職名 看護師 

業務内容 CRC 

区 分 ２ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従の CRC として、企業治験および医師主導治験における被

験者対応、医師の支援、治験依頼者対応、関連部門の調整等

の臨床研究支援業務に従事している。【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

令和 4 年 9 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

CRC として、ヒアリングおよびスタートアップミーティング

等の準備に関する業務、関連部門の調整、実施体制の整備、

同意説明文書作成補助、IRB 申請書類の確認、被験者の適格

性確認・リクルート、同意説明補助、被験者対応、スケジュ

ール管理、症例報告書作成、モニタリング・監査等の依頼者

対応、重篤な有害事象報告書作成支援・診察への同席等の医

師の支援などの臨床研究支援業務に従事している。 

【実績】 

 企業治験 1 件／1 症例 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・臨床研究コーディネーター養成研修（東京大学医学部附属

病院/令和 5 年） 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団

/令和 4,5 年） 

【資格】 

看護師 
 
 
 
 

氏 名 原 智子 

所 属 臨床研究センター治験ユニ

ット臨床研究コーディネー

ト部門 

役職名 看護師 

業務内容 CRC 

区 分 ２ 

専従の「臨床研究に携わる」者で 専従の CRC として、企業治験および医師主導治験における被
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あることの説明 験者対応、医師の支援、治験依頼者対応、関連部門の調整等

の臨床研究支援業務に従事している。【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

令和 6 年 4 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

CRC として、ヒアリングおよびスタートアップミーティング

等の準備に関する業務、関連部門の調整、実施体制の整備、

同意説明文書作成補助、IRB 申請書類の確認、被験者の適格

性確認・リクルート、同意説明補助、被験者対応、スケジュ

ール管理、症例報告書作成、モニタリング・監査等の依頼者

対応、重篤な有害事象報告書作成支援・診察への同席等の医

師の支援などの臨床研究支援業務に従事している。 

【実績】 

 医師主導治験 1 件／1 症例 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財

団/令和 6 年） 

・訪問・病院看護師向け臨床研究・治験研修会（神戸大学病

院/令和 5 年） 

【資格】 

看護師 
 
 

氏 名 井上 貴惠 

所 属 臨床研究センター治験ユニ

ット臨床研究コーディネー

ト部門 

役職名 薬剤師 

業務内容 CRC 

区 分 ２ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従の CRC として、企業治験および医師主導治験における被

験者対応、医師の支援、治験依頼者対応、関連部門の調整、

院内体制整備等の臨床研究支援業務に従事している。また、

研究調整員として、治験事務局および IRB 事務局業務である

新規治験の施設調査、相談窓口、費用算出、治験審査委員会

申請資料確認、運営支援等、他部門における実施体制確認や

調整、精度管理に関する資料管理等の業務に従事している。 

【兼務】薬剤部業務（エフォート 0.1） 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

令和 2 年 4 月 ～ 令和 3 年 3 月 長崎大学病院 

令和 7 年 4 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

※勤務期間の隙間は、薬剤部にて薬剤師として勤務。 

CRC として、ヒアリングおよびスタートアップミーティング

等の準備に関する業務、関連部門の調整、実施体制の整備、

同意説明文書作成補助、IRB 申請書類の確認、被験者の適格

性確認・リクルート、同意説明補助、被験者対応、スケジュ

ール管理、症例報告書作成、モニタリング・監査等の依頼者

対応、PMDA による GCP 実地調査への対応、重篤な有害事象報

告書作成支援・診察への同席等の医師の支援などの臨床研究
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支援業務に従事している。 

【実績】 

 企業治験 6 件／30 症例 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財

団/令和 2 年） 

【資格】 

薬剤師 
 
 

氏 名 金丸 由美子 

所 属 臨床研究センター支援ユニ

ットモニタリング部門 

役職名 戦略職員 

業務内容 ﾓﾆﾀｰ 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従のモニターとして、医師主導治験および特定臨床研究の

モニタリングを行い、当該医師主導治験および特定臨床研究

のデータの品質管理に関わる業務に従事している。 

【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

平成 30 年 1 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

モニターとして、モニタリング計画立案、モニタリングツー

ル作成、症例モニタリング、必須文書等の手続きに関するモ

ニタリング、SDV の実施、症例報告書の確認、必須文書の保

管確認、モニタリング報告書の作成、症例データ固定などの

モニタリング業務に従事している。 

【実績】 

・医師主導治験（医薬品） 8 本 

・特定臨床研究（医薬品） 6 本 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・国公私立大学病院 CRC 養成研修（東京大学医学部附属病院

/平成 30 年） 

・橋渡し研究戦略的推進プログラム初級モニター研修会 講

義･演習(初級編)（AMED/平成 30 年） 

・初中級モニター研修（厚生労働省事業/令和 2,5,6 年） 

・｢Risk-based approach 実装の為の取組み」講演会（AMED

事業 RBA 研究班/令和 4 年）  

・臨床研究・医師主導治験における QMS/RBA に関する集合研

修（AMED「非臨中への QMS・RBA 教育」研究班/令和 4,5 年） 

・効果的な RBA 実装の為の研修～多種職協働を学ぼう～

（AMED 研究開発推進ネットワーク事業/令和 6 年） 

・モニタリング講習（大阪大学医学部附属病院/基本講習：

令和 4,6,7 年、更新講習：令和 2-5 年） 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団

/令和 2,3 年）・日本臨床薬理学会九州･沖縄地方会（平成

30 年） 

・ながさき治験交流会（長崎県医師会･ながさき治験医療ネ

ットワーク/令和 2 年） 
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【資格】 

看護師 
 
 

氏 名 中尾 瑠美子 

所 属 臨床研究センター支援ユニ

ットモニタリング部門 

役職名 戦略職員 

業務内容 ﾓﾆﾀｰ 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従のモニターとして、医師主導治験および特定臨床研究の

モニタリング・必須文書管理・プロジェクト管理などの支援

業務に従事している。【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

令和元年 9 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

医師主導治験ならびに特定臨床研究のモニタリング業務 

施設訪問モニタリング、参加施設の必須文書の点検と確認、

SOP 等の文書作成支援、モニタリング計画の立案、モニタリ

ングツール作成、症例モニタリング、モニタリング関連資料

作成支援 

【実績】 

・医師主導治験 9 本 

・特定臨床研究 6 本 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・初級者臨床研究コーディネーター養成研修（PMDA/平成 22年） 

・上級者 CRC 養成研修（厚生労働省事業･国立がん研究セン

ター東病院/令和元年） 

・初中級モニター研修（厚生労働省事業･東北大学病院/令

和4-6年(3回)） 

・中級モニター研修（厚生労働省事業・大阪大学医学部附

属病院/令和 6 年） 

・「Risk-based approach 実装の為の取組み」講演会（千葉

大医学部附属病院、大阪大学医学部附属病院/令和 5 年） 

・阪大モニタリング講習（大阪大学医学部附属病院/基本･専

門:令和元,6 年、更新:令和 2,6 年） 

・モニタリング講習会（東北大学病院/令和 2 年） 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団

/平成 21-令和 4 年(11 回)） 

・日本臨床薬理学会九州･沖縄地方会（平成 28,令和 6 年） 

・日本臨床薬理学会関東･甲信越地方会（平成 30 年） 

・日本臨床試験学会 学術集会総会（令和 6,7 年） 

・ながさき治験交流会（長崎県医師会･ながさき治験医療ネ

ットワーク/平成 22-令和 6 年(11 回)） 

【資格】 

・臨床検査技師（平成 10 年） 

・日本臨床薬理学会認定 CRC（平成 24 年取得） 

・JSCTR モニタリング担当者検定（令和 7 年取得） 
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氏 名 佐藤 景子 

所 属 臨床研究センター支援ユニ

ットモニタリング部門 

役職名 戦略職員 

業務内容 ﾓﾆﾀｰ 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従のモニターとして、医師主導治験および特定臨床研究の

モニタリングを行い、当該医師主導治験および特定臨床研究

のデータの品質管理に関わる業務に従事している。 

【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

平成 28 年 11 月 ～ 平成 30 年 11 月 佐賀大学医学部附

属病院 

令和元年 10 月 ～ 令和 2 年 9 月 佐賀大学医学部附

属病院 

令和 3 年 11 月 ～ 令和 6 年 9 月 佐賀大学医学部附

属病院 

令和 7 年 1 月 ～ 現在 長崎大学病院 

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

※佐賀大学での勤務期間の隙間は、産前産後休業・育児休業

取得。 

佐賀大学医学部付属病院： 

【勤務内容】 

医師主導治験ならびに特定臨床研究のモニタリング業務に

従事している。 

（施設訪問モニタリング、参加施設の必須文書の点検と確

認、SDV の実施、SOP 等の文書作成支援、症例報告書の確

認、モニタリング計画の立案、モニタリングツール作成、

症例モニタリング、モニタリング報告書の作成、モニタリ

ング関連資料作成支援、症例データ固定など） 

【実績】 

・医師主導治験 1 本 

・特定臨床研究 （医薬品）10 本 

・特定臨床試験 （医療機器）1 本 

・特定臨床研究 （再生医療法）1 本 

 

長崎大学病院： 

【勤務内容】 同上 

【実績】 

・医師主導治験 2 本 

・特定臨床研究（医薬品）4 本 

・医学系倫理指針研究（医薬品）1 本 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・データマネージャー養成研修（厚生労働省事業･東北大学

病院/令和 2 年） 

・初中級モニター研修（厚生労働省事業･東北大学病院/令

和 3 年） 

・橋渡し研究戦略的推進プログラム初級モニター研修（厚

生労働省事業･慶應義塾大学病院/令和 2 年） 

・第 13 回 臨床試験の Quality Management セミナー（日本

臨床試験学会/平成 31 年） 

・第 11 回 がん臨床試験セミナーLive（日本臨床試験学会/
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令和 4 年） 

・阪大モニタリング講習（大阪大学医学部附属病院/基本･

専門:令和元-7 年） 

・モニタリング講習会（東北大学病院/令和 2 年） 

・日本臨床薬理学会九州･沖縄地方会（令和 7 年） 

・日本臨床試験学会 学術集会総会（令和 4,5,7 年） 

【資格】 

・看護師（平成 20 年） 

・保健師（平成 20 年） 

・日本臨床試験学会認定 GCP パスポート(平成 30 年取得) 

・日本臨床試験学会認定 第 2 回モニタリング担当者検定合

格（令和 7 年） 
 
 

氏 名 山本 弘史 

所 属 臨床研究センター 役職名 教授・センター長 

業務内容 PM 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

主に医師主導治験および企業からの受託特定臨床研究のプ

ロジェクトマネジメントに従事している（エフォート 0.8）。

他に臨床研究センター長として、改正倫理指針、再生医療安

全確保法および臨床研究法への対応、研究関係者教育研修等

の管理を兼業している（エフォート 0.2）。【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

平成 26 年 7 月 ～ 平成 30 年 3 月 長崎大学病院 

臨床研究センター 

（センター長・教授） 

平成 30 年 4 月 ～ 平成 30 年 6 月 長崎大学 

（客員教授） 

平成 30 年 7 月 ～ 現在 長崎大学病院 

臨床研究センター 

（センター長・教授） 

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

平成 26 年 7 月～現在 

長崎大学病院で実施する多施設共同医師主導治験すべての

競争的資金獲得から PMDA 戦略相談、治験実施体制構築、治

験開始に関わっている。また、臨床研究センターで受託した

外部資金特定臨床研究についてもスタディーマネージャー

と連携し横断的に管理を行っている。 

さらに臨床研究センター長として、改正倫理指針、再生医療

安全確保法および臨床研究法に対応した体制の整備ならびに

研究関係者の教育研修、企業から受託する医薬品、医療機器、

再生医療製品等の治験および臨床研究の管理を行っている。 

【実績】 

・多施設共同医師主導治験 7 件 

（うち 5 件のプロジェクトマネジメントを実施） 

・特定臨床研究 1 件 

・外部資金特定臨床研究の管理 32 件 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

【研修】 

・倫理審査委員会･治験審査委員会委員研修（長崎大学病院/

平成 30 年） 
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専門的研修及び

資格等の有無 

・倫理審査委員会･治験審査委員会委員養成研修（厚生労働

省事業･長崎大学病院/令和元年） 

【資格】 

・薬剤師（昭和 55 年） 

・日本臨床薬理学会認定薬剤師制度指導薬剤師（令和 2 年） 

 
 

氏 名 上沢 修 

所 属 臨床研究センター支援ユニ

ット研究企画部門 

役職名 助教 

業務内容 PM 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

医師主導治験のスタディーマネージャーとして、治験関連資

料作成、他施設からの問い合わせ窓口、規制当局対応、契約

管理、開発受託機関対応等の業務と、総括報告書の作成支援

業務を、臨床研究に携わる専従者として対応している。 

【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

令和 3 年 7 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

・医師主導治験のスタディーマネージャー業務：4 件 

・医師主導治験の総括報告書作成支援業務：3 件 

・AMED 研究開発推進ネットワーク事業における分担機関と

しての活動（課題番号：24yk0126025h000） 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・臨床研究･治験事務局ベーシックセミナー（日本病院薬剤

師会/令和 3 年） 

・ARO 協議会学術集会（令和 3 年） 

・監査担当者養成研修-初級編・初中級編（厚労省臨床研究

総合促進事業/令和 4 年） 

・監査担当者養成研修-導入編（厚労省臨床研究総合促進事

業/令和 5 年） 

・日本臨床試験学会（令和 6 年） 

・日本語メディカルライティングセミナー（メディカルグ

ローン株式会社/令和 6 年） 

・RBA 実装に関する研修（AMED 研究開発推進ネットワーク

事業/令和 6 年） 

【資格】 

・医薬情報担当者（平成 10年公益財団法人 MR認定セ
ンター） 

 
 
 

氏 名 川﨑 富久 

所 属 臨床研究センター支援ユニ

ット研究企画部門 

役職名 助教 

業務内容 PM 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で 医師主導治験および AMED 実用化研究事業のプロジェクトマ
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あることの説明 ネージャーとして、治験関連資料や RS 戦略相談関連資料作

成の支援、RS 戦略相談に係る規制当局とのやりとりや相談

議事録作成、非臨床試験の実施に関する学外アカデミアの研

究開発分担者や非臨床 CRO との調整等の業務に専従してい

る。【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

平成 20 年 1 月 ～ 令和 3 年 10 月 ①アステラス製薬

（株）開発本部 

令和 4 年 6 月 ～ 現在 ②長崎大学病院 

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

①平成 20 年 1 月～令和 3 年 10 月 

医薬品の非臨床開発、臨床開発における試験進捗や予算管

理、プロジェクトの進捗報告、規制当局対応、社内あるいは

共同開発会社との会議運営、開発戦略や開発方針の策定に係

る支援業務 

【実績①】 

抗血栓薬・腎臓病薬の非臨床開発 5 件 

臨床開発 4 件 

②令和 4 年 6 月～現在 

医師主導治験の試験計画書作成や RS 戦略相談に係る支援業

務、AMED 事業の公募対応、非臨床試験の実施に係る学外アカ

デミアの研究開発分担者や非臨床 CRO とのやりとり、RS 戦

略相談の支援業務、AMED 事業の公募対応 

【実績②】 

医師主導治験 2 件 

AMED 実用化研究事業 2 件 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

APRIN e ラーニングプログラム（令和 4 年） 

【資格】 

獣医師（昭和 62年） 

 
 

氏 名 成田 さわな 

所 属 臨床研究センター支援ユニ

ット研究企画部門 

役職名 助教 

業務内容 PM 

区 分 ２ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

医師主導治験のスタディーマネージャーとして、研究関連資

料作成、他施設からの問い合わせ窓口、規制当局対応、契約

管理・補助、開発受託機関対応等の業務に専従している。 

【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

令和 5 年 7 月 ～ 現在 長崎大学病院 

 ～   

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

医師主導治験のオペレーション関連の業務（実施計画書作成

支援、関連手順書作成支援、調整事務局業務全般、外注取引

先との協議関連、など）、AMED 事業の公募対応、臨床試験関

連の教育・訓練対応及び関連学会での活動、など。 
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【実績】 

医師主導治験 3 件（スタディマネジャーとして担当） 

 

［AMED 事業参加実績］ 

－RBA 実装事例の蓄積と臨床研究中核病院以外の ARO にお

いて効果的な RBA 実装を可能とするためのツール整備（

令和 5 年 8 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日） 

－令和 6 年度 RBA 実装のための取り組み 

－令和 7 年度 RBA 実装のための取り組み 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・日本臨床試験学会学術集会総会（令和 6,7 年） 

・ARO 協議会学術集会（令和 6 年） 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団

/令和 4 年） 

【資格】 

・薬剤師（平成 13 年） 

・日本臨床薬理学会認定 CRC（平成 19 年取得） 

・日本臨床試験学会認定 GCP パスポート（令和 3 年取得） 

・日本臨床薬理学会認定薬剤師（令和 4 年取得） 

・日本臨床試験学会認定 GCP エキスパート(令和 4 年取得） 

 
 

氏 名 鶴丸 雅子 

所 属 臨床研究センター治験ユニ

ット治験企画部門 

役職名 助教・副センター長

・治験ユニット長 

業務内容 研究調整員 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

臨床研究センター副センター長および治験ユニット長であ

り、研究調整員として、治験事務局・IRB 事務局の総括業務、

CRC 業務全般の総括業務、SMO の管理的業務等の治験ユニッ

ト全体の管理的業務に専従している。【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

平成 12 年 4 月 ～ 平成 15 年 3 月 長崎大学病院 

平成 17 年 4 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

※勤務期間の隙間は、薬剤部にて薬剤師として勤務。 

長崎大学病院での治験支援センター新設に伴い、センター立

ち上げの体制整備および CRC 業務の開拓、様々な企業治験お

よび医師主導治験の主担当 CRC 業務および治験事務局・IRB

事務局業務に従事。 

平成 23 年より事務局長、令和 2 年より副センター長として、

治験ユニット全体の管理的業務、体制整備、治験事務局・IRB

事務局の総括業務、CRC 業務全般の総括業務、院内関連部門

との調整、SMO への業務委託および SMO の CRC の管理的業務

に従事している。 

【実績】 

・院内のセンター新設に伴う体制整備、CRC 業務開拓 

・主担当 CRC 

企業治験（医薬品、医療機器）100 件以上／200 症例以上 

医師主導治験（医薬品） 1 件／3 症例 
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・治験事務局業務 

新規治験の施設調査・関連部門調整等 500 件以上 

・IRB 事務局業務 

企業治験・医師主導治験 1000 件以上 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・国公私立大学病院 CRC 養成研修（文部科学省(平成 22 年度

以降は東京大学医学部附属病院)/平成 11,14,18,28-令和

元年） 

・上級者 CRC 養成研修（厚生労働省/平成 24 年） 

・ローカルデータマネージャー養成研修（PMDA/平成 20 年） 

・医薬品･医療機器等 GCP/GPSP 研修会（PMDA･日本薬剤師研

修センター/平成 19,29 年） 

・GCP リノベーションセミナー（PMDA/令和 2 年） 

・CRC養成研修会（日本病院薬剤師会/平成 25-令和元,3-6 年） 

・CRC 養成フォローアップ研修会（日本病院薬剤師会/平成

25-令和 2-6 年） 

・治験事務局セミナー（令和 3 年より臨床研究・治験事務局

ベーシックセミナー）（日本病院薬剤師会/平成 19-令和 4

年(17 回)、講師:平成 28,令和 3-6 年） 

・臨床研究・治験事務局アドバンスセミナー（日本病院薬剤

師会/令和 3-6 年） 

・EDC セミナー（日本病院薬剤師会/平成 21 年） 

・臨床研究倫理指針に対応するためのセミナー（日本病院薬

剤師会/平成 21 年） 

・臨床研究セミナー(日本病院薬剤師会/平成 22,25,27-令和

元年) 

・医療機器 CRC 研修会（日本病院薬剤師会/平成 27,28 年） 

・再生医療等製品 CRC 研修会（日本病院薬剤師会/平成 28 年） 

・Future Pharmacist Forum（日本病院薬剤師会/平成 30,令

和元-6 年） 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団

/平成 13-令和 6 年(24 回)）  

・認定 CRC アドバンスセミナー（臨床試験支援財団/平成

18,19 年） 

・認定 CRC のためのワークショップ（臨床試験支援財団/平

成 20 年） 

・日本臨床薬理学会学術総会（平成19,22-令和3,5,6年(14回)） 

・日本臨床薬理学会九州･沖縄地方会（平成 30,令和 4,6 年） 

・日本臨床薬理学会中国･四国地方会（令和 3 年） 

・日本臨床薬理学会近畿地方会（令和 4 年） 

・日本臨床薬理学会北海道･東北地方会（令和 4 年） 

・日本臨床試験学会学術集会総会（平成 22,28-令和元,4-6年） 

・Associate of Clinical Research Professionals(ACRP) 

年総会（平成 23,29 年） 

・FERCAP International Conference（平成 27 年） 

・日本医療薬学会年会（平成 21,30-令和 6 年） 

・治験推進地域連絡会議（日本医師会治験促進センター/平

成 20-30 年(9 回)） 

・JCOG 臨床試験セミナー（平成 14 年） 

・臨床試験福岡セミナー（国際福祉大学大学院/平成 18 年） 
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・臨床薬理学講習会（日本臨床薬理学会/平成 19,令和元,3-

5 年） 

・臨床薬理阿蘇九重カンファレンス（日本臨床薬理学会/平

成 19 年） 

・国際共同治験への参画を目指す医師･CRC のためのワーク

ショップ（平成 20 年） 

・CRC の明日を考えるセミナー（国立がん研究センター東病

院/平成 28,29 年） 

・医師主導治験 GCP 基礎セミナー（国立がん研究センター東

病院/平成 28 年） 

・医療機関における QMS 向上作戦（国立がん研究センター東

病院/令和 2 年） 

・スキルアップ研修（国立病院機構/平成 26 年） 

・大学病院情報マネジメント部門連絡会議（平成 20,27,28 年） 

・治験推進協議会九州沖縄地区ワーキンググループ会議（平

成 14 年） 

・九州･沖縄地区治験推進協議会（厚生労働省/平成 17 年） 

・九州地区臨床研究推進会議（平成 21 年） 

・福岡国際共同治験セミナー（日本 ACRP･NPO 治験ネットワ

ーク福岡/平成 22 年） 

・臨床試験プロジェクトマネジメントセミナー＆ワークシ

ョップ（大分大学医学部附属病院/平成 22 年） 

・First in Human 試験セミナーin 福岡（大分大学医学部附

属病院/平成 23 年） 

・山口大学医療人 GP フォーラム（平成 19,21 年） 

・治験活性化のための山口県治験基幹病院連絡協議会（平成

22 年） 

・CRC 研修会（札幌市医師会/平成 22,27,令和元,5 年） 

・中国地区臨床研究･治験活性化連絡協議会（平成 30 年） 

・広島県臨床研究･CRC 研修会（広島県/令和元年） 

・CRPセレクティブセミナー（Clinical Research Professionals/

平成 28 年） 

・まんなか治験実務者拠点医療機関連絡協議会（平成 21,22, 

26,28 年） 

・臨床研究を実施･支援するための研修会（東京都病院薬剤

師会/平成 25 年） 

・治験業務に関する意見交換会（東京都病院薬剤師会/平成

29 年） 

・倫理審査委員会･治験審査委員会委員養成研修（AMED 事業

･九州大学病院/平成 29 年） 

・倫理審査委員会･治験審査委員会委員養成研修（厚生労働

省事業･長崎大学病院/令和元年） 

・治験コーディネーター養成研修（長崎県医師会/平成 18 年） 

・治験推進セミナー市民公開講座（ながさき治験医療ネット

ワーク構築委員会/平成 18 年） 

・治験推進セミナー（ながさき治験医療ネットワーク構築委

員会/平成 19 年） 

・ながさき治験医療ネットワーク研修会（長崎県医師会･な

がさき治験医療ネットワーク/平成 20-令和 6 年） 

・ながさき治験交流会（長崎県医師会･ながさき治験医療ネ

ットワーク/平成 22-令和 5 年(14 回)） 
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・県民対象治験講座（長崎県医師会/平成 21 年） 

・CRC人材育成講座（長崎県職業能力開発協会/平成 21,22年） 

・治験に関する研修会（長崎みなとメディカルセンター/令

和元,4 年） 

・DIA クリニカルオペレーション・モニタリングワークシ

ョップ（DIA Japan/令和 3 年） 

・DCT セミナー（大阪大学医学部附属病院/令和 4 年） 

・臨床研究セミナー（大阪大学医学部附属病院/令和 4 年） 

・「改正医薬品医療機器等法説明会」-治験使用薬の導入に

よる臨床試験への影響‐（日本製薬工業協会/令和 4 年） 

・医師主導治験 治験使用薬に関する SOP 改訂講習会（大阪

大学医学部附属病院/令和 4 年） 

・訪問看護師＆病院看護師むけ臨床研究・治験研修会（厚

生労働省事業/令和 5,6 年） 

・信頼性保証部説明会 2024 春（PMDA/令和 6 年） 

・認定 CRCアドバンスト研修会（日本臨床薬理学会/令和 6 年） 

【資格】 

・薬剤師 

・博士（医学） 

・日本臨床薬理学会認定 CRC（平成 16 年取得） 

 
 

氏 名 山下 祐未 

所 属 臨床研究センター治験ユニ

ット治験企画部門 

役職名 薬剤師 

業務内容 研究調整員 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

研究調整員として、治験事務局および IRB 事務局業務である

新規治験の施設調査、相談窓口、費用算出、治験審査委員会

申請資料確認、運営支援等、他部門における実施体制確認や

調整、精度管理に関する資料管理等の業務に専従している。 

【兼務】薬剤部業務（エフォート 0.1） 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

平成 24 年 5 月 ～ 平成 28 年 7 月 長崎大学病院 

平成 29 年 8 月 ～ 令和 4 年 2 月 長崎大学病院 

令和 5 年 4 月 ～ 令和 5 年 12 月 長崎大学病院 

令和 6 年 11 月 ～ 現在 長崎大学病院 

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

※勤務期間の隙間は、産前産後休業・育児休業取得。 

治験の主担当 CRC 業務に従事後、治験事務局・IRB 事務局業

務に従事。新規治験の依頼者対応窓口、施設調査対応、治験

審査委員会申請資料確認、治験費用算出・確認、治験ユニッ

トの運営支援、検査部・薬剤部・放射線部・病理部等の関連

部門の調整、精度管理に関する資料管理等の業務に従事して

いる。 

【実績】 

・主担当 CRC 

企業治験（医薬品） 14 件／28 症例 

医師主導治験（医薬品） 1 件／6 症例 

・治験事務局業務 

新規治験の施設調査・関連部門調整等 300 件 
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・IRB 事務局業務 

企業治験・医師主導治験 1000 件以上 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・国公私立大学病院 CRC 養成研修（東京大学医学部附属病院

/平成 24 年） 

・CRC 養成研修会（日本病院薬剤師会/平成 25 年） 

・CRC養成フォローアップ研修会（日本病院薬剤師会/平成26年） 

・上級者 CRC 養成研修（厚生労働省事業･国立がん研究セン

ター東病院/令和元年） 

・医薬品･医療機器等 GCP/GPSP 研修会（PMDA･日本薬剤師研

修センター/令和元年） 

・GCP リノベーションセミナー（PMDA/令和 2 年） 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団

/平成 27,令和元-3 年、講演:平成 30 年） 

・日本臨床薬理学会学術総会（平成 25,27,令和元,2 年） 

・日本臨床薬理学会中国･四国地方会（令和 3 年） 

・日本臨床薬理学会九州･沖縄地方会（令和 5 年） 

・治験推進地域連絡会議（日本医師会治験促進センター/平

成 30,令和元年） 

・CRC の明日を考えるセミナー（国立がん研究センター東病

院/令和元年） 

・医療機関における QMS 向上作戦（国立がん研究センター東

病院/令和 2 年） 

・DIA クリニカルオペレーション・モニタリングワークショ

ップ（DIA Japan/令和 3 年） 

・ながさき治験医療ネットワーク研修会（長崎県医師会･な

がさき治験医療ネットワーク/平成 25-27,30-令和 2 年） 

・ながさき治験交流会（長崎県医師会･ながさき治験医療ネ

ットワーク/平成 25,27,28,30-令和 3 年） 

【資格】 

・薬剤師 

・日本臨床薬理学会認定 CRC（平成 28 年取得） 

 
 

氏 名 福重 友理 

所 属 臨床研究センター治験ユニ

ット治験企画部門 

役職名 薬剤師 

業務内容 研究調整員 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

研究調整員として、治験事務局および IRB 事務局業務である

新規治験の施設調査、相談窓口、費用算出、治験審査委員会

申請資料確認、運営支援等、他部門における実施体制確認や

調整、精度管理に関する資料管理等の業務に従事している。

また、医師主導治験のスタディーマネージャーとして、治験

調整医師・責任医師と協力して計画立案から総括報告書固定

まで、治験調整事務局業務を含む治験お実施に必要な業務に

従事している。【兼務】薬剤部業務（エフォート 0.1） 

臨床研究の実

施に係る支援

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

平成 28 年 4 月 ～ 令和 4 年 10 月 長崎大学病院 
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を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

令和 6 年 4 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

※勤務期間の隙間は、産前産後休業・育児休業取得。 

治験の主担当 CRC 業務に従事後、治験事務局・IRB 事務局業

務に従事。新規治験の依頼者対応窓口、施設調査対応、治験

審査委員会申請資料確認、治験費用算出・確認、治験ユニッ

トの運営支援、検査部・薬剤部・放射線部・病理部等の関連

部門の調整、精度管理に関する資料管理等の業務に従事して

いる。また、医師主導治験のスタディーマネージャーとして、

治験調整医師・責任医師と協力して計画立案から総括報告書

固定まで、治験調整事務局業務を含む治験の実施に必要な業

務に従事している。 

【実績】 

・CRC 主担当 

企業治験（医薬品）     14 件／24 症例 

医師主導治験（医薬品）  2 件／17 症例 

       （医療機器）1 件／6 症例 

・スタディーマネージャー 

  医師主導治験 4 件 

・治験事務局業務 

新規治験の施設調査・関連部門調整等 90件 

・IRB事務局業務 

企業治験・医師主導治験 230 件以上 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 
・上級者 CRC 養成研修（厚生労働省事業･東京大学医学部附

属病院/令和 2 年） 

・データマネージャー養成研修（厚生労働省事業･東京大学

医学部附属病院/令和 2 年） 

・CRC養成フォローアップ研修会（日本病院薬剤師会/平成28年） 

・国公私立大学病院 CRC 養成研修（東京大学医学部附属病院

/平成 29 年） 

・治験推進地域連絡会議（日本医師会治験促進センター/平

成 29,30 年） 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団

/平成 28-令和 4,6 年） 

・ながさき治験医療ネットワーク研修会（長崎県医師会･な

がさき治験医療ネットワーク/平成 28-令和 2 年） 

・日本臨床試験学会学術集会総会（平成 30 年） 

・日本臨床薬理学会九州･沖縄地方会（平成 30 年） 

【資格】 
・薬剤師 
・日本臨床薬理学会認定 CRC（平成 30 年取得） 

 
 
 

氏 名 木谷 理恵子 

所 属 臨床研究センター支援ユニ

ット研究マネジメント部門 

役職名 戦略職員 

業務内容 研究調整員 

区 分 １ 
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専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従の研究調整員として、特定臨床研究および臨床研究に関

する事務局業務に従事している。【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

 

期間 場所 

平成 26 年 4 月 ～ 令和元年 6 月 ①株式会社アイベ

ック（現：株式会社

アイクロス） 

令和 4 年 5 月 ～ 現在 ②長崎大学病院 

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

①平成 26 年 4 月～令和元年 6 月 

＜臨床研究事務局・臨床研究支援調整業務＞ 

・研究計画書作成支援 

・説明文書、同意書作成支援 

・研究実施施設選定支援 

・共同研究機関との調整、手続き支援 

・依頼企業との調整 

・委託機関との調整 

・倫理審査委員会申請手続き 

・研究用ファイル作成 

・進捗管理 

・負担軽減費管理 

・有害事象時の対応 

・必須文書管理 

【実績①】 

臨床研究 8 件 

特定臨床研究 2 件 

②令和元年 7 月～現在 

＜臨床研究事務局・臨床研究支援調整業務＞ 

・研究計画書作成支援 

・説明文書、同意書作成支援 

・研究実施施設選定支援 

・共同研究機関との調整、手続き支援 

・依頼企業との調整 

・委託機関との調整 

・倫理審査委員会申請手続き 

・認定臨床研究審査委員会申請手続き 

・研究用ファイル作成 

・進捗管理 

・負担軽減費管理 

・有害事象時の対応 

・不適合の対応 

・必須文書管理 

【実績②】 

臨床研究 4 件 

特定臨床研究 13 件 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修や資

格等の有無 

【研修】 

・治験・倫理審査委員会委員研修(長崎大学病院/令和元年) 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財

団/令和 2,3 年） 

・日本臨床試験学会学術集会総会（令和 2,4,5 年） 

・GCP Basic Training セミナー（日本臨床試験学会/令和
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元年） 

・データマネージャー養成研修（厚生労働省事業･千葉大学

医学部附属病院/令和 4 年） 

・教育セミナー「臨床研究法施行規則改正と倫理指針改正

のポイントを知る」（日本臨床試験学会/令和 4 年） 

・NCNP 研究倫理講習会（国立精神・神経医療研究センター

/令和 5 年） 

・臨床研究・医師主導治験における QMS/RBA に関する“Web

セミナー”（AMED 事業/令和 5 年(2 回)） 

・多職種連携による研究計画のブラッシュアップを体感す

る WS（AMED 事業/令和 5 年(計 6 回)） 

【資格】 

・臨床検査技師 

・日本臨床試験学会認定 GCP パスポート 
 
 

氏 名 白井 佑実 

所 属 臨床研究センター支援ユニ

ット研究マネジメント部門 

役職名 戦略職員 

業務内容 研究調整員 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従の研究調整員として、特定臨床研究および臨床研究に関

する事務局業務に従事している。【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

 

期間 場所 

令和 3 年 4 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

＜研究事務局業務＞ 

・研究計画書および同意説明文書作成支援 

・契約関連支援 

・参加施設への施設調査 

・業務委託先との調整 

・資材管理 

・CRB提出資料作成支援 

・jRCT関連手続き支援 

・ファイル作成 

・モニタリング、監査対応 

・必須文書管理 

【実績】 

特定臨床研究 13件 

臨床研究 6 件 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修や資

格等の有無 

【研修】 

・APRIN e ラーニングプログラム（令和 2 年） 

【資格】 

 臨床検査技師 

 
 

氏 名 田中 恵美 

所 属 臨床研究センター治験ユニ 役職名 事務補佐員 
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ット治験企画部門 

業務内容 研究調整員 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従の研究調整員として、治験事務局および治験審査委員会

事務局の事務に従事している。【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

 

期間 場所 

平成 12 年 4 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

＜治験事務局業務＞ 

・依頼者窓口対応 

・治験分担医師氏名リスト作成 

・治験責任医師、分担医師履歴書作成支援 

・実施計画書等の変更、安全性情報等 IRB審査資料の各種対応 

・経費算定書、契約書等内容確認 

・研究費請求資料作成 

・監査、GCP 実地調査等対応 

・医師主導治験における実施計画書等の変更、安全性情報等

IRB 審査資料に関わる各種対応 

＜治験審査委員会事務局業務＞ 

・IRB 議事録、議事概要の作成 

・IRB 手順書の作成 

・IRB 委員名簿の作成 

【実績】対応件数： 

企業治験・医師主導治験 

平成12年度 99件、平成13年度 76件、平成14年度 76件 

平成15年度 78件、平成16年度 88件、平成17年度 81件 

平成18年度 78件、平成19年度 67件、平成20年度 68件 

平成21年度 63件、平成22年度 66件、平成23年度 83件 

平成24年度 93件、平成25年度 102件、平成26年度 88件 

平成27年度 93件、平成28年度 125件、平成29年度 144件 

平成30年度 135件、令和元年度 153件、令和2年度 152件 

令和3年度 158件、令和4年度 166件、令和5年度 161件 

令和6年度 159件 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修や資

格等の有無 

【研修】 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団

/令和 2 年） 

・治験事務局セミナー（日本病院薬剤師会/平成 21,23 年） 

・ながさき治験医療ネットワーク研修会（長崎県医師会･な

がさき治験医療ネットワーク/平成 27,令和元年） 

・臨床試験講習会（長崎県医師会/平成 28 年） 

・「改正医薬品医療機器等法説明会」-治験使用薬の導入に

よる臨床試験への影響‐（日本製薬工業協会/令和4年） 

・医師主導治験 治験使用薬に関する SOP 改訂 講習会（大

阪大学医学部附属病院/令和 4 年） 

・APRIN e ラーニングプログラム（GCP コース）（令和 6 年） 

【資格】 なし 
 
 

氏 名 辻田 未来 
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所 属 臨床研究センター治験ユニ

ット治験企画部門 

役職名 事務補佐員 

業務内容 研究調整員 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従の研究調整員として、治験事務局および治験審査委員会

事務局の事務に従事している。【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

 

期間 場所 

平成 12 年 10 月 ～ 平成 19 年 8 月 ①国立病院機構 

長崎医療センター 

平成 23 年 7 月 ～ 平成 28 年 6 月 ②ノイエス株式会社

(長崎大学病院出向) 

平成 28 年 7 月 ～ 現在 ③長崎大学病院 

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

①平成 12 年 10 月～平成 19 年 8 月 

＜治験事務局業務＞ 

・治験責任医師、分担医師履歴書作成支援 

・実施計画書等の変更、安全性情報等 IRB審査資料の各種対応 

・経費算定書、契約書等内容確認 

・研究費請求資料作成 

・IRB 審議等資料の一覧作成 

・審査依頼書・審査結果通知書の作成 

・審議資料等の整理 

・実施状況の更新 

・治験 HP 掲載情報の更新 

・必須文書直接閲覧等対応 

＜治験審査委員会事務局業務＞ 

・IRB 手順書の作成 

・IRB 委員名簿の作成 

＜受託研究事務局業務＞ 

・製造販売後調査の窓口・事務業務 

・受託研究の窓口・事務業務 

【実績①】対応件数： 

企業治験・医師主導治験 年間 約 70 件 

製造販売後調査 年間 約 130 件 

受託研究 年間 約 10 件 

②平成 23 年 7 月～平成 28 年 6 月 

③平成 28 年 7 月～現在 

（勤務内容②③共通） 

＜治験事務局業務＞ 

・依頼者窓口対応 

・治験責任医師、分担医師履歴書作成支援 

・実施計画書等の変更、安全性情報等 IRB審査資料の各種対応 

・IRB 審議等資料の一覧作成 

・審査依頼書・審査結果通知書の作成 

・審議資料等の整理 

・実施状況の更新 

・治験 HP 掲載情報の更新 

・必須文書直接閲覧等対応 

＜治験審査委員会事務局業務＞ 

・IRB 議事録作成 

・IRB 手順書の作成 
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・IRB 委員名簿の作成 

【実績②】対応件数： 

企業治験・医師主導治験 

平成23年度 83件、平成24年度 93件、平成25年度 102件 

平成26年度 88件、平成27年度 93件、平成28年度 125件 

【実績③】対応件数： 

企業治験・医師主導治験 

平成28年度 125件、平成29年度 144件、平成30年度 135件 

令和元年度 153件、令和2年度  152件、令和3年度  158件 

令和4年度 166件、令和5年度 161件、令和6年度 159件 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修や資

格等の有無 

【研修】 

・治験コーディネーター養成研修 講義課程 3 日間、実習課

程 3 週間コース（日本薬剤師研修センター/平成 16 年） 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団

/令和 2 年） 

・ながさき治験医療ネットワーク研修会（長崎県医師会･な

がさき治験医療ネットワーク/平成 26-28 年） 

・ながさき治験交流会（長崎県医師会･ながさき治験医療ネ

ットワーク/平成 26-30 年） 

・臨床試験講習会（長崎県医師会/平成 28 年） 

・改正医薬品医療機器等法説明会 -治験使用薬の導入によ

る臨床試験への影響-（日本製薬工業協会/令和 4 年） 

・医師主導治験 治験使用薬に関する SOP 改訂 講習会（大

阪大学医学部附属病院/令和 4 年） 

・APRIN e ラーニングプログラム（GCP コース）（令和 5 年） 

・APRIN e ラーニングプログラム（医学系研究者推奨コース

＋ゲノムコース）（令和 6 年） 

【資格】 

初級システムアドミニストレータ（平成 19 年） 
 
 

氏 名 渡部 圭子 

所 属 臨床研究センター治験ユニ

ット治験企画部門 

役職名 事務補佐員 

業務内容 研究調整員 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従の研究調整員として、治験事務局および治験審査委員会

事務局の事務に従事している。【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

 

期間 場所 

平成 30 年 10 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

＜治験事務局業務＞ 

・治験責任医師、分担医師履歴書作成支援 

・実施計画書等の変更、安全性情報等 IRB審査資料の各種対応 

・IRB 審議等資料の一覧作成 

・結果通知書の作成、送付 

・審議資料等の整理 

・実施状況の更新 

・募集中、実施中治験掲示板システム、掲示板掲載情報の更新 
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・カルテ保管期間の更新 

＜治験審査委員会事務局業務＞ 

・IRB 開催調整 

【実績】対応件数： 

企業治験・医師主導治験 

平成30年度 135件、令和元年度 153件、令和2年度 146件 

令和2年度  152件、令和3年度 158件、令和4年度 166件 

令和5年度 161件、令和6年度 159件 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修や資

格等の有無 

【研修】 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団

/令和 2 年） 

・APRIN e ラーニングプログラム（GCP コース）（令和 5 年） 

【資格】 なし 
 
 

氏 名 酒井 珠希 

所 属 臨床研究センター支援ユニ

ット研究マネジメント部門 

役職名 事務補佐員 

業務内容 研究調整員 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従の研究調整員として、医師主導治験に関する事務局業務

に従事している。【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

 

期間 場所 

令和元年 5 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

＜医師主導治験の調整事務局業務＞ 

・治験計画届作成支援業務の補助 

・PRT・IC・SOP 等の医師主導治験関連書類の作成支援業務の

補助 

・医師主導治験参加者一覧の作成・更新 

・各医師主導治験のメーリングリストの管理 

・各医師主導治験の電磁的記録のアカウント管理の補助 

・安全性情報連絡時書類の作成支援および保管 

・効果安全性評価委員会連絡時の書類の作成支援および保管 

・各治験の必須書類の整理および保管 

・治験関連の資材準備および送付 

・各治験の班会議の書類の準備 

【実績】 

医師主導治験 10 本 

（PhaseⅠb 2本、PhaseⅠ 1 本、PhaseⅡ 4本、PhaseⅢ 3 本） 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修や資

格等の有無 

【研修】 

・APRIN e ラーニングプログラム（令和 6 年） 

・第 1 回 臨床研究・治験事務局ベーシックセミナー2021（令

和 3 年） 

・臨床研究・治験従事者等に対する研修プログラム 初級モ

ニター研修（令和 5 年） 

・臨床研究・治験従事者等に対する研修プログラム 2023 年

データマネージャー養成研修 

【資格】 なし 
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氏 名 森田 道子 

所 属 臨床研究センター支援ユニ

ット研究マネジメント部門 

役職名 事務補佐員 

業務内容 研究調整員 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従の研究調整員として、特定臨床研究および臨床研究に関

する事務局業務に従事している。【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

 

期間 場所 

令和 4 年 4 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

＜研究事務局業務＞ 

・研究計画書および同意説明文書作成支援 

・契約関連支援 

・参加施設への施設調査 

・参加施設との調整 

・業務委託先との調整 

・CRB提出資料作成支援 

・jRCT関連手続き支援 

・ファイル作成 

・資材管理 

【実績】 

特定臨床研究 8件 

臨床研究 1 件 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修や資

格等の有無 

【研修】 

・APRIN e ラーニングプログラム（令和 6 年） 

【資格】なし 

 
 

氏 名 柴田 涼子 

所 属 臨床研究センター支援ユニ

ット研究マネジメント部門 

役職名 事務補佐員 

業務内容 研究調整員 

区 分 ２ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

専従の研究調整員として、特定臨床研究および臨床研究に関

する事務局業務に従事している。【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

 

期間 場所 

令和 5 年 7 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

＜研究事務局業務＞ 

・研究計画書および同意説明文書作成支援 

・契約関連支援 

・参加施設への施設調査 

・参加施設との調整 
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・業務委託先との調整 

・CRB 提出資料作成支援 

・jRCT 関連手続き支援 

・ファイル作成 

・資材管理 

【実績】 

特定臨床研究 3 件 

臨床研究 2 件 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修や資

格等の有無 

【研修】 

・APRIN e ラーニングプログラム（令和 5 年） 

【資格】なし 

 
 

氏 名 福島 千鶴 

所 属 臨床研究センター管理ユニ

ット倫理・研修部門 

役職名 教授・副センター長

・管理ユニット長 

業務内容 研究倫理相談員 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

臨床研究センター副センター長であり、研究倫理相談員とし

て、研究倫理や倫理委員会全般に関する相談、研究者等への

情報提供、研修会の開催等に関する業務に専従している。 

【兼務】呼吸器内科医として外来補助および医学部学生教育

（エフォート 0.2） 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

平成 21 年 4 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

平成 21 年 4 月より組織再編に携わり、令和 4 年 1 月より臨

床研究センター管理ユニット長を担当。 

臨床研究を適正に行うために必要な事項について検討を行

うとともに研究者等への情報提供や相談業務、研修会の提供

等を行っている。 

【実績】 

・臨床研究実施や倫理委員会に関する体制改善のための院

内関連部署との会議（約 2 件／月） 

・臨床研究全般に関する相談（5 件／月） 

・臨床研究に関する研修会（院内開催 1～2 回／年） 

・審査委員を対象とした研修会（3 回／年） 

・学生を対象とした研究倫理の講義（1 回／年） 

・新入医局員、新規採用者を対象とした講義（1 回／年） 

・他大学での研究倫理の講義（1 回／年） 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・Nagasaki International Course on Research Ethics（長

崎大学熱帯医学研究所/平成 27 年） 

・臨床研究･治験従事者研修（厚生労働省事業/平成 28,令和

5 年） 

・橋渡し研究戦略的推進プログラム初級モニター研修会

（AMED/平成 29 年） 
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・治験・倫理審査委員会委員研修（厚生労働省事業/平成 29,

令和元年） 

・認定再生医療等委員会教育研修会（AMED 事業/平成 30 年） 

・ヒトゲノム研究倫理を考える会（文部科学省科学研究費新

学術領域「先進ゲノム支援」GS ユニット/令和 2 年） 

・研究倫理準専門家（臨床研究コンサルタント）養成パイロ

ット研修会（AMED 事業/令和 3 年） 

・監査担当者養成研修-初級編-（厚生労働省事業/令和 4 年） 

・治験・倫理審査委員会委員研修「委員長研修」（厚生労

働省事業/令和 4 年） 

【資格】 

・医師（平成元年） 

・博士（医学）（平成 11 年） 

・日本臨床試験学会認定 GCP パスポート（平成 25 年取得） 

・倫理審査専門職 CReP（令和 4 年） 

 
 

氏 名 松尾 緑 

所 属 臨床研究センター管理ユニ

ット倫理・研修部門 

役職名 助教 

業務内容 研究倫理相談員 

区 分 ２ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

研究倫理相談員として、研究倫理や倫理委員会全般に関する

相談、研究者等への情報提供、研修会の開催等に関する業務

に専従している。 

【兼務】呼吸器内科医として臨床研究の進行補助を含む病院

業務（エフォート 0.2） 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

令和 4 年 4 月 ～ 令和 4 年 7 月 長崎大学病院 

令和 5 年 4 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

※勤務期間の隙間は、産前産後休業・育児休業取得。 

・院内における倫理審査体制、研究実施体制の整備 

・倫理審査委員会申請書類のうち新規申請、変更申請、終

了報告の確認 

・特定臨床研究実施のための事前面談への参加 

・研究者等、審査委員に対する教育・研修体制の構築 

・臨床研究の実施に必要なひな形の作成・改訂 

・呼吸器内科カンファレンスに出席 

【実績】 

・倫理審査委員会申請書類（変更、終了）のチェック（40

件／月） 

・特定臨床研究実施前の相談（1 件／月） 

・臨床研究に関する研修会（院内開催 1 回／年） 

・臨床研究に関する学生講義（1 回／年） 

・学外、専門部門での研修会・講義（数回／年） 
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臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 

・臨床研究研修会（順天堂大学医学部附属順天堂医院 臨床

研究・治験センター/令和 4-7 年） 

・倫理審査委員会･治験審査委員会委員養成研修（厚生労働

省事業･長崎大学病院/令和 5,6 年） 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財

団/令和 4-6 年） 

【資格】 

・医師（平成 21 年） 

・博士（医学）（令和 5 年） 

 
 

氏 名 中島 佐和子 

所 属 臨床研究センター管理ユニ

ット倫理・研修部門 

役職名 主任薬剤師 

業務内容 研究倫理相談員 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

研究倫理相談員として、臨床研究の実施に関する相談（全般）

に関わる業務、申請された研究の確認、疑義照会に関する業

務、臨床研究の実施に必要な書類（研究計画書、同意説明文

書等）のひな形の作成・改訂、実施体制整備に関する業務、

研究者等への教育に専従している。 

【兼務】薬剤部業務（エフォート 0.1） 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

平成 25 年 10 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

・院内における審査体制、研究実施体制の整備 

・倫理審査委員会申請書類の事前チェック体制の構築 

・特定臨床研究実施のための事前面談体制構築 

・研究者等、審査委員に対する教育・研修体制の構築 

・臨床研究の実施に必要なひな形の作成・改訂 

・倫理審査委員会、認定臨床研究審査委員会への陪席 

【実績】 

・臨床研究相談（40 件／月） 

・倫理審査委員会申請書類の確認 

（新規：25 件／月、変更：40 件／月） 

・一括審査の実施許可申請書類の確認 

  （新規：10 件／月、変更：20 件／月） 

・特定臨床研究実施前の相談（5 件／月） 

・CRB 申請書類の確認（新規・変更）（5 件／月） 

・特定臨床研究の研究計画書・同意説明文書、その他研究に

必要な文書作成支援（21 試験／年） 

・臨床研究に関する研修会（院内開催 3 回／年） 

・学外、院内における専門部門での研修会・講義（数回／年） 

・審査委員に対する研修会・講義（2 回／年） 

・その他、個別の研究におけるモニタリング教育 

・日本臨床試験学会 第 14 回学術集会総会 チャッティング

セッション オブザーバー 

・研究支援者育成コース（5 回／年） 
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【参加事業】 

・令和 7 年度医療技術実用化総合促進事業「Risk-based 

approach 実装のための取り組み」 

・令和 6 年度 厚生労働省 臨床研究総合促進事業臨床研究

・治験従事者等に対する研修プログラム治験・倫理審査

委員会委員研修 

・臨床研究総合促進事業 CRB 質向上プログラム 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 
・一般社団法人設立記念シンポジウム（一般社団法人医学系

大学倫理委員会連絡会議） 
・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団

/平成 29,令和 2,3,5,7（ポスター発表）年） 
・国立大学附属病院臨床研究推進会議総会シンポジウム（平

成 28 年より毎年） 
・九州地区大学病院モニター研修会（九州大学/平成 28-30年） 
・臨床試験講習会（長崎県医師会/平成 28 年） 
・倫理審査委員会･治験審査委員会委員研修（長崎大学病院/

平成 30 年） 
・倫理審査委員会･治験審査委員会委員養成研修（厚生労働

省事業･長崎大学病院/令和元年） 
・ヒトゲノム研究倫理を考える会（文部科学省科学研究費新

学術領域「先進ゲノム支援」GS ユニット/令和 2 年） 
・臨床研究研修会「研究倫理指針はどう変わるか」（順天堂

大学/令和 2 年） 
・日本臨床薬理学会九州･沖縄地方会（平成 30,令和元年） 

・ながさき治験交流会（長崎県医師会･ながさき治験医療ネ

ットワーク/令和 4-6 年） 

・第 4 回 CReP 研修支援セミナー（令和 5 年） 

・令和 5 年度医療技術実用化総合促進事業「RBA 実装の為

の取り組み」研修会（令和 5 年） 

・日本臨床試験学会第 15 回学術集会総会（令和 6 年） 

【資格】 
・薬剤師（平成 14 年） 
・日本臨床薬理学会認定 CRC（平成 17 年取得） 
・倫理審査専門職 CReP（令和 2 年） 

 
 

氏 名 天本 翔子 

所 属 臨床研究センター管理ユニ

ット安全情報部門、安全管

理部 

役職名 薬剤師 

業務内容 研究倫理相談員 

区 分 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

研究倫理相談員として、倫理委員会申請資料の確認、相談対

応、臨床研究実施体制の整備、臨床研究の実施に必要な書類

（研究計画書、同意説明文書等）のひな形の作成・改訂など

の業務に専従している。 

また、臨床研究安全管理担当者として、実施中の臨床研究に

関する安全性情報管理、院内の安全管理部カンファレンスに

出席して情報共有などを行っている。 
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【兼務】安全管理部業務（エフォート 0.1）、薬剤部業務（エ

フォート 0.1） 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

令和元年 8 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

・臨床研究相談対応 

（研究計画立案、申請差し戻しへの対応、研究実施期間中

の対応、不適合、逸脱への対応などについて） 

・倫理審査委員会申請資料の事前確認、疑義照会 

・特定臨床研究の研究計画書レビュー 

・認定臨床研究審査委員会申請資料の事前確認、疑義照会 

・特定臨床研究実施のための事前面談体制構築 

・臨床研究実施体制の整備、研修会の企画運営 

・倫理審査委員会、認定臨床研究審査委員会への陪席 

・疾病等報告書の内容確認 

・研究者向け教育業務 

・安全管理部カンファレンスに出席 

【実績】 

・臨床研究相談（40 件／月） 

・倫理審査委員会申請書類の事前チェック 

（新規：25件／月、変更：40件／月） 

・一括審査承認後の実施許可申請書類の事前チェック 

（新規：10件／月、変更：20件／月） 

・認定臨床研究審査委員会申請書類の事前チェック 

（新規：1件／月、変更：5件／月） 

・特定臨床研究実施前の相談（5件／月） 

・特定臨床研究の研究計画書レビュー（15件／年） 

・不適合報告対応（5 件／月） 

・臨床研究に関する研修会（院内開催 5～6 回／年） 

・臨床研究に関する学生実習講義（10 回／年） 

・研究支援者育成コース（5 回／年） 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 
・国公私立大学病院 CRC 養成研修（東京大学医学部附属病院

/平成 28 年） 

・上級者 CRC 養成研修（厚生労働省事業･東北大学病院/令和

2 年） 

・倫理審査委員会･治験審査委員会委員養成研修（厚生労働

省事業･長崎大学病院/令和元年） 

・倫理審査委員会･治験審査委員会委員養成研修（厚生労働

省事業･東北大学病院/令和 6 年） 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団

/平成 28-令和 7 年） 

・ながさき治験交流会（長崎県医師会･ながさき治験医療ネ

ットワーク/平成 29-令和 5 年） 
【資格】 
・薬剤師（平成 25 年） 
・日本臨床薬理学会認定 CRC（平成 30 年取得） 

・倫理審査専門職 CReP（令和 6 年） 
 



（別添 1） 

別添１―44頁 

 
氏 名 近藤 雅哉 

所 属 臨床研究センター管理ユニ

ット倫理・研修部門 

役職名 薬剤師 

業務内容 研究倫理相談員 

区 分 ２ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

研究倫理相談員として、臨床研究の実施に関する相談（全般）

にかかわる業務、申請された研究の確認、疑義照会に関する

業務、臨床研究の実施に必要な書類（研究計画書、同意説明

文書等）のひな形の作成・改訂、実施体制整備に関する業務、

研究者等への教育に専従している。 

【兼務】薬剤部業務（エフォート 0.1） 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

令和 5 年 4 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

・倫理審査委員会申請資料の事前確認、疑義照会 

・臨床研究実施体制の整備、研修会の企画運営 

・倫理審査委員会、認定臨床研究審査委員会への陪席 

・臨床研究センターHP の管理 

【実績】 

・倫理審査委員会申請書類の事前チェック（30 件／月） 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 
・国公私立大学病院 CRC 養成研修（東京大学医学部附属病院

/令和 5 年） 

・初級モニター研修（厚生労働省事業/令和 6 年） 

【資格】 
薬剤師（平成 24 年） 

 
 

氏 名 沢田 志津香 

所 属 臨床研究センター管理ユニ

ット倫理・研修部門 

役職名 事務補佐員 

業務内容 研究倫理相談員 

区 分 ２ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

研究者等への教育研修などの業務に専従している。 

【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

令和 4 年 9 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

・教育研修の年間スケジュール管理、講師の日程調整、受講

対象者への周知、ポスター作成、受講歴の管理 等 

・倫理委員会申請情報の管理システムへの入力、申請状況の

整理、各種調査への情報提供 

・臨床研究センターホームページに掲載している臨床研究

のオプトアウト文書の管理 

・臨床研究センターホームページの管理に関する業務 

【実績】 

・研修会実施に関する業務（24 回／年） 
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・審査委員を対象とした研修会実施に関する業務（3回／年） 

・オプトアウト文書の確認、掲載・更新（20～50 件／月） 

・倫理委員会申請情報の管理システムへの入力（135 件／月） 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 
・APRIN e ラーニングプログラム（令和 3 年） 

【資格】 なし 

 
 
 
 

氏 名 辻本 みちる 

所 属 臨床研究センター管理ユニ

ット倫理・研修部門 

役職名 事務補佐員 

業務内容 研究倫理相談員 

区 分 ２ 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

研究者等への教育研修などの業務に専従している。 

【兼務】なし 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

期 間 場 所 

令和 5 年 8 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

・教育研修受講者のアンケート集計、集計結果の資料作成、

受講歴の管理、受講証の発行等 

・倫理委員会申請情報の管理システムへの入力、申請状況の

整理 

・（非）特定臨床研究申請内容の事前確認 

・倫理委員会差し戻し書類の記録、整理 

・研究の適切な実施に関する自己点検に係る業務 

【実績】 

・倫理委員会申請情報の管理システムへの入力（292件/月） 

・倫理委員会差し戻し書類の記録、整理（30件/月） 

・研修会実施に関する業務（24回/年） 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修及び

資格等の有無 

【研修】 
APRIN e ラーニングプログラム（令和 5 年） 

【資格】 なし 

（注）1 「業務」の欄には、「CRC」（臨床研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）、「ﾓﾆﾀｰ」、「PM」（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ/

ｽﾀﾃﾞｨｰﾏﾈｰｼﾞｬｰ）、「研究調整員」（治験・臨床研究調整業務担当者）、「ﾒﾃﾞｨｶﾙﾗｲﾀｰ」、「研

究倫理相談員」、「臨床検査専門員」（臨床研究に係る臨床検査の技術・品質管理に携わる

者）、「研究監査員」（研究監査担当員）のいずれかを記載すること。 

2 「区分」の欄は、１又は２と記載すること。１は、当該支援業務の経験が３年以上の場合に、

２は、当該支援業務の経験が１年以上３年未満の場合に記載すること。 

3 「過去に当該業務に従事した期間」の欄には、該当業務を行った期間・場所について記載す

ること。期間については、和暦で記載すること。 

4 「上記の期間に行った具体的な勤務内容及び実績」の欄には、当該期間において行った臨床研

究の実施に係る支援を行う業務の具体的な内容及び支援した臨床研究の実績を記載するこ

と。 
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5「臨床研究の実施に係る支援を行う業務に関する専門的研修や資格等の有無」の欄には、当該

業務に関する外部の講習会等の受講の有無、当該業務に係る国内外の認定資格等の取得の有

無等を記載すること。 

6 必要に応じて、記載欄を追加すること。 
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(2) 専従の臨床研究に関するデータの管理に関する相当の経験及び識見を有する者 

氏 名 田代 茂樹 

所 属 臨床研究センター支援ユニ

ットデータマネジメント部

門 

役職名 助教 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

専従のデータマネージャーとしてデータマネジメントに関

する業務、IT 関連業務に従事している。【兼務】なし 

専従の臨床研

究に関するデ

ータの管理に

関する相当の

経験及び識見

を有する者 

過去に当該業務に

従事した期間 

※２年以上 

期間 場所 

平成 26 年 4 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

平成 26 年 4 月～現在 

データマネジメント責任者として臨床研究の研究計画書作

成支援、症例登録業務、CRF 作成・収集支援、データベース

作成、データ入力管理、症例登録進捗管理・報告、コーディ

ング、データ固定・報告業務を実施。 

【実績】 

支援した試験：39 試験 

症例登録：1000 症例以上 

データ入力管理：1800 症例以上 

データ固定および報告：18 試験 

令和元年 7 月～現在 

治験における DM-CRO 管理、コーディング承認、SDTM 作成管

理業務を実施。 

【実績】 

管理した医師主導治験：4 試験 

臨床研究に関する

データの管理に関

する専門的研修や

資格等の有無 

【研修】 

・京都大学医学部附属病院臨床研究総合センターでの実地

DM 研修（京都大学医学部附属病院/平成 25 年） 

・データマネージャー養成研修（国立大学附属病院臨床研究

推進会議/平成 26 年） 

・中･上級データマネージャー養成研修（AMED 事業/大阪大

学医学部附属病院/平成 30 年） 

・長大･九大合同 DM 研修（長崎大学病院･九州大学病院/平成

30 年） 

・CDISC セミナー（九州大学病院/平成 30,31 年） 

・Viedoc 構築トレーニング研修（PCG Japan/令和元年） 

・Datatrak構築トレーニング研修（ClinCloud Ltd./令和 2年） 

・CRC と臨床試験のあり方を考える会議（臨床試験支援財団

/令和 2,3 年） 

・MedDRA 研修（Web）を全受講（JMO/令和 4-7 年） 

【資格】 

・理学修士 

・博士（工学） 
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氏 名 黒田 祥平 

所 属 臨床研究センター支援ユニ

ットデータマネジメント部

門 

役職名 助教 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

専従のデータマネージャーとしてデータマネジメントに関

する業務に従事している。【兼務】なし 

専従の臨床研

究に関するデ

ータの管理に

関する相当の

経験及び識見

を有する者 

過去に当該業務に

従事した期間 

※２年以上 

期間 場所 

令和元年 5 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

データマネジメント担当者として臨床研究の研究計画書作

成支援、症例登録業務、CRF 作成・収集支援、データベース

作成、データ入力管理、症例登録進捗管理・報告を実施。 

治験における SDTM 作成管理業務を実施。 

【実績】 

支援した試験：48 試験 

症例登録：47 症例 

データ入力管理：122 症例 

管理した医師主導治験：1 試験 

臨床研究に関する

データの管理に関

する専門的研修や

資格等の有無 

【研修】 

・Viedoc 構築トレーニング研修（PCG Japan/令和元年） 

・Datatrak構築トレーニング研修（ClinCloud Ltd./令和 2年） 

・データマネージャー養成研修（初級）（厚生労働省事業･

九州大学病院/令和 2 年） 

・臨床研究・医師主導治験における QMS/RBAに関する集合研

修（AMED事業/国立精神・神経医療研究センター/令和 5年） 

・データマネージャー養成研修（中級）（厚生労働省事業･

大阪大学医学部付属病院/令和 6 年） 

【資格】 

修士（環境科学） 
 
 

氏 名 川嵜 莉奈 

所 属 臨床研究センター支援ユニ

ットデータマネジメント部

門 

役職名 戦略職員 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

専従のデータマネージャーとしてデータマネジメントに関

する業務に従事している。【兼務】なし 

専従の臨床研

究に関するデ

ータの管理に

関する相当の

経験及び識見

を有する者 

過去に当該業務に

従事した期間 

※２年以上 

期間 場所 

令和 2 年 8 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

データマネジメント担当者として治験および臨床研究の研

究計画書作成支援、症例登録業務、CRF 作成、データ収集支

援、データベース作成、データ入力管理、症例登録進捗管理

を実施している。 

【実績】 

支援した試験：31 試験 

うち、データマネジメント責任者である試験数：11 
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臨床研究に関する

データの管理に関

する専門的研修や

資格等の有無 

【研修】 

・データマネージャー養成研修（厚生労働省事業･千葉大学

病院/令和 3 年） 

・データマネージャー養成研修（厚生労働省事業･大阪大学

病院/令和 4 年） 

・Datatrak構築トレーニング研修（ClinCloud Ltd./令和 2年） 

【資格】 なし 
 

氏 名 中村 綾香 

所 属 臨床研究センター支援ユニ

ットデータマネジメント部

門 

役職名 事務補佐員 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

専従のデータマネージャーとしてデータマネジメントに関

する業務に従事している。【兼務】なし 

専従の臨床研

究に関するデ

ータの管理に

関する相当の

経験及び識見

を有する者 

過去に当該業務に

従事した期間 

※２年以上 

期間 場所 

平成 30 年 1 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

データマネジメント担当者として症例登録業務、CRF 作成お

よび収集支援、症例進捗管理業務を実施。 

【実績】 

支援した試験：13 試験 

症例登録：314 症例 

データ入力管理：370 症例 

臨床研究に関する

データの管理に関

する専門的研修や

資格等の有無 

【研修】 

データマネージャー養成研修（厚生労働省事業･大阪大学医

学部附属病院/令和 2 年） 

【資格】 なし 
 
 

氏 名 福永 ゆかり 

所 属 臨床研究センター支援ユニッ

トデータマネジメント部門 

役職名 事務補佐員 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

専従のデータマネージャーとしてデータマネジメントに関

する業務に従事している。【兼務】なし 

専従の臨床研

究に関するデ

ータの管理に

関する相当の

経験及び識見

を有する者 

過去に当該業務に

従事した期間 

※２年以上 

期間 場所 

平成 30 年 1 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

データマネジメント担当者として症例登録業務、CRF 作成お

よび収集支援、症例進捗管理業務を実施。 

【実績】 

支援した試験：14 試験 

症例登録：665 症例 

データ入力管理：637 症例 

臨床研究に関する

データの管理に関

する専門的研修や

資格等の有無 

【研修】 

データマネージャー養成研修（厚生労働省事業･名古屋大学

医学部附属病院/令和 2 年） 

【資格】 なし 
（注）「上記の期間に行った具体的な勤務内容及び実績」の欄には、当該期間において行った臨床研
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究に関するデータ管理業務及びデータ管理した臨床研究の実績の具体的な内容を記載するこ

と。 

(3) 専任の生物統計に関する相当の経験及び識見を有する者 

氏 名 佐藤 俊太朗 

所 属 臨床研究センター支援ユ

ニット統計解析部門 

役職名 講師 

エフォート換算値 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

生物統計家として、医師主導治験・特定臨床研究・臨床研

究に係る臨床研究デザインやデータ解析に関する業務に

専従している。【兼務】なし 

生物統計に関

する相当の経

験及び識見を

有することの

説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

※３年以上 

期間 場所 

平成 22 年 4 月 ～ 平成26年3月 ①株式会社メディサ

イエンスプラニング 

平成 26 年 3 月 ～ 現在 ②長崎大学病院 

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

①平成 22 年 4 月～平成 26 年 3 月 

開発業務受諾機関（CRO）にて 1 年間 DM 業務、3 年間統計

解析業務を行ってきた。複数の企業治験の統計解析手順書

の作成、解析計画書の作成、解析プログラミング、統計解

析報告書の作成を行ってきた。 

②平成 26 年 3 月～現在 

主な支援業務として、1)臨床研究デザイン策定支援、2)デ

ータ解析、3)統計解析に関する相談、4)試験運営を行って

きた。また、研究者向けの統計疫学のセミナーおよび学生

への講義を行っている。 

【実績②】 

医師主導治験：統計解析責任者 2 件 

特定臨床研究：統計解析責任者 10 件 

統計解析に関する相談：1000 件以上 

生物統計に関する

専門的研修や資格

等の有無 

【研修】 

臨床試験セミナー統計手法専門コース修了（日本科学技術

連盟/平成 24 年 4 月～平成 25 年 3 月） 

【資格】 

博士（医学バイオ統計学）、統計学に関する研究論文によ

り学位を取得 
 
 

氏 名 森本 心平 

所 属 臨床研究センター支援ユ

ニット統計解析部門 

役職名 助教 

エフォート換算値 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

統計担当者として、医療系研究者の統計学教育（統計に関

する面談対応）、統計解析の実施、論文の統計解析に関す

る記載の作成、医師主導治験および特定臨床研究における

統計解析責任者としての業務に専従している。 

【兼務】なし 

生物統計に関

する相当の経

験及び識見を

過去に当該業務に

従事した期間 

※３年以上 

期間 場所 

平成 24 年 1 月 ～ 平成30年1月 ①株式会社 IBERICA 

平成 30 年 2 月 ～ 令和 5 年 5 月 ②長崎大学病院 
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有することの

説明 

令和 5 年 6 月 ～ 令和 6 年 3 月 ③サイネオスヘルス

・クリニカル株式会

社 RWLP 部 

令和 6 年 4 月 ～ 現在 ②長崎大学病院 

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

①平成 24 年 1 月～平成 30 年 1 月 

臨床研究の研究計画に統計解析責任者として参画。研究代

表者（医師）らと協議し、試験デザインおよび統計解析手

法の提案、統計解析計画書の記載を行った。また、統計解

析の実施および統計解析報告書の作成を行った。 

【実績①】 

・医薬品・医療機器治験 6 試験 

・臨床研究 4 試験 

・企業／医師主導治験 2 試験 

・医薬品の市販後調査 2 試験 

②平成 30 年 2 月～令和 5 年 5 月／令和 6 年 4 月～現在 

特定臨床研究、医師主導治験の研究計画において、生物統

計学の専門家として参画。研究代表者（医師）らと協議し、

試験デザインと統計解析手法の提案、統計解析計画書の記

載を行ってきた。また、統計解析の実施と統計解析報告書

の作成、および投稿論文の統計解析方法、結果の記載と図

表の作成を行ってきた。 

【実績②】 

・特定臨床研究 8 試験 

・医師主導治験 3 試験 

③令和 5 年 6 月～令和 6 年 3 月 

製薬企業がスポンサーとなるリアル・ワールド・エビデン

ス創出を目的とする研究プロジェクトにおいて、プロジェ

クトのオペレーションおよび科学的妥当性に対して責任

のある役割を果たした。 

【実績③】 

・質的調査研究（DCE study含む） 3プロトコール 

・データベース研究 1 プロトコール 

生物統計に関する

専門的研修や資格

等の有無 

【研修】 

・Valid Inference With Double Dipping（Statistical 

Horizons (https://statisticalhorizons.com/)/令和 6年） 

・Introduction to Bayesian Statistics using R

（Statistical Services Centre Ltd (www.ssc-

training.co.uk)/令和 6 年） 

・Advanced survival data analysis using R（Statistical 

Services Centre Ltd(www.ssc-training.co.uk)/令和6年） 

・生存時間解析コース（情報･システム研究機構統計数理研

究所医療健康データ科学研究センター/令和 2 年） 

・統計関連学会連合大会チュートリアル（令和元,2 年） 

・実験家のためのデータ駆動科学オンラインセミナー 人

間と社会のデータ科学（東北大学/令和 2 年） 

【資格】 

・博士（医学バイオ統計学）（平成 31 年） 

・薬剤師（平成 20 年） 
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氏 名 川添 百合香 

所 属 臨床研究センター支援ユ

ニット統計解析部門 

役職名 助手 

エフォート換算値 １ 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

生物統計家として、特定臨床研究・臨床研究に係る臨床研

究デザインやデータ解析に関する業務に専従している。

【兼務】なし 

生物統計に関

する相当の経

験及び識見を

有することの

説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

※３年以上 

期間 場所 

令和 4 年 4 月 ～ 現在 長崎大学病院 

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

主な支援業務として、1)臨床研究デザイン策定支援、2)デ

ータ解析、3)統計解析に関する相談、4)試験運営を行って

きた。また、研究者向けの統計疫学のセミナーおよび学生

への講義を行っている。 

【実績】 

特定臨床研究：統計解析責任者 3 件 

統計解析に関する相談：約 300 件 

生物統計に関する

専門的研修や資格

等の有無 

【研修】 

なし 

【資格】 

・修士（医科学） 

・統計検定 2 級 
 (注) 「上記の期間に行った具体的な勤務内容及び実績」の欄には、当該期間において行った生物統計

に係る業務の具体的な内容及び生物統計に関して支援した臨床研究の実績を記載すること。 
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(4) 専従の薬事に関する審査に関する相当の経験及び識見を有する者 

氏 名 細萱 直希 

所 属 臨床研究センター支援ユ

ニット研究企画部門 

役職名 教授・支援ユニット

長 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

非臨床開発、医師主導治験や特定臨床研究のプロジェクト

マネジメント、スタディーマネジメントを担当している。 

【兼務】長崎大学病院の呼吸器内科診療、および他院での

診療業務（エフォート 0.2） 

薬事に関する

審査に関する

相当の経験及

び識見を有す

ることの説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

※1 年以上 

期間 場所 

平成28年4月 ～ 平成30年6月 独立行政法人医薬

品医療機器総合機

構新薬審査第四部 

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

平成 28 年 4 月～平成 30 年 6 月 

独立行政法人医薬品医療機器総合機構新薬審査第四部に

在籍し、主に抗菌薬、抗炎症薬、呼吸器用薬の薬事承認審

査に 10 件以上臨床主担当として携わり、事前面談、対面

助言、薬事戦略相談についても担当した。また、医療機器

審査第二部が扱う医療機器の承認審査、対面助言も経験

し、GCP 実地調査も行った。 

特定臨床研究に係

る業務に関する専

門的研修や資格等

の有無 

【研修】 

・倫理審査委員会･治験審査委員会委員研修（長崎大学病

院/平成 30 年） 

・倫理審査委員会･治験審査委員会委員養成研修（厚生労

働省事業･長崎大学病院/令和元年） 

・臨床研究･治験従事者養成研修（厚生労働省事業･九州大

学病院/令和 2 年） 

・臨床薬理学集中講座(臨床薬理研究振興財団/令和4年) 

・レギュラトリーサイエンス エキスパート研修会 総合

コース医薬品等の戦略立案のためのプログラム＆プロ

ジェクトマネジメント(P2M)入門コース（医薬品医療機

器レギュラトリーサイエンス財団/令和 4 年） 

【資格】 

・医師 

・博士（医学） 

・ARO 協議会認定プロジェクトマネジャー 
(注) 「上記の期間に行った具体的な勤務内容及び実績」の欄には、当該期間において行った薬事に関

する審査業務について、具体的な業務内容及び審査した治験の実績がわかるように記載するこ

と。 
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特定臨床研究に関する計画の立案及び実施の実績 

 

  

１ 特定臨床研究に関する計画の立案及び実施の実績の詳細 

(1)特定臨床研究であることの説明 

番

号 
臨床研究名 登録 ID 等 研究概要 

1 アテロコラーゲンと抗菌薬局所

投与による抜歯後薬剤関連顎骨

壊死の発症予防に関する多機関

共同研究 

jRCTs071220088 抜歯部位に治癒促進効果を有するアテロコラーゲンと感染の治療薬である抗菌

薬の局所投与を応用することにより、抜歯後薬剤関連顎骨壊死（MRONJ）の発症

を抑制できるかを検討する介入研究である。 

2 関節リウマチにおける骨構造変

化に対するペフィシチニブの有

効性の解析 

jRCTs071220070 HR－pQCT を用い関節リウマチ患者におけるペフィシチニブの 12 カ月の投与期

間における骨びらん体積変化量を明らかにすること、また、骨微細構造の変化

および HR-pQCT で評価可能なパラメータと関節超音波、関節 MRI、関節 X 線検

査、各種サイトカイン、ケモカインそれぞれの変化との関連を示すとともに、骨

びらん及び傍関節性骨粗鬆症の変化の予測に資する背景因子について同定する

ことを目的とする介入研究である。 

3 市中肺炎に対するラスクフロキ

サシンスイッチ療法の有効性お

よび安全性を評価する多施設共

同単群非盲検試験 

jRCTs071230001 市中肺炎患者を対象とし、ラスクフロキサシンスイッチ療法実施時における治

癒判定時の治癒率を評価することでラスクフロキサシンスイッチ療法の有効性

および安全性を明らかにする介入研究である。 

4 口腔外科手術後挿管患者に対す

る抗菌薬局所投与による術後肺

炎発症予防：予備的研究 

jRCTs071230007 術後気管切開下の挿管状態で管理される口腔外科手術患者を対象とし、口腔内

に抗菌薬軟膏を局所投与することにより術後肺炎発症率が低下するかどうかを

検討する介入研究である。 

5 重症化リスク因子を有する軽症

/中等症Ⅰの SARS-CoV-2 感染症

患者を対象としたエンシトレル

ビル フマル酸の有効性及び安

全性を評価する無作為化モルヌ

ピラビル対照比較試験 

jRCTs071230014 SARS-CoV-2 感染症患者を対象に、SARS-CoV-2 ウイルス RNA のベースラインから

の変化量を指標として、エンシトレルビル フマル酸 1 日 1 回、5 日間経口投与

の抗ウイルス効果を、モルヌピラビル 1 日 2 回、5 日間経口投与と比較する介入

研究である。 

6 悪性腫瘍手術患者の唾液中細菌

数を減少させる口腔ケア法の確

立〜ブラッシングとポビドンヨ

ード含漱の比較〜 

jRCT1071230048 悪性腫瘍手術患者を対象として、ポビドンヨードの術後の唾液中細菌数減少に

対する有効性を検討する介入研究である。 
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7 薬剤関連顎骨壊死患者に対する

栄養補充療法による栄養状態の

変化についての検討 

jRCT1071230057 薬剤関連顎骨壊死に対する手術予定の患者に対し術前および術後の栄養補充療

法として、通常の食事摂取に加えホエイペプチド配合流動食の投与と術後の栄

養状態の改善や術後治癒、合併症の有無とに関連があるか検討する介入研究で

ある。 

8 オゾラリズマブ投与による関節

リウマチ患者における骨構造変

化の評価：ヒストリカルコント

ロールを用いた多施設共同試験 

jRCTs071230067 ヒストリカルコントロールを用いて、オゾラリズマブの関節リウマチにおける

骨びらんに対する作用を含めた有効性および、安全性を明らかにする。 

9 抗コリン薬、Mirabegron 不応性

の過活動膀胱症例に対する

Vibegron の有用性と安全性 

jRCT1071230070 既存の治療薬で効果不十分な過活動膀胱による排尿障害に対して、臨床用量の

ビベグロンを 12 週間投与し、OABSS（過活動膀胱症状スコア）の合計スコアの

ベースラインからの変化を指標としてビベグロンの有効性を明らかにするとと

もに、OABSS 合計スコアの変化と関連する臨床的因子を探索的に明らかにする。 

10 挿管患者におけるブラッシング

およびポビドンヨード塗布のカ

フ上細菌数減少効果の比較検討

：予備的研究 

jRCT1071230103 術後気管切開下の挿管状態で管理される口腔外科手術患者を対象として、イソ

ジン塗布の挿管チューブのカフ上の細菌数減少に対する有効性を検討する介入

研究である。 

11 日本人慢性肺アスペルギルス症

に対する日常診療下におけるイ

サブコナゾニウム硫酸塩の前向

き介入研究（PIIS-CPA） 

jRCTs071230121 日本人慢性肺アスペルギルス症患者に対し、日常診療下で本剤を長期（84 日間

を超えて）投与した際の安全性および忍容性を確認する。 

12 特発性多中心性キャッスルマン

病を対象としたフィルゴチニブ

の長期投与における安全性およ

び有効性を評価する多施設共同

試験 

jRCTs071230120 未治療又は副腎皮質ステロイド若しくはトシリズマブで治療中の疾患活動性を

有する特発性多中心性キャッスルマン病（iMCD）で、フィルゴチニブ 200mg を 8

週間投与する先行試験に参加した患者を対象とし、フィルゴチニブの長期投与

（44 週）の安全性及び有効性を評価する。 

13 化学療法未治療の進行再発胸腺

上皮性腫瘍（胸腺腫・胸腺癌）

に対するカルボプラチン＋nab-

パクリタキセル（CBDCA＋nab-

PTX）併用療法の有効性と安全性

に関する第 II 相試験 

jRCTs071240019 胸腺上皮性腫瘍（胸腺腫・胸腺癌）に対するカルボプラチン（CBDCA）＋nab-パ

クリタキセル (nab-PTX) 併用療法の有効性、安全性を評価する。 

14 ステロイドマウスウォッシュに

よる乳癌化学療法誘因性の口腔

粘膜炎予防を検討する第Ⅲ相ラ

ンダム化比較試験 

jRCTs071240036 乳癌化学療法による口腔粘膜炎予防として、ステロイドマウスウォッシュによ

る含嗽の有効性及び安全性を水道水と比較検討する。 
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15 大腿骨近位部骨折患者に対する

ゾレドロネート 5mg および

2.5mg の比較試験 

jRCTs071240037 ゾレドロネートの半量投与（2.5mg）が全量投与（5mg）と比較して、急性期反応

を低減しつつ、遜色ない有効性を有するかを、探索的に調査する。 

16 「Nasal High Flowを応用した3

0%N2O吸入鎮静の有用性と安全

性の検討」 

〜単施設ランダム化非盲検群間

比較試験〜 

jRCTs072240042 高流量鼻カニューレ(Nasal High Flow)を用いた N2O 鎮痛効果の有効性を検討す

る。 

17 ベタメタゾン含嗽剤の口腔粘膜

炎発症予防に関する多機関共同

ランダム化比較試験 

jRCTs071240060 ベタメタゾン含嗽により薬物療法に起因する口腔粘膜炎の発症や重症化を予防

できるか検討する。 

18 血液透析を実施中の軽症の

SARS-CoV-2 感染症患者を対象

としたエンシトレルビル フマ

ル酸の薬物動態と治療アウトカ

ムを評価する前向き介入試験 

jRCTs071240069 血液透析を実施中の軽症 SARS-CoV-2 感染症患者における、エンシトレルビルフ

マル酸（以下、エンシトレルビル）を 1 日 1 回、5 日間経口投与した際の薬物動

態の評価およびエンシトレルビルの臨床効果、抗ウイルス効果及び安全性を評

価する。 

19 ロボット支援下直腸切除術での

インドシアニングリーン（ICG）

を使用した術前病変部マーキン

グの有用性と安全性の検討 

jRCTs071240077 ロボット支援下直腸切除術でのインドシアニングリーン（ICG）を使用した術前

病変部マーキングの適切な注入条件を検索し、安全性・有用性を明らかにする。 

20 マイクロニードルパッチによる

表面麻酔剤の深達性効果と安全

性の検討 

jRCTs072240080 表面麻酔剤を塗布したマイクロニードルパッチの深達性効果と安全性の検討を

行う。 

21 顎変形症手術(Le Fort I 型骨切

り術)に対するリン酸オクタカ

ルシウム・コラーゲン複合体の

安全性ならびに骨再生能の有効

性に関する研究 

jRCTs072240085 Le Fort I 型骨切り術を受ける患者を対象とし、bone gap にリン酸オクタカル

シウム・コラーゲン複合体を挿入し、骨再建の成功を検討する。本医療機器はす

でにヒト臨床応用されているが、Le Fort I 型骨切り術へは適応されていない

ことから、主要評価項目として安全性について検討する。 

22 斜視手術における亜酸化窒素吸

入鎮静･鎮痛の有用性と安全性

の検討 

jRCT1071240091 斜視手術の際に亜酸化窒素を用いることによる鎮痛効果と安全性を明らかにす

る。 

23 超音波診断用造影剤（ペルフル

ブタン）による膵臓癌における

セルフリーDNA 検出感度の増強

効果に関する前向き介入研究 

jRCTs071240095 膵臓癌患者を対象とし、cf-DNA の検出感度を向上させる新たなプライミング製

剤としてペルフルブタンを用い、検出感度の向上の程度を確認する。 
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24 静脈麻酔中の内視鏡的逆行性胆

管膵管造影を対象とした新型

high flow nasal cannula の酸

素化維持の有効性に関する検討 

jRCTs072240096 内視鏡的逆行性胆管膵管造影（ERCP）における中等度鎮静中の high flow nasal 

cannula 併用における低酸素血症予防、鎮静度の安定化に対する有効性を明らか

にする。 

25 歯科治療時のストレス軽減のた

めの High Flow Nasal Cannula

加温・加湿・高流量空気吸入の

有効性と安全性の検討 

jRCTs072240099 High Flow Nasal Cannula 加温・加湿・高流量空気吸入の歯科治療における唾液

嚥下や鼻呼吸のしにくさなどのストレス軽減効果と安全性を検討する。 

26 上 顎 洞 底 挙 上 術 に お け る

Deproteinized Bovine Bone の

有効性および安全性の検討 

jRCTs072240100 歯周組織再生治療用材料として使用されている Deproteinized Bovine Bone の、

上顎洞底挙上術における有効性と安全性を検討する。 

27 リドカインゼリー局所塗布によ

る舌痛症の症状緩和効果と安全

性の検討 

jRCTs071240105 リドカインゼリーの舌表面への局所塗布による舌痛症の症状緩和効果と安全性

の検討を行う。 

28 静脈内鎮静下で歯科治療を行う

者を対象とした High Flow 

Nasal Cannula の酸素化維持の

有効性に関する検討 

jRCTs072240107 処置鎮静下での歯科治療中に High Flow Nasal Cannula (HFNC)を用いた呼吸管

理の酸素化維持、鎮静度の安定化に対する有効性を明らかにする。 

29 シェーグレン症候群の口腔乾燥

症に対する MA-T 口腔ケア製品

（ジェル）の有用性と安全性に

関する単施設前向き試験 

jRCTs071240108 シェーグレン症候群患者に MA-T 含有口腔ケア製品（ジェル）を使用し、口腔乾

燥症および随伴する症状に対する有用性と副作用の有無を評価する。 

30 挿管困難症例のファイバー挿管

中の High Flow Nasal Cannula 

呼吸管理法による低酸素血症と

高二酸化炭素血症の防止効果の

検討 

jRCTs072240110 挿管困難症例でのファイバー経鼻挿管中の低酸素血症と高二酸化炭素血症の発

症頻度の軽減に対して、High Flow Nasal Cannula（HFNC）による呼吸管理が低

流量酸素投与（LFNC）の呼吸管理に対して優越性があるかどうかを探索的に調

べる。 

31 人工呼吸器離脱後の患者におけ

る High Flow Nasal Cannula の

効果と忍容性について 

jRCTs072240109 人工呼吸器離脱後の患者における High Flow Nasal Cannula の効果と忍容性に

ついて検討する。 

32 口腔外科手術後患者における

High Flow Nasal Cannula 呼吸

管理を応用した抜管後急性期の

肺リクルートメント効果の有効

性の検討 

jRCTs072240111 口腔外科手術における抜管後急性期の肺胞の含気維持のための肺リクルートメ

ントとして、High Flow Nasal Cannula（HFNC）による呼吸管理が低流量酸素投

与（LFNC）の呼吸管理に対して優越性があるかどうかを探索的に調べる 
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33 鎮静導入時の呼吸抑制および血

圧低下に関してレミマゾラムと

プロポフォールを比較するラン

ダム化非盲検二群間比較試験 

jRCTs071240114 レミマゾラム鎮静が標準治療法であるプロポフォール鎮静と比べて、至適鎮静

度における経皮的酸素飽和度の低下と呼吸数の変化を伴う上気道閉塞による呼

吸抑制と、血圧低下を軽減できるかどうかを探索的に調べる。 

34 慢性閉塞性肺疾患患者の運動耐

容能に対する可動式ネーザルハ

イフロー使用の効果と安全性 

jRCTs072240116 COPD 患者に可動式ネーザルハイフロー（AIRVO3TM）を使用することで運動耐容

能を高めることが可能か、安全性に問題がないかを明らかにする。 

35 在宅心不全患者に対する心音図

検査装置 AMI-SSS01 を用いた心

不全増悪診断の有効性に関する

研究 

jRCT1072240118 心音図検査装置 AMI-SSS01 による心不全増悪診断が慢性心不全患者の予後改善

に有効であるかを検討する。 

36 腫瘍径 3cm 以下 Stage II トリ

プルネガティブ高齢者乳癌にお

ける治療早期効果に基づくペム

ブロリズマブ省略戦略の安全性

を検討する多施設共同試験 

jRCT1071240119 トリプルネガティブ乳癌において、2 サイクル化学療法の効果によって、ペムブ

ロリズマブを追加・省略を決定する治療戦略による病理学的完全奏効率と安全

性を明らかにする。 

37 造血幹細胞移植患者に対する半

導体レーザを用いた低出力レー

ザ照射による口腔粘膜炎発症と

重症化抑制効果及び安全性の検

討 

jRCTs072240122 造血幹細胞移植患者を対象とし、口腔粘膜に前処置開始日からレーザ照射を行

い、レーザ機器の口腔粘膜炎発症と重症化抑制効果について検討する。 

38 症候性不可逆性歯髄炎における

ルート ZX3 単独使用による治療

の有効性と安全性に関する研究 

jRCTs072240124 症候性不可逆性歯髄炎におけるルート ZX3 単独使用による治療の有効性と安全

性を検討する。 

39 脳死肝移植における移植用臓器

の低温酸素化機械灌流システム

の安全性に関する研究 

jRCTs072240126 最適な臓器保存技術の確立に向けて、本学で開発した水頭差送液法灌流システ

ムによる低温酸素化灌流臓器保存の安全性を臨床的に証明する。 

40 妊娠糖尿病・2 型糖尿病合併妊

娠の血糖管理における持続グル

コースモニターの有用性の検討 

jRCTs072240127 日本人 2 型糖尿病合併妊娠および妊娠糖尿病(GDM)妊婦において、妊娠中に持続

グルコースモニター(CGM)を使用した血糖管理を行うことで、妊娠中の血糖コン

トロール、母児の周産期アウトカムおよび妊婦 QOL の改善に寄与するかどうか

を検討する。また CGM のグルコース値の最適目標値を算出する。 

（注） 1「番号」の欄は、様式第２の１又は第３の１に記載した番号と一致させること。 

2 「研究概要」の欄は、研究の概要を簡潔に記載すること。ただし、平成 30 年 3 月 31 日までに開始した臨床研究については、研究の概

要を簡潔に記載するとともに、侵襲及び介入を伴うことを示す部分に下線を付すこと。 
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(2) 特定領域に係る特定臨床研究であることの説明 

番号 治験・臨床研究名 登録 ID 等 特定領域に係る特定臨床研究であることの説明 

1 非該当   

～    

(注）1「特定領域に係る特定臨床研究であることの説明」の欄には、対象となる特定疾病領域及び具体的な疾患名、研究対象者の選定基準、研

究成果が具体的にどのような形で特定領域の患者に還元されるかを明記すること。 

2 特定領域とは、小児疾患、神経疾患その他の臨床研究の実施に際し疾患に応じた体制の整備を要する疾患が該当する。 
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２ 論文発表の実績 

(1)特定臨床研究の実施に伴い発表された論文の実績 

    

 

 

番号 

関連する特定臨床研究 
特定臨床研究の実施に伴い発表した

論文であることの説明 
治験・臨床研究名 登録 ID 等 研究概要 

1 原発性骨粗鬆症におけるテ

リパラチド連日投与、テリ

パラチド週 1 回投与、ビス

ホスホネート製剤の骨微細

構造に及ぼす効果の比較：

HR-pQCT による解析 

UMIN000020584 

jRCTs071180087 

テリパラチド連日製剤、テリ

パラチド週 1 回製剤、および

経口ビスホスホネート製剤の

骨微細構造への効果をランダ

ム化比較試験で検討する。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 

（Bone. 2022 Sep;162:116484 にて

訂正記事あり） 

2 下顎遊離端欠損患者に対し

ていわゆるノンメタルクラ

スプデンチャーを用いた際

の within-subject デザイ

ンによる QOL 評価 

UMIN000028100 

遊離端欠損患者を対象とし、

従来型部分床義歯およびノン

メタルクラスプデンチャーの

使用効果（QOL 評価）をクロ

スオーバーランダム化試験に

よって検討する。 

本論文は人を対象とする医学系研究

に関する倫理指針に則り実施された

左記臨床研究の結果をまとめた主解

析論文である。 

3 高リスク成人骨髄異形成症

候群を対象としたアザシチ

ジン投与法に関する臨床第

Ⅲ相試験 －検体集積事業

に基づく遺伝子解析研究を

含む－ JALSG MDS212 study

および厚生労働科学研究費

補助金による検体集積事業

との合同研究 －JALSG 

MDS212 Study (MDS212)－ 

UMIN000009633 

高リスク骨髄異形成症候群を

対象としたアザシチジン 7 日

投与スケジュールに対する 5

日投与スケジュールの非劣性

を証明する。 

本論文は人を対象とする医学系研究

に関する倫理指針に則り実施された

左記臨床研究の結果をまとめた主解

析論文である。 
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4 周術期口腔機能管理におけ

る消化器癌患者の有効な舌

清掃法の検証 

jRCTs071200020 

消化器癌で手術をうける患者

において、通常行われている

歯ブラシによる舌清掃に加え

てオキシドールを用いること

により、舌背上の細菌数減少

効果が増強するかどうかを検

証する介入研究である。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 

5 頭頸部腫瘍放射線治療時の

口腔カンジダ症に対するオ

ラビ錠®の発症予防効果に

関する多施設共同介入試験 

jRCTs071190023 

放射線治療時にグレード 2 以

上の口腔粘膜炎が出現した患

者に対し、オラビ錠®を予防

的に投与することにより、口

腔カンジダ症の発症率を低下

させる、あるいは発症時期を

遅らせることが可能かどうか

について検討する介入研究で

ある。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 

6 慢性歯周炎に対する光殺菌

治療の安全性および有効性

の検討 

jRCTs072190034 

慢性歯周炎に対する光殺菌治

療の安全性および有効性を少

数例で検討する。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 

7 関節リウマチ患者を対象と

した骨びらん進行抑制効果

に関するデノスマブ治療と

従来治療の比較検討：HR-

pQCT を用いた非盲検無作

為化群間比較試験 

jRCTs071180018 

csDMARDs で治療中の関節リウ

マチ患者に対して、デノスマ

ブの併用を開始した場合の骨

びらん進行抑制効果について、

従来治療を継続した群を対照

とし探索的に比較検討する。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 

8 コルヒチン無効あるいは不

耐の家族性地中海熱を対象

としたトシリズマブのプラ

セボ対照ランダム化二重盲

検並行群間比較試験 

UMIN000028010 

家族性地中海熱患者に対する

トシリズマブの有効性、安全

性及び薬物動態をプラセボ対

照により検討する。 

本論文は医師主導治験の主解析論文

である。 
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9 S-217622 の SARS-CoV-2 感

染者対象第 2/3 相試験 

jRCT2031210350 

Phase 2a Part 

軽症/中等症及び無症候の

SARS-CoV-2 感染者に S-217622

を 5 日間反復投与したときの

抗ウイルス効果を検討する。 

本論文は左記企業治験の主解析論文

である。 

10 乳癌患者におけるドセタキ

セル誘因末梢神経障害に対

する圧迫療法の検討 
jRCTs072180038 

医療用スリーブ、ストッキン

グ装着により四肢を圧迫する

ことによる、ドセタキセル

（DTX）誘因化学療法誘発末

梢神経障害（CIPN）発症の抑

制効果の有無を検討する。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 

11 S-217622 の SARS-CoV-2 感

染者対象第 2/3 相試験 

jRCT2031210350 

Phase 2b Part 

軽症/中等症の SARS-CoV-2 感

染者に S-217622 を 5 日間反

復投与したときの臨床症状改

善効果、抗ウイルス効果をプ

ラセボと比較する。 

本論文は左記企業治験の主解析論文

である。 

12 歯肉細切組織移植による角

化歯肉再生（増生）療法の

検討 （パイロット試験） 

UMIN000027150 

jRCTs072180075 

歯肉移植を必要とする角化歯

肉欠損・萎縮症患者に対し

て、少量の歯肉結合組織を採

取して細切後に移植を行う

micro-graft を応用すること

で、角化歯肉の再生および増

大を図る治療を行い、その安

全性を評価する。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 

13 日本人深在性真菌症に対す

る AK1820 の第 III 相試験 
NCT03471988 

JapicCTI-183920 

jRCT2080223864 

日本人深在性真菌症に対し、

AK1820（イサブコナゾニウム

硫酸塩）372.6mg を静脈内投

与または経口投与した場合の

安全性および有効性を検討す

る。 

本論文は左記企業治験の主解析論文

である。 
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14 ミトコンドリア糖尿病にお

ける 5-アミノレブリン酸

（5-ALA）内服による耐糖

能改善効果を検討するため

の単群非盲検介入試験 UMIN000040581 

jRCTs071200025 

ミトコンドリア糖尿病患者を

対象に、現在の糖尿病治療に

5-アミノレブリン酸/クエン

酸第一鉄ナトリウム（5-ALA/ 

SFC）の併用による耐糖能改

善効果について、75g 経口ブ

ドウ糖負荷試験（75gOGTT）

を用いた内因性インスリン分

泌能を主要評価項目として検

討する。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 

15 膀胱癌の膀胱内再発予防を

目的としたマイトマイシン

Ｃ（MMC）と MMC＋ キロサ

イド（Ara-C） 併用による

膀胱内注入療法の無作為比

較試験 

UMIN000008173 

膀胱癌の尿路再発予防を目的

とした膀胱内注入療法に、

「MMC 単独療法」か「MMC + 

Ara-C 併用療法」を用いた場

合における、生存の延長を含

めた抗腫瘍効果や安全性を、

前向き無作為割り付け試験で

比較検討する。 

本論文は人を対象とする医学系研究

に関する倫理指針に則り実施された

左記臨床研究の結果をまとめた主解

析論文である。 

16 局所進行胸腺癌に対する

S-1 とシスプラチンによる

化学放射線同時併用療法の

第Ⅱ相試験 

UMIN000024643 

jRCTs071180046 

局所進行胸腺癌に対する S−１

とシスプラチンによる化学放

射線同時併用療法の有効性と

安全性を検討する。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 

17 静脈麻酔中の内視鏡的逆行

性胆道膵管造影患者を対象

とした Nasal High Flow に

よる高二酸化炭素血症防止

に関する検討 

jRCTs072190021 

静脈麻酔下で内視鏡的逆行性

胆道膵管造影（ERCP）などを

行う患者で起こりうる術中の

高二酸化炭素血症の発症を

Nasal High Flow の使用によ

り防止できるかを検討する。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 
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18 無症状及び軽症 COVID-19 

患者に対するネルフィナビ

ルの有効性及び安全性を探

索するランダム化非盲検並

行群間比較試験 
jRCT2071200023 

無症状及び軽症 COVID-19 患

者において、被験薬投与群及

び対症療法群における重症急

性呼吸器症候群コロナウイル

ス 2（SARS-CoV-2）ウイルス

量の変化、臨床症状の改善、

有害事象発現を評価し、AG-

1343 の COVID-19 に対する抗

ウイルス効果、臨床的有効性

及び安全性を評価する。 

本論文は左記医師主導治験の主解析

論文である。 

19 5-アミノレブリン酸リン酸

塩と鉄を含有する機能性表

示食品の COVID-19 に対す

る安全性と効果の探索的検

討 
jRCTs071200048 

20 歳以上の軽症および中等症

の COVID-19 患者において、

5-アミノレブリン酸リン酸塩

とクエン酸第一鉄ナトリウム

を含有する機能性表示食品の

安全性（有害事象および臨床

検査値、バイタルサインの変

動）と効果 SARS-CoV-2 量の

変化や臨床症状スコアの改善

等）を探索的に検討する。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 

20 乳癌化学療法におけるステ

ロイド含有含嗽薬による口

腔粘膜炎予防の多施設共同

無作為化第Ⅱ相試験 

UMIN000030489 

jRCTs071180022 

乳癌補助化学療法において、

ステロイド含有含嗽薬の使用

による 口腔粘膜炎予防に対

する有効性と安全性を明らか

にするための ランダム化第

Ⅱ相試験。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 
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21 骨再生誘導法（GBR 法）に

よる骨造成治療におけるＬ

－ラクチド・ε－カプロラ

クトン共重合体生体吸収性

メンブレンの安全性・有効

性評価に関する研究（コラ

ーゲン メンブレンとの比

較研究） 
jRCTs072200063 

デンタルインプラントの埋入

が計画されている歯槽骨の骨

量が不足する患者に対して被

験機器Ｌ－ラクチド・ε－カ

プロラクトン共重合体生体吸

収性メンブレン(サイトラン

ス エラシールド)を用いた

GBR 法による骨造成を実施

し、世界的に最も使用されて

いるコラーゲン製吸収性メン

ブレン（ガイストリッヒ バ

イオガイド）との有効性・安

全性に関する比較検討を行

う。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 

22 関節リウマチ患者を対象と

した骨びらん進行抑制効果

に関するデノスマブ治療と

従来治療の比較検討：HR-

pQCT を用いた非盲検無作

為化群間比較試験 

UMIN000030575 

jRCTs071180018 

csDMARDs（従来型疾患修飾性

抗リウマチ薬）で治療中の関

節リウマチ患者に対して、デ

ノスマブの併用を開始した場

合の骨びらん進行抑制効果に

ついて、従来治療を継続した

群を対照とし探索的に比較検

討する。 

本論文は左記特定臨床研究のサブ解

析論文である。 

23 造血幹細胞移植患者に対す

る半夏瀉心湯による口腔粘

膜炎発症抑制効果の検討 jRCTs071200012 

造血幹細胞移植患者が半夏瀉

心湯による含嗽を行うこと

で、口腔粘膜炎の発症や悪化

を抑制することが可能かどう

かについて検討する。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 

24 成人発症スチル病（AOSD）

患者における 5−アミノレ

ブリン酸（5-ALA）内服に

よるステロイドの減量作用

を検討するための単群非盲

検介入試験 

jRCTs071190042 

ステロイドで加療中の AOSD

患者を対象に、5-ALA/SFC の

追加内服によってステロイド

を減量することが可能かを臨

床評価項目を用いて検討す

る。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 
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25 呼吸器外科術後神経障害性

疼痛患者にミロガバリンを

追加併用した際の有効性と

安全性の検討 

－多施設共同、無作為化、

非盲検、並行群間、介入研

究－ 

jRCTs071200053 

術式を問わず、肺切除術後の

胸腔ドレーン抜去後に神経障

害性疼痛と診断され、疼痛を

訴える患者に、従来治療に加

え臨床用量のミロガバリンを

8 週間投与したときの疼痛強

度（VAS）のベースラインか

らの変化量について、従来治

療と比較検討する。さらに、

従来治療群、ミロガバリン併

用群それぞれの登録後 12 週

における慢性疼痛の有無を確

認する。 

また、術後の疼痛重症度や活

動性の変化に関するアンケー

ト結果を指標とした疼痛治療

におけるミロガバリン併用時

の有効性及び安全性を従来治

療と比較検討する。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 

26 関節リウマチ患者を対象と

した骨びらん進行抑制効果

に関するデノスマブ治療と

従来治療の比較検討：HR-

pQCT を用いた非盲検無作

為化群間比較試験 

UMIN000030575 

jRCTs071180018 

csDMARDs（従来型疾患修飾性

抗リウマチ薬）で治療中の関

節リウマチ患者に対して、デ

ノスマブの併用を開始した場

合の骨びらん進行抑制効果に

ついて、従来治療を継続した

群を対照とし探索的に比較検

討する。 

本論文は左記特定臨床研究のサブ解

析論文である。 

27 限局型小細胞肺癌に対する

アムルビシン/シスプラチ

ンと加速過分割照射放射線

同時併用療法の第 I 相試験

（ACIST study） 

jRCT1071200033 

限局型肺小細胞癌に対する、

アムルビシン＋シスプラチン

化学療法と加速過分割胸部放

射線同時併用療法の至適投与

量、最大耐用量、用量規定因

子を決定する。 

本論文は左記非特定臨床研究のプロ

トコール論文である。 
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28 新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）患者に対する

L.lactis strain Plasma

（プラズマ乳酸菌）を用い

た症状緩和効果についての

検証～無作為化二重盲検プ

ラセボ対照並行群間比較試

験～ 

jRCTs071210097 

プラズマ乳酸菌が新型コロナ

ウイルス陽性者における症状

の発症予防効果および症状緩

和効果へ与える影響につい

て、検討する。 

本論文は左記特定臨床研究のプロト

コール論文である。 

29 医療・介護関連肺炎におけ

るラスクフロキサシン錠の

有効性・安全性の検討 

jRCTs071200066 

ラスクフロキサシン（LSFX）

の医療・介護関連肺炎

（NHCAP）に対する有効性お

よび安全性を探索することを

目的とし、NHCAP 患者を対象

に、治療終了 7 日後の治癒の

割合、有害事象発現割合を指

標に、LSFX 75mg 1 日 1 回 7

日間を投与する。 

本論文は左記特定臨床研究のプロト

コール論文である。 

30 従来型抗リウマチ薬抵抗性

関節リウマチ患者を対象と

したフィルゴチニブ単剤治

療のインターロイキン 6 阻

害薬単剤治療に対する有用

性の非劣性を検証する多施

設共同ランダム化比較試験 

jRCTs071200107 

csDMARDs 抵抗性の活動性 RA

患者を対象に、フィルゴチニ

ブ単剤治療が IL-6 阻害薬(ト

シリズマブもしくはサリルマ

ブ)単剤治療に対し初回投与

開始後 12 週時での RA の治療

効果において非劣性であるこ

とを証明する。同時に、フィ

ルゴチニブまたは IL-6 阻害

薬(トシリズマブもしくはサ

リルマブ)治療開始後の疾患

活動性の変化について、関節

超音波および血液バイオマー

カーを用いて経時的に評価す

る。 

本論文は左記特定臨床研究のプロト

コール論文である。 
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31 Dexmedetomidine を用いた

鎮静中の内視鏡的逆行性胆

管膵管造影患者を対象とし

た Nasal High Flow による

鎮静度の安定化に関する検

討 

jRCTs072210047 

静脈麻酔下で内視鏡的逆行性

胆道膵管造影患者（ ERCP）

を行う患者で起こりうる術中

の高二酸化炭素血症の発症を

Nasal High Flow の使用によ

り防止することで

dexmedetomidine による鎮静

を安定化することができるか

を検討する。 

本論文は左記特定臨床研究のプロト

コール論文である。 

32 進展型小細胞肺癌に対する

複合免疫療法後のイリノテ

カン療法の第Ⅱ相試験 
jRCTs071210090 

進展型小細胞肺癌に対する複

合免疫療法後イリノテカン療

法の有効性と安全性を検討す

る。 

本論文は左記特定臨床研究のプロト

コール論文である。 

33 表在性非乳頭部十二指腸上

皮性腫瘍に対する腹腔鏡内

視鏡合同手術における

TERGS0001 の探索的治験 

jRCT2073210094 

十二指腸 ESD 適応となる表在

性非乳頭部十二指腸上皮性腫

瘍のうち、ESD 後穿孔のハイ

リスク患者（腫瘍径 15mm 以

上の腫瘍）を対象として十二

指腸 ESD 後の遅発性穿孔の防

止を目的にヒト（自家）骨格

筋由来細胞シートを腹腔鏡下

にて ESD 後漿膜側に移植する

新規再生医療の安全性、有効

性（仮説設定の見積もり）及

び手技の実施可能性を評価す

る。 

本論文は左記医師主導治験の主解析

論文である。 
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34 医療・介護関連肺炎におけ

るラスクフロキサシン錠の

有効性・安全性の検討 

jRCTs071200066 

ラスクフロキサシン（LSFX）

の医療・介護関連肺炎

（NHCAP）に対する有効性お

よび安全性を探索することを

目的とし、NHCAP 患者を対象

に、治療終了 7 日後の治癒の

割合、有害事象発現割合を指

標に、LSFX 75mg 1 日 1 回 7

日間を投与する。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 

35 肝切患者の腹痛・腹部膨満

感に対する大建中湯の有効

性・安全性評価-術後栄養

吸収能の検討- UMIN000028950 

jRCTs071180028 

肝切術後の腹痛・腹部膨満感

に対する大建中湯の有効性お

よび安全性、並びに、

diamine oxidase (DAO)、

Glucagon-like peptide-2

（GLP-2）活性を用いて大建

中湯が小腸粘膜萎縮に与える

効果を探索的に検討する。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 
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36 高齢者２型糖尿病における

SGLT2 阻害薬ルセオグリフ

ロジンの骨微細構造変化に

関する縦断的解析（第二世

代高解像度末梢骨用定量的

CT を用いた検討） 

UMIN000036202 

jRCTs071180061 

骨粗鬆症を合併していない高

齢者 2 型糖尿病患者へのルセ

オグリフロジン投与による骨

への影響について、第二世代

高解像度末梢骨用定量的 CT

（HR-pQCT）を用いて骨質の

変化を定量的に評価すること

を目的とした。食事療法の

み、またはメトホルミン（≦

1000 mg/day）、αグルコシ

ダーゼ阻害薬、DPP4 阻害薬の

単独または併用治療中の

HbA1c7％以上 9％未満の 2 型

糖尿病患者を対象とし、血糖

コントロール HbA1c<7％を目

標にルセオグリフロジン（ル

セフィ®）投与群と、メトホ

ルミン追加・増量群を対照と

するオープンラベル並行群間

比較研究である。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 

37 原発性骨粗鬆症におけるテ

リパラチド連日投与、テリ

パラチド週 1 回投与、ビス

ホスホネート製剤の骨微細

構造に及ぼす効果の比較：

HR-pQCT による解析 

UMIN000020584 

jRCTs071180087 

テリパラチド連日製剤、テリ

パラチド週 1 回製剤、および

経口ビスホスホネート製剤の

骨微細構造への効果をランダ

ム化比較試験で検討する。 

本論文は左記特定臨床研究のサブ解

析論文である。 

38 挿管患者におけるブラッシ

ングおよびポビドンヨード

塗布のカフ上細菌数減少効

果の比較検討：予備的研究 

jRCT1071230103 

ブラッシングあるいはイソジ

ン塗布前後のカフ上貯留液中

細菌数の減少について検討す

る。 

本論文は左記非特定臨床研究の主解

析論文である。 
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39 癌性胸膜炎を伴う非小細胞

肺癌に対するラムシルマ

ブ、ドセタキセル併用療法

の第 II 相試験 

jRCTs071190013 

癌性胸膜炎を伴う既治療非小

細胞肺癌患者に対するラムシ

ルマブ、ドセタキセル併用療

法の有効性・安全性を明らか

にする第 II 相試験である。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 

40 口腔外科手術後挿管患者に

対する抗菌薬局所投与によ

る術後肺炎発症予防：予備

的研究 
jRCTs071230007 

術後気管切開下の挿管状態で

管理される口腔外科手術患者

を対象とし、口腔内に抗菌薬

軟膏を局所投与することによ

り術後肺炎発症率が低下する

かどうかを検討する
。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 

41 特発性多中心性キャッスル

マン病を対象としたフィル

ゴチニブの第 Ib 相医師主

導治験 
jRCT2071230108 

未治療又は副腎皮質ステロイ

ド若しくはトシリズマブで治

療中の疾患活動性を有する特

発性多中心性キャッスルマン

病患者を対象として、フィル

ゴチニブ 200 mg を 8 週間投

与した際の安全性及び有効性

を評価する。 

本論文は左記医師主導治験の主解析

論文である。 

42 特発性多中心性キャッスル

マン病を対象としたフィル

ゴチニブの第 Ib 相医師主

導治験 
jRCT2071230108 

未治療又は副腎皮質ステロイ

ド若しくはトシリズマブで治

療中の疾患活動性を有する特

発性多中心性キャッスルマン

病患者を対象として、フィル

ゴチニブ 200 mg を 8 週間投

与した際の安全性及び有効性

を評価する。 

本論文は左記医師主導治験のサブ解

析論文である。 

43 コルヒチン無効あるいは不

耐の家族性地中海熱を対象

としたトシリズマブのプラ

セボ対照ランダム化二重盲

検並行群間比較試験 

UMIN000028010 

家族性地中海熱患者に対する

トシリズマブの有効性、安全

性及び薬物動態をプラセボ対

照により検討する。 

本論文は左記医師主導治験のサブ解

析論文である。 



（別添２） 

別添２―19頁 

44 肺 MAC 症及び慢性肺アスペ

ルギルス症に対する FDG-

PET を用いた疾患活動性評

価の探索的研究 

jRCTs071190035 

慢性呼吸器感染症である肺

Mycobacterium avium 

complex 症（肺 MAC 症）及び

慢性肺アスペルギルス症

（CPA）に対し、治療前及び

治療開始後における FDG-

PET/CT 検査を行い、本検査の

治療効果評価指標としての有

用性について検討する。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 
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45 エタネルセプト先行品投与

中で臨床的寛解または低疾

患活動性にある関節リウマ

チ患者を対象としたエタネ

ルセプトバイオシミラーへ

の切り替えの有効性に関す

る多施設共同前向き試験 

jRCTs071190046 

エンブレル（25 mg/回を週に

1 回、25 mg/回を週に 2 回、

50 mg/回を週に 1 回、または

50 mg/回を 2 週に 1 回）を投

与下で 24 週以上 LDA または

寛解を維持している患者を対

象に、同用法用量のエタネル

セプト BS「MA」へ切り替え

（ベースライン）、その後の

臨床的な LDA/寛解を維持する

割合を推定するとともに、関

節超音波および血液バイオマ

ーカーによる経時的な評価を

おこなう。さらに、50 mg/週

の患者では、エタネルセプト

BS「MA」へ切り替えた後、24

週時から同薬 25 mg/週へ減量

し、52 週まで LDA/寛解が持

続するか検証する。加えて、

臨床評価項目、関節超音波評

価項目および血液バイオマー

カー測定項目のベースライン

時の評価が、エタネルセプト

BS「MA」切り替え後の LDA/寛

解維持の予測因子となりうる

か、探索的に解析する。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 
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46 関節リウマチ患者における

エタネルセプトバイオシミ

ラーの有用性を関節超音

波、臨床的指標および血液

バイオマーカーで評価する

多施設共同前向き試験 

jRCTs071200054 

エタネルセプト先行品あるい

はエタネルセプトバイオシミ

ラー治療歴のない中等度疾患

活動性以上の RA 患者を対象

に、エタネルセプト BS「MA」

を開始し、臨床評価指標と関

節超音波評価指標を用いて有

用性を評価する。臨床評価指

標と関節超音波評価指標の治

療後の反応性の関連について

も探索的に解析する。同時に

バイオマーカーによる評価も

おこなう。臨床的に有効な症

例において、臨床評価指標と

関節超音波評価指標、血液バ

イオマーカー測定項目の結果

を解析・統合し、エタネルセ

プト BS「MA」の有用性をより

詳細に評価する。また、ベー

スライン時の各指標と、試験

開始後の情報を用いて、低疾

患活動性/寛解達成を予測す

る因子の探索を行う。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 

47 市中肺炎に対するラスクフ

ロキサシンスイッチ療法の

有効性および安全性を評価

する多施設共同単群非盲検

試験 

jRCTs071230001 

市中肺炎患者を対象とし、ラ

スクフロキサシンスイッチ療

法実施時における治癒判定時

の治癒率を評価することでラ

スクフロキサシンスイッチ療

法の有効性および安全性を明

らかにする。 

本論文は左記特定臨床研究の主解析

論文である。 

(注)  1 ｢番号」の欄は、様式第２の２⑴に記載した番号と一致させること。 

2 ｢研究概要」の欄は、研究の概要を簡潔に記載すること。ただし、人を対象とする医学系研究に関する倫理指針に規定する侵襲及び

介入を伴う臨床研究として提出するもの（平成 30 年３月 31 日までに終了した臨床研究又は平成 30 年４月１日から平成 31 年３月 31
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日までの間に臨床研究法第５条第１項の実施計画を提出せずに終了した臨床研究）については、研究の概要を簡潔に記載するととも

に、侵襲及び介入を伴うことを示す部分に下線を付すこと。 

3 ｢研究概要」は、既に登録 ID 等が同一のものが同表中に記載されている場合には、省略可。特定領域に係る特定臨床研究の実施に伴

い発表した論文である場合には、その旨の説明も含めること。 

4 特定臨床研究の実施に伴い発表した論文であることの説明については、当該研究が特定臨床研究の実施に伴い発表した論文である

ことを簡潔に説明すること。 

5 各論文について、米国国立医学図書館に掲載されている要旨（abstract）を添付すること。 

 

(2)その他の論文実績 

    

 

 

番号 

関連する特定臨床研究 

備考 

治験・臨床研究名 登録 ID 等 研究概要 

1 1 型糖尿病療養者の

災害の備えに対する

考え・感情・行動 
なし 

1 型糖尿病療養者が災害の備えに

ついてどのように考え、どのよう

な感情をもち、行動しているのか

明らかにする。 

 

2 血液透析患者の急性

期脳卒中に関する後

方視的な多施設研究 

なし 

血液透析患者に多い脳卒中の種類

について明らかにする。また、そ

の発症のリスク因子について、既

往歴、服薬歴、透析条件について

検討を行う。さらに、その重症化

リスクについて脳卒中を発症した

患者間での検討、発症後の 3 か月

の ADL について評価、発症後の生

死並びに脳卒中の再発について追

跡調査を行う。 
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3 慢性閉塞性肺疾患患

者に対する呼吸介助

手技が肺気量分画，

呼吸補助筋 の酸素動

態，酸素飽和度，呼

吸困難に及ぼす影響 

－健常者との比較－ 

なし 

中等症以上の慢性閉塞性肺疾患

(COPD)患者を対象に呼吸介助手技

の換気や呼吸困難における作用機

序について、肺気量分画、呼吸補

助筋の酸素動態、酸素飽和度、呼

吸困難など生理学的反応から検証

し、呼吸介助手技が呼吸リハの治

療戦略の一助となり得るかその可

能性について検証する。 

 

4 アスペルギルス気道

感染に伴う宿主免疫

反応の解明 

なし 

アレルギー性気管支肺アスペルギ

ルス症、慢性肺アスペルギルス症

例における血清中サイトカインを

測定し、気管支喘息患者、健常者

と比較することで、アスペルギル

ス気道感染による宿主免疫反応を

解明する。 

 

5 慢性血栓塞栓性肺高

血圧症と肺動脈性肺

高血圧症における右

心機能の比較検討 

なし 

慢性血栓塞栓性肺高血圧症、肺動

脈性肺高血圧症患者や肺動脈圧正

常患者において、経胸壁心エコー

より得られる右心機能の各指標を

比較検討する。右心機能の差異が

明らかとなれば、比較的、早期に

両者の鑑別を行うことも可能とな

り、さらには治療方針や予後予測

にも有用となることが推測され

る。また、治療による右心機能指

標の変化も検討する。 
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6 FilmArray 肺炎パネ

ルの臨床的有用性評

価 

なし 

FilmArray 肺炎パネルは肺炎の原

因微生物であるウイルス、細菌、

薬剤耐性遺伝子をマルチプレック

ス PCR によって同時に検出するシ

ステムである。本研究では気道由

来の残余検体に対して FilmArray

肺炎パネルを用いて測定を行う。

その結果を日常検査結果と比較

し、FilmArray 肺炎パネルの臨床

的な有用性を評価する。 

 

7 ケアダインシールド

の知覚過敏抑制効果

に関する２群間並行

ランダム化比較試験 
UMIN000038072 

ケアダインシールドの、齲蝕のな

い露出根面およびくさび状欠損に

対しての知覚過敏抑制効果を、現

在一般的に用いられている日本歯

科薬品株式会社のナノシールと比

較することで、ケアダインシール

ドの知覚過敏抑制効果を検討す

る。 

 

8 脳転移を有する HER2

陽性乳がんに対する

トラスツズマブ デル

クステカン治療のレ

トロスペクティブチ

ャートレビュー研究 

なし 

局所治療後の安定した脳転移、局

所治療未治療の脳転移、及び症候

性の脳転移を有する患者における

T-DXd の有効性を評価し、

DESTINY-Breast01 試験をはじめと

した T-DXd のデータを補完し、ア

ンメットニーズである局所療法後

の BCBM に対する新たな治療提案

の一助となるデータを創出する。 

 

9 ICU において離床を

阻害する鎮静期間の

長期化を予測する因

子の検討 

なし 

ICU におけるベッド上運動の適応

症例を早期に選出するために、

ICU 入室患者の鎮静期間の予測因

子を入室時までの因子に限定して

調査する。 
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10 DPC データベースを

用いたクリプトコッ

クス脳髄膜炎の予後

因子に関する検討 

なし 

DPC 調査研究班から提供された

DPC データベースを用いた後向き

コホート研究であり、DPC 病名に

クリプトコックス脳髄膜炎の病名

がある症例を抽出し、その症例の

年齢、HIV 感染の有無、基礎疾

患、ステロイド投与など背景情報

および、治療内容を抽出し、30 日

予後に関連する因子について解析

する。 

 

11 下顎後方移動におけ

る下顎骨形成術法に

よる近位骨片へ及ぼ

す影響の比較検討 

なし 

骨格性下顎前突症に対して、下顎

骨形成術を行い下顎骨体部を後退

させる場合に、下顎骨形成術とし

て、下顎枝矢状分割術、下顎枝垂

直骨骨切り術、独自に開発した新

しい術後管理方法である

physiological positioning 

strategy で最も顎関節症状を惹起

しない方法を明確にすることを目

的とし、術後の顎関節の状態を評

価する。 

 

12 新型コロナウイルス

感染症患者のトリア

ージ外来における傾

向と入院関連因子の

研究 

なし 

COVID-19 トリアージ外来で帰宅、

施設入所となった症例でのちに入

院した症例の原因となる因子を明

らかにする。 

 

13 経口抗凝固薬による

静脈血栓症治療患者

の登録研究 
なし 

静脈血栓塞栓症治療として経口抗

凝固薬を用いた抗凝固療法の実態

を、実臨床の場でどのように行わ

れているかを検討する。 
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14 高齢者肺癌に対する

外科治療の安全性と

有効性を 評価するた

めの多施設共同前向

き調査研究 

なし 

本邦における高齢者肺癌に対して

肺切除が施行された症例を前向き

に集積し、高齢者総合評価機能項

目と周術期有害事象および予後に

関して比較検討を行うことにより

外科治療の安全性と有効性を検討

する。 

 

15 上咽頭癌または中咽

頭癌で放射線治療を

受けた患者における

重度の放射線性 粘膜

炎のリスク因子につ

いての探索的研究 

なし 

上咽頭癌または中咽頭癌で放射線

治療を受けた患者を対象にして放

射線治療前の因子と Grade 3 の放

射線性粘膜炎の発症の有無と関連

があるかを明らかにする。 

 

16 鼻咽頭検体を用いた

SARS-CoV-2 およびイ

ンフルエンザウイル

ス RNA の検出性能評

価 

なし 

新型コロナウイルスおよびインフ

ルエンザウイルスの遺伝子検出試

薬の性能評価を実施する。 

 

17 腋窩リンパ節郭清を

施行した乳癌患者の

リンパ浮腫の罹患率

とリスク因子に関す

る後方視的研究 

なし 

腋窩リンパ節郭清を施行した乳癌

患者のリンパ浮腫の発生率とリス

ク因子を後方視的に検討する。 

 

18 慢性腎臓病および透

析に伴う 続発性骨粗

鬆症の病態研究： 高

解像度 CT（HR-

pQCT）による 骨微細

構造解析 

なし 

慢性腎臓病患者および透析患者の

骨微細構造を、高解像 CT（HR-

pQCT）を用いて解析し、健常者と

比較することで、慢性腎臓病およ

び透析患者に特有な骨微細構造を

明らかにする。 

 

19 口腔がん術後・局所

再発症例の検討 
なし 

長崎大学口腔外科で口腔がん手術

を行った症例について局所再発に

かかわる危険因子を明らかにす

る。 
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20 舌癌における手術断

端近接症例の検討 

なし 

舌癌手術における切除断端―腫瘍

間距離がどのくらいであれば再発

リスクが高くなるかのカットオフ

値を求める。また局所再発が予想

される症例に対し、より再発の少

ない術後治療方法を明らかにす

る。 

 

21 肝移植後の経過より

推測する、成因不明

非代償性肝硬変の成

因 

なし 

成因不明非代償性肝硬変に対して

肝移植された症例の摘出肝やその

後の経過を検討することで、その

成因を明らかにする。 

 

22 当院における頚部食

道癌に対する化学放

射線治療成績 

なし 

長崎大学病院における頚部食道癌

に対する化学放射線治療につい

て、有効性および安全性を明らか

にする。また化学放射線治療後の

予後を評価しうる患者背景および

腫瘍背景を明らかにする。全生存

率と無増悪生存率から有効性を、

有害事象から安全性を評価する。 

 

23 人工股関節術後のコ

バルト・クロム合金

骨頭とステムネック

の腐食に関する研究 

なし 

9/10, 10/12 taper neck（どちら

も海外で一般的に使用されている

ものより細い）である J-Taper、

Synergy ステムを使用して行った

初回人工股関節全置換術患者の血

中コバルト、クロム濃度を測定

し、これらの金属が体内にどの程

度流失しているかを確認する。ま

た骨融解や偽腫瘍形成、筋肉壊死

などがどれくらいの頻度で起こっ

ているかを確認する。 
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24 抗好中球細胞質抗体

関連血管炎の病理所

見と予後に関する観

察研究 
なし 

長崎大学病院および共同研究施設

における ANCA 関連血管炎の経過

を検討し、腎病理と治療反応性、

合併症、腎予後、生命予後に関連

する因子との関連を明らかにす

る。 

 

25 新規インフルエンザ

ウイルス迅速検出法

の検出能評価 
UMIN000038276 

多施設での TRC 反応

（transcription reverse 

transcription concerned 

reaction）による新規インフルエ

ンザ迅速検出法のインフルエンザ

検出能を検証する。 

 

26 経カテーテル大動脈

弁植込術後のせん妄

発生に対するレミマ

ゾラムの影響 
なし 

経カテーテル大動脈弁植込術にお

いてプロポフォールを投与した群

とレミマゾラムを投与した群で術

後せん妄の発生率を比較し、レミ

マゾラムと術後せん妄発生の関連

性を明らかにする。 

 

27 ワクチン接種前後で

の SARS-CoV-2 抗体測

定値の変動測定 

なし 

COVID-19 未感染者/既感染者に対

してワクチン接種前後の抗体価

（IgG(RBD), IgM(RBD), IgG(N)）

を経時的に測定し、各抗体測定値

の推移を観察するとともに、抗体

保有期間を評価することを目的と

する。特に、IgG(RBD)では、未感

染者と既感染者における抗体測定

値の推移の違いを明らかにする。 

 

28 肺炎桿菌による感染

症の微生物学的・臨

床的解析 なし 

長崎大学病院において分離された

肺炎桿菌を調査し、高病原性肺炎

桿菌の分離頻度や微生物学的特徴

およびそれを原因菌とする感染症

の臨床的特徴を調査する。 

 



（別添２） 

別添２―29頁 

29 腎生検における採取

糸球体数に関連する

因子の検討 

なし 

腎生検において不適切な糸球体サ

ンプル採取となる要因を明らかに

する。 

 

30 膠原病または過敏性

肺炎様の病理組織を

呈す特発性肺線維症

の臨床像の検討 なし 

これまで IPF と分類されている症

例のうち、膠原病や過敏性肺炎様

の病理所見を呈す症例の臨床的特

徴を明らかにする。膠原病や過敏

性肺炎様の病理所見を持つ IPF 患

者の治療選択を広げることが本研

究の意義である。 

 

31 間質性肺疾患患者に

おける骨格筋筋力低

下と尿中 Titin N フ

ラグメントの臨床的

意義に関する検討 
なし 

間質性肺疾患患者におけるサルコ

ペニアの有病率を検討すること

と，尿中 Titin N フラグメントが

サルコペニアの新たな指標となる

可能性もあり，サルコペニアと尿

中 Titin N フラグメントおよび骨

格筋機能や ADL の低下との関連性

について検討する 

 

32 乳癌における脂肪組

織浸潤と上皮間葉転

換(EMT)、予後に関す

る後方視的検討 

なし 

研究対象者の手術検体の HE 染色

・免疫組織化学法を用いて脂肪組

織浸潤と上皮間葉転換マーカー、

予後との関連を検討する。 

 

33 生体試料を用いたシ

ェーグレン症候群に

おけるイムノコンプ

レキソーム解析法お

よび網羅的蛋白解析 

なし 

シェーグレン症候群（SS）を疑わ

れた患者の生体試料(血液、唾

液、唾液腺)中の蛋白質(サイトカ

イン・ケモカイン、アポトーシス

関連蛋白、転写因子、抗原提示に

かかわる分子など)の発現を、網

羅的蛋白解析またイムノコンプレ

キソーム解析法などを用いて検討

する。そして、測定された発現量

が SS の診断の有無に関連する蛋

白質の分子種を明らかにする。 
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34 肝疾患における持続

血糖測定器を用いた 

グルコースプロファ

イル評価の有用性 なし 

糖尿病を有する肝疾患患者におけ

る持続血糖を測定し、臨床検査結

果、治療経過、肝予備能、治療後

再発、QOL や睡眠に与える影響、

生命予後との関連性を検討するこ

とで持続血糖値測定の意義を明ら

かにする。 

 

35 初発高齢者中枢神経

系原発悪性リンパ腫

に対する多剤併用免

疫化学(R-MPV-A)療法

の長期治療成績 

なし 

初発高齢者中枢神経系原発悪性リ

ンパ腫に対する R-MPV-A 療法の治

療成績および治療耐性を評価し、

予後規定・予測因子を解析する。 

 

36 がんゲノム医療にお

ける SonoTip 

TopGain®の有用性の

検討 
なし 

fine-needle aspiration needle

である EZ3 と新規の Franseen 型

の fine-needle biopsy needle で

ある TopGain による超音波内視鏡

下穿刺吸引法にて採取された組織

切片表面の面積を測定し、どちら

がより 4mm2 以上採取し得るかを

検討する。 

 

37 ムーコル症全国アン

ケート調査 

なし 

本邦におけるムーコル症の正確な

疫学情報、発生頻度の経時的変

化、発症のリスクファクター、診

断や治療の実態、および治療内容

と予後の関係の解明を目的とす

る。 
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38 長崎くも膜下出血研

究 

なし 

時代とともに、くも膜下出血患者

に対して選択される治療・薬剤等

が徐々に変わってきた。一定期間

のデータを集積しそれを解析する

ことにより、最新最良の治療法を

究明し、今後の治療にフィードバ

ックする。また新たに発見された

事実を発信し、医学の発展に貢献

する。 

 

39 ガマ腫、耳下腺嚢

胞、耳下腺の石灰化

は シェーグレン症候

群の新たな徴候か？ 

なし 

ガマ腫、耳下腺嚢胞、耳下腺の石

灰化がシェーグレン症候群の早期

発見に繋がる新たな徴候であると

いう仮説を検証する。 

 

40 迅速マイクロ流体免

疫蛍光法による新型

コロナウイルス抗原

検査試薬を用いた臨

床的有用性の評価 

なし 
ルミラ抗原検査とウイルス分離培

養検査の一致率を明らかにする。 
 

41 DPC データベースを

用いたクリプトコッ

クス脳髄膜炎の予後

因子に関する検討 

なし 

DPC 調査研究班から提供された

DPC データベースを用いた後向き

コホート研究であり、DPC 病名に

クリプトコックス脳髄膜炎の病名

がある症例を抽出し、その症例の

年齢、HIV 感染の有無、基礎疾

患、ステロイド投与など背景情報

および、治療内容を抽出し、30 日

予後に関連する因子について解析

する。 
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42 ワクチン接種前後で

の SARS-CoV-2 抗体測

定値の変動測定 

なし 

COVID-19 未感染者/既感染者に対

してワクチン接種前後の抗体価

（IgG(RBD), IgM(RBD), IgG(N)）

を経時的に測定し、各抗体測定値

の推移を観察するとともに、抗体

保有期間を評価することを目的と

する。特に、IgG(RBD)では、未感

染者と既感染者における抗体測定

値の推移の違いを明らかにする。 

 

43 長崎大学病院におけ

る複合臓器移植の治

療成績に関する後方

視的観察研究 

なし 

複合臓器移植の患者背景、治療内

容、治療成績、合併症の発生状況

をまとめ、今後の複合臓器移植の

治療成績を向上するための改善す

べき点を検討する。 

 

44 内視鏡的粘膜下層剥

離術前後における嚥

下機能変化について

の検討 
なし 

内視鏡的粘膜下層剥離術を施行す

る表在型食道癌患者および表在型

咽頭癌患者に対して、嚥下機能評

価およびサルコペニア評価を行

い、ESD 前後の嚥下機能変化との

関連について検討する。 

 

 (注)  1 ｢番号」の欄は、様式第２の２⑵に記載した番号と一致させること。 

2 ｢研究概要」の欄は、研究の概要を簡潔に記載すること。 

3 ｢研究概要」は、既に登録 ID 等が同一のものが同表中に記載されている場合には、省略可。 

4 ｢備考」には、研究責任者又は発表者が当該病院以外に所属する場合であって、当該申請機関の研究支援内容について記載すること 

5 各論文について、米国国立医学図書館に掲載されている要旨（abstract）を添付すること。 
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他の病院又は診療所と共同して特定臨床研究を実施する場合にあつては、特定臨床研究の実施の主導的な役割を果たした実績 

 

１ 他の病院又は診療所と共同して特定臨床研究を実施する場合にあつては、特定臨床研究の実施の主導的な役割を果たした実績の詳細 

 

番号 治験・臨床研究名 登録 ID 等 主導的な役割を果たした実績の詳細 

 (1) 医師主導治験   

1 副腎皮質ステロイドに抵

抗性の成人発症スチル病

（AOSD）患者に対する5-

アミノレブリン酸塩酸塩

／クエン酸第一鉄ナトリ

ウム（5-ALA-HCl/SFC）

の第Ⅱ相医師主導、ラン

ダム化二重盲検並行群間

比較試験 

治験計画届出受付番

号：2022-0900 

jRCT2071220040 

治験調整医師を当院リウマチ・膠原病内科：川上 純が、治験調整事務局を当院

臨床研究センターおよび千葉大学医学部附属病院が担い、12 施設で行う多施設共

同治験の主幹施設として以下の業務を行なった。 

・AMED 研究事業申請書および報告書作成補助 

・医師主導治験実施体制の整備 

・PMDA 対面助言申し込み、資料作成、出席 

・治験届作成 

・治験実施計画書作成 

・治験調整事務局（実施医療機関との調整、治験薬提供者との調整、各開発業務

委託機関との調整安全性情報管理、等） 

2 副腎皮質ステロイドに抵

抗性の成人発症スチル病

（AOSD）患者に対する5-

アミノレブリン酸塩酸塩

／クエン酸第一鉄ナトリ

ウム（5-ALA-HCl/SFC）

の第Ⅱ相医師主導、継続

投与試験 

治験計画届出受付番

号：2022-3066 

jRCT2071220086 

治験調整医師を当院リウマチ・膠原病内科：川上 純が、治験調整事務局を当院

臨床研究センターおよび千葉大学医学部附属病院が担い、12 施設で行う多施設共

同治験の主幹施設として以下の業務を行なった。 

・AMED 研究事業申請書および報告書作成補助 

・医師主導治験実施体制の整備 

・PMDA 対面助言申し込み、資料作成、出席 

・治験届作成 

・治験実施計画書作成 

・治験調整事務局（実施医療機関との調整、治験薬提供者との調整、各開発業務

委託機関との調整安全性情報管理、等） 
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3 特発性多中心性キャッス

ルマン病を対象としたフ

ィルゴチニブの第Ib相医

師主導治験 

治験計画届出受付番

号：28-4134 

jRCT2071230108 

治験調整医師を当院リウマチ・膠原病内科：川上 純が、治験調整事務局を当院

臨床研究センターが担い、5施設で行う多施設共同治験の主幹施設として以下の

業務を行なった。 

・医師主導治験実施体制の整備 

・治験実施計画書作成 

・治験届作成 

・治験調整事務局（実施医療機関との調整、治験薬提供者との調整、各開発業務

委託機関との調整安全性情報管理、等） 

 以下、(2)臨床研究   

1 アテロコラーゲンと抗菌

薬局所投与による抜歯後

薬剤関連顎骨壊死の発症

予防に関する多機関共同

研究 

jRCTs071220088 研究代表医師を医歯薬学総合研究科口腔顎顔面外科学：大森 景介が担い、5 施

設で行う多施設共同研究の主幹施設として以下の業務を同科研究支援者とともに

行なった。 

・研究実施の調整に係る業務（体制整備、進捗管理、施設対応） 

・研究計画書作成 

・モニタリング 

2 市中肺炎に対するラスク

フロキサシンスイッチ療

法の有効性および安全性

を評価する多施設共同単

群非盲検試験 

jRCTs071230001 研究代表医師を医歯薬学総合研究科呼吸器内科学：迎 寛が担い、16 施設で行う

多施設共同研究の主幹施設である。当院臨床研究センターにおいて以下の業務を

行なった。 

・研究実施の調整に係る業務（体制整備、進捗管理、施設対応） 

・研究計画書作成 

・モニタリング 

・統計解析 

・データマネジメント 

3 口腔外科手術後挿管患者

に対する抗菌薬局所投与

による術後肺炎発症予防

：予備的研究 

jRCTs071230007 研究代表医師を当院口腔外科：三浦 桂一郎が担い、2施設で行う多施設共同研

究の主幹施設として以下の業務を行なった。 

・研究実施の調整に係る業務（体制整備、進捗管理、施設対応） 

・研究計画書作成 

・モニタリング 
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4 重症化リスク因子を有す

る軽症/中等症ⅠのSARS-

CoV-2感染症患者を対象

としたエンシトレルビル

 フマル酸の有効性及び

安全性を評価する無作為

化モルヌピラビル対照比

較試験 

jRCTs071230014 研究代表医師を医歯薬学総合研究科呼吸器内科学：迎 寛が担い、25 施設で行う

多施設共同研究の主幹施設として以下の業務を行なった。 

・研究実施の調整に係る業務（体制整備、施設対応） 

・研究計画書作成 

5 オゾラリズマブ投与によ

る関節リウマチ患者にお

ける骨構造変化の評価：

ヒストリカルコントロー

ルを用いた多施設共同試

験 

jRCTs071230067 研究代表医師を医歯薬学総合研究科リウマチ･膠原病内科学：川上 純が担い、6

施設で行う多施設共同研究の主幹施設である。当院臨床研究センターにおいて以

下の業務を行なった。 

・研究実施の調整に係る業務（体制整備、進捗管理、施設対応） 

・研究計画書作成支援 

・モニタリング 

・統計解析 

・データマネジメント 

6 抗コリン薬、Mirabegron

不応性の過活動膀胱症例

に対するVibegronの有用

性と安全性 

jRCT1071230070 研究代表医師を医歯薬学総合研究科泌尿器科学：今村 亮一が担い、3 施設で行

う多施設共同研究の主幹施設として以下の業務を行なった。 

・研究実施の調整に係る業務（体制整備、進捗管理、施設対応） 

・研究計画書作成 

・モニタリング 

・データマネジメント 

7 挿管患者におけるブラッ

シングおよびポビドンヨ

ード塗布のカフ上細菌数

減少効果の比較検討：予

備的研究 

jRCT1071230103 研究代表医師を医歯薬学総合研究科口腔保健学：五月女 さき子が担い、2 施設

で行う多施設共同研究の主幹施設として以下の業務を行なった。 

・研究実施の調整に係る業務（体制整備、進捗管理、施設対応） 

・研究計画書作成 

・モニタリング 

8 日本人慢性肺アスペルギ

ルス症に対する日常診療

下におけるイサブコナゾ

ニウム硫酸塩の前向き介

入研究（PIIS-CPA） 

jRCTs071230121 研究代表医師を医歯薬学総合研究科臨床感染症学：泉川 公一が担い、20 施設で

行う多施設共同研究の主幹施設として以下の業務を行なった。 

・研究実施の調整に係る業務（体制整備、施設対応） 

・研究計画書作成 
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9 特発性多中心性キャッス

ルマン病を対象としたフ

ィルゴチニブの長期投与

における安全性および有

効性を評価する多施設共

同試験 

jRCTs071230120 研究代表医師を医歯薬学総合研究科リウマチ･膠原病内科学：川上 純が担い、2

施設で行う多施設共同研究の主幹施設である。当院臨床研究センターにおいて以

下の業務を行なった。 

・研究実施の調整に係る業務（体制整備、進捗管理、施設対応） 

・研究計画書作成支援 

・データマネジメント 

・モニタリング 

10 化学療法未治療の進行再

発胸腺上皮性腫瘍（胸腺

腫・胸腺癌）に対するカ

ルボプラチン＋nab-パク

リタキセル（CBDCA＋nab

-PTX）併用療法の有効性

と安全性に関する第II相

試験 

jRCTs071240019 研究代表医師を当院呼吸器内科：竹本 真之輔が担い、8 施設で行う多施設共同

研究の主幹施設として以下の業務を行なった。 

・データマネジメント 

・研究実施の調整に係る業務（体制整備、進捗管理、施設対応） 

・研究計画書作成 

11 ステロイドマウスウォッ

シュによる乳癌化学療法

誘因性の口腔粘膜炎予防

を検討する第Ⅲ相ランダ

ム化比較試験 

jRCTs071240036 研究代表医師を当院乳腺・内分泌外科：久芳 さやかが担い、15 施設で行う多施

設共同研究の主幹施設として以下の業務を行なった。 

・データマネジメント 

・モニタリング 

・研究計画書作成 

12 大腿骨近位部骨折患者に

対するゾレドロネート5m

gおよび2.5mgの比較試験 

jRCTs071240037 研究代表医師を医歯薬学総合研究科整形外科学：尾﨑 誠が担い、2 施設で行う

多施設共同研究の主幹施設として以下の業務を行なった。 

・モニタリング 

・研究実施の調整に係る業務（体制整備、進捗管理、施設対応） 

・研究計画書作成 

13 ベタメタゾン含嗽剤の口

腔粘膜炎発症予防に関す

る多機関共同ランダム化

比較試験 

jRCTs071240060 研究代表医師を医歯薬学総合研究科口腔保健学：五月女 さき子が担い、12 施設

で行う多施設共同研究の主幹施設として以下の業務を行なった。 

・モニタリング 

・研究実施の調整に係る業務（体制整備、進捗管理、施設対応） 

・研究計画書作成 



（別添３） 

別添３―5頁 

14 血液透析を実施中の軽症

のSARS-CoV-2感染症患者

を対象としたエンシトレ

ルビル フマル酸の薬物

動態と治療アウトカムを

評価する前向き介入試験 

jRCTs071240069 研究代表医師を医歯薬学総合研究科呼吸器内科学：迎 寛が担い、6 施設で行う

多施設共同研究の主幹施設として以下の業務を行なった。 

・研究計画書作成支援 

・データマネジメント 

・モニタリング 

・統計解析 

・研究実施の調整に係る業務（体制整備、進捗管理、施設対応） 

15 静脈麻酔中の内視鏡的逆

行性胆管膵管造影を対象

とした新型high flow na

sal cannulaの酸素化維

持の有効性に関する検討 

jRCTs072240096 研究代表医師を当院総合患者支援部：髙橋 孝輔が担い、5 施設で行う多施設共

同研究の主幹施設として以下の業務を行なった。 

・データマネジメント 

・モニタリング 

・研究実施の調整に係る業務（体制整備、進捗管理、施設対応） 

・研究計画書作成 

16 静脈内鎮静下で歯科治療

を行う者を対象としたHi

gh Flow Nasal Cannula

の酸素化維持の有効性に

関する検討 

jRCTs072240107 研究代表医師を当院臨床研究センター：鮎瀬 卓郎が担い、6 施設で行う多施設

共同研究の主幹施設として以下の業務を行なった。 

・データマネジメント 

・モニタリング 

・統計解析 

・研究実施の調整に係る業務（体制整備、進捗管理、施設対応） 

・研究計画書作成 

17 在宅心不全患者に対する

心音図検査装置AMI-SSS0

1を用いた心不全増悪診

断の有効性に関する研究 

jRCT1072240118 研究代表医師を医歯薬学総合研究科総合診療学：山梨 啓友が担い、3 施設で行

う多施設共同研究の主幹施設として以下の業務を行なった。 

・モニタリング 

・研究実施の調整に係る業務（体制整備、進捗管理、施設対応） 

・研究計画書作成 

18 腫瘍径3cm以下Stage II

トリプルネガティブ高齢

者乳癌における治療早期

効果に基づくペムブロリ

ズマブ省略戦略の安全性

を検討する多施設共同試

験 

jRCT1071240119 研究代表医師を当院乳腺・内分泌外科：久芳 さやかが担い、9 施設で行う多施

設共同研究の主幹施設として以下の業務を行なった。 

・データマネジメント 

・モニタリング 

・研究実施の調整に係る業務（体制整備、進捗管理、施設対応） 

・研究計画書作成 

  （注）「番号」の欄は、様式３の１に記載している番号と一致させること。 
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